第IV章 : 地区と遺構・遺物(佐渡金山遺跡（佐渡奉行所跡）（陣屋・役所・役宅・御金蔵・寄勝場） : 国史跡佐渡奉行所跡復元整備に伴う発掘調査報告書) by 佐藤, 俊策 et al.
第3節　遺跡の概観
　高台地区は安政期以前の大御門柱穴・水路・水溜・穴蔵・池などが確認できた。安政期のものとしては
土蔵・武器庫・中庭・石畳・水路・井戸などが確認できた。明治以後のものでは近代武器庫・明治の池等
が確認できた。新旧切りあっている遺構もあれば、同じ場所にレベルの違いで重なりあっている遺構もあ
ったりと、複雑で確認に時間がかかった。役宅跡地からは塀柱穴列のみの検出で、ほとんど遺構らしきも
のが見られなかった。グラウンド造成にともなう削平で壊されたものと考えられる。御金蔵跡からは柵
列・礎石・柱穴・井戸・水溜などの検出が見られた。
　高台地区にあって特に注目すべき遺構として、南西に位置する製錬遺構地区と御金蔵と役所の間に位置
する鉛土坑地区については、絵図面にも出てこない特別地区として考えた。
　寄勝場地区は高台地区より約3m低く、宝暦9（1759）年以降に金銀製錬の工場群の一部が建っていた
ところで、水路・舩・井戸等の遺構の確認と多数の拍石・石磨の出土が見られた。
第IV章　地区と遺構・遺物
第1節　高台（役所・御金蔵・陣屋・広間役宅）
（1）遺構
穴蔵（第8図・第10図）
　E9－25・E10－5・F9－21・F10－1グリッドに位置し、南北に約3m、東西に約3．60m、深さ
1．62mを測る穴蔵を検出した。周囲は間知石の谷積で、平均30～40　cmの安山岩を多用している。底に40
cm大の丸石を置き、その上にオウビキを90　cmごとに並べ、上にタルキを90　cm間隔で逆方向に敷き、最上
部に床板を張っている。床から石垣の天端まで1．10mを測る。下へ降りる為の階段が見つからないことか
ら、梯子等を利用していたものと思われる。天端のレベルは44501mである。
A 第8図　穴蔵土層セクション図　　B
　　　　　　　　　　　　　　　　43．891m
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1　黄暗褐色乾いた粘質土　　　　　　　5　黒色スミ混り粘質土
2　黒色しまった砂質土（玉砂利を含む）　5’明黒色粘質土（しまりナシ）
2’玉砂利層　　　　　　　　　　　　　6　灰黒色粘質土
3　赤褐色乾いた粘質土　　　　　　　　　　　（しまりナシ・玉砂利を多く含む）
4　茶黒色乾いた粘質土　　　　　　　　7　黒色粘質土
　　　　　　　　　　　　　（しまりナシ・玉砂利を多く含む）
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第9図　佐渡奉行所跡遺構図
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第10図　穴蔵平面図・穴蔵石積断面図
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池1（第11図）
　D10－21～25・D11－1～5・E10－21～23・E11－1～3グリッドに位置し、東西約2400m、南
北約4～7mの大きな池を検出した。陣屋座敷南側の庭の池で、東端は境界に杭が打ち込まれていて、北
には扁平な石が置かれている。この杭は直径約10cm程の栗材で、皮のついたまま、先端を細く削って打
ち込んでいる。杭は東側は武器庫の下に達し、古くは大きな池であったと想定される。池の底部から唐津
n期の砂目を有する小皿・小鉢が出土し、周辺の南側からは鉱石製錬に使用されたと考えられる蓋状土製
品や赤く焼けた土等が出土した。製錬用窯跡が広い範囲に延びていたのか、あるいは崩れて池に落ちたの
か判断が容易でない。奉行所建設時から掘られていた池と考えられ、杭列・石列は古い時期のものと推定
される。杭列や石列から池は時代によって大きさ・形状が多少異なり、天保年間には異国船防備の土塁構
築で埋められ消滅している。
　絵図の説明では陣屋座敷の高欄から庭までは8尺あり廊下から五段の階段があると説明されている。池
のある庭は低地であったと想定される。
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第11図　池1平面図・土層セクション図
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　礫を少量含む橿色粘質土　　　　　44蜘
灰色砂質土
小砂利を含む黄灰色粘質土
木炭・礫を含む灰褐色粘質土
にぶい黄褐色粘質土
木炭・礫を含む暗灰褐色粘質土
黄褐色粘土
礫を含む黄褐色粘質土
木炭を含む黄褐色粘土
黄褐色砂質土（礫・木炭を含む）
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池2（第12図）
　F10・G10・F11－4・5・Gl1－1・2・3グリッドに位置し、東西1τ60m、南北1480mの大き
な池を検出した。中央に東西軌80m、南北675mの楕円形の中島を持っている。明治19年の「郡役所墨引」
の図面では「郡長須藤賢與、訴所南方ノ模様換」とあり、「中島」と明記され初めて確認できる。その図
面では東と南の二箇所に橋が見られる。明治43年頃の「佐渡郡役所敷地図」（1／600）にも池と中島は
確認できるが、橋は描かれていない。発掘では東の橋に当たる部分から橋の礎石と思われる遺構が確認で
きたが、南の橋に当たる部分からは特別の出土は確認できなかった。中島と岸までは、一番狭い南側で
1BO　mを測り、順に西側240　m・東側480　m・北側520　mと広くなっている。池の水深は40～50　cm程度と
浅く、防火用水として利用するより、役所の景観を優先したものと考えられる。島の上と池中に四本の柱
とそれを固定の押さえ木が検出された。これは旧制中学校時代に相撲場が設置され、四本柱が立っていた
跡である。西側の池周辺から栗材の杭の検出を見たが、これは武器庫基礎の崩落を防ぐためのものと考え
られる。武器庫側の池底から瓦・磁器片が固まって出土した。瓦は赤紬を塗った地元産である。堆積土は
1層が礫混じりの黄褐色粘質土、n層は灰黄褐色粘土、　In層が灰青色粘土となり、池の機能期間が短いた
めか池底の砂やヘドロの溜りが少ない。
第12図池2平面図・土層セクション図
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石組1（第13図）
　H10－3～5グリッドに位置し、東西に約6．90mを測る石垣を検出した。東側のレベルは44．34mを測
り、西側は約44．00mと石組2号で断ち切られているところを境に下がっている。石質・形態はさまざま
で拍石等も使われていて根石と思われる。コンクリートで補強された痕跡が残っていて、上部の石垣を外
して根石のみを再利用したものと考えられる。外面は北を向いている。
第13図　石組1平面図
ざ
0
ゴ
　　　○
　　　　　o
　ガ
④
o　　　　　　も
　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮
　　　　　　　　　　9〔や○
2 4m
⊂〉ロ
ロ
壱
　　o
ゴ、
邑
　　亀
！「　　（）
⊥
石組1断面図
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石組2（第14図）
　H9－24～H10－14まで南北に走りHlO－14で直角に曲がりF10－7グリッドまで延びる石垣を検
出した。南北に約8m、東西に約40mを測る。南北に走る石垣のレベルは中央で44．26m、最南端部で
44．49mを測る。東西の長い石垣は東側で44．52m、中程で44．48m、西側で43．97mのレベルを測る。石質
の多くは相川町海岸部で採れる凝灰岩であり、明治以降に奉行所が郡役所や学校等に再利用されたとき、
御金蔵の敷地が警察署等に使用されるため、その境界として設けられたものと思われる。明治19年、明
治43年の「佐渡郡役所敷地図」には池が存在するので、それ以降の建設と思われる。
石組3（第15図）
　H10－10～H13－5グリッドまで南北に走る石組を検出した。大御門脇から南北に走る堀石垣とほぼ
平行している。長さは約45mを測り2～3段くらいの布積みである。石質は凝灰岩がほとんどで表面に
はノミの跡が刻まれている。現況の石組のレベルは北側から44．40・4459・4471・4469・44．80mを測る。
安政の絵図面等で広間役宅と御金蔵や役所との境の板塀が設けられていた場所と考えられる。堀石垣のレ
ベルが44．01～44．09mを測ることから、当時はこの石垣も同じレベルであったと考えられる。寛延2年
（1749）の絵図と寛政11年（1799）の絵図の比較で、この位置に関しておおきな違いが見られ、それ以後
天保5年（1834）年の火災後の絵図、安政5年（1858）の火災後の絵図等を見ても、位置がほとんどかわ
っていないことから、寛政の火災後に積まれたものと考えられる。安政の絵図面には「板塀下石垣　長拾
九間」と書かれている。
石組4（第15図）
　H10－14～H12－14グリッドに位置し南北に走る石組を検出した。石組3と約2mの間隔で西側に平
行に並んでいる。長さは約2＆Omを測り2～3段くらいの布積みである。検出時の石組上部のレベルは北
側より44．49m、4450　mを測る。　H　11－24グリッドで30　cmくらいのずれがある。ずれから南寄りの石組
のレベルは44．74・4475mと高いことや水路4の水路を横断するように築かれていることから、時代差が
あるものと考えられる。北よりの石組については安政の絵図面で役所部分と役宅・御金蔵の部分を分けて
いた板塀の石垣と考えられるが、石組3の凝灰岩できれいな布積みに比べ石質も多種多様なら形態も様々
で、同時の築造ではないと考えられる。南側については水路4を断ち切るように築かれていることから、
水路4が使用されていた時代よりは新しく、近代に入って構築されたものと思われる。
石組5（第16図）
　H10－16～H11－21グリッドに位置し南北に走る石組を検出した。石組4と約9mの間隔で西側に平
行に並んでいる。長さは約17．Omを測り1段ではあるが綺麗に並べられている。石組上部のレベルは
44．19～44．25mを測る。石質は多種で厚みもちがいがあるが、大部分は横長の物が用いられ、上面を水平
になるように並べてある。土層セクション図と鉛土坑のレベルから考えると、鉛を埋めた寛永18年
（1641）の生活面は44．243mと考えられる。これとほぼ同じレベルで、しかも意識して上面を水平に保っ
ていることや使用されている石材は全く馨（のみ）跡の無いものばかりが使われていることなどから、寛
延以後の絵図面には出てこない古い時代の建物の礎石と考えられる。
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石組6（第17図～第19図）
　Cl1・C10・C9・D8グリッドに位置し、陣屋西の斜面を巡る石垣である。発掘前に一部顔を見せ
ていたが、下まで五段に組み120mを測る。陣屋の西側斜面を囲むように構築されている。上は補修が繰
り返され石の削りに新旧が見られるものの、最下部は二段まで石が大きくしっかりして削りも古い。下部
の根石を残して築き替えたのかも知れない。斜面に接し危険なため一部を根石まで掘ったが他は80cm程
度に止めた。石質は凝灰岩が主体を占めるが、上は流紋岩・安山岩など多種多様であり、修復に古い石の
再使用や新しい石を用いた結果と考えられる。
　『佐渡国略記』正保4（1647）年の火災再建に「越中ヨリ来リ候五郎兵衛ト云者、石垣上手二而此節御
陣屋廻リ之石垣、其外味方与次右衛門・庄右衛門町伊左衛門・大工町木原松庵、此大石垣右五郎兵衛築候
由」とあり、ここの石垣は正保4年の火災後に初めて築かれたものである。
　また、『佐渡年代記』文政12（1841）年の項に、「陣屋後通り海上え臨み候処囲ひ粗悪に而要害にも拘
るに付石垣築立堀掛替る」とあるように修復が繰り返されたのであろう。
　南西側には花畑へ下りる石の階段が4枚敷かれており、21x103×30　cmの長方形を呈した凝灰岩の角石
である。上は、ほぼ全容を留めるが、下の2枚は壊れて段数を確かめられる程度である。石垣の後につけ
たもので、絵図では石段でなく土の坂道に描かれており、近世の新しい石段と考えられる。
第17図　石組6と周辺の平面図
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石組7（第20図～第21図）．
　G14－4・5・9・10・14・15・19グリッドに位置し、現存する土塁東側手前の石組が南北方向に3
列東西方向に2列検出した。南北方向の2列と東西方向の2列は石のレベルで444mを測るが、根石の高
さで約40cm中列より高い。天端ではなく当初はもっと高かったと思われる。南北の列は中の低い石列の
上を通り、東方向に直角に曲がる。石には鉱石粉成用の石磨や相石が使われ、他の石は前面が幅広く奥が
細くなる新しい切り方を示す。明治期の警察署に関係するものであろう。
　真中の一列は一部二段に組まれ、根石部分はレベル43．7mを測り、他列の根石より37～40　cm低い。石
質は鉱石粉成用の上石磨に使用する球状流紋岩を主体とし、石英安山岩・礫岩が混ざる割石で、平均
32×36×20cmを測り、奥が極端に細くならない古い切り方を示す。
　近世の工作物と思われ、柵列の東内側にあり、寛政の御金蔵に関係する石組ではないかと考えている。
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　　　　　　　　　　　　　　第20図　石組7平面図
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石組8（第22図）
　H11－23・22～G12－3グリッドに位置し、水路4とほぼ平行の東西方向に約16．5mの長さを測る石
組である。Gll－25とH11－21のところで約4m50cm程切れている。石質は玄武岩が多いが、球状流紋
岩・安山岩など多種多様である。40×40×30cm程の大きな石がほとんどで、加工痕のない丸みをおびた
自然石がほとんどである。上に石を積まれたような形跡がないことから、建物及び敷地の境界に使われて
いたものと推測する。石の上部のレベルは東の方から4442・4441・4430cmをそれぞれ測り、水路4の
縁石より高いことから、近代に入ってのものと考えられる。
　石面は北側を向いている。中間が抜けていることに関しては、後日取り壊したものか通路として利用さ
れていたのかは判断ができない。明治・大正の図面を見ると、学校と警察及び警察官舎との境として用い
られたものと推測できる。
第22図　石組8平面図
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石組9（第23図）
　D9－7～D9－16グリッドに位置し、土塁根石列1に平行の約1αOmの長さを測る石組を検出した。
四角に綺麗に加工された切石で、石質は凝灰岩が多く用いられている。布積みで2段で、表面には整の加
工痕がある。近くにある土塁根石列1や土蔵2等のレベルが、それぞれ43．88・43．78m、43．55・43．65m
を測るのに対し4410mとやや高いところからの検出である。
　寛延以後の絵図面には全く遺構の無いところからの検出であることから、土塁を取り壊したあとのもの
と考えられる。石には馨の痕があることから古い石組を解体して再利用したものと考えられる。
第23図　石組9平面図
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石畳（第24図）
　H9－15・19－11・12・13グリッドに位置し、玄関へ通ずる石畳を検出した。大御門から玄関までで全
長は、10．95m、幅1．50mを測る。長方形の切り石を横に並べ、両側を縁石で補強している。建物は低地
にあるため、傾斜して玄関へ通じており、昭和17年の火災まで使用されていたものである。石畳は天保
14年の向陣屋取り壊しの改変で初めて布設されているが、これは安政の火災後のものと考えられる。
第24図　石畳平面図
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井戸1（第25図）
　役所敷地内のG8－24に位置し、上の径が1mを測る井戸を検出した。建物跡の北にあり石英質の石で
綺麗に組まれている。上縁は四角に切り石で囲まれていたようで、検出時は東側の一辺は無かったものの
南17×109cm・西16　x　85　cm・北15　x　82　cmの切り石を確認した。
　下へ行くほど広くなる鉱山特有の形態を持っている。中には水がたまっており、近年まで使用されてい
たようで、鉄パイプが井戸内の側面から下へ延びている。
　これは『佐渡国略記』に記録があるように、『宝暦11年9月10日に御広間御門先の大井戸を埋め、安永
2年12月22日に御広間御門先の井戸を再開した』とする、宝暦以前からある古い井戸である。
第25図　井戸1平面図
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井戸2（第26図）
　E8－3グリッドに位置し、陣屋の北側にある井戸である。径1mを測り、下まで石で組んでいる。奉
行が日常生活に使用していた井戸である。現在は旧制中学校建設の際に高台を削平したさかいになってお
り井戸の北側は傾斜の強いコンクリート擁壁で下の勝場の境となっている。
井戸3号（第27図）
　御金蔵と役所の間H12－8に位置し、石で区画された水路4号の南側、水溜2号の北西にある井戸であ
る。径80cmを測り、中は底まで割石で組みしっかりとした造りである。寛延以降の絵図面で、御金蔵前
の水溜前にある井戸である。文久の絵図面では水溜とともに確認はできなくなっているが、幕末まで機能
していたと見えて、遺物はほとんど出土しなかった。
　『佐渡年代記』にいう、文化9年8月18日に町方番所詰所脇から出た古井戸を修理して使用したとす
るものとは位置が違うようである。
第26図　井戸2平面図 第27図　井戸3平面図
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井戸4（第28図）
　御金蔵東側113－22・23、114－2・3に位置し、長径1．80mの井戸を検出した。御金蔵域の表土を剥が
している際に薄い黒土層が見えたため堀り進むうちに大きな井戸と判明した。周囲には石垣のない素掘り
の井戸で深くなるにつれ底が大きくなる鉱山町で聞く特有の形態を持っている。
　上部の40cmまでは黄灰色粘土、130　cm下までは礫が混じる赤褐色砂質土でいずれも堅く締まって安定し
ているが、その下からは軟弱な黄白色の粘土となり径が広がる。自然崩壊の影響もあり掘っている最中で
も崩れ落ちることが多い。2mから暗灰色の泥土に変り、木片が多量に出始める。2．53mから文字の入っ
た木片2点を検出する。曽根五郎兵衛とあり、寛文10年（1670）から延宝8年（1680）まで佐渡を支配し
た奉行である。3mから暗青灰色の砂質土となり、3．50mから木屑を含む灰黒色粘土に変る4．20m下から
は寛永20年、裏に武州住正利作と墨書された刻刀状の木製品、曽根五郎兵衛の前職であり寛文2年（1662）
から寛文10年（1670）までの若林六郎左衛門名など墨書木片3点が出土する。木製品の種類・量は多く、
足駄、箸、樽の蓋・底、櫛、漆塗椀、曲物、狙板、杓子などである。
　底へ行くに従い径は広くなるが崩落の恐れがあるため直ぐに掘り進め450mまでで中止することにした
底まではまだ1m以上もあるものの崩落による危険防止を優先して作業を打ち切ることにしたものである
第28図　井戸4平面図・断面図
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井戸5（第29図）
　御金蔵の北側Hl2－21・22に位置し、御金蔵の水溜をうめた後に掘られた井戸が検出された。上は池
の底まで石を四段に組み、下は素堀となる。石は平均30x20　x　20cmから30×25　x　l8cmで一定しない。
組み方も雑で素人の感を否めない。井戸の内径は80cmあり、素堀り部分で広くなる相川特有の形態を示
す。石質は安山岩・石英・凝灰岩を用い石組の頂部は水溜より約20cm高く標高44411mを測る。1．98　mま
で掘り、底まであと1．50m余はあると推定できるが周辺の土の崩落で危険なため作業を中断した。堆積土
は井戸を埋める時に大きな礫を投げ込んでおり第1層が礫混じりの黒褐色粘土層で石組の下に達し、第n
層が黄褐色砂質土で礫を含み10cm内外と薄い。第皿層は灰黒色泥土となって1．77　m下から水が溜り出し作
業が困難になって中断した。
　堆積土中から遺物が出土しないのと、水溜の中に掘られており、石組が水溜の石より高いことから御金
蔵前の水溜が消滅する幕末か、近代以降に掘削した井戸と考えられる。
第29図　井戸5平面図・断面図
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井戸6（第30図）
　広間役宅の南側113－21・22に位置し、井戸4号から西側に3．60m離れ、標高44．271mで井戸の石組が
検出された。内径1．30mを測る。上部を二段から三段に石を組み下は素堀となる。石質は安山岩・石英の
割り石を用い、玄武岩質の鉱山用拍石も使う。石組の高さは南が二段で38cm、北側が三段の47　c皿を測る。
素堀で粘土中に16x10cm大の玉石を多く含む。土の崩落で危険なため2．92　mの深さで掘るのを中止した
が底まではまだ2m余りあると思われる。絵図に無い井戸で年代の想定が困難である。堆積土の状況は第
1層が18cmで暗褐色粘土層を呈し焼炭・浜砂利を多く含み中に大きな石を投げ込んでいる。第n層は焼
炭・石を含んだ暗オリーブ褐色土、第皿1層が暗褐色と明黄褐色粘土が混合し浜砂利を含んで56cmと深い。
第IV層は黄褐色の砂質土、第V層が暗黄灰色粘土層に別れる。第VI層は第皿層と同じ暗褐色粘質土、第W
層は第n層と同様に暗オリーブ褐色粘土層、第測層は黄褐色砂質土となり焼炭・浜砂利を含む。絵図には
ないが、遺物や石組の様相から寛延元年（1748年）の火災以前に機能していた井戸と考えられる。
第30図　井戸6平面図・断面図
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暗褐色粘土（焼炭・浜砂利を多量に含む）
焼炭・石を含む暗オリーブ褐色土
暗褐色と明黄褐色土
黄褐色砂質土
暗黄灰色粘土
暗褐色粘質土
暗オリーブ褐色粘土
焼炭・浜砂利を含む黄褐色砂質土
灰色泥土（下駄・木片・瓦片の遺物を含む）
一37一
井戸7号（第31図）
　広間役宅敷地内112－12・13・17・18に位置し、短径130cm、長径144　cmの隅丸形の石組を持つ井戸を検
出した。石は二段から三段に組み下は素堀りとなる。石は30×38×14cmから32×39×20cm程で、下段
の石は28～50cmと上より大きい。下相川の通称吹上げと呼ばれる地域を中心に産出する赤と白の球状流
紋岩を使う。石組の高さは平均44cmを測る。
　上部の第1層は明黄褐色の砂質粘土層で52cmの深さがある。第n層は埋め立てに投げ込んだ大きな丸
石と焼炭が混じる薄い灰褐色粘土層、第皿層は大きな礫を含む灰赤色砂質層で深い。皿層部分を88cm
（地表面から2．30m）まで掘ったが赤い砂質土層が続き、下に泥土が無く井戸かどうかが不明のため中断
した。
　　　　　　　　　　　　　　　第31図　井戸7号平面図・断面図
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大御門柱穴（第32図～第36図）
　19－9・14・19・24グリッドに位置し、正面入口の石畳東端から1．80m離れた東側から、4つの大柱穴を
検出した。グリッド19－9を中心に南北に4つの穴が並ぶ。南からa～dと呼称する。aとb、　cとd
は接し、bとcの芯間隔は4mあり、この中が門内の通路となる。　bは径約190×2．25m、深さ1．20m、
cは径1．68m×2．29m・深さ1．09mを測り、中央に扁平な切石の礎石がある礎石はbが1枚、　cは2枚が
重ねられており、礎石は約80×35cmの長方形、厚さ12cmの切り石で、この上に柱が乗っている。　b柱は
34cmの角柱で高さ80　cm、　c柱は風化し高さ22　cmが残り、材質は櫻の堅木である。
　a・dはそれぞれb・cと1．80m離れたやや東寄りにあり、柱穴はb・cに切られているのでb・cよ
り古いか、先に掘っている。aは径1．50×1．91　m、　dは径1．56×250　mで深さは77　cm、　dは径1．53×2．07
m、深さ80cmを測り、　b・cより一段高い位置になる。ここも中央に2枚の礎石が重なって据えられ、
aは礎石の上に22．5×34cm、高さ23　cmの柱根が残るものの、　dは風化で柱がなくなっている。
　岡松奉行が万延元年に相川へ赴任するときに絵師が描いたとされる絵図には、大御門は道路上にある整
形された石の上に門柱が乗っているのと、柱穴の位置が道路より内へ深く入っているため安政期以前の門
柱と考えられる。a・dはb・cの脇柱なのかあるいは双方とも主柱で時代差があるのかは明確でない。
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　　　　　　　　第32図　大御門柱穴平面図・断面図
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　　　　　　　　　第33図　大御門の礫石と柱根（a）
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第34図　大御門の礫石と柱根（b）
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第35図　大御門の礫石と柱根（c）
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第36図　大御門の礫石（d）
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御金蔵柱穴（第37図～第41図）
　H－13グリッドで水溜5の南に位置する多くの柱穴を検出する。柱穴中に柱根の残るものがあり、樹
種は杉と思われるが腐食して特定が困難である。現存径は11c皿内外を測る。穴底に礎石は無く掘立柱の
建物であり、役所の可能性が高い。絵図ではその奥に瓦葺きの御金蔵が描かれている。柱穴から北側に
lBO　mごとに並ぶ柱が検出され、90　cm間隔で2本が立ち、下に慣穴が穿かれ、それを通して慣が差し込ま
れている。樹種は杉と思われる。御金蔵水溜前を走る柵列3の南にあたり、寛政の絵図と位置が合致し、
御金蔵役所の一部と思われる。
　また、柱穴の南側から1．72x1．70×28　cmの木製枠が検出される。下に幅14cm内外の板張りがある。枠
は平均幅14cmが2枚重なっているが、もっと高かったと思われ、36c皿間隔で和釘の合釘穴がある。樹種
は桧「あてび」である。双方とも厚さ45㎜を測る。御金蔵の工作物と思われるが、用途は特定できない。
柵列1（第42図）
　役所南東部のH10に位置し、北東から南東に走る長さ約9mの柵列を検出した。柵穴は直径約15～20
cmで、約15cm間隔で掘られている。深さは大人の腕が届かないくらい深く、掘方がなく穴だけが開いて
いるので上から打ち込んだものと推定し、柱の間隔などから柵列と判断した。柵穴に柱根が残っているも
のが三本あった。寛延以降の絵図面には登場しないので、それ以前の遺構と考えられる。また、柵列2と
のつながりや時代的なことも明確ではない遺構である。
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第37図　御金蔵柱穴平面図
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第39図　御金蔵柱穴土層セクション図
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柵列2（第43図）
　鉛土坑を掘削中に御金蔵と役所の中間G11－15・20・25に位置する柵柱穴列を検出した。南北に全長
7．42m、柵柱穴直径平均12cm、深さ87　cmを測る。柵柱穴列は32個を数え、芯と芯の間隔が23．5　cmで柵穴
は空洞になっている。埋もれた後に柱が腐食したものと思われる。検出した層のレベルは4409mである。
柵穴の間隔が短いのが特徴で、構築方法は幅約15cm、長さ約70　cm、深さ87　cmの細長い穴を掘り、中心に
柱を据え周囲を拳大の礫で押さえて安定させ埋め戻す方法を用いている。柵柱穴列は一直線上に狂いなく
並ぶ。埋め土は小礫を混入した灰黒褐色の粘質土で、わずかに粉炭が混じる。全般に水分を含み粘着力が
強い。地山は礫混じりの堅い灰黄白色粘質土のため、底には石を置いていない。
　この柵列は南は鉛土坑にぶつかるが、北は一直線にのび、平成6年に検出した南西にむかって走る柵柱
穴列1と連結していたと考えられる。
　検出した層のレベルは低いものの、鉛土坑よりは一段高いため時代の差があると考えられる。また、天
保期・安政期にはこの柵列上の一部に役所の建物が建っているので寛政再建時の柵列跡と考えている。
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第43図　柵列2平面図・断面図
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柵列3　（第44図）
　御金蔵の周辺を取り巻くように、H13・G13に位置する柵柱穴列を検出した。御金蔵の前にある水溜
5の南側に接した柵柱穴列で、水溜5南側の東西に並ぶ石列と65cm離れて平行に柵柱穴列が走る。水溜
から2m程西で南西に向きを変え土塁に沿って105mまで行くが、その先は柵列5と重なり判別がつかない。
　幅約30cmを直線に掘り進め、堀った中へ柱をたて柱の根元を拳大の石で押さえて固定させた後、埋め
戻す構築法を取っている。柵柱穴は直径約15cm、深さ約45cmを測り、柱の間隔は約20　cmと狭い。深く埋
めるのは柵列の高さが相当な高さと考えられるし、強風に対する備えとも、建て替えのための土の軟弱化
による倒壊防禦のためとも考えられる。
　柵柱穴列が直線でないのと、柱の間隔が一定しないのは、時代による建て替えの繰り返しで残らない柱
穴があったためと推察される。
　寛政11年（1799）の絵図に出てくる柵柱穴列と思われる。
　上層から寛永通宝その他100枚余がかたまって検出された。この中には細かく破砕されたものや文字不
明のものがあり、中国銭も混じっている。火熱を帯びたものが多く、相川で鋳造した裏に「佐」の字の入
ったものは1枚も確認できなかった。
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柵列4（第44図）
　G13－5・10・15・20・25グリッドに位置する柵柱穴列である。御金蔵前にある水溜5の南に接して溜端
の石から65cm離れて水溜5と平行に柱穴列が走る。水溜から2m余で南西に向きを変え土塁に沿って10．5
mまで行くが、その先は不明である。幅45cmを直線に掘り進め、掘った中へ柱をたて、柱を掌大の石で
押さえて固定させる構築法を取っている。柱穴は径15cm、深さ45　cmを測り、柱の間隔は20cmと密である。
深く埋めるのは強風のためと建て替えのための土の軟弱化による倒壊防禦を測ったものと考えられる。
　柱痕列が直線でないのと柱の間隔が一定しないのは、時代による建て替えの繰り返しで残らない柱穴が
あったためと推察する。
　ただ、寛政以降の絵図には近似した柵列が見られないが、池の囲石よりやや低い地面から痕跡が見えた
ので、寛政以降の柵列と思われる。
第44図　柵列3・4平面図
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柵列5（第45図）
　G－4・9クリッドに位置する柵柱穴列を検出した。数条の列跡が確認され、何度も補修を繰り返して
いるものと考えられる。構築方法は今までと同じで、先に幅60cmの溝を掘り、後で柱を据え根本を石で
固定し、溝を埋める手順である。柱穴に柱根が残るものが三ヶ所見られたが用材は栗を用いている。根径
は16～20c皿を」則る。
　柵列の上に、柵列4の1本と合わせて4本が1．80m間隔で横たわる。柱には膀穴が確認され、釘は和釘
を使っている。暦穴が貫通していないことから柵には関係しない柱と考えられる。近世の遺物であろうが
絵図にはなく用途は不明である。
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柵列6（第46図）
　D8－13・18・23グリッドに位置し、土塁根石列と西斜面との中央から柵柱穴列を検出した。幅50～
55cmの溝を掘り、そこへ柱を埋めている。地中の柱と柱に1本の横木を渡し、しかも埋めた柱の横と底
に石を置いて柱を安定させている。また、柵列の底は丸底形に掘られ、御金蔵域の柵列とは方法や形態が
異なる。柱と柱の間隔は26～30cmで一定していない。柵柱穴径14cm、深さ37cmを測る。柵の穴から長さ
9cmの角釘が出土し、上層からは羽口の砕片が多く散乱している。柵列の北は暗渠で断ち切られている。
寛延の火災の火災層の下から柵穴が現われるので、それ以前の柵列ではないかと考えられる。
第46図　柵列6平面図
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水路1（第47図～第48図）
　18－16～21・19－1・6・11・16・21～25グリッドに位置し、正面入り口の石畳と平行して西に流れる
水路1を検出した。水路は17mで方向を変え、北へ向かって勝場へ流れるものと考えられる。高台調査
地北端部近くで水路3と合流したと想定される。全長約38m、幅約50～60　cm、深さ約50～60　cm、を測る。
ほぼ平行に流れる水路2より幅、深さとも大きい。また、北へほぼ90度で曲がって2～3mのところで
水路2の木の桝と接している。深さの違いや、木樋の残存状態から、水路2は安政の火災以前に使用され
たもので、水路2・3はそれ以後に造られたものと考えられる。
水路2（第47図～第48図）
　19－21～25グリッドに位置し、正面入り口の石畳と平行して西へ流れる水路2を検出した。全長18
mで、中に一木を剖ったU型の樋が布設されている。樋は高さ18cm、底内幅14cm、木厚み8cmで、樋の
両側に縁石が乗り、その上に扁平な角の石蓋がかぶされ暗渠になっている。水路の深さは42cmで水路1
より浅い。底には薄く砂が溜まっている。水路3への分岐点と北側へ折れる水路1の接点には木の桝が設
けられている。桝は水路より大きく60×54cmのほぼ正方形を呈する。桝の両側にも縁石が乗る。水の流
れの調節に必要で設置したものであろう。天端のレベルは約43．87mを測る。
　安永7（1778）年に米屋町から堀を掛樋にして勝場へ引いていた水路を、文政11（1828）年に再び石
畳脇を通る水路1に付け替えしているが、木樋の残存状態が良いことから、安政の火災後に水路1より分
岐してカーブを緩くし暗渠に変更したと考えられる。
水路3（第47図～第48図）
　18－16・21、19－1・7・12・18・23グリッドに位置し、水路2の中間にある木の桝から別れるように北
の方に緩やかなカーブを描きながら水路1と接するように流れている。長さ約18m、幅約70　cm、深さ40
cmを測る。　SPN7－SPS7の図面で水路1と水路2の大きさや構造の違いが明確である。図のように
水路2はU字の樋が埋設され、平面図で解るように上から石の蓋がされてあった。石畳の下を通って勝場
の方に水が流れていたことが解る。
　樋は高さ18cm、底内幅14cm、木厚8cmで、水路2とまったく大きさが同じである。水路2と水路3が
交わる所の桝は、勝場地区へ水を流す為のものであり、水路2の西端にある桝は勝場方向とは逆に南の方
に流すためのものと考えられる。水路1と水路2・3が同時に使われたことは無かったと考えられる。水
路1は文政11（1828）年佐渡年代記に「北沢水上より夕白町え掛ケ通シ弥十郎町通り水道地中掘通勝場
を始陣屋・教諭所、組頭御役宅等用水に懸ル」とあるもので、天保の絵図に描かれているものと思われる。
水路2・3は安政の火災後の再建によるものと考えられる。
水路4（第49図・第51図）
　G12－1・2・3・4・5～Hl2－1・2・3・4・5グリッドに位置し、西に向かって流れ陣屋の池に注ぐと予想され
る石で区画された水路が検出された。石垣1際から石組が現われる。北は玄関脇の水路に連絡すると想定
されるが南北方向はその痕跡がなく流れの始まりが不明である。
　石の大きさ、形状は一様でないが平均35×15cmの石で、鉱山用石磨や拍石も混在する。石の小さい部
分は3段に積むなど、石組みは乱雑で素人の構築を思わせる。土塁に接近する部分は、ぶつからないよう
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に土塁を避け、武器蔵脇を通って陣屋の池に向かう。
　全長39．14m、幅は土塁を避ける東側が60　cm、土塁から西が45cm、深さは東端で27cm、西端で35cm、
底部レベルは東先端部で44105m、西先端部43．318mを測り、流れは緩やかである。
　土塁を避けてカーブしていることや、水路の下に天保の絵図に見る水溜状の遺構があることなどから、
安政期の構築と考えられ、上層からガラス瓶が大量に出土するので明治期まで機能していたと推察される
第47図　水路1・2・3平面図
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水路5（第52図～第53図）
　113・114グリッドに位置し、御金蔵域の堀から井戸4の傍らを通って水溜2へ流れる東南方向の水
路を検出する。水溜2から北はいままでの水路を使用しているが痕跡がない。東南端も不明であるが、こ
れは安永7（1778）年に御金蔵前の堀を掛樋にして水路を付け替えたと「伊藤三右衛門日記」に記録する
水路と考えられる。東南端は堀の上を掛桶で通していたため痕跡がないと判断される。水路の断面は四角
形で木の樋を布設していたと考えられるが腐食して有無は不明である。南端で幅43cm、深さ47　cm、北端
で幅43cm、深さ69　cmを測る。
　堆積土を見ると第1層が灰色の砂質土に浜砂利が混じり、第II層は灰褐色と明黄褐色の混合粘土層で
33cmと深く、第m層は7cm黒褐色泥土で底に砂が溜る。水が流れていた痕跡を示す。
水路6（第50図～第51図）
　G12グリッドに位置し、石組の水路4から分岐して土塁前を通り裏側の斜面へ流れる水路6を検出す
る石組みの水路で土塁の前を通って西側の石垣から斜面に流し落とす。石質は凝灰岩が主体で一部安山
岩・流紋岩・白い石英が混じり、中には小さく綺麗に切った礎石も見られ裏面に刻印がある。50×20x
25cmから30×14×17cmと石の大きさは一定せず、他の石組みを再利用した可能性が高い。分岐点の北側
は幅27cm深さ44　cmで、4段に組み、南側は幅45cm、深さ46　cmある。南西端底部に古い石が見え、後の時
代に積み換えたと思われる。異国船襲来に備えて構築した土塁の前を通る水路ではないだろうか。
　また、南側に1．70m間隔で東西方向に4本の木柱を検出した。水路の石を取り除いて横断しており、柱
に新しい丸釘が打ち付けてあることから近代以降の埋設と思われ、中学校時代のバックネットを張った時
の柱ではないかと推察する。
水路7（第54図）
　C10グリッドに位置し、陣屋座敷南側の池から排水する水路で西の斜面へ北西方向に流れる。水路は
A・B二本あり、規格が異なる。A水路は東側で幅41cm、深さ15cm、西側で幅46　cm、深さ51cmを測り、
石垣の傍が急に深くなり桝状の四角に扁平な石を組んで落としている。自然に地下に浸透させたのであろ
う。A水路の底は円形で杉皮と思われる木皮が敷かれてあり、腐食が甚だしく一部にしか見えない。
　B水路は東側で幅35cm、深さ11cm、西側で幅36cm、深さ36cmを測り、これもA水路と同様に石で組ん
だ桝に落ちる。水路Aが深くBが浅い。
　正保4年（1647）の火災層から41cm上（寛延元年の火災層直上）に白い石英の浜砂利が敷き詰められ
ており、標高42．79mを測る。此の面から水路が検出されたので寛延以後の排水路と考えられるがA・B
水路はそれぞれ時代が異なると想定されるものの、新旧は明らかにできない。
水路8（第55図）
　D8－8・9・10グリッドに位置し、土塁の下にあたる部分より東から西に流れる暗渠を検出した。幅22
cmを測り、底は土で石を敷いていない。石質は石英安山岩が主体で、22～25cmの三角錐形を呈する切石
を使い、水路に面する方は隙間のないようにきれいに並べ、後の方は裏込めの石が入っている。上の蓋石
は凹凸があってきれいではない。土塁の下を通り、西の斜面に流れると思われるが、斜面際の石垣に痕跡
がないのと、埋立工事により先端部は不明である。東端は四角の切石が並んでおり、再利用した石と思わ
一54一
れ、土塁根石下に溝の痕跡が残るが、ここが東端と考えられる。東の隅に鉄粕をかけた地焼の土瓶が暗渠
幅いっぱいに詰まっていた。設置時期は不明であるが、土塁建設時と考えられる。
第52図　水路5平面図
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第54図　水路7平面図・断面図
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第55図　水路8平面図
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土蔵1（第56図～第57図）
　D8－24・25・D9－3・4・5・8・9グリッドに位置し、陣屋奥の南北に走る土塁の根石列に平行した土蔵
の礎石を検出した。レベル43．58m、広さ2×3間を測る。30×40　cm大の割石、間知石が密に並ぶ。石質
は凝灰岩・流紋岩・安山岩のほか鉱山用石磨も混ざり多様である。55×40cmの大きな礎石は3尺（90　cm）
ごとの配置が見られるが、東南側は一部が破壊されて無くなっている。中の底には白い石英の浜石が一面
に敷かれている。
　主軸は東向きで、役所の主軸方向とは若干異なり、土塁と並列している。安政以前の絵図面に描かれて
いる土蔵とは著しく位置が違い、安政の絵図面での位置がほぼ同じであることから、安政の火災後に築か
れたものと考えられる。
土蔵2（第58図）
　C9－20・25・D9－16グリッドで西側土塁の下に位置するところから礎石を検出する。残存は土塁下
にあたる西側半分で、東側には礎石は見られない。土塁構築時になくなったものと考えられる。礎石は石
英安山岩が主体で平均42×32x23　cmを測り、45　cm外に礎石が見える。別の土蔵礎石か土蔵を守る鞘か不
明であるが、冬期の強い西風をもろに受ける位置にあることから鞘の公算が大きい。現存では3間と2間
を測る6坪の土蔵である。
　礎石の上に土塁根石が乗ることから、土塁構築以前の遺構と考えられる。文政・天保の絵図に見られる
ものと考えられる。
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　　　　　　　　　　　　　　　第57図　土蔵1断面図
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土塁根石列1（第59図～第60図）
　D8－10～C10－5・4グリッドに位置し、斜面境を南北に走る土塁根石列を検出した。絵図によると
土塁1と土塁2の境に裏門があって斜面の花畑へ下りられるが、安政の再建では畑は取り払われ、斜面の
あちこちに防禦用の柵がめぐらされている。文化年間以降は異国船の出没により射撃訓練を繰り返してい
るが、奉行所も来襲に備えて守りを堅くしたのであろう。土塁の幅は3間（5．40m）で、一部に石垣が見
られることから表裏に石垣を築き盛土を補強していたと考えられる。
　土塁根石列1は緩やかに西ヘカーブしていて、北端は学校建設で削除されている。内側の根石列は石質
が多様で、鉱山用の石磨や釦石が混在する。北側は根石の上に2段の石組があるので、内面は石垣があっ
たことは確実である。
土塁根石列2（第61図）
　D10－12・17グリッドに位置し池1の北側に南北に走る土塁根石列2を検出した。南端は池1の北岸で
切れている。北端は安政絵図等からこの位置と考えられる。根石は50cmを越える大きなものも使われて
いる。90度に曲がっているところから、安政の絵図等で見られる真ん中の土塁の最北端部分と考えられ
る。すぐ近くには裏門もあったと思われるが、それらしき遺構は確認できなかった。また、南端が池1の
北岸で切れていることについても、池の方が土塁よりも古く、池を埋め立てて土塁を築いていることから、
そこで切れている理由が見当らない。南へは池1を横断するように延び、そこから90度に近い角度で東
に曲がり南側の斜面と平行するように延びて土塁根石列3と連なっていたものと考えられる。
土塁根石列3（第63図～第64図）
　Gll－21～Fll－18グリッドに位置し、南西斜面に平行に走る土塁根石列3を検出した。北側には水
路4と水溜7が位置する。根石は1m近い大きなものから十数cmの大きさのものまで混在している。石質
も安山岩・球状流紋岩・凝灰岩・石英岩等さまざまである。形態も四角に成形されたものから球状のもの
までいろいろな形のものが使われているため、一部に谷積がみられるものの全体的な積み方は乱雑である。
長さは約15mをm測る。表面に馨痕のある石も多く見られ、大部分が再利用によるものと考えられる。
土塁根石列4（第62図）
　E11－18・19・20からF11－21・22グリッドに位置し、東西に走る土塁根石列4を検出した。すぐ西側
には当時から現代まで使われていたと考えられる石組が位置する。長さは約18mを測り、逆くの字を呈
する南側石組の天端が約4440mを測り、根石列はそれよりも約40　cm程低い所から検出した。石質は相川
の海岸で多く産出するところの凝灰岩が多く、石積に使用されていたと思われるものを再利用したものと
考えられる。また、石磨の壊れたものが2個ほど再利用として積まれてあった。曲がったところより西側
の石積みは、大きさも形も同じくらいのものが使用され、上面がほぼ扁平でレベルもそろえて並んでいる。
土塁根石列3と比して、石の大きさは、ほぼ同じ程度のものが多く利用されている。
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第61図　土塁根石列2平面図
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第62図　土塁根石列4平面図
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広間役柱穴1（第65図）
　111－11・16・21・H10グリッドに位置し、南北に一列の柱穴を検出した。石組3より約80c皿程東より
で石組に平行に五つ並んでいる。大きな穴で径は約70cm、小さな穴は約50　cmをそれぞれ測る。深さは約
35cmと浅い。北側の4つについては柱穴間隔が約1．80　mで、レベルは44．636　mを測る。南寄りの1つだけ
が約4m程離れてレベルも約30cm程低いので、北の柱穴とは関連のない遺構かもしれない。柱穴間隔が
約1間なのと深さが比較的浅いこと、礎石がないことから、広間役宅の建物の掘建柱穴と考えられる。
広間役柱穴2（第66図）
　Il2－16・21・Il3－1・6グリッドに位置し、南北に一列の柱穴を検出した。広間役柱穴1と同じよう
に石組3より約80cm程東よりで石組に平行に六つの柱穴が並んでいる。大きな柱穴で直径約85　cm、小さ
なもので約50c皿を測る。柱穴の深さは、約50　cmと柱穴1に比べるとやや深くなっている。レベルは約
44．40mを測り、やはり柱穴1に比べやや低くなっている。安政の絵図面では二棟の広間役宅が見られる
が、建物の造りは全く同じものである。図面の中に「板塀下石垣　長拾九間」と書かれていることから、
周囲は板塀で仕切られていることがわかる。これも広間役柱穴1同様に建物の掘建柱穴と考えられる。
広間役柱穴3（第67図～第68図）
　Il2－5・10・15・20・25～113－5・10・15・20・25グリッドに位置し、堀の西側に南北に走る柱穴を検出し
た奉行所前面の堀石垣にほぼ平行に並んでいる。大きな穴は長径1．7m、短径85cmを測る長方形に近いも
のから直径30cm程度の小さな穴まで、大きさ、深ささ、形態ともまちまちである。明治に入って相川尋
常高等小学校の建物等色々な施設として再建、利用されてきたことから、一つ一つを結論づけるのは容易
でない。径が大きくて深いものは電柱の埋設跡と思われる。間隔が…・定しないので時代の差があるものと
想定されるし、また、建て替えによる重複も認められる。
第65図　広間役柱穴1平面図・エレベーション図
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第66図　広間役柱穴2平面図・エレベーション図
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第67図　広間役柱穴3平面図・エレベーション図（北側）
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第68図　広間役柱穴3平面図・エレベーション図（南側）
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武器庫1（第69図）
F10－21・22・23・Fl1－1・2・3・6・7・8・ElO－25・E11－1・6グリッドに位置し、近代の武器蔵の中か
ら下屋の部分に安政期の武器蔵の礎石が現われた。レベル43．91mで近代の武器蔵礎石のレベル43．98mよ
り7c血低い。　F－10を中心にして主軸が北を向き役所と方向を異にする。
　3x4間（540×720　m）の規模で、20～30cm大の石英、安山岩、石英粗面岩が並ぶが、近代に建築し
た武器蔵のため動いている石が多い。また東側の一部はコンクリートの基礎工事に周辺を掘り返され破壊
されている。柱が乗る礎石は60×40c皿の大きな石で、3尺（90　cm）ごとに据えられている。中は赤い粘
土で突き固められて堅くなっており、浜石を敷いた痕跡は見られない。
　土塁2の内側と接近し、1m余りしか離れておらず、その中を水路4が通って陣屋の池に流れている。
　安政六未年（1859）の絵図には「御武具土蔵」とあり文久二戌年（1862）四月認の絵図でも位置は変わ
っていないので、土塁構築時（安政）の基礎と考えられる。
一65一
武器庫2（第69図）
　E10－14・15・19・23・24・E11－3・4・5・8・9・10・F10－11・12・13・18・23・F11－3・6・7・8グリッドに
位置し、5．5×4．5間（1．01×＆19m）の建物跡と、45尺（136m）離れて周囲をめぐる下屋を検出したが、
下屋は北と東側は壊されている。建物の層レベルは44．12m、下屋の層は43．92mで、下屋が一段低い。双
方とも凝灰岩製間知石の石垣が見えるので防火用に腰を石で築いたものであろう。南中央に大きな石が置
いてあり、出口の階段と思われる。西北側の下屋は石が崩れ、いびつになっている。
　昭和17年の火災にあったが全焼を免れて一部が残っており、グラウンド造成で取り壊された蔵である。
第69図　武器庫1・2平面図・断面図
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堀跡1（第70図）
　Il4－21・22・23・24・25グリッドに位置し、埋められた東西に走る堀を検出した。全長12．8m、幅2．2m
を測る。道路脇の側溝布設により、現存する東西の堀より1m余り内へ入っているが、石垣の分だけ構内
へ入っている。中央が細く溝状を呈する形態を持つが、道路面から1．05m下に暗渠がありコンクリートの
蓋が一列に並ぶ。深さは1．45mあり最下部に加工した木材が捨てられている。四角な木柱状でほぞ穴があ
り建築用材とわかる。堀の現幅は2．20mあるが、現存する堀の暗渠の蓋と合わせると3．50mを超す幅の堀
であったろうと推察できる。
　堆積土は5層からなり、北側の堀際は50cm幅で大小の石を埋めて補強している。1層は黄灰色粘土の
表土で41cm、2層は小礫混じり灰黒色粘土で17cm、3層は黄灰色・褐色粘土の混合層で69　cmと厚い。4
層は黄褐色粘土で10cm、5層は礫を含む赤褐色砂質土で21cmとなり、総計1．58　mを測る。2層以下が堀
であったことがわかる。
　古い絵図面には東西の堀は描かれていないが、寛政12（1800）年の絵図面ではじめて確認できる。佐
渡国略記によると、宝暦7（1757）年『（前略）七軒屋通新堀井押廻ノ塀御掛直シ被成候』と記述のある
新堀に該当するものが東西の堀と推測される。
堀跡2（第70図）
　G14－19・20・24・25グリッドに位置し、堀跡1と同じように埋められ東西に走る堀を検出した。全長約
5．2m、幅2．2mを測る。西端には堀留めの石垣が構築されている。現在は二段しかなく地表面と差がある
が当時は高かったものと考えられる。
第70図　堀跡1・2平面図
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水溜1（第71図）
　H8－24・25・H9－4・5・8・9グリッドに位置し、正面石畳の西端から方形状の水溜を検出した。東西に
約530m、南北に約380　m、深さ75　cmをそれぞれ測る。割石を三段～四段に組んであり、1号水路から水
を引いている。中に石組が一列に並んでいるのは後で縮小したためと考えられる。
　寛政の絵図面から見られるので、寛政の火災後の再建により新しくできたものと考えられ、天保14
（1843）の模様替えで消滅している。
第71図　水溜1平面図・側面図
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水溜2（第72図）
　H12－18・19・20・23・24・25・H13－3・4・5・8・9・10グリッドに位置し、19×7．50mの大きな水溜を検出
した。掘りからの水路5を追いながらぶつかったもので、急角度で深くなり、水溜めの南端に下りる。石
が並べてあるが、下の石は滑落して現在は二つしかない。層は11層を測るが4・5層までは水溜を埋め
て平地にしており、6層以下が水溜である。9層は炭混じりの黒色焼土層で遺物が集中して出土する。木
器の種類や量が多く、陶磁器も多量である。現地表面から1．40m～1．50m下にあり陶磁器から江戸期前半
の火災層と判断される。文字の書かれた加工木片が出土した。
　堆積土は1層が礫混じり暗灰色粘土、2層は浜石と炭が混じる灰黒色粘土、3層が浜石混じり黄灰色粘
土、4層が浜石・炭混じり灰黒色砂質土、5層が黄灰褐色砂質土、6層は暗灰色・褐色混合粘質土で下層
に砂利が溜まっており、7層は荒砂利混じり暗灰色粘土、9層は炭黒色砂質土の焼土層であり木製品や陶
器が集中する。10層は7層と交差する炭混じり黒褐色砂質土で若干の遺物を含み、11層は9層の上隅に
溜まる黄灰色の砂である。
　また、水溜の盛土中から柱穴と木柱残根が出土している。1から4までの柱穴は底部高が43996mで層
位図の6層が底部となる。4本はほぼ同じ高さであることから同一時期のものと考えられる柱穴は柱分だ
け垂直に下がり掘った形跡がないので上から叩いて埋め込んだものであろう。柱径などから塀か柵の穴と
判断する。
　木根が残る5・6は底部の高さが43．681mと43．641mであり8層が底部となるので、前の1～4とは時
代が違うと考えられる。柱の太さ及び穴を掘っていないことからこれも塀か柵跡であろう。
水溜3（第73図）
　H10－11・12・13・16・17・18グリッドに位置し、　L字状に走る石垣2に接してH10－12から円形の水溜
を検出した。石垣2とは1m以上もレベルが低く、天端で43．76mを測る。周囲を谷積みの石径2．41m、
深さは2mあり、御金蔵から域から検出した水溜2と同じである。石垣の勾配は急角度で立ち上がる。
石垣は北側が壊されていないが、これは石垣2を構築する際に破壊されたと思われる。石は20～30cmの
間知石や切石で統一されていないが、間知石の奥行は50cm内外で長い。
　水溜中の埋土は小礫混じりの黒褐色粘質土一色で自然に堆積したものでなく、意識的に一気に埋めたも
のである。底部は泥質土で水分が多く、池状を呈していたことが知られる。中から遺物の出土は少ない。
　水溜に接するように西側に柵柱跡が見えるが、これは南西方向の柱穴列と南北方向の柱穴跡が連結する
のであろう。柱穴面より水溜の天端が約30cm余低い。柱穴列は寛政の再建時と考えており、柱穴が水溜
の上を通っているので古い時代の構築と想定される。絵図や文献にも記載が見られないため年代は特定で
きない。
水溜4（第74図）
　114－11・12・16・17グリッドに位置し、堀の南東隅で地表面1．18m下から水溜を検出した。平均30～
40cmの切石で構築し、2段の布積状に組まれる。内径2mの正方形で天端は外され深さは不明であるが、
現状は32cmの深さである。底に扁平な拳大の礫を並べ、その上に白い石英の浜石を厚さ10cm内外で敷き
詰める。底面のレベルは37．66mを測る。検出した深さや文献・絵図にないことから寛延以前の遺構と考
えられる。
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水溜5（第75図）
　H12－21・22からH13－1・2のグリッドに位置し、石組の内面で一辺が7．50×3．65mの長方形を呈
した御金蔵前の水溜を検出する。古い水溜は4．30×3．65mで深さは1．11mと深い。後で拡張した水溜は深
さ58cmで底が平らに掘られている。
　この水溜は、木器や木簡を検出した水溜め2の西側に接し周囲を石組で区画する。古い水溜は平均
30×13cmの割石を二段から三段に組み、新しく拡張した部分は46×27cmと石の規格が大きく一段並べで
ある。石質は安山岩、石英、流紋岩と一定せず、中に球状流紋岩の石磨（イシウス）や玄武岩質の硬い拓
石も混じる。新旧の石の頂部は約18cmの高低差がある。
　新しい水溜の中に径80cmの井戸が掘られている。石組は上部だけで下は素堀りとなる。近代に掘られ
た井戸であろう。また、水溜と平行して南側に柵柱穴列が走る。
　この水溜は寛延2年の再建絵図には描かれておらず、寛政11年の火災以後の絵図に見え、天保・安政
と続くが、文久絵図には消えていることから、寛政の火災後にできた水溜で、御金蔵防備と防火用水を兼
ねた水溜と推測される。
水溜6（第76図）
　役所南側のF10・11グリッドに位置し、最長128　m×6．53　mの長方形で、深さ85　cmの水溜を検出した。
文久の絵図にある武器庫の東側に位置する横長の水溜で、近代の池と一部重複し、南側は水路4号を超え
土塁の手前まで延びている。南側の寛政絵図にある水溜7号と重複する箇所は栗杭を打ち、傍に大きな石
を並べて区画を明瞭にしている。水溜7が深いため、水漏れを防いだものと考えられる。
　堆積土の1層は礫混じりのにぶい黄褐色粘質土、2層は燈色粘質土で、上に大きな石を敷き、その上に
栗杭を打って7号との区画を明確にしている。3層は木材を含む灰黒色泥土でこれが水溜の底であろう。
4層は石を含む灰褐色粘質土、5層は灰褐色と黒褐色混合層で底に薄く砂が溜まる。わずかに木片を含み
水溜7号の底と考えられる。
水溜7（第76図）
　役所南側のF11・G11グリッドに位置し、東西に縦長でやや台形状の水溜を検出した。縦約9m×西
横3．80m・東横6．38m×最深2mを測る文久の水溜と一部交差しているが、形状から寛政の絵図面に出て
くる水溜と考えられる。面積が狭く淵から急に深くなっている。面積が狭い分深くして水の量の確保を測
ったものと考えられる。
土蔵3（第77図）
　C9－22・23・C10－2・3・7・8グリッドに位置し、西側の石組6に沿って土蔵の礎石を検出した。石の
大きさは平均46×52×56cmを測り、石質は球状流紋岩・石英・安山岩・礫岩が多く使われている。端・
角を打ち欠いて平らにしたものが多い。西端は石組でけずられて礎石列は見えない。現存では2間半×2
間で5坪を測る。天保14（1843）年『佐渡年代記』には「御役宅建足御普請、当正月七日より取掛八月
十日迄出来に付同十一日大屋図書引移、家来共居小屋、其外土蔵・物置九月廿五日までに皆出来に付き、
両度とも御届申上ル」とある。当初物見かと考えていたが、位置が少し違うことから弘化3年の絵図面で
のみ確認される所の土蔵と考えられる。
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第75図　水溜5平面図・断面図
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第76図　水溜6・7平面図・断面図
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第77図　土蔵3平面図・断面図
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役所前の雨落（第78図～第80図）
　H9－17・12・13・7・8・2・3グリッドに位置し、平成6年に検出した役所の雨落の角に接して南側に雨落
を検出した。H9－18で東西から南北へ曲がるL字状を呈し、コンクリートで補強した石垣の下を潜っ
ている。長さは内面で東西5．40、南北7．45m、全長12．85　m、深さは平均20cmで、幅60　cmを測り、正面玄
関の雨落より若干広い。両面を凝灰岩の30×20cmの間知石を一列に並べて区画するが、北側と東側の石
は意識的に5cmほど低い。一部は石が取り払われてなくなっている。堆積土の1層（7cm）は黒い炭混じ
りの砂質土で、n層（12cm）は灰黒褐色の粘質土層となる。皿層は1cm内外で薄い砂質土が堆積してい
る。底面は黄灰色の粘土層で堅く締まっており、レベルは平均43．64mで西へ流れる。町方役所と町年寄
詰所の前の位置になり、正面玄関前の雨落ちは近代になって増改設された凝灰岩の長方形の切り石で遮ら
れていることから、明治期には使用されずに埋められた遺構であったと考えられる。
役所の礎石（第81図）
　F9－5・10～G9－1・6グリッドとG9－17・18・19・22・23・24グリッドにそれぞれ位置する2×2間
（Nα1）と1x3間（No　2）の礎石を検出した。レベルは4405　mである。
　No　1は石畳から約36　m西に位置し、役所の中間よりやや奥になる。平均50×46　cmの上部が平らな安山
岩で、長方形や楕円形を呈し、1間ごとに配置している。安政の絵図と比較すると、脇玄関から真直ぐ板
敷廊下を歩いた奥の南にある中庭に相当する。
　No　2は50×35　cmの楕円形を呈する安山岩で、1間ごとに礎石があるが、南側は取り払われて無くなっ
ている。正面玄関脇にある畳廊下の中間の南側中庭に相当する。
　岡松奉行の赴任時に描いた奉行所前通りの絵図では、役所の棟がいくつかに分かれているので、1×3
間の中庭から棟違いになっていたと想定される。いずれも明かり取りに利用したのではないだろうか。
第78図　役所前の雨落断面図
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第79図　役所前の雨落平面図
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第80図　役所前の雨落側面図
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第81図　役所の礎石No　1・No　2平面図
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（2）遺物
　深く掘ったところは御金蔵前の1－13～G－15まで幅3mのトレンチを設けた。これは全体の層を見るた
めと層位をはかるためである。それから水溜2号と井戸4号、奉行のいる陣屋前の池1号であった。トレ
ンチでは最下層に正保4年（1647）の火災層が黒く溜まっていた。江戸の火災と同じように焼け残りの材
木がいっぱい詰まっており、その上を盛土で埋めるだけの簡単な処理であった。水溜2号と井戸4号は木
管から奉行名を書いた板片と箸、膳、提灯、桶などが出土し、陶磁器と併せ金山の全盛時を偲ばせる文化
に触れた。池1号の底からは炉跡や近世初期の陶磁器が出土し、奉行所建設を謳歌する文化を垣間見た。
それらの遺物を含め江戸期全般の遺物について見ることにしたい。
　金分の多寡を選別する比重選鉱を粉成しといい、鉱石を買石が入札で買い、これを寄勝場で叩き割るの
を「金場」と呼び、磨で挽くのを「磨挽」と呼んだ。そして水を利用し流して比重選鉱するのを「ねこ場」
と云った。ここまでが厳密に云うと勝場の仕事であった。
　精錬するのを「床屋」と呼び、その他に「小判所」や役所があった。精練することを「吹く」ともいっ
たが、これを総称して寄勝場と呼んだ。従って勝場は床屋も指した。宝暦9年（1759＞の鉱山改革によっ
て奉行所の一角を占め辰巳口番所で厳重に横流しを防止した。
①石製品（第82図～第91図）
　拍石（第82図）
　相石は石垣・礎石・井戸周辺の敷石等に使用する例が多い。どれを見ても寄勝場のように四角い穴はな
く幕末と違い、古い形式の丸い穴で遺構の設置年代が容易である。しかも石質は河原石の安山岩が使われ、
江戸終末の下相川にある玄武岩質安山岩とは色や角が大いに異なる。幕末になって四角い穴を穿るように
なり、丸い穴の底に四角い穴を穿直した跡が見える。
　はっきりしないが、拍石は丸い穴から四角に変っている。また勝場も丸い穴から四角な穴に変化し、文
献でいう粘土で固めた金場の跡は見られなかった。
　佐渡年代記は文化13年（1816）に「相川南沢町、明屋敷・人家も隔り、火方安心の場所へ大吹屋兼勝
場とも新規御普請」とあり（註1）、南沢の東方次助町に大吹屋ができた。この大吹屋は廃止されて明治
9年まで勝場が続いたとされ、この勝場跡から多数の石磨が投げ込まれていた（註2）。
　1～6は寄勝場ができる前の相石である。古いものは扁平な河原石でつくり、一面に眼鏡のように丸い
穴を二つ穿る。これを眼鏡石と呼んでいる。これを使用するか否かによって遺構の年代が判明する。裏表
に二個宛穿っている。薄いものの順に並べた。
　7はやや厚めの石で両側面に二個宛穿り、寄勝場以前の相石と見たい。河原石を使っているが、高さが
あるので両側面に穿ったのであろう。
　8は玄武岩質安山岩で下相川の海岸に産する。穴は側面にも穿られ平面と見れば所構ず穿っている。四
角い穴に先行する拍石である。
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第2表拍　石 観 察 表
No 出　土　地 現長cm現幅cm現厚cm 現穴数石　質 図番号 摘　　要
1 水溜4 44．0 35．012．0 4 安山岩 図1
2 水溜4 42．0 32．0 13．0 4 安山岩 図2
3 水溜4 50．0 34．016．0 4 安山岩 図3
4 奉行所陣屋 50．0 49．020．0 4 安山岩 図4
5 役所 57．0 33．021．0 2 安山岩 図5
6 水溜1 55．0 38．0 21．04 安山岩 図6
7 広間役長屋 45．0 32．025．0 6 安山岩 図7
8 御金蔵 52．0 43．0 32．0 4 安山岩 図8
9 御金蔵 不明 不明 不明 4 安山岩 半載
10 御金蔵 53．0 37．0 不明 2 安山岩
11 御金蔵 43．0 22．0 35．0 2 安山岩 半載
12 御金蔵 40．0 22．012．0 1 安山岩 小片
13 御金蔵 47．0 23．0 22．04 安山岩
14 御金蔵 39．0 27．0 不明 1 安山岩 小片
15 御金蔵 47．0 25．0 35．02 安山岩
16 御金蔵 53．0 23．0 22．0 2 安山岩
17 広間役長屋 35．0 25．0 35．03 安山岩
18 土塁 41．0 41．0 25．0 6 安山岩
19 石積8 34．0 28．021．0 2 安山岩
20 水溜4 46．0 37．0 14．0 4 安山岩 半載
21 水溜4 45．0 40．0 22．0 2 安山岩
22 水路4 35．0 25．0 20．0 2 安山岩
23 水路4 34．0 30．0 不明 4 安山岩
24 井戸7 22．0 31．0 20．0 1 安山岩
25 役所 35．0 19．0 20．0 1 安山岩 半載
26 大御門番所 27．0 24．0 19．0 4 安山岩
27 奉行所陣屋 49．0 35．017．0 2 安山岩
28 奉行所陣屋 50．0 28．0 19．0 4 安山岩 半載
29 奉行所陣屋 44．0 36．0不明 2 安山岩
30 奉行所陣屋 40．0 39．0 不明 2 安山岩
31 奉行所陣屋 51．0 44．0 27．0 2 安山岩
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　石磨類（第83図～第87図）
　粉成用上磨（第83図～第85図）
　寄勝場ができる宝暦9年以後は上磨にあった物配りが下磨に移動する。しかも、本数が少なくなる。こ
れは上磨の磨耗が激しく物配の付け変えが行なわれる必要に駆られる上、長い間の経験により、本数の多
寡に関係なく同じ効果が得られることが分ったので、堅い下磨に移行したと考えられる。
　宝暦8寅年（1758）追加の状に「金銀山一件御奉行所御支配に相成り、同年までは本途買石・外吹買石
とも銘々住居の町々居宅に勝場これあり鍵粉成、北沢町、次助町、大床屋町の三ケ所にこれあり、寄床屋
にて山吹銀吹分売り上げ来り候処、同9卯年本途買石の勝場床屋は当時の場所、外吹買石は御陣屋後の当
時同心住居の所へ御引き移し、本文に論じ候御試勝場も御取り立て、本途の口は辰巳口、外吹の口は坂本
口と唱へ両口に留番所出来、本文享保以来の御取り締りより猶又御手厚に相成（後略）」とあって寄勝場
の経緯を書いている（註3）。
　また買石の項には「風俗は金銀山の栄枯に連れ申す事にて、出方宜しき節にはカナコの者の風体に相替
る儀御座なく候。往古は過分に身代宜しき者もこれあり候由承り及び候へ共、山仕とは格別身元も軽き者
にて、当分の利徳により其の名も人に知られ候儀に御座候（後略）」とあって鉱山の栄枯について身上の
浮き沈みが激しかった。山仕と違い名もなき人が買石となり、儲けによって有名になった人もいると云っ
ている。
　佐渡相川志には買石の項に「先年は銀山敷内の出鍾を人夫に掛て金銀に吹立つ。是を山買石と云、又自分
にやす鍵捨石或は川通を流し碗の蓋にて陶り立つ。これを御器買石と云。慶安より寛永の頃迄買石六百人あ
り。一軒に人数五六十口其外新穂、滝沢、鶴子、入川、寛永三丙子年（1626）より戸地の水車買石あり。其
後金銀山衰へるを以て寛文の頃二百人に減す。延宝八庚申年鈴木重裕入国の節八十人あり。享保八葵卯九
月に金銀自分稼き吹停止の節五十四人なり。当時の同じ。本買石廿四人外吹買石廿五人」と書く（註4）。
　1は下相川で産する球状流紋岩製で、物配が三つ穿られ一つは外縁に達し、他は根元で切れ、三角形を
呈する。径45、高さ10cm、物配は現在3ケ見られる。供給孔は8、5cmあり回転痕が見えるが、半分に切ら
れている。
　2は6本の物配で、1本は外縁に達し、他は途中で切れるが、1よりは長い。新しく造ったようで元は
1と同じく三角形の物配があったようで、その跡が残って見える。径は54cm、高さは11cmあり、大き
い方で、半分に割れている。
　3も6本の物配で右巻きの傾向を持つ。一つは外縁に達し、他は途中で切れる。下相川産の流紋岩製で
径34、高さ11cmを測り、半分に割れている。
　4は左巻き気味の物配で途中で切れ外縁に達しておらず、外縁ぎりぎりの線で止っている。宝暦の寄勝
場設置後の標準タイプで、下に柄穴があり、上に柄溝がつく。径38、高さ23cm、供給孔は＆5、軸孔は8
cmを測る。風化されている。
　5～11は物配が下磨に移行してからの上磨である。上磨の裏面に物配の跡がなく、平面的に造られて
いる。下磨に移行して以来の標準タイプと云える。5は径40、高さ23cm、6は径50、高さ14cm、7が径
38、高さ7cm、8が径43．11cm、9は径61、高さ19cm、10は径42　cm、高さ11cmあり、　l　lは径44　cm、高さ
95cmある。いずれも半分に割ってあるが、10は小片で小さく割れている。
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第3表粉成用上磨観察表
No 出　土　地 石　　質 径cm 高cm 柄穴 物配 供給孔cm 回転痕 図・番号 備　　　考
1 奉行陣屋 球状流紋岩 45．0 10．0 穴4 3 8．5 有 図1 半載
2 土塁 球状流紋岩 54．0 11．0 穴4 6 不明 有 図2 半載
3 役所 流紋岩 34．0 11．0 不明 2 不明 有 図3 半載
4 大御門 流紋岩 38．0 23．0 穴4
a4
1 8．5 無 図4 風化甚しい
5 御金蔵 球状流紋岩 40．0 23．0 穴4 不明 11．0 有 図5 半載
6 水溜6 球状流紋岩 50．0 14．0 穴4
a4
不明 11．5 有 図6 半載
7 土塁 球状流紋岩 38．0 7．0 溝4 無 7．5 有 図7 半載
8 奉行陣屋 流紋岩 43．0 11．0 溝4 無 8．5 有 図8 半載
9 土塁 流紋岩 61．0 19．0 穴4 無 不明 有 図9
10 役所 球状流紋岩 42．0 14．0 穴4 不明 8．0 有 図10 小片
11 奉行陣屋 球状流紋岩 44．0 9．5 穴4 無 8．5 有 図11 半載
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　粉成用下磨（第86・87図）
　佐渡四民風俗に「下相川村は柴町と橋を境候迄にて、相川同様の儀に候へとも、農家の風俗は相分れ候、
但し海猟もこれあり、或は若和布、荒和布、雪海苔等を取りて売り出し、その外海藻を苅りて根に仕り候、
且つ石切りの細工これあり、近辺の岩を切り出し候、又、買石勝場の下磨き石は、北戎村より船にて運び
細工を調へて売り出し候、又鍛冶もこれあり錠、鎌、鍬、斧を多く打ち出し申し候」とあり、佐渡相川志
では「慶長年中に越中より五郎兵衛と云ふ石工来りて此業を勤む。陣屋或は味方孫太夫屋敷、木原正順等
が石垣を築く。其外諸方の石細工をなせしより弟子多く付きて次第に広がるとそ、今に一町此業を勤む。
石切町下相川村にあり」と云う（註5）。
　上磨と下磨は石質にちがいがある。下磨は堅く片辺礫岩といって花闇岩質礫岩を使用する。佐渡国略記
によると「銀山立始買石入用根本下石慶長年中石切四兵衛、源右衛門、播州見影又越後国山の下墨岩寄村
と申所δ取寄、其後鎮目市左衛門様御支配之節両人之者願に付当国戸中村δ片辺村之間へ石切丁場見立、
石船五艘に付一艘宛上前を取来り候所、過分之由致難儀候段、慶安四卯年願に付相止」とあって、最初は
播磨や越後山の下から石を取り寄せていたが、鎮目奉行の時代に戸中より片辺村の間に丁場を見付けて船
で運んだようである。また「石屋六蔵、本国播磨、四代以前作兵衛召連当国へ渡海、同吉兵衛名跡六左衛
門、本国越後小兵衛、四兵衛子分に成、同五郎右衛門、承応元辰年片辺村やはきと申丁場相稼、同治郎右
衛門持分之内、うさぎが浦平三郎持分横地δきす石切出候に付、宝永三戌八月石切町平三郎治郎右衛門、
五郎右衛門各罷越（註6）」と書いている。
　下磨は堅く目の減り方が少ないため労力を省くのに役立った。水溜2号などのように正保4年（1647）
の火災層が溜まっているところでは、上磨に物配りがあるものが多く見られ、下磨は扁平で裏表に穴を穿
つだけで、側面には見られない。平面的に回転痕があるのみで大き目の造りであり、上磨の範囲が認めら
れて興味深い。
　1～3は回転痕が見えることばかりで平面的なつくりである。片辺礫岩を使い、柄穴はなく大き目の石
で上磨の回転痕が残り上磨の大きさが一目瞭然で分かる。移行前の下磨と見られる。1は径39cm、高さ
17cm、軸穴35　cm、2が径33　cm、高さ14cm、軸穴7cm、3は径36　cm、高さ20　cm、軸穴7cm、4は径50　cm、
高さ30cm、軸穴4cmを測る。
　4は物配が4本つき、物配は直線で外縁まで届く。花固岩であるが片辺礫岩と思われる。最初に下磨に
移行したままで、物配の多寡にかかわらず一本でも効果が同じことが分り、最後は一本になったと考えら
れる。径が60cm、高さ15cm、軸穴は8cmを測る。
　5は平面が削られているため物配の有無が不明であるが、全体像からして1本あると見たい。6は物配
が1本である。直線で外縁まで届く。軸穴の周辺を削ってなく直接に外縁まで届く。青色で下に白い斑点
があり花闘岩らしいと考えられるが角礫岩とした。径44cm、高さllcm、軸穴は5cmを測る。
　7～11は下磨に物配が移った典型的なタイプで、軸穴の周辺を浅く削り、外縁まで直線で届く。7は
径40cm、高さ20　cm、軸穴45　cm、8は径44　cm、高さ23　cm、軸穴4cm、9が径48　cm、高さ10cm、軸穴4．5cm、
10は　径が46cm、高さ11cm、軸穴が45　cmであり、いずれも半分に割られる。上磨に比較し磨耗が少なく
高い。上磨の回転痕が残り、大きめに造る。
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第87図　粉成用下磨
第4表粉成用下磨観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 石　　質 柄穴 物配 回転痕 軸孔 図番号 備　　　考
1 水溜1 39．0 17．0 花闘岩質礫岩 無 不明 有 3．5 図1 半載
2 役所 33．0 14．0 花固岩 無 不明 有 7．0 図2 半載
3 奉行の陣屋 36．0 20．0 花尚岩質礫岩 無 不明 有 7．0 図3 半載
4 土塁 60．0 15．0 花闘岩 無 2 有 8．0 図4 半載
5 土塁 50．0 30．0 花闘岩質礫岩 無 1 有 4．0 図5 半載
6 広間役長屋 44．0 11．0 角礫岩 無 1 有 5．0 図6 半載
7 御金蔵 40．0 20．0 花商岩質礫岩 無 1 有 4．5 図7 半載
8 御金蔵 44．0 23．0 花尚岩質礫岩 無 1 有 4．0 図8 半載
9 武器庫 48．0 10．0 花商岩質礫岩 無 1 有 4．5 図9 半載
10 奉行の陣屋 46．0 11．0 花樹岩質礫岩 無 1 有 4．5 図10 半載
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　石硯（第88図）
　石硯は水溜2号や水路、第2層から出土している。とくに水溜22号の上層と正門の石畳の真下から出
土した石硯は練り物であり木村や宮山の落書から見て近代の新しいものと思われる。石は赤、鼠、黒で産
地は不明である。
　「慶長年中に越中から五郎兵衛という石工が来りて此業を勤む。陣家或は味方孫太夫屋敷木原正順等が
石垣を築く。其外諸方の石細工をなせしより弟子が多く付きて次第に広がるとそ、今に一町此業を勤む。
石切町下相川村にあり」（註7）と佐渡相川志は伝えており、佐渡には適当な硯石がないためこの業は興
り得なかった。
　1は7．2×2．9cmしか残っていない小さな硯である。石の色は赤く、黒の墨跡が見える。は1．6　cmあって
浅い挟りを入れ全体の重量を軽くしている。海は見えない。
　2は黒石でつくられ5x4．4　cmしか残らない。裏面が削られているため判然としないが、挟ってあるも
のと思考される。落書や海は見えない。
　3は赤銅色の石でつくられ5．8×48cmの残りである。裏面に赤間の銘が入るがはっきり読めない。厚さ
は14cmあり、浅い挟りが入る。表面に海の一部が見える。
　4は鼠色の石で、10．8×76cmで海の一部が見える。裏面に削りのないのは2．1cmの厚さで持てると信じ
たからであろう。表面に横、裏面には読むことのできない落書がある。側面に黒色の墨跡が残っているよ
うに見えるが判然としない。
　5は赤色の石をつかい1．6c皿の厚さで裏面に低い挟りが入る。何色かの使用墨かは判断できない。小さ
く割れており海は見えない。
　6は赤い石で海から陸を浅く削る。黒墨を使い墨の跡が海から陸にはっきり残っている。海は深く石の
厚さは4mmを残すのみである。裏面に赤間と読まれる銘がある。129×53　cmある。
　7は赤石で＆2×4．8cmを測る。裏面に浅い挟りが入り、そこへ縦横の落書が入る。墨は何色を使ったか
定かではないが、縁に黒いのが混り黒色と考えられるが、長く土中に埋っておりはっきりしない。海の一
部が見える。
　8は赤石で4．1×3．2cmと小さい。厚みも0．5cmで薄く朱を使っている。表面に細い横線と裏面に枠と文
字不明の落書がある。海の一部が見られる。
　9は鼠色の石で13．7×6．4cmを測る。周辺と側面に黒の墨跡がある。裏面に挟りはないが軽く感ずる石
で砂岩と思われる。落書はなく、土中の傷があるのみである。
　10は10．7×56cmで赤い石を使う。周辺、足面に黒の墨跡が残る。海は案外広く、幅も大きい。裏面に
挟りが入り、赤間関の銘が入る。落書は赤間が多く見られるが、赤間の姓は役人には見られない。
　11は白色の砂岩で10．9×5．9cmを測り、裏面には挟りがない。軽くて、挟りを入れる必要がないのであ
ろう。よく使ったと見えて表面の真ん中が凹んでいる。刷面、周囲、側面に黒い墨の跡がつき、一見して
墨の色が分る。裏面は落書があるものの意味不明である。厚さは1．5cmと低い。
　12は練り物である。純黒に近く一目で練り物と分かる。裏面に海から陸にかけて浅い挟りがあり、新
五郎町の木村氏と書いてある。表面は横に線を引く。真ん中の一線は太く大きい。重量はある。
　13は練り物である。11．9×5．9cmで厚みは1．5cmある。右面に挟りはなく、二重線で宮山の落書があり、
他に一本線の落書があるが読めない。
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第5表石硯　観 察 表
No 出　土　地 現長cm 現幅cm現高cm 海の深 色 図・番号 摘　　　要
1 C－1ぴ25－1 7．2 2．9 1．6 不明 赤 図1 黒の墨跡あり
2 F－9－11－1 5．0 4．4 1．2 不明 黒 図2
3 G－10－20－1 5．8 4．8 1．4 0．7 赤銅 図3 黒の墨跡、裏に赤間の落書あり
4 G－11・14－2 10．8 7．6 2．1 1．0 鼠 図4 表面に横、裏に読めない
5 G－12－22－3 7．0 4．1 1．6 不明 赤 図5 裏面に剥跡あり
6 G－12－23－4 12．9 5．3 1．6 1．3 赤 図6 黒の墨跡、裏に赤間の銘
7 H－10－12－1 8．2 4．8 1．6 0．8 赤 図7 裏面に縦横の落書あり
8 H－10－14－4 4．1 3．2 0．5 0．2 赤 図8 表に細い横線、裏に文字
s明の落書。朱の墨跡。
9 H－10－12－2 17．8 6．4 2．2 1．7 赤 図9 裏に赤間関の銘あり
10 H－10－12－3 13．7 6．4 2．2 1．3 鼠 図10 周囲に黒の墨跡あり
11 H－12・22－5 10．8 6．0 1．5 1．0 白 図11 黒の墨跡あり
12 H－12－22－6 12．0 5．8 1．6 0．7 練物 図12 表に横線、裏に新五郎町
E木村氏の落書あり
13 1－9－15－1 11．9 5．9 1．5 1．0 練物 図13 裏に宮山の落書あり
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　砥石（第89図）
　五個出土で、荒いものから仕上げまであり、大きさも色々ある。井戸・水溜・トレンチで深く掘った場
所から出土し、二つは普請所跡（H－8）と柵列跡（G－11）からの出土である。
　1は頁岩製で荒研ぎに使われる。13．2cmで研いだ跡のある幅は5．4　cmを測る。白と土色の混る頁岩で中
山で多く見かける。砥石か否かは判定できないが、摺った跡があるので材木を砥いだことにはまちがいな
い。2は長12．2cmの幅3．1cm、高2．6　cmを測る荒研ぎの砥石である。四面を滑るように使いこなしている。
砂岩で土色を呈し角があって長さはこれしかない。3は7．4×3．5×1．3cmの頁岩製でできている。途中で
壊れ研ぎ面が見えないが、砥石には違いないと思われる。
　4は砂岩製の仕上砥石で0．5cmと薄い。両面に使った跡がある。5は普請所の表土から出たもので、石
板かも知れないが砥石の可能性もあるのでここに含めた。ただし表面をこすると墨が着いているので石板
の可能性が強い。
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第6表砥石観察表
No 出　土　地 長cm 幅cm 高cm 元材 図番号 摘　　要
1 G－11－1 13．2 5．4 4．8 頁岩 図1 摺った跡あり
2 1－13．1 12．2 3．1 2．6 砂岩 図2
3 H－14－1 7．4 3．5 1．3 頁岩 図3
4 H－12－1 4．5 3．9 0．5 砂岩 図4
5 H－8－1 8．5 4．4 0．7 練物 図5 石板の可能性あり
碁石（第90図）
　　第90図　碁石　S＝1　1
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　黒石である。武器庫の傍から出たものであり、当時好き
な奉行は曽根吉正と山師・味方与次右衛門、小判所役人・
浅山次郎兵衛であった。しかし、陣屋の池跡から検出した
のではなく、武器庫の層から出たので地役人のものと思わ
れる。地役人には好きな人が大勢いた。役人が昼休みに打
ったのかも知れない。
　径1．7cm、高α6　cmで、川か海ずれがしており安山岩製で
ある。黒石は筋がなくなると金鉱の終りとみられる。白石
は金山から出る石英と思われ、筋がないのは金を含最後と
見られ、いずれにしても金山と関係が深い。奉行所ならで
はの碁石であろう。
　不明品（第91図）
　御金蔵の水溜2号から出土したが、何に使用したかは判断できない。滑石製と思われるワッカで径3cm
内径2cmあり、厚は0．5c皿を測る。中は空洞で、径の中に斜めに縦横の線が描かれ、下は平らになってい
る。蛇の鱗のようにも見えるが、一応滑石とした。
第91図　不明品　Sニ1　1
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②金属製品（第92図～第96図）
　軍事用品（第92図）
　1は一発で鉄砲の弾である。鉛と鉄の合金で径2．1cmの丸い弾丸で、砲台のある場所の備付ではなく、
陣屋池の底から出土した。陣屋の池は何回も掘り返されている。唐津H期の溝縁皿が出ており、古くから
池があったと思われる。したがって鉄砲の弾も古いが上層から出ているので新しく、江戸後期と見たい。
中頃より地役人が1年間江戸へ滞在して金銀の清算をすることが多く、したがって武芸や文化の門人とし
て名を挙げて帰った者もいる。しかし、文化年間にいたりロシア兵が千島列島に上陸し乱件事件が起きる
と奉行も武芸を奨励しはじめた。安政六巳未（1859）には大佐渡願村に黒船が来航し騒ぎが大きくなり、
吉田松陰はアメリカ船だと云っている。
　弾は真ん中に継目がはっきりと見え、鉛と鉄分半々と思われ、火縄で発射する仕組みである。江戸の後
羽田浜の警察署跡から日本刀に混って火縄銃が一括して出土した。
　2は鉄でつくられ扇形をしているので鉄扇と名づけた。長9．8cm、幅1．3　cmで、握るところは長3．2　cmあ
り、先に輪がついて紐を通すようになっている。鉄身の中頃の筋は、血を受けるものか、子供の遊び道具
であろうか。
　3は手裏剣である。真鍮の柄に67cmの鉄がつく。柄は真鍮製で、刃は鉄でできている。錆びて細い。
　4は切羽・切刃とも書きせっばと読む。刀の鍔の裏表につく。柄と鞘とに当たる部分にそえる板金で、
中に刀身を貫く穴をあける。刃身の穴から見て小刃であろう。銅製で青錆がある。
第92図　軍事用品　S＝1　2
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第7表軍事用品観察表
No 出　土　地 長cm 幅cm 厚cm 元材 図番号 摘　　要
1 D－10－1 1．2 一 一 鉄・鉛 図1 鉄砲の弾
2 H－13－1 9．9 1．4 一 鉄 図2 鉄扇
3 D－10－2 6．7 1．3 0．3 鉄 図3 柄は真鍮、刃は鉄、手裏剣
4 C－9－1 2．4 2．1 0．6 銅 図4 切羽
5 H－13－2 3．5 2．0 0．7 銅 図5 切羽
6 C－11．1 3．8 2．4 0．5 銅 図6 切羽
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　大工道具（第93図）
　御金蔵跡や水溜、井戸から固まって出土した。鎚、切出ナイフ、錠、錐等である。和釘も出たが平釘は
途中で折れたり曲ったりで保存できなかった。
　1は井戸中から出土した鍵である。長8．7cmを測り、御金蔵の鍵ではなかろうか。曲っており短い方が
太くなる。
　2は鎚（かすがい）である。①は打ち込む先が極端に開く。長8．8cm、打込みが2．5　cmある。②は打込み
先が折れている。長44cm、打込み先が2．1cmで先が左に曲がり3㎜で細い。③は長＆5cm、打込みがOBcm、
厚み2㎜で細い。打込みはもっと長いかも知れないが不明である。④は長8．3cm、打込み29　cmで、厚さ1．3
cmを測る太いつくりである。右が開いているが本来は左と同じ開きと思われる。いずれも水溜2号から出
土し、御金蔵に関連する施設と想定する。
　3は切出ナイフである。長8．4cm、幅2．1cmで刃が斜めについている。刃の長さ43cmで陣屋跡80　cm下の
層から出土した。
　4は俗に「佐渡錠」と呼ばれる錠で、叩く、切るの役目を持つ。長26cm、幅4．2　cm、厚み1cmで、切る
先が長くなって叩いても刃が大丈夫にできている。刃の部分長14．2cmあり、柄のつく部分の丸い穴は柄と
錠を固定させるのに役立つ。普段は柄を付けて使用する。薪を割ったり、枝を払うのに使う。
　5は錐と思われる。柄を持ち、金具が長6．7cmあって柄が98　cmある。先がなく丸くなっているのは錆び
のためか、使いすぎたためであろうか。
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第93図　大工道具　Sニ1　2
1
①
3
②
③
④2
4
0 5 10cm
一98一
第8表　金属器（大工道具）観察表
No 出　土　地 長cm 幅cm 厚cm 材料 図番号 摘　　要
1 1－13－23 8．7 1．4 一 鉄 図1 御金蔵、鍵
2① H－12－24 8．8 0．6 一 鉄 図2① 御金蔵、かすがい
② H－12－24 4．4 0．3 一 鉄 図2② 御金蔵、かすがい
③ H－12－24 8．5 0．2 一 鉄 図2③ 御金蔵、かすがい
④ H－12－24 8．3 1．3 一 鉄 図2④ 御金蔵、かすがい
3 D－10－13 8．4 2．1 一 鉄 図3 切出しナイフ
4 H－12－19 26．0 4．2 1．0 鉄 図4 鈍
　灰ならし・杓子（第94図）
　灰をならすのと杓子が出土している。いずれも御金蔵と御金蔵役所の地区で、銅製である。宿直の者が
使ったのであろう。
　1は杓子で御飯や液体を食器に移す時に用いたものと思われる。御金蔵当番の担任者が使ったのであろ
う。柄の最後に吊す穴や棒がついている。銅製で青錆びが出ている。1は柄の長さ21．5cm、幅1cm、厚み
はα1cmあり、2は柄の長さ27　cm、幅1cm、厚み0．lcmある。杓子の長さは6cm、幅5．5　c皿、2が長さ3．3　cm、
幅4cmあって途中で切れて全容が明らかにできない。
　2は茶道具と思われ、ならす面に横筋があり、反対側に絵が掘ってある。赤銅つくりで錆はなく、吊す
穴があいている。柄の長さ20cm、幅05㎜、厚み01㎜を測り、灰ならしは長さ3．6、幅4．2　cmある。
第94図　杓子、灰ならし　S＝1　3
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　不明品（第95図）
　秤と銅の輪と二つが出土している。それぞれ水溜2号と井戸6層の出土である。何に使用したか分らず
不明品に分類した。
　1は秤と思われ、水溜2号のGL60～100cmの層から検出された。鉛製で金銀銅を量ったか、金貨を量
ったかは不明である。この水溜2号は江戸中期には埋めて別に水溜をつくっているので古い秤と思れるが
何を量ったかは不明である。
　2は銅製の輪であり、青錆が出ている。井戸4号の上層から検出されたが、端は先端で曲げている。厚
は0．25cmの輪であり、何に使用したのか不明である。
　3も銅製の輪で2よりは細く、径も小さい。青錆が出て端の途中で切れてうまく繋がらない。池底100
～120cmで出土した。製錬に関係するのであろうが不明である。
　4は赤銅製で黒い煤がつく。端は折り曲げてあったようで所々にその跡がまくれて残る。8cm中は折っ
て内側へ凹んでおり、その中心に穴が開いている。この穴も後からつけたようで不均衡である。何に使っ
たのか不明であるが、製錬使用と考えられる。寛延の火災層が傍にあるので、山師が金の製錬を行なって
いたと考えられる。
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第95図　不明品　Sニ1　2
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第9表不明品観察表
No 出　土　地 長cm 幅cm 厚cm 材料 図番号 摘　　要
1 1－13－1 3．25 1．65 一 鉛 図1 秤
2 H－12－1 2．80 一 0．25 銅 図2 輪
3 H－12－2 2．31 一 0．15 銅 図3 輪
4 H－12－3 8．87 8．690．34 赤銅 図4 不明
5 1－13－2 6．00 一 1．61 銅 図5 不明
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　煙管（第96図）
　煙管は江戸期の17世紀からある。特に御金蔵や井戸4号の上層部に多い。当初は火皿が浅くて大きい。
とくに火皿は雁首から曲るが、水口煙管は見られない。煙草盆や織部の煙管もあったと思うが発掘できな
かった。17世紀から喫煙の風習があったのであろう。
　1は火皿が大きく立っているように見える。皿や水口の継目がない。2以下は水口の継目がみえるが皿
には継目がなく1750年より古いと判断される。
　9はG－10の出土で、水口と雁首の差がなく曲りが少ない。1800年以降であろう。
第96図　煙管出土一覧　Sニ1　2
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第10表煙管観察表
No 出　土　地 径cm 火皿径cm吸口径cm小口径cm図番号 摘　　要
1 D－10－1 1．0 一 0．51 0．84 図1 吸口
2 G－10－1 1．0 0．81 一 0．84 図2 雁首
3 G－10－2 0．9 一 0．31 0．84 図3 吸口
4 H－13－1 0．8 1．23 一 不明 図4 雁首
5 H－13－2 不明 1．35 一 不明 図5 雁首
6 H－13－3 0．8 1．49 一 0．82 図6 雁首
7 H－13－4 不明 1．49 一 0．80 図7 雁首
8 H－13－5 0．9 不明 一 1．79 図8 雁首がとれて無い
9 Ll3－1 0．8 1．50 一 0．75 図9 雁首
10 1．13－2 0．9 一 0．31 0．84 図10 吸口
11 1－13－3 不明 1．5 一 0．82 図11 雁首
12 C－8．1 L1 1．13 一 0．87 図12 雁首
13 D－9－1 1．0 不明 一 0．82 図13 雁首、火皿がとれてない、昭和か
14 D－9－2 1．0 一 0．25 0．82 図14 吸口、2と対か、昭和のものか
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③古銭（第97図～第102図）
　銭は役所の全地域から出土したが、主として御金蔵周辺が多かった。とくに「雁首銭」は佐渡初てであ
り、御金蔵や門番など民間から採用された一般人が奉行所構内に入り、それらの者が所有した可能性が強
い。一般役人では持得ないからである。
　中国銭の中「洪武通寳」の一部は背面に「治」が見えるので慶長期以降に鋳造した加治木銭の可能性
がある。
　寛永通寳の一文銭はm期に分かれる。第1期は古寛永といわれ寛と寳の字に特徴を有するため判断が容
易で最も古くなる。寛の頭が接続するのと寳の貝末尾がスの字かハの字かになっている。第∬期以降を新
寛永という。
　1期は寛永13年（1635）初鋳がきまり、江戸と近江坂本に鋳造所を開設して銅一文銭の鋳造を始めた。
しかし、全国に流通する量を確保できずに翌年8月に8箇所の増設が決まった。明暦2年（1656）から万
治2年（1659）まで15箇所になって増鋳を確保した。径が大きく穴径が小さいのが特徴である。
　n期以降を新寛永と呼ぶが、n期は背後に「文」を穿ってあり通称文銭といい、寛文8年（1668）から
天和3年（1683）までの16年間鋳出している。文銭は江戸の亀戸だけで量産し、文の字が企画性に富ん
でいる。
　皿期は元禄10年（1697）から延享4年（1747）迄と明和4年（1767）から天明元年（1781）までの二
回に分けて発鋳されている。最初は江戸と京都で鋳られたが、勘定奉行荻原重秀により品位の悪い銅貸を
増産し「荻原銭」と呼ばれた。正徳期になると江戸と佐渡相川で鋳られ、享保期には5箇所、元文期は
21箇所に及んだ。背面に鋳造場所を刻印したものや無文のものも見られる。
　鉄一文銭
　元文4年（1739）から延享4年（1747）と明和2年（1765）から安永8年（1779）と天保6年（1835）
慶応3年（1867）の3回にわたって発鋳されている。元文4年には江戸で二箇所、摂津で鋳られたが、翌
年には紀伊や熊野、佐渡相川に増設され、この他延享までは江戸3箇所に絞った。明和期は5箇所に限定
された。天保期には西国の鉄銭鋳造は廃止され、東国のみとなる。江戸、陸奥、武蔵などに限定される。
石巻には背面に「千」字を穿りこむのと、穿りこまないものがある。
　真鍮四文銭
　明和5年（1768）から天明8年（1788）と、文政4年から文政8年（1825）と、安政4年（1857）から
安政6年（1859）皿1期に分かれる。それぞれ年代によって銅の含有率が異なるが、時代とともに銅が少な
くなる。明和期は白蝋を使うが、文政期は銅の比率が上がるが白蝋のかわりに鉛を使っている。江戸深川
で四文銭の鋳造を始めたが背面は21波であったのが翌年には11波に変更した。文政期と安政期にはかわ
らないが鉛の比率が1割から2割に増え、その分銅が減っている。
　雁首銭
　煙管の雁首を潰して平たくしたもので、近世の墓からも出土する。銭貸を絹銭（さしぜん）にして使用
する時に紛れこますこともあるという。
　中国銭
　「永楽通寳」や「洪武通寳」など多くの中国銭が出土しているが、「洪武通寳」の一種は加治木銭と思
われるし、「永楽通寳」は天正永楽と呼ばれるものであり、他は慶長期以降に造られた日本の模鋳銭であ
ろう（註8）。
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第99図　皿期新寛永
39 41 42 44
0
53
59
54
49 50
62
一106一
第100図　皿期新寛永
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第11表　古　銭観 察 表
No 出　土　地 銭　　　名 径cm 内径cm 穴径cm 重量9 図番号 摘　　　要
1 C－8－1 寛永通寳 2．23 1．73 0．49 2．40 図1 1期古寛永
2 C．8－2 寛永通寳 2．39 1．79 0．57 3．95 図2 1期古寛永
3 C－8－3 寛永通寳 2．32 1．80 0．63 3．64 図3 1期古寛永
4 C－8－14 寛永通寳 2．36 1．96 0．58 3．19図4 1期古寛永
5 D－9－2 寛永通寳 2．44 1．84 0．50 3．60 図5 1期古寛永
6 D－11－6 寛永通寳 2．30 1．87 0．642．69 図6 1期古寛永
7 F－9－4 寛永通寳 2．33 1．80 0．65 3．01 図7 1期古寛永
8 F－9．5 寛永通寳 2．28 1．80 0．62 2．40 図8 1期古寛永
9 G－11－3 寛永通寳 2．36 1．84 0．60 3．00 図9 1期古寛永
10 G－11－5 寛永通寳 2．33 1．86 0．70 2．69 図10 1期古寛永
11 G－11－7 寛永通寳 2．26 1．89 0．67 不明 図11 1期古寛永
12 G－12－4 寛永通寳 2．33 1．79 0．66 2．51 図12 1期古寛永
13 G－13－1 寛永通寳 2．36 1．92 0．66 2．75 図13 1期古寛永
14 G－13－8 寛永通實 2．37 1．80 0．60 2．61 図14 1期古寛永
15 G－13－10 寛永通寳 2．36 1．91 0．62 3．41 図15 1期古寛永
16 H－9－2 寛永通實 2．31 1．90 0．65 3．39 図16 1期古寛永
17 H－12－7 寛永通寳 2．34 1．78 0．67 2．81 図17 1期古寛永
18 H－12．9 寛永通寳 2．35 1．81 0．63 2．38 図18 1期古寛永
19 H－12－10 寛永通寳 2．40 1．86 0．63 2．65図19 1期古寛永
20 H－12－12 寛永通寳 2．34 1．77 0．66 2．86 図20 1期古寛永
21 H－12－17 寛永通寳 2．29 1．88 0．56 2．99 図21 1期古寛永
22 H－13－9 寛永通寳 2．32 1．89 0．63 3．10 図22 1期古寛永
23 H－13－15 寛永通寳 2．29 1．85 0．65 2．72 図25 1期古寛永
24 H－13－21 寛永通寳 2．43 1．86 0．67 2．90 図26 1期古寛永
25 H－13－28 寛永通寳 2．25 1．90 0．63 2．62 図27 1期古寛永
26 H－13－44 寛永通寳 2．31 1．78 0．62 不明 図28 1期古寛永
27 H－13－38 寛永通寳 2．32 1．81 0．62 3．76 図28 1期古寛永
28 H－13－39 寛永通寳 2．31 1．85 0．65 2．90 図29 1期古寛永
29 H－13－85 寛永通寳 2．36 1．88 0．66 1．98 図29 1期古寛永
30 H－13－40 寛永通寳 2．38 1．83 0．61 2．56 図30 1期古寛永
31 1．14．1 寛永通實 2．33 1．78 0．67 3．05 図30 1期古寛永
32 C－8－5 寛永通寳 2．47 1．83 0．68 3．75 図31 H期文銭
33 C－8－15 寛永通寳 2．03 1．70 0．66 2．01 図32 H期文銭
34 D－9．6 寛永通寳 2．45 1．89 0．69 4．05 図33 n期文銭
35 G－12－6 寛永通寳 2．42 1．83 0．65 3．78 図34 H期文銭
36 H．9－4 寛永通寳 2．43 1．81 0．63 3．89 図35 H期文銭
37 H－10－2 寛永通寳 2．45 1．85 0．64 3．40 図36 n期文銭
38 H－12－4 寛永通寳 2．36 1．82 0．64 4．45 図37 n期文銭
39 H・13－12 寛永通寳 2．38 1．89 0．64 3．41 図38 n期文銭
40 H」4－2 寛永通寳 2．39 1．84 0．64 3．50 図38 H期文銭
41 C－8－4 寛永通寳 2．32 1．82 0．613．45 図39 皿期新寛永
42 C．8．6 寛永通寳 2．06 1．79 0．74 2．10 図40 皿期新寛永
43 C－8．9 寛永通寳 2．25 L79 0．67 3．10 図41 皿期新寛永
44 C－8－10 寛永通寳 2．20 1．72 0．64 2．18 図42 皿期新寛永
45 C－8－11 寛永通寳 2．21 1．79 0．65 2．09 図43 皿期新寛永
46 C－11－1 寛永通寳 2．20 1．76 0．69 2．38 図44 皿期新寛永
47 D－9．1 寛永通寳 2．22 1．71 0．68 2．49 図45 皿期新寛永
48 D－11－1 寛永通寳 2．33 1．83 0．71 2．89 図46 皿期新寛永
49 D－11－3 寛永通寳 2．15 1．82 0．70 2．92 図47 皿期新寛永
50 D－11－4 寛永通寳 2．22 1．80 0．68 2．60 図48 皿期新寛永
51 F．9．1 寛永通寳 2．29 1．71 0．72 3．41 図49 皿期新寛永
52 F－9－6 寛永通寳 2．20 L68 0．66 2．12 図50 皿期新寛永
53 F－9－7 寛永通實 2．21 1．71 0．69 1．90 図51 m期新寛永
54 F－9－9 寛永通寳 2．12 1．71 0．72 2．09 図52 皿期新寛永
55 F－11－1 寛永通寳 2．22 1．75 0．68 2．21 図53 皿期新寛永
56 F－11－3 寛永通寳 2．23 1．78 不明 不明 図54 皿期新寛永
57 G－11－2 寛永通寳 2．23 1．72 0．67 2．57 図55 皿期新寛永
58 G－11－6 寛永通寳 2．33 1．81 0．71 3．20 図56 皿期新寛永
59 G－12－3 寛永通寳 2．20 1．70 0．68 1．71 図57 田期新寛永
60 G－12－5 寛永通寳 2．24 1．79 0．75 2．05 図58 皿期新寛永
61 G－13－3 寛永通寳 2．33 1．89 0．68 2．40 図59 m期新寛永
62 G－13－11 寛永通寳 2．25 1．79 0．67 2．57 図60 皿期新寛永
63 H－8－1 寛永通寳 2．28 1．82 0．74 2．42 図61 m期新寛永
64 H－10－1 寛永通寳 2．20 1．69 0．65 2．11 図62 m期新寛永
65 H・11－1 寛永通寳 2．18 1．82 0．71 2．10 図63 m期新寛永
66 H－12－5 寛永通寳 2．30 1．71 0．67 2．20 図64 m期新寛永
67 H・12・6 寛永通寳 2．21 1．75 0．67 2．78 図65 皿期新寛永
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No 出　土　地 銭　　　名 径c皿 内径cm 穴径cm重量9 図番号 摘　　　要
68 H－12－15 寛永通寳 2．23 1．91 0．68 1．92 図66 皿期新寛永
69 H－13－2 寛永通寳 2．33 1．77 0．67 2．81 図67 皿期新寛永
70 H－13－6 寛永通實 2．10 1．69 0．70 1．87 図68 皿期新寛永
71 H－13－8 寛永通寳 2．16 1．80 0．68 1．72 図69 皿期新寛永
72 H－13－11 寛永通寳 2．22 1．85 0．76 2．24 図70 皿1期新寛永
73 H・13－14 寛永通實 2．33 1．89 0．63 2．62 図71 皿期新寛永
74 H－13－16 寛永通寳 2．18 1．79 0．67 2．75 図72 皿1期新寛永
75 H－13－17 寛永通實 2．10 1．64 0．71 1．98 図73 皿期新寛永
76 H－13－18 寛永通寳 2．20 1．89 0．68 2．65 図74 皿期新寛永
77 H－13－22 寛永通寳 2．30 1．78 0．71 2．30 図75 皿期新寛永
78 H－13－27 寛永通寳 2．24 1．76 0．64 2．40 図76 皿期新寛永
79 H－13－29 寛永通寳 2．30 1．84 0．67 3．41 図77 皿期新寛永
80 H－13－33 寛永通寳 2．26 1．73 0．74 2．68 図78 皿期新寛永
81 H－13－35 寛永通寳 2．22 1．79 0．74 2．20 図79 皿期新寛永
82 H－13－36 寛永通寳 2．05 1．70 0．74 1．79 図80 皿期新寛永
83 H－13－55 寛永通寳 2．37 1．76 0．65 2．79 図81 皿期新寛永
84 H－13－56 寛永通寳 2．26 1．83 0．68 2．33 図82 m期新寛永
85 H－1382 寛永通寳 2．23 1．76 0．66 1．81 図83 皿期新寛永
86 H－13－86 寛永通寳 2．13 1．75 0．69 1．99 図84 皿期新寛永
87 C－843 寛永通寳 2．40 1．88 0．58 3．50 図85 鉄一文銭
88 C－8－17 不明 不明 不明 不明 5．75 図86 不明、3枚組か
89 F－9－2 寛永通實 2．64 1．92 0．68 4．15 図87 真鍮四文銭、21波
90 F．9－8 寛永通寳 2．68 1．94 0．73 4．60 図88 真鍮四文銭、11波
91 G－12－7 寛永通寳 2．65 1．96 0．72 4．54 図89 真鍮四文銭、11波
92 G－13－4 寛永通寳 2．70 1．98 0．76 3．31 図90 真鍮四文銭、11波
93 H－12－1 寛永通寳 2．68 1．98 0．67 4．80 図91 真鍮四文銭、11波
94 H－12－2 寛永通實 2．67 1．98 0．67 4．61 図92 真鍮四文銭
95 H－13－7 寛永通寳 2．72 1．95 0．73 4．49 図93 真鍮四文銭、11波
96 H－14－5 寛永通寳 2．72 1．98 0．73 3．85 図94 真鍮四文銭、11波
97 H－146 寛永通寳 2．72 1．98 0．67 4．53 図95 真鍮四文銭、11波
第12表天保通寳観察表
No 出　土　地 銭　　　名 径cm 内径cm 穴径cm 重量9 図番号 摘　　　要
1 E－8－1 天保通寳 4．76 3．10 0．73 20．1 図1 銅100文銭
?抹S　後藤の花押
2 H－13－1 天保通寳 4．77 3．12 0．85 18．2 図2 銅100文銭
?抹S　後藤の花押
第13表雁首銭観察表
No 出　土　地 銭　　　名 径cm 内径cm 穴径cm重量9 図番号 摘　　　要
1 E－10－1 雁首銭 2．43 2．25 0．48 4．95 図3
2 H－13－1 雁首銭 2．15 1．94 0．43 3．75 図4
3 H－13－2 雁首銭 1．83 1．61 0．59 1．43 図5
第14表中国銭観察表
No 出　土　地 銭　　　名 径c皿 内径cm 穴径cm 重量9 図番号 摘　　　要
1 C－8－1 永楽通寳 2．15 1．73 0．62 2．22 図6
2 D－11－1 政和通寳 2．23 1．74 0．73 2．47 図7 和の口が左
3 E－8－1 口口通寳 2．35 1．69 0．67 3．03 図8 文字不明
4 G－12－1 皇宋通寳 2．39 1．89 0．77 3．60 図9
5 G－13－1 洪武通寳 2．16 1．78 0．67 1．99 図10 加治木銭か
6 H－12－1 開元通寳 2．23 1．69 0．72 3．42 図11
7 H－13－1 洪武通口 2．20 1．62 0．59 2．80 図12
8 1－10－1 永楽通寳 2．40 1．97 0．63 3．28 図13
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③土器（第103図～第116図）
　粕薬のかかっていないものを総称して土器に分類した。この中には何に使用したか分からないものも含
み、製錬跡から出土する蓋形土器に似ているが、ロクロを使い綺麗に仕上げているので不明である。とく
に御金蔵周辺から多く出土するので銭に関係するかも知れない。
　土器と陶器でできているものは土器に含めた。但し、土器と陶器は別表に組んだ。
　灯明皿（第103図～第105図）
　全域から出土するが、とくに役所内は薄暗く昼でも明かりが必要である。しかし、紙で造ったものは腐
食してなく、また蝋燭や蝋燭を立てる燭台は見られなかった。灯蓋と云って灯芯を置き灯芯に火をつける
る油皿と、油を受ける下皿に分けられる。下皿は二重になっており、高さに差を生じる。これらは油津が
ついているので一見して分かるが、油のないものでも形態が同じ場合はこれに含めた。
　行灯や提灯などは木の骨が残っており、正保の火災層から出ているが、他の火災層は掃除が行き届き見
ることができない。
　勝場では1群・H群で整理したが、ここでは油皿と下皿に区別する。陶器は別に表で現したので群から
除外した。深く掘った場所と（水溜2号・井戸4号）、上層のみの役所では自ら形態に差がある。18世紀
半にはいると相川で焼いていると見えて、土の品質がちがってくる。最初は底面を静止糸切りや回転糸切
りの双方でつくるが、糸切り後調整しないので高さが一定しない。また身も厚手で細くなく先端に膨らみ
を持ち、底面にも広い狭いの差が出てくる。即ち、先を太く丸くおさめる。これが17世紀半まで続き、
あとは佐渡産か関東近辺から移出する。
　佐渡産は土が赤くそれと分かり、「佐渡相川志」にそのことを書いている。江戸周辺は土が異なる。先
を細くしてそのまま自然に先を丸くおさめる。まさに自然体である。底が厚いのは油が関係するのであろ
うか。比較的薄手で丁寧につくる。伊藤赤水家文書では19世紀中頃に無名異で造っている。
　陶器は17世紀から見えるが、18世紀に入ると俄然多くなる。17世紀は瀬戸・美濃産で、18世紀は志戸
呂産が多く、19世紀は京都・信楽産が増える。油脂の侵出を防ぐ下皿は関西では白色の透明紬で内側に
一面にかけ、他は生地のまま据置く。内皿は低く、高さは外縁が厚くなり外縁を測った方がよさそうであ
る。薄手につくる。最初は唐津産で、灰緑粕が多く目立つ。底辺には砂をまぶしている。18世紀になる
と箆で模様を書くのが増え、菊の押印も見られる。
　佐渡産は鉄分が多く生地が赤色を帯びている。幕末には相川で無名異焼が行なわれているが、19世紀
末に無名異焼が始まったとされており、それに従う。しかし、焼く色は多少くすぶっているし、伊藤赤水
家文書に書かれているのを見ることができる。
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第15表土器灯明皿観察表
No 出　土　地 径cm 底径cm 高cm 内径cm 名称 図番号 摘　　　要
1 D－9．2 6．1 2．9 1．5 油皿 図1 底面の真ん中に穴あり
2 D－9－3 5．1 3．7 1．1 油皿 図2 静止糸切り
3 E－10－1 8．6 5．1 2．0 油皿 図3 静止糸切り
4 E－11－1 不明 5．4 2．0 油皿 図4 縁に煤付着
5 E－11－5 6．6 6．6 1．4 油皿 図5 縁に煤付着
6 F－12－4 不明 不明 不明 油皿 図7
7 G－12－11 7．7 4．5 1．7 油皿 図8 縁に煤付着
8 G－12－12 9．4 5．1 2．1 油皿 図9 縁に煤付着
9 G－13－4 不明 3．6 1．9 油皿 図10 縁に煤付着、静止糸切り
10 G－14－7 7．9 3．0 2．3 油皿 図11 縁に煤付着：
11 H．9．3 6．2 3．3 1．8 油皿 図12 縁に煤付着
12 H－10－1 7．7 5．2 1．6 油皿 図13
13 H－10－10 不明 3．5 1．2 油皿 図14
14 H－10－11 4．9 3．8 0．7 油皿 図15
15 H－10－13 4．9 3．8 0．7 油皿 図16
16 H－10－15 5．2 4．1 1．2 油皿 図17
17 H－12－20 8．0 4．3 1．7 油皿 図18 静止糸切り、縁に煤付着
18 H－12－22 7．8 4．8 1．7 油皿 図19 縁に煤付着
19 H－12－25 9．8 5．4 1．9 油皿 図20 静止糸切り、縁に煤付着
20 H－12－28 8．3 5．0 1．9 油皿 図21 静止糸切り、縁に煤付着
21 H－12－29 8．1 5．0 1．7 油皿 図22 静止糸切り
22 H－12－33 9．7 5．4 1．9 油皿 図23 静止糸切り、縁に煤付着
23 H－12－35 7．9 4．5 1．7 油皿 図24 静止糸切り、縁に煤付着
24 H－12－36 7．4 3．7 2．1 油皿 図25 縁に煤付着
25 H－12－44 9．2 2．8 1．8 油皿 図26 縁に煤付着
26 H－13－5 6．5 3．8 1．6 油皿 図27 静止糸切り
27 H－13－6 6．7 3．8 1．6 油皿 図28 静止糸切り、縁に煤付着
28 H－13－7 6．7 3．7 1．6 油」皿 図29
29 H－13－8 9．8 5．6 1．7 油皿 図30 静止糸切り、縁に煤付着
30 H－13－11 7．9 4．3 1．6 油皿 図31 静止糸切り、縁に煤付着
31 H－13－12 9．9 5．4 1．8 油皿 図32 縁に煤付着
32 H－13－49 8．7 5．2 1．7 油皿 図33 縁に煤付着
33 H－13石3 6．2 3．1 1．5 油皿 図34 底内外に煤付着
34 H－14崎9 9．4 5．8 1．7 油皿 図35 静止糸切り
35 H－14－72 7．6 4．8 1．5 油皿 図36 縁に煤付着
36 H－14－78 7．1 3．8 2．0 油皿 図37 縁に煤付着
37 H－14－80 8．3 5．0 2．2 油皿 図38 縁に煤付着
38 H－14－82 11．9 6．1 2．2 油皿 図39 縁に煤付着
39 H－14－87 不明 不明 1．7 油皿 図40 縁に煤付着
40 H－1493 不明 5．3 不明 油皿 図41 縁に煤付着
41 H－14－94 不明 不明 1．9 油皿 図42 縁に煤付着
42 1一ユ0－3 6．7 3．7 1．6 油皿 図43 縁に煤付着
43 1－12－5 8．3 5．7 1．3 油皿 図44 縁に煤付着
44 1－13－1 8．4 4．8 2．0 油皿 図45 縁に煤付着
45 1－13－19 8．0 3．9 2．1 油皿 図46 縁に煤付着
46 1－13－20 8．9 5．3 2．0 油皿 図47 静止糸切り、縁に煤付着
47 1－13－21 8．0 5．2 1．9 油皿 図48 縁に煤付着
48 1．13．23 8．2 4．4 2．0 油皿 図49 縁に煤付着
49 1－13－24 10．0 6．7 2．2 油皿 図50 静止糸切り、縁に煤付着
50 1－13－25 9．4 5．4 2．2 油皿 図51 縁に煤付着
51 1－13－26 9．6 5．0 2．5 油皿 図52 縁に煤付着
52 1．13．27 7．0 3．6 2．0 油皿 図53 縁に煤付着
53 1－13－32 8．2 3．8 1．8 油皿 図54 縁に煤付着
54 1－13－33 8．1 4．4 2．0 油皿 図55 静止糸切り、縁に煤付着
55 Ll334 10．4 6．7 2．2 油皿 図56 静止糸切り、縁に煤付着
56 1－13－35 7．0 3．5 1．9 油皿 図57 静止糸切り、縁に煤付着
57 1－13－36 10．0 5．1 2．0 油皿 図58 縁に煤付着
58 1－13－39 84 5．2 2．2 油皿 図59 縁に煤付着
59 1－1341 10．7 5．8 2．3 油皿 図60 縁に煤付着
60 1－13－42 10．0 5．1 2．2 油皿 図61 静止糸切り、縁に煤付着
61 1．13．43 10．0 5．0 1．9 油皿 図62 底に煤付着
62 1－14－2 8．4 5．0 2．3 油皿 図63 縁に煤付着
63 1－14－3 7．2 4．9 1．7 油皿 図64 縁に煤付着
64 L14－4 7．0 3．8 1．5 油皿 図65 縁に煤付着
65 Ll4．6 7．0 3．5 1．6 油皿 図66 縁に煤付着
66 E－10－3 9．3 5．8 1．8 不明 下皿 図67 静止糸切り
67 G－14－15 7．5 4．8 2．6 4．9 下皿 図69 内外に煤付着
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No 出　土　地 径cm 底径cm 高cm 内径cm 名称 図番号 摘　　　要
68 H－9－1 12．2 6．6 3．9 8．0 下皿 図70 静止糸切り、内外に煤付着
69 H－9－2 8．7 4．9 2．2 6．1 下皿 図71 静止糸切り、内外に煤付着
70 H－10－2 12．0 6．9 4．3 油皿 図72 静止糸切り、縁に煤付着
71 H－13－181 7．9 4．4 2．8 4．9 下皿 図73 静止糸切り、底内に煤付着
72 H－13－187 10．4 5．8 4．5 6．5 下皿 図74 縁に煤付着
73 H－13－189 9．5 4．6 3．8 6．7 下皿 図75 静止糸切り、外面に煤付着
74 H－13－190 9．6 4．5 3．5 6」 下皿 図76
75 H－13－192 9．8 5．2 3．0 5．9 下皿 図77
76 H－13－194 7．7 4．2 2．7 5．1 下皿 図78 縁に煤付着
77 H－14－123 不明 4．7 不明 不明 下皿 図79 静止糸切り
78 H－14－133 10．0 5．8 不明 不明 油皿 図80 静止糸切り、縁に煤付着
79 1－14－20 不明 5．0 2．4 6．1 下皿 図81 静止糸切り、縁に煤付着
80 1－14－21 9．0 5．9 不明 不明 下皿 図82 縁に煤付着
81 1－14・22 8．9 4．6 2．5 6．0 下皿 図83 縁に煤付着
82 1－14－23 9．6 5．4 2．8 6．0 下皿 図84 静止糸切り、縁に煤付着
83 1－14－24 8．0 5．6 2．3 5．8 下皿 図85 縁に煤付着
84 1－14－26 不明 4．9 3．3 5．1 下皿 図86 縁に煤付着
85 1－14－27 不明 5．2 2．7 5．4 下皿 図87 縁に煤付着
第16表陶器灯明皿観察表
No 出　土　地 径cm 底径cm 高cm 内径cm 名称 図番号 摘　　　要
1 C－8－4 11．9 3．7 2．4 油皿 図1 白粕、見込に箆模様
2 H－10－3 11．2 4．0 2．2 油皿 図2 白紬、見込菊押印、煤付着
3 H－12－5 9．6 3．8 2．7 油皿 図3 白紬
4 H－13－5 不明 不明 2．8 油皿 図4 白紬
5 1－10－2 6．6 2．5 1．5 油皿 図5 白紬
6 1－13－1 9．8 4．0 2．3 油皿 図6 茶紬、煤付着
7 J－12－1 11．1 3．4 2．4 油皿 図7 白紬
8 E－11－1 10．6 4．2 1．8 7．4 下皿 図8 白粕
9 G－12－5 不明 不明 2．7 不明 下皿 図9 白粕
10 G－13－2 6．9 3．0 1．7 油皿 図10 灰緑粕
11 G－13－4 12．2 4．3 2．8 不明 下皿 図11 白紬
12 G－14－2 6．4 2．3 1．2 4．2 下皿 図12 白柚、煤付着
13 H－10－4 11．2 4．2 1．6 不明 下皿 図13 白紬
14 H－10－5 11．0 3．8 1．8 7．3 下皿 図14 白紬、煤付着
15 H－10－6 6．7 2．9 1．1 4．6 下皿 図15 白紬
16 H－12－7 10．3 3．9 2．0 6．3 下皿 図16 白粕
17 H－13－6 9．9 3．3 1．8 不明 下皿 図17 白粕、煤付着
18 H－12－8 不明 5．3 不明 不明 台皿 図18 白粕
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　火鉢（第107図～第108図）
　火鉢は行火（アンカ）の代りや手あぶり、茶道具（フロ）、シチリンなど利用価値が多く江戸期に盛ん
に使用された。これに五徳を乗せたり炊事など場所によって変化した。
　とくに灯りに困った江戸期には火を保存するため重宝であったが、一面では火災の原因になると恐れら
れた。奉行所は火鉢の種別も出土量も少ない。
　素焼手焙火鉢（第107図）
　素焼火鉢は御金蔵域や堀際から出土している。御金蔵は昼夜の番人が必要で民間から採用したので残っ
たのであろう。それも実用向きの素焼火鉢である。煙草の灰落しにも利用されたと思われる。あるいはこ
の中に火消壷が含まれているかも知れない。佐渡産が大部分である。
　黒煉手焙火鉢（第108図）
　1から6までは黒燥（黒楽）火鉢である。足がついているが、絵が逆になって逆さまのものもあるかも
知れない。無限大のマークがあり馬や兎の型があって押印している。最初は茶道のフロと思ったがフロに
しては絵がお粗末であり、手焙り火鉢に分類した。陶器と思われ別表にした。安永4年（1784）に羽口屋
伊兵衛が江戸今戸で瓦焼と楽焼を習得して帰っており、伊藤赤水家の文書にも幕末に焼いた記録が残って
いるので、佐渡産の火鉢であろうと推察される。
　素焼きコタツ（第109図）
　コタツの炉跡と思われる。御金蔵域や堀際から出土している。昼夜の番人が用いたものと推察される。
暖をとるには最適で、昼夜の区別なく見回る番人にはコタツは最高の暖房となった。また江戸からはけん
された広間役の子供には思いもかけず寒さが加わりコタツが一番の暖房であった。
　五徳（第110図）
　シチリンにもコタツにも五徳は必要であった。手焙火鉢は佐渡産で賄ったため併せてつくった五徳も佐
渡産と思われる。火鉢や恨炉に立てた目皿に鉄瓶やヤカンを置いたのであろう。穴径や厚みに差があり殆
土もザラザラしている。寄勝場の五徳とは穴の径や厚さが異なる。寄勝場は製錬用に使ったのであろう。
用途によってちがいがあると見たい。
　焼塩壷（第106図）
　陣屋の池底から出たものが一番古く慶長年代に属すると思われる。周囲に銘がなく産地は不明。蓋がな
く頭に指の跡がついて蓋と合うようになっている。中は雑であるが底をよく見ると貼合せた跡がある。厚
くできており凹凸が甚だしい。後は残りが半分で銘がない。2・3は正保の火災層、4は東西の堀出土で
ある。いずれも蓋はないが焼けている。4は殆土に白い砂粒が入り、2・3と原産地が違うようである。
　2・3・4は半分で残った所には銘がないが、欠けている場所に銘があるのかも知れない。しかし、正
保の火災層出土にはないであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　第106図　焼塩壷　S＝1：3
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第108図　火鉢（黒煉） S＝1：4
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第109図　素焼きコタツの炉　S＝1　3
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　　’一一一一、〆 　　　　　　　　　　　　、’　　　　　　　　　　　　　　　　　、
1
一c2
◎、
1
ノ
’
’
l
I
1
、
1
！
1
！
！
〆
’
’
∫
l
l
、
’
！
！
！
！
ノ
！
／
！
！
〆
　　’一一r　　’　　　　　　　　　 、’ 　　　　　　　　　　 、Z　　　　　　　　　　　　 、
、　＼　　＼　　　＼　　　　×、　　　 ＼＼　　　　、
　＼＼s　＼、
　　　＼＼
　　　　、　　、
　　　　1　1　　　　1　　1ノノ
　　　　　　／ノ
　1
蒐
　　　　1！
　　　／　　！　　／
　！
　／
！
’
｛
’か
’
、
＼
／’一一、＼＼
s一
’’
　　　　　　！　　　　　／　　　　　〆　　　　！　　　／　　　　／　　　ノ　　　　　／　　！　　　　／
　／　　　　／
　！　　　　！
　’　　　　！
〆　　　〆
’　　／
’　　，
l　　ll　　ll　　ll　　＼
、　　　、
、　　、
　、
　、
’，一一一～一、、、、 、＼
＼＼
4
、
　＼
　　＼
　　＼
　　　＼
　　　　、
　　　　＼
　　　　　、
　　　　　｝
＿／　　　　　o
一◎
　　　10
5
｛‘
3
7
巡）8
！’一一一、、、
、 、
×
、
、
＼
、
＼
　s
　＼
　　、
　　～
　　l
　　l
　　［
　　’
　ノ
　ノ
／
／
＼
、 ム亨ゴ7
＼
、
、
1
’’
’
！
！
ノ
／
ノ
〆
ノ
！
！
⊂）
11
　　　14
13
、
！
ノ
、
、
、
l
l
’
／
’
／
＼ ’1！ ！ ！
1，
0
9
　　　　　1710m
（）
1
○
1
18
19
　　1劉 16
一122一
　手持十能（第111図）
　火の受けるところはないが十能と思われるものが二つ出てきた。一つはそれと分かるが、一つは不明で
ある。お互いに生地に白い粉粒が混り水簸してなく雑である。生地は褐色を呈するが焼けたところは白と
桃色に変色している。
　　　　　　　　　　　　　　　第111図　手持十能　S＝1：3
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　窯道具（第112図）
　無名異焼の窯道具と同じである。生地が無名異焼土を使っており、現代の紅殻を使ってないので明治以
降と考えられる。径8、5cmを測り、中に径2、2cmの穴が開く。足は五本を数え、ロクロで等間隔に切って
ある。使用したと見えて足の先を打ち欠いている。
　　　　　　　　　　　　　　　第112図窯道具S＝1：2
0 10cm
　器種不明（第113図）
　器にはちがいないが何のために器にしたのか不明なものを集めた。あるいはこの中に火消壷が含まれて
いるか知れない。2・3は火を受け変色しているが用途は定かでない。製錬に関係するのであろうか。
　　　　　　　　　　　　　　　第113図　器種不明　S＝1：3
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第17表　手焙り火鉢観察表
No 出　土　地 径cm 底cm 高cm足　本 色調 図番号 摘　　　要
1 F－11－1 12．0 9．6 5．0 3 褐色 図1
2 G－8－1 不明 9．8 不明 不明 褐色 図2
3 G－8－2 14．3 不明 不明 無 褐色 図3
4 G－14－3 不明 不明 不明 不明 褐色 図4 桐の押印あり
5 H－10－1 不明 10．7 不明 無 赤 図5
6 H－11－2 11．2 8．6 6．1 無 褐色 図6
7 H・13－3 18．7 18．0 9．3 3 褐色 図7
8 1－13－1 13．7 11．0 ll．2 無 褐色 図8
第18表　手焙り火鉢（楽焼）観察表
No 出　土　地 径cm 底cm 高cm足　本 色調 図番号 摘　　　要
1 G－12－1 不明 不明 不明 現1 黒燥 図1
2 G－12－2 不明 不明 不明 黒燥 図2 無限大、持手の彫りあり
3 G－14－1 不明 不明 不明 黒樵 図3
4 G－14－2 不明 不明 不明 黒燥 図4 無限大と兎の彫りあり
5 G－14－3 不明 不明 不明 黒樵 図5 無限大の彫りあり
6 G－14－4 不明 不明 不明 現1 黒燃 図6 無限大2、馬の彫りあり
7 1－14－1 不明 不明 不明 黒燥 図7 箆で桐の絵あり
第19表　素焼コタツの炉観察表
No 出　：ヒ　地 径cm 高c皿 穴径cm 厚cm 図番号 摘　　　要
1 G－12－1 不明 不明 不明 不明 図1
2 H－12－1 不明 不明 不明 0．8 図2
第20表　五徳観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 穴径cm 厚cm 図番号 摘　　　要
1 C．8．1 不明 不明 L8 1．2 図1
2 C－11－2 14．0 不明 不明 2．4 図2
3 E．9．1 不明 7．7 不明 1．5 図3
4 F－11－1 13．3 8．9 不明 1．3 図4
5 G－12－1 7．5 1．3 1．3 1．3 図5
6 G－12－2 不明 不明 不明 2．4 図6
7 G－12－3 不明 不明 不明 2．0 図7
8 G－12－4 不明 不明 不明 2．6 図8
9 G－12－5 15．3 不明 不明 1．8 図9
10 H－9－1 不明 不明 不明 2．4 図10
11 H－9．2 不明 不明 不明 2．4 図11
12 H－12－3 15．1 不明 L2 1．5 図12
13 H－12－4 14．3 1．3 2．0 1．3 図13
14 H－12－5 不明 1．0 1．5 1．0 図14
15 H－12－6 不明 不明 不明 2．2 図15
16 H－12－7 不明 不明 1．2 1．0 図16
17 H－12－8 不明 不明 不明 1．4 図17
18 H－13－9 不明 1．0 1．2 1．0 図18
19 H－13－7 不明 1．0 1．6 1．0 図19
第21表　焼塩壼観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 穴径cm 厚cm 図番号 摘　　　要
1 D－10－1 6．6 8．6 6．4 1．2 図1
2 H－14－2 5．8 不明 不明 不明 図2
3 H－14－3 6．0 不明 不明 不明 図3
4 H－15－4 5．8 不明 6．4 1．2 図4
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第22表手持十能観察表
No 出　土　地 径cm 手cm 火受cm 高cm 色調 図番号 摘　　　要
1 G－1L1 不明 不明 不明 不明 褐色 図1
2 H－13－1 不明 不明 不明 不明 褐色 図2
第23表器種不明観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 穴径cm 厚cm図番号 摘　　　要
1 C8・1 不明 不明 6．2 褐色 図1
2 G－12－1 不明 不明 5．6 褐色 図2 内面焼けて白い、
3 1－10－1 不明 不明 15．0 褐色 図3
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　焙烙（ホウロク）（第114図～第116図）
　素焼の平らな土鍋で、火にかけて食品を妙ったりするのに用いた。皿と間違うほど浅い鍋で、15世紀
に始まったとされる。当初は内耳鍋が多く、次第に浅くなって行く。奉行所構内では内耳鍋は見られなか
った。しかし、17世紀は頚部が深く底は平らの傾向が強い。即ち底が直角に横に曲がる傾向を持つ。縁
帯は長いもので4cmを超えるものがある。18世紀は深いと浅いの中間で、縁帯は3cm内外と低くなる。
底はIn期に近ずくと横に膨らみを持つが、1期の直後は横に曲がるだけである。19世紀は浅く、底は膨
らみを持つ。縁帯は2cm内外になる。
　寄勝場では口縁の形態によってIn群に分類した。即ち口縁の高さが高く縁帯が内傾気味のことを1群と
云い、H群は3cm内外で口縁が外傾か直立しており、皿群は2cm内外で口縁が内傾する。この頚部の深さ
によって皿群に分類したが、寄勝場は19世紀の皿群が圧倒的に多く職人の好みによりm群に分類した。
どうも役所域と寄勝場は職人がちがうようである。役所は出土量が少ないこともあって寄勝場は製錬に関
係する可能性が高い。
　勝津の残骸があり、17世紀前半から佐渡でつくったのではなかろうか。焙烙は素焼で脆く、遠くまで
運搬が容易でなく地元で造った可能性が強い。『佐渡四民風俗』や「佐渡相川志』では羽口屋が羽口だけ
では商売が成立たず焙烙も一緒に造ったのではないかと思われる。佐渡相川の清水幸雄氏は初代が黒沢金
太郎に幕末に雇入れられたので、ここで焙烙の修業をし、祖父や父から焙烙の話を聞いている。それによ
ると「勝津の上で薄くのばしてのせロクロを廻しながら体部をつくり、その周囲に紐状の粘土をのせ回転
させながら口縁部をつくる。内面はナデ調整し外面は箆整形のみでナデ調整をしないのでサラザラしてお
り、外底面は勝津が付着したままでナデ調整はしない」と云う。古くは縁帯が高かったが次第に低くなっ
たと云う。
一126一
第114図焙烙
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第115図　焙　烙
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第24表焙烙観察表
No 出　土　地 径cm 縁帯cm 底厚cm 郡別 図番号 摘　　　要
1 D．9－1 36．6 1．8 0．5 皿群 図1
2 D－9－2 41．2 3．6 0．5 1群 図2
3 G－12－1 38．1 3．0 0．4 n群 図3
4 G－12－2 35．9 2．0 0．6 皿群 図4
5 G－13－3 不明 3．4 0．5 1群 図5
6 G－14－4 36．5 2．5 0．7 皿群 図6
7 G・14－5 不明 2．1 0．3 皿群 図7
8 H－12・1 32．0 3．2 α4 n群 図8
9 H．12．2 34．8 3．4 0．5 1群 図9
10 H－12－3 26．4 4．0 0．4 1群 図10
11 H－13－4 34．6 3．4 0．5 1群 図11
12 H－13－5 26．3 4．1 0．5 1群 図12
13 H－13－6 26．8 2．9 0．6 1群 図13
14 H－13－7 29．4 4．5 0．4 1群 図14
15 H－13－8 29．4 4．5 0．4 1群 図15
16 H－13－9 33．9 4．7 0．5 1群 図16
17 H－13－10 31．9 3．9 0．5 1群 図17
18 1－13－1 34．5 3．0 0．5 n群 図18
19 1－13－2 32．7 4．7 0．5 1群 図19
20 1－13－3 23．7 3．9 0．5 1群 図20
21 1－13－4 31．9 4．7 0．4 1群 図21
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　A形板状土器（第117図）
　製錬遺構地区の盤状土器と違ってロクロで綺麗に造っている。製錬遺構地区の板状土器は窯の建設に際し
二次的に窯に入れているが、これは窯とは関係なく出土する。主に御金蔵域と役所跡から出土しているので、
あるいは金銭と関係するのか、下に製錬場があったのであろうか。しかし、下を掘っても窯跡は見えない。
第117図　A形板状土器
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第25表　A形板状土器観察表
No 出　土　地 径cm 高cm底厚cm 色調 図番号 摘　　要
1 D－9－1 18．5 1．7 0．6 鼠色 図1
2 G－13－1 22．3 1．5 0．5 黒色 図2
3 H－8－1 20．4 1．3 0．5 褐色 図3
4 H－10－2 16．8 L3 0．6 褐色 図4
5 H－1σ3 20．8 1．3 0．5 褐色 図5 縁黒く焼ける
6 H－12－4 19．2 1．9 0．7 黒色 図6
7 H－13－5 20．4 1．4 0．3 褐色 図7
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　増蝸（第118図）
　素地が砂っぼく、白や紺に変色している。厚みは胴部が7㎜、底面が　1．8cmありこのま口縁部へ移動
すると思われる。内面の底は指が入る程度、紺色に変り砂が見られない。製錬用具がいたる所から出土し
ているが、昔は製錬窯があって掃除の度に上にあがったのか、流れ込みか判断が容易でない。しかし、深
く掘った場所には窯は存在しなかったので流れ込みの公算が強い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第118図　堆禍
0 20cm
　製錬用の不明品（第119図）
　製錬用に使ったと思われるが何に使用したのか特定できない。しかも初めて見る道具もあって検討がつ
かない。
　壷は表裏が焼けて紬薬がかかったようになっている。これも製錬に使ったとみたい。また褐色の箱は平
であるが穴が明き、そこへ焼けた煤が溜まっている。白い砂を無数に含む。また四角の平らの薄い板は表
裏が焼けて変色気味であり、二股の道具は削って上が平らになっている。初めて見る道具と云える。
　　　　　　　　　　　　　　　　第119図　製錬用不明土器観察表
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第26表　製錬用不明土器観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 厚c皿 高台径 図番号 摘　　要
1 H－13－2 3．2 3．5 1．0 無 図1
2 G．II．1 11．2 3．6 1．0 不明 図2
3 G－12－2 3．0 8．1 1．0 不明 図3
4 G－12－3 6．0 6．6 1．3 不明 図4
5 G－12－4 7．4 4．7 0．8 不明 図5
6 G－12－5 4．7 5．0 0．6 不明 図6
7 H－11－1 7．2 LO 1．0 無 図7
8 G－14－6 5．6 1．1 1．1 無 図8
9 H－13－3 2．7 5．0 L3 無 図9
10 H・14・4 11．0 9．5 0．7 無 図10
11 C－11－1 9．6 1．1 1．1 無 図11
12 C－11－2 4．7 1．1 1．1 無 図12
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④瓦（第120図～第122図）
　青味を帯びた瓦については、織田信長の時代に技術が伝わったと伝えられる。しかし、慶長のころには
大御門や塀は瓦を葺いていたと見え『佐渡四民風俗』は「瓦師などの業当時は一向これなく候、以前繁華
の節も、当国は風雪烈しき所故瓦を用ひ候ては早速凍破し用立申さず候に付き取り用ひ難しなどと申し候
へども、左様にては御座なく候、慶長年中鶴子より相川に御役所御引き移しの御作事は万端手順潤く、当
時の大御門先き後藤屋敷の上溝道これある所迄御陣屋地にて、大御門は右の井に御建て成され、櫓御門並
びに塀を始め総屋根等都て瓦仕立てに候由、其の外大山祇、愛宕山等の造作も皆々瓦仕立てに候段承り伝
へ候、その証拠は当時も御役所廻り、又右社頭辺には古瓦これあり候、但し御役所は正保四亥年類焼以後
当分の御修覆に候故瓦仕立ての御沙汰に及ばざる由に御座候、其の後段々銀山出方劣り、御修覆場所の御
物入り御嫌ひに付き御役所御建て直しもこれなく、右社等も大破の時板作事に相成り候と相見え申し候」
とあるように、斜面にいっぱい落ちている。棟瓦を見ると上り藤と思える文様が刻んである。「上り藤」
は大久保長安の紋である。長安が鶴子から奉行所を相川へ移したことで有名で、奉行所を新築した水田与
左衛門に宛てた手紙があり、それによると瓦に自分の名を入れることは日常茶飯事であったと思われる。
「上り藤」の紋は大久保長安が囲いの中へ「大」の字を入れてあるのが普通である。しかし、上り藤は壊
れており囲いが不明であり、何んとも云えない。或いは「下り藤」の紋かも知れない。白いのと黒燥の瓦
であり戦国期に造ったと思われてならない。
　丸瓦には文字が刻んであるが、ナデ調整のため字がはっきり読めない。丸い部分をナデ調整しており、
字が読めない。瓦は判読で右側が「丸瓦」と読めるが、あとは調整気味で読めないし、左の文字は読むこ
とができない。もし年代が許されるならば、奉行所建設前の山師の所有は古いと見なければならない。年
月が入っていれば年代の判定が可能であるが、見た限りではそれも無理ような気がする。
　瓦は四色の焼色を呈し、一つは鼠色の須恵器のような色をしており、二つ目は須恵と酸化の混合で茶色
が優位に立つ。三つ目は黒燥しで堅い。もう一つは粕薬を塗っており後の時代と想定される。須恵と同じ
色には網目が入るが、網目は須恵器より細かく入る。須恵器色をしたのは中世の後半であり、還元と酸化
の共有は戦国期に入るか室町の終りに近くなる。三つ目の黒燥は戦国期のものと見たい。紬薬のかかった
ものは幕末か明治以降のものであろう。
第27表瓦観察表
No 出　土　地 色調 瓦種類 厚cm 穴 図番号 摘　　要
1 G－11－1 白 棟 4．4 図1 上り藤
2 E－11－1 黒鷺 棟 4．7 図2 上り藤
3 E－11－2 黒燃 棟 3．1 現　2 図3 上り藤
4 E－11－3 黒煉 棟 3．0 図4
5 F－11－1 黒燥 棟 3．5 図5
6 F－11－2 黒漁 棟 3．0 図6
7 D－11－1 黒と白 棟丸 3．0 図7
8 F－13－3 赤 棟丸 1．2 現　6 図8 菊の紋章
9 H－13－1 黒慎 棟丸 1．9 図9
10 C－10－1 赤 棟丸 1．8 図10 巴紋
11 C－10－2 赤 棟丸 2．0 図11 巴紋
12 1－12－1 黒燥 棟丸 1．0 図12
13 E－11－4 黒と白 棟丸 2．4 図13
14 H－13－2 須恵 棟丸 2．0 図14
15 H－14－1 黒燥 棟丸 1．8 図15
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第120図瓦（1）
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第121図瓦（2）
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第122図　瓦（3）
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⑤摺鉢（第123図～第125図）
　古いと思われる物から比較的新しい物までを含むが、産地は肥前・堺・京都・美濃瀬戸・越前・佐渡ま
で多様性において激しさを見せる。とくに越前、堺の遺物が実測できなかったのは残念である。実測は半
径のわかるものは半径を記入した。
第123図　摺　鉢（1）
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　　　第124図　摺　鉢（2）
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第125図摺鉢（3）
シ　
畿1纏
ぷs・。、．
総
．灘；
第28表　摺鉢観察表
No 出　七　地 径cm 高cm 高台径 時代 陶器別 図番号 摘　　要
1 D．94 27．4 11．3 13．719世紀 陶器 図12 G．8．1 不明 不明 lLO 19世紀 陶器 図2
3 G．11．2 34．4 14．5 15．0 陶器 図3
4 G－12・3 35．5 12．2 無 陶器 図4
5 G－12－4 25．3 13．8 無 ］8世紀 土器 図5
6 G－12－5 35．8 15．7 18．219世紀 陶器 図6
7 G－14－6 35．6 15．2 18．819世紀 陶器 図7
8 H－9－1 不明 不明 無 18世紀 陶器 図89 H－12－2 不明 不明 無 19世紀 陶器 図9
10 H－123 不明 不明 無 19世紀 陶器 図10
11 H－12・4 不明 不明 無 18世紀 陶器 図11
12 H－125 29．4 11．8 無 18世紀 陶器 図12
13 H－12．6 35．0 14．6 無 17世紀 陶器 図13
14 H－127 25．6 ll．4 無 17世紀 土器 図14
15 H－13－8 30．2 13．3 無 18世紀 土器 図15
16 H－139 30．0 13．4 無 18世紀 土器 図16
17 H－14－10 不明 不明 不明 17世紀 土器 図17
18 Ll31 33．4 13．4 無 18世紀 土器 図18
19 1．14－2 不明 不明 無 ！8世紀 土器 図19
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⑥陶器（第126図～第136図）
　古いものと新しいものに分れる。古いものは瀬戸・美濃の大窯と登窯1期、肥前の第1・H期があり、
正保の火災層には古いものが目立つ。しかし、上の層からも古い瀬戸・美濃や肥前が顔を覗かせるがこれ
は火災の際に掃除で流れ込んだものであろう。
　瀬戸・美濃の大窯、登窯1期、肥前1・∬期の陶器（第126図～第130図）
　瀬戸・美濃の大窯、登窯、肥前第1期、H期の古いものを集めてみた。16世紀末から17世紀初等は瀬
戸・美濃か唐津しかない。実測は半径と高さの分るものについては半径と高さを出した。
　　　　　　　　第126図　瀬戸・美濃の大窯、登窯1期、肥前1・H期の陶器（1）
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第127図　瀬戸・美濃の大窯、登窯1期、肥前1・H期の陶器（2）
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第128図　瀬戸・美濃の大窯、登窯1期、肥前1・II期の陶器（3）
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第129図　瀬戸・美濃の大窯、登窯1期、肥前1・H期の陶器（4）
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第130図　瀬戸・美濃の大窯、登窯1期、肥前1・n期の陶器（5）
　ゾぐ
　ピ・
＼
メt ＼晶1
『玉ス，＼±ノ
　　　　　び
（〔
　　　　　　96＼ミ　ノ
　　　　　　99＼［トピ　 ニ
　　　　　　、　　　　／　　 ン～　　ζ一一一万
　　　　　　103　のナ　　　　c轟）
＼〆?^
97
｝一s　1・4
む　　　　　　　　　　　む　　
恩ノ1。。
⊂］ニフ
　　101
一145一
第29表瀬戸・美濃の大窯、登窯1期、肥前1・H期の陶器観察表
No 出　土　地 径c皿 高cm 高台径 生産地 時代 色調 器種 図番号 摘　　要
1 C－10－1 不明 不明 4．7 肥前 1 褐色 皿 図1 絵、灰柚
2 D－9－1 不明 4．3 肥前 H 灰色 皿 図2 砂目、灰紬
3 D－9－2 不明 不明 肥前 1 灰色 皿 図3 殆土、灰粕
4 D．9－3 不明 不明 4．5 肥前 1 灰色 碗 図4 殆土、灰粕
5 D－9－4 不明 3．4 3．8 肥前 n 灰色 皿 図5 砂目、灰紬
6 D－10－5 6．4 4．1 肥前 1 灰色 杯 図6 殆土、灰粕
7 D・10－6 不明 不明 肥前 H 灰色 皿 図7 絵、灰粕
8 D－10－7 不明 不明 肥前 1 薄緑色 皿 図8 殆土、灰粕
9 D－10－8 12．0 3．4 5．3 肥前 u 灰色 皿 図9 砂目、灰粕
10 D－10－9 不明 不明 美濃 大窯V 灰色 皿 図10 志野紬
11 D－11－10 11．0 3．6 4．5 肥前 n 白色 皿 図11 砂目、灰柚
12 D－11－11 不明 3．1 肥前 1 灰色 皿 図12 殆土、灰紬
13 G－11－3 不明 不明 肥前 H 灰色 皿 図12 砂目、灰粕
14 D－11－12 不明 不明 5．0 肥前 1 灰色 碗 図13 殆土目
15 E．1（H 不明 不明 肥前 1 灰色 輪花鉢 図14 灰柚
16 F－10－1 不明 不明 5．1 肥前 1 灰色 皿 図15 絵、灰紬
17 G－10－2 不明 不明 肥前 1 灰色 鉢 図16
18 G－12－4 不明 不明 4．4 肥前 n 灰色 皿 図18 砂目、灰軸
19 G－12－6 不明 3．5 3．3 肥前 H 灰色 皿 図19 砂目
20 G－13－8 不明 不明 4．8 肥前 H 灰色 大皿 図20 絵、灰粕
21 G－14－9 不明 5．4 瀬戸 1 鉄色 碗 図21 天目
22 H－9－1 不明 不明 不明 瀬戸 1 鉄色 碗 図22 天目粕
23 H－11－2 不明 不明 4．4 瀬戸 1 鉄色 碗 図23 天目柚
24 H－12－3 不明 不明 4．2 肥前 1 灰色 皿 図24 殆土、灰粕
25 H－12－4 12．6 2．8 2．2 肥前 n 鉄色 皿 図25 灰粕
26 H－12－5 12．6 2．5 4．6 肥前 n 茶色 溝縁皿 図26 鉄粕
27 H－12－6 11．8 2．6 5．8 肥前 H 白色 溝縁皿 図27 砂目、灰粕
28 H－12・7 12．2 3．4 4．5 肥前 H 灰色 皿 図28 砂目、灰軸
29 H－12－8 13．4 3．2 4．2 肥前 n 灰色 皿 図29 蛇ノ目
30 H－12－9 11．6 3．2 3．8 肥前 H 灰色 皿 図30 砂目、灰紬
31 H－12－10 不明 不明 4．2 肥前 n 灰色 皿 図31 蛇ノ目
32 H－12－11 12．8 3．2 4．0 肥前 n 灰色 鉢 図32 砂目、灰粕
33 H－12－13 19．4 8．2 4．7 肥前 1 黒色 碗 図33 鉄黒
34 H－12－14 不明 不明 4．8 肥前 1 灰色 鉢 図34 絵、灰粕
35 H－12－15 14．0 3．0 4．4 肥前 H 灰色 皿 図35 砂目、灰軸
36 H－12－16 不明 不明 4．6 肥前 1 灰色 鉢 図36 殆土目
37 H－12－17 不明 不明 4．3 肥前 n 灰色 皿 図37 砂目、灰粕
38 H－12－19 不明 不明 4．4 肥前 n 桃色 皿 図38 蛇ノ目
39 H－12－20 13．5 2．7 5．1 肥前 1 薄緑 皿 図39 殆土目
40 H－12－21 13．5 3．7 4．5 肥前 n 白色 皿 図40 蛇ノ目
41 H－12－22 13．0 3．2 4．6 肥前 H 灰色 皿 図41 砂目、灰紬
42 H－12－23 12．7 3．5 不明 肥前 1 灰色 皿 図42 殆土目
43 H－12－24 6．2 22．2 肥前 n 灰色 瓶 図43 砂目、灰柚
44 H－12－25 9．0 4．2 4．6 肥前 n 柿色 皿 図44 蛇ノ目
45 H－13－1 不明 不明 3．9 肥前 H 薄緑 皿 図45 蛇ノ目
46 H－13－2 12．2 3．6 4．2 肥前 n 薄茶 皿 図46 絵、灰紬
47 H－13－3 13．8 6．4 5．0 肥前 1 灰色 鉢 図47 絵、殆土目
48 H－13－4 14．6 3．5 5．1 肥前 1 灰色 輪花皿 図48 絵、殆土目
49 H－13－5 11．6 3．6 4．0 肥前 1 灰色 鉢 図49 殆土目
50 H－13－6 14．4 3．6 4．4 肥前 H 薄緑 皿 図50 砂目、灰紬
51 H－13－7 13．1 2．8 4．1 肥前 H 灰色 皿 図51 蛇ノ目
52 H－13－8 13．6 3．6 3．8 肥前 H 灰色 皿 図52 蛇ノ目
53 H－13－9 10．9 3．6 4．2 肥前 1 薄緑 皿 図53 殆土目
54 H－13－10 13．8 2．3 肥前 H 焦茶 皿 図54 砂目、灰粕
55 H－13－11 13．9 3．5 4．6 肥前 n 薄茶 皿 図55 蛇ノ目
56 H－13－12 不明 不明 4．7 肥前 H 白色 皿 図56 砂目、灰粕
57 H－13－13 不明 不明 10．1 肥前 1 灰色 大皿 図57 殆土目
58 H－13－14 13．2 3．6 5．2 肥前 1 灰色 皿 図58 砂目、灰紬
59 H－13－15 12．0 2．7 肥前 H 茶色 皿 図59 溝縁皿
60 H－13－16 15．5 3．0 4．7 肥前 H 灰色 皿 図60 溝縁皿
61 H－13－17 6．8 7．1 4．7 肥前 H 黒色 急須 図61 砂目、鉄黒
62 H－13－18 23．6 不明 不明 肥前 n 灰色 大皿 図62 絵、砂目
63 H－13－19 10．2 7．0 4．2 肥前 H 黄色 茶飲碗 図63 砂目
64 H－13－20 10．2 7．2 4．0 肥前 n 薄緑 茶飲碗 図64 砂目
65 H－13－21 不明 不明 不明 肥前 n 薄茶 鉢 図65 砂目、灰紬
66 H－13－22 不明 不明 4．9 肥前 H 黒色 碗 図66 鉄黒
67 H－13－23 10．7 8．1 4．8 肥前 H 黒色 碗 図67 天目
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No 出　土　地 径cm 高cm 高台径 生産地 時代 色調 器種 図番号 摘　　要
68 H－13－24 12．1 2．8 肥前 H 茶色 蓋 図68 急須の蓋
69 H－13－25 不明 不明 肥前 H 茶色 瓶 図69 焼締、灰粕
70 H－13－26 10．6 14．4 肥前 n 黒色 鉢 図70 砂目、灰粕
71 H－13－27 不明 不明 12．1 肥前 1 灰色 大皿 図71 殆土目
72 H－13－28 12．8 2．6 肥前 H 灰色 皿 図72 溝縁皿
73 H－13－29 11．4 2．1 6．0 美濃 1 白色 皿 図73 志野粕
74 H－13－30 10．8 2．1 5．1 美濃 1 白色 皿 図74 志野粕に絵
75 H－14－1 13．2 4．1 3．8 肥前 1 茶色 皿 図75 絵、殆土目
76 H－14－2 不明 不明 4．3 肥前 n 茶色 皿 図76 絵、殆土目
77 H－14－3 不明 不明 4．6 肥前 n 白色 鉢 図77 砂目、灰軸
78 H－14－4 不明 不明 3．6 肥前 H 灰色 皿 図78 砂目、灰粕
79 H－14－5 不明 不明 5．0 肥前 n 薄緑 皿 図79 砂目、灰粕
80 H－14－6 8．8 3．6 3．0 肥前 1 灰色 皿 図80 絵、殆土目
81 H－14－7 10．8 3．0 4．2 肥前 n 灰色 皿 図81 砂目、灰粕
82 H－14－8 10．6 2．8 4．4 肥前 1 薄緑 皿 図82 殆土目
83 H－14－9 10．0 2．9 5．0 美濃 1 白色 皿 図83 志野粕
84 H－14－10 不明 不明 4．3 肥前 H 灰色 皿 図84 砂目、灰粕
85 1－8－1 25．0 5．0 美濃 V 白色 大鉢 図85 志野粕に絵
86 1．10．1 11．0 5．7 4．5 肥前 1 灰色 碗 図86 殆土目
87 1－12－1 不明 不明 6．0 肥前 1 灰色 皿 図87 蛇ノ目
88 1－12－2 26．4 7．8 8．6 肥前 1 灰色 大皿 図88 絵、殆土目
89 1－12－3 不明 不明 不明 肥前 n 黒色 瓶 図89 朝鮮唐津
go 1－12．4 8．8 3．6 4．8 肥前 n 薄緑 皿 図go 蛇ノ目
91 1－13－1 不明 不明 4．6 肥前 1 灰色 鉢 図91 殆土目
92 1－13－2 8．2 3．2 5．0 肥前 n 灰色 皿 図92 砂目、灰粕
93 1－13．3 12．8 不明 不明 肥前 H 黒色 碗 図96 天目
94 1－13－4 13．6 4．4 4．3 肥前 H 薄青 皿 図94 蛇ノ目
95 1－13－5 13．4 4．3 4．4 肥前 H 薄茶 皿 図95 蛇ノ目
96 1－13－6 8．0 4．7 3．4 肥前 H 黒色 急須 図96 鉄黒
97 1－14－1 13．2 4．3 4．2 肥前 1 灰色 輪花皿 図97 絵、殆土目
98 1－14－2 11．2 3．0 美濃 1 白色 鉢 図98 志野紬
99 1－14．3 不明 不明 5．1 肥前 H 薄緑 皿 図99 砂目、灰紬
100 1－14－4 8．2 4．0 肥前 1 薄緑 碗 図100殆土目
101 1．14－5 不明 不明 肥前 H 灰色 皿 図101砂目、灰紬
102 1－14－6 不明 不明 4．8 肥前 1 黄色 皿 図102砂目
103 1－14－7 不明 不明 5．2 肥前 1 灰色 皿 図103
104 Ll4－8 不明 不明 5．3 肥前 H 黄色 皿 図104
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　水甕（第131図）
　正保4年（1647）の火災につき、『佐渡年代記』によって「御書院の下に大きなる甕三つを掘出し、内
一つは痛み、一つは御台所水甕になり、一つは御普請所へ御預けなされ候」とあり、御普請所の下から越
前焼が出土した。水甕の下には×の横に十一の数字が刻んであり、保存の数量と思われる。大きな甕に製
作者のマークがつくのは慶長期までであり、正保4年の火災で掘りだした水甕と想定される。幾度の火災
でも壊れずに保存できたのであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第131図　水　甕
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　その他の陶器（第132図～第136図）
　模様順に集めたので、順序別になっておらず新旧別・産地別にもなっていない。
　正保の火災までは埋め立ててすぐ再建しているが、江戸と同じように寛延の火災からは人夫を使って掃
除が行き届いた上で再建しており、磁器が大量に手に入るため陶器の遺物が少ない。『佐渡年代記』によ
ると、寛政11年（1799）には火災の後始末に町中から143人を集めており、掃除に重点を置いて再建する
ようになっている（註9＞。
　とくに御金蔵跡は深く掘った場所があり、水溜4号や井戸2号等で正保の火災層が出たため、肥前陶器
の1期（胎土目）やH期（砂目や溝縁皿）、いわゆる初期伊万里などが多く見られた。他の箇所の出土は
掃除により掘り返しで上の層に出たものと思れる。あるいは保存が良く長く使用していたのが上の層から
出土したのであろうか。
　肥前陶器は交通の便がよく船に積んで日本海へ出航したので、瞬く間に日本海各地へ拡がり、根を下し
て根拠地となった。おりしも佐渡は金山景気に沸き、持っていけば売れるので盛んに港へ入津している。
『島根のすさみ』で奉行の川路三左衛門は日記に「佐渡に中国の皿や鉢が多いのは歴史を調べても理解が
できる」と書いている（註10）し、『佐渡相川志』も瀬戸物町の項で、「今の万屋覚左衛門屋敷上通り大
安寺家宝樹陰屋敷へ掛けて昔の瀬戸物町なり。片側にて家数一七軒あり。其頃は唐津船毎年此浜へ入津す。
瀬戸物町へ買上て商へり。寛永一二年四月一七日夜羽田町多左衛門家より出火して四八軒焼失す。此迄羽
田両町十間口の二階也。瀬戸物町類焼以後家作なし。町筋跡今に在り」と記している（註11）。
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第132図　その他の陶器（1）
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　　　　　　　第133図　その他の陶器（2）
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第134図　その他の陶器（3）
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第135図　その他の陶器（4）
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　　　　第136図　その他の陶器（5）
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第30表その他の陶器観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 高台径 制作地 年代 器種 図番号 摘　　要
1 H－11－18 16．4 3．3 8．6 瀬戸・
?Z
n 皿 図1
2 F－11－1 12．4 3．3 9．6 瀬戸・
?Z
n 皿 図2 志野粕に鉄絵
3 H－13－1 不明 不明 11．4 肥前 皿 大皿 図3 銅緑柚、砂目
4 H－12－1 不明 不明 13．8 肥前 皿 大鉢 図4 銅緑柚
5 H－13－2 不明 不明 11．0 肥前 皿 大鉢 図5 銅緑紬
6 F－9－1 不明 不明 10．0 肥前 皿 大鉢 図6 銅緑軸、
7 H－8－1 13．9 不明 不明 肥前 皿 大鉢 図7 銅緑紬
8 H－13－3 22．1 5．2 6．6 肥前 IV 大皿 図8 蛇ノ目、銅緑粕
9 H－12－2 11．2 6．9 4．9 肥前 IV 碗 図9 灰に銅紬
10 H’12－3 132 2．4 4．2 肥前 IV 皿 図10 蛇ノ目、銅緑軸
11 H－13－4 不明 不明 7．8 肥前 IV 大鉢 図11 灰粕
12 H－13－5 24．8 不明 不明 肥前 IV 大鉢 図12 灰紬
13 H－13－6 18．8 不明 不明 肥前 IV 大鉢 図13 灰に鉄粕の絵
14 H－13－7 16．0 8．2 7．8 肥前 IV 線香立 図14 銅緑粕
15 H－12－4 14．8 7．1 5．8 肥前 IV 線香立 図15 銅緑粕
16 H－12－5 15．0 12．1 7．7 肥前 IV 線香立 図16 灰に銅
17 H－12－6 23．5 5．6 5．0 肥前 IV 線香立 図17 灰紬
18 H－12－7 13．6 7．5 6．8 肥前 IV 線香立 図18 灰粕
19 H－12－8 13．6 7．6 6．7 肥前 IV 線香立 図19 銅緑粕
20 H－12－9 13．0 8．6 7．9 肥前 IV 線香立 図20 銅緑粕
21 H－12－10 14．4 不明 不明 肥前 】V 線香立 図21 茶系統
22 H－12－11 不明 不明 6．0 肥前 w 線香立 図22 茶系統
23 H－12－12 28．3 7．6 8．6 肥前 nI 大皿 図23 灰粕、砂目
24 G－8－1 30．0 7．0 8．8 肥前 m 大皿 図24 灰粕に鉄絵
25 H－13－8 10．8 8．4 11．4 肥前 皿 線香立 図25 灰紬
26 H－12－13 20．8 不明 肥前 IV 蓋 図26 黄紬
27 H－12－14 10．9 8．1 4．6 肥前 IV 碗 図27 灰紬
28 H－12－15 9．8 7．7 4．6 肥前 IV 碗 図28 灰粕
29 H－12－16 10．4 7．8 4．6 肥前 IV 碗 図29 灰紬に銅緑の流掛
30 H－12－17 9．9 7．2 4．6 肥前 IV 碗 図30 灰粕に銅緑の流掛
31 H－12－18 12．0 5．7 5．0 肥前 w 碗 図31 灰紬
32 H－12－19 不明 不明 5．0 肥前 lV 鉢 図32 三島手
33 H－12－20 不明 不明 9．2 肥前 w 鉢 図33 三島手
34 H－12－21 不明 7．4 10．0 肥前 皿 鉢 図34 鉄紬
35 H’12－22 22．0 5．0 6．8 肥前 m 大皿 図35 三島手
36 H－12－23 8．9 1．6 肥前 w 蓋 図36
37 H－12－24 不明 不明 肥前 IV 不明 図37 灰紬に鉄黒の絵
38 H－12－25 28．0 9．5 肥前 w 馬上杯 図38
39 H－12－26 34．4 不明 不明 肥前 皿 大皿 図39 三島手
40 H－12－27 35．0 不明 不明 肥前 皿 大皿 図40 三島手
41 H－12－28 19．8 8．2 8．2 肥前 IV 大鉢 図41 灰紬
42 H－12－29 20．6 10．5 8．9 肥前 IV 大鉢 図42 灰紬
43 H・12－30 20．8 11．8 9．0 肥前 IV 大鉢 図43 灰紬
44 H－12－31 11．8 6．7 4．2 肥前 皿 碗 図44 鉄黒
45 H－12－32 9．8 1．2 肥前 V 蓋 図45 透明紬に鉄絵
46 H－12－33 6．9 1．6 肥前 V 蓋 図46 灰の透明粕
47 H－12－34 8．0 2．8 2．8 肥前 w 鉢 図47 灰粕に桜の印火
48 H－12－35 不明 不明 3．8 肥前 IV 鉢 図48 緑の透明紬
49 H－12－36 不明 不明 不明 肥前 IV 鉢 図49 鉄粕
50 H－13－9 9．6 13．3 14．6 肥前 V 急須 図50 透明紬に緑の絵
51 H－13－10 11．3 3．5 8．2 肥前 V 蓋 図51 透明紬に緑の絵
52 H’1a11 不明 不明 肥前 皿 鉢 図52 鉄黒
53 H－13－12 11．6 7．6 9．3 肥前 IV 輪花鉢 図53 透明紬
54 H－13－13 不明 不明 3．0 肥前 V 鉢 図54 透明紬に鉄絵
55 H－13－14 11．8 2．8 6．8 瀬戸・
?Z
n 輪花皿 図55 志野粕
56 H－13－15 20．8 不明 不明 瀬戸・
?Z
皿 皿 図56 緑紬に菊の紋章
57 H－13－16 9．8 5．5 4．2 瀬戸・
?Z
H 碗 図57 志野紬
58 H－13－17 不明 不明 6．7 瀬戸・
?Z
n 皿 図58 志野紬に鉄絵
59 H－13－18 不明 不明 12．8 肥前 IV 大鉢 図59 鉄粕
60 H－13－19 不明 不明 13．8 肥前 IV 瓶 図60 鉄黒
61 H－14－1 11．8 3．0 6．8 瀬戸・ n 皿 図61 志野粕
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No 出　土　地 径cm 高cm 高台径制作地 年代 器種 図番号 摘　　要
美濃
62 H－14－2 13．0 2．5 7．6瀬戸・
?Z
n 皿 図62 志野紬
63 H－14－3 24．5 不明 不明 瀬戸・
?Z
n 輪花皿 図63 志野紬に濃緑色
64 H－14－4 25．3 不明 不明 瀬戸・
?Z
H 大皿 図64 志野紬に濃緑色
65 H．9－1 10．2 不明 不明 肥前 V 急須 図65 緑の透明紬
66 H－10－1 9．9 14．5 9．6 肥前 V 壷 図66 透明紬に鉄絵
67 H－10－2 3．6 不明 不明 肥前 IV 瓶 図67 薄緑の灰粕
68 D－8－1 5．7 2．2 肥前 V 蓋 図68 灰粕
69 D－10－1 11．8 3．4 6．0 肥前 V 皿 図69 薄緑に赤の絵
70 D－10－2 31．0 11．4 肥前 V 大皿 図70 鉄粕
71 D－11－1 7．5 不明 肥前 V 蓋 図71 黄粕に金で花模様
72 G－14－1 10．8 7．0 5．4 不明 不明 碗 図72 関西系か
73 G－12－1 不明 不明 4．8 肥前 V 鉢 図73 銅緑粕
74 G－12－2 不明 不明 14．6 肥前 V 大鉢 図74 灰粕、裏に墨書
75 1－12－1 11．0 4．7 6．6 肥前 IV 皿 図75 緑に掘絵
76 1－12－2 17．6 不明 不明 肥前 皿 鉢 図76 三島手
77 1－13－1 9．5 不明 不明 肥前 V 壷 図77 透明粕に葡萄の絵
78 1－13－2 9．9 5．7 4．0 肥前 V 碗 図78 灰粕に貫入あり
79 1－13－3 10．8 7．4 4．7 肥前 IV 碗 図79 灰柚に鉄絵
80 1－13－4 10．7 2．5 5．6 瀬戸・
?Z
H 皿 図80 志野粕
81 1－13－5 13．2 5．0 3．7 肥前 V 碗 図81 透明紬に青絵
82 1－13－6 11．8 不明 不明 肥前 V 壷 図82 透明軸
83 1－14．1 5．0 不明 不明 瀬戸・
?Z
n 碗 図83 鼠志野軸
84 1－14．2 不明 不明 不明 瀬戸・
?Z
n 不明 図84 総織部
85 1－14－3 11．3 2．6 8．0 瀬戸・
?Z
n 皿 図85 志野粕
86 J－10－1 不明 不明 不明 瀬戸・
?Z
n 皿 図86 青織部
⑦磁器（第137図～第158図）
　中国磁器（第137図～第139図）・肥前磁器（初期伊万里）（第140図～第143図）・その他の磁器（第144
　図～第156図）
　中国から景徳鎮や徳化窯・石嚇窯など福建省の窯元がある。『佐渡年代記』の寛永5年の項に「鹿伏春
日崎に春日明神の社ありしを下戸村へ移し春日崎には諸廻船目当の為め灯明を灯し候様鹿伏村の百姓共に
申付る」とある。さらに『佐渡国略記』の寛永8年には「廻船一艘大間横嶋に澗掛り数日逗留、此船に南
京の皿鉢色々の焼物積来り売買致候」とあるように、日本海側は船の便がよく九州の公益圏に入っていた。
したがって瀬戸・美濃の焼物は売れなかった。
　相川は鉱山景気に沸き焼物は飛ぶように売れ、残りが追いつかないほどであった。天下の財閥が景気に
浮かれるほど賑わっていた。
　　『佐渡相川志』には瀬戸物町があったと記されている。唐津船が入津し、焼物を盛んに陸揚げしたので
唐津町と呼ぶようになったことが考えられ、下町の随所から中国やいわゆる初期唐津の磁器片が出ており
瀬戸・美濃の陶片は江戸期に入ると数える程少なくなる。初期伊万里と思っていたのが明の染付だったり
して笑えぬ事実も起きる。相川は町中江戸期の陶片であふれている。
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第137図　中国磁器（1）
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第139図　中国磁器（3）
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第31表中国磁器観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 高台径 窯場 時代 図番号 器種 摘　　要
1 H－13－1 17．8 3．2 景徳鎮 17C前 図1
2 H－12－1 15．7 3．6 景徳鎮 17C前 図2
3 H－12－2 16．5 3．5 景徳鎮 17C前 図3
4 H－12－3 不明 不明 6．4 景徳鎮 17C前 図4 皿
5 H－12－4 不明 不明 4．2 景徳鎮 17C前 図5 鉢
6 H－12－5 9．6 不明 不明 景徳鎮 17C前 図6 鉢
7 H－12－6 不明 不明 4．0 景徳鎮 17C前 図7 鉢
8 H－12－7 12．4 2．4 6．6 景徳鎮 17C前 図8 皿
9 H－12・8 10．6 不明 15．6 景徳鎮 17C前 図9 大皿
10 H－12－9 11．2 3．6 7．8 景徳鎮 17C前 図10 皿
11 H－12－10 15．4 3．2 13．6 景徳鎮 17C前 図11 大鉢
12 H－12－11 15．2 3．6 8．4 景徳鎮 17C前 図12 大鉢
13 H－13－2 不明 不明 不明 景徳鎮 17C前 図13 碗
14 H－13－3 7．8 4．3 2．4 景徳鎮 17C前 図14 碗
15 H－13－4 不明 不明 4．6 景徳鎮 17C前 図15 鉢
16 H－13－5 不明 不明 4．8 景徳鎮 17C前 図16 鉢
17 H－10－1 11．2 4．7 6．0 景徳鎮 18C末 図17 鉢
18 H－10－2 不明 不明 7．0 景徳鎮 18C末 図18 皿
19 H－10－3 不明 不明 3．5 景徳鎮 17C前 図19 碗
20 H－12－12 10．0 5．2 4．0 州窯 17C前 図20 碗
21 H－12－13 不明 不明 8．0 景徳鎮 17C前 図21 皿
22 H－12－14 不明 不明 5．0 景徳鎮 17C前 図22 皿
23 H－12－15 18．0 3．4 10．0 福建省 17C初 図23 皿
24 H－12－16 11．0 5．5 4．5 福建省 17C初 図24 碗
25 H－12－17 14．0 3．0 2．3 州窯 17C初 図25 皿
26 H－12－18 8．0 不明 不明 徳化窯 17C初 図26 碗
27 H－12－19 13．0 2．5 6．7 仙頭 17C初 図27 皿 赤絵
28 H43－6 15．0 不明 不明 景徳鎮 17C初 図28 輪花鉢 陽刻文
29 H－13－7 38．8 不明 不明 擁州窯 17C初 図29 大皿
30 H－13－8 10．7 2．3 6．0 景徳鎮 17C初 図30 皿
31 H－13－9 不明 不明 不明 福建省 17C初 図31 鉢
32 H－13－10 12．0 2．5 4．5 景徳鎮 17C初 図32 皿 赤絵
33 H－12－20 21．0 11．0 9．2 景徳鎮 18C末 図33 碗
34 H－13－11 不明 不明 19．5 福建省 17C初 図34 皿
35 H－12－21 不明 不明 7．0 景徳鎮 17C初 図35 皿
36 H－14－1 8．0 5．0 3．0 景徳鎮 17C初 図36 碗
37 H－14－2 不明 不明 6．0 福建省 17C初 図37 皿
38 H－14－3 不明 不明 5．0 福建省 17C初 図38 皿
39 H－13－12 不明 不明 5．0 福建省 17C初 図39 皿
40 F－12－1 10．0 4．4 4．4 景徳鎮 19C中 図40 碗
41 E－10－1 10．0 5．0 3．5 景徳鎮 19C中 図41 碗
42 E－11－1 8．0 不明 不明 徳化窯 19C前 図42 碗
43 E－11－2 10．0 5．0 3．5 景徳鎮 19C中 図43 碗
44 G－12－1 8．0 4．5 3．3 徳化窯 19C前 図44 碗
45 G－12－2 13．0 3．0 6．0 州窯 17C初 図45 皿
46 G－1＆1 8．0 不明 不明 徳化窯 19C前 図46 碗
47 G－141 不明 不明 13．0 福建省 17C前 図47 大皿
48 1－13－1 10．5 2．3 6．5 景徳鎮 16C末 図48 皿
49 E－12－1 13．7 不明 不明 福建省 17C初 鉢
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第140図　肥前磁器（初期伊万里）（1）
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第141図　肥前磁器（初期伊万里）（2）
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第142図　肥前磁器（初期伊万里）（3）
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第143図　肥前磁器（初期伊万里）（4）
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第32表　肥前磁器（初期伊万里）観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 高台径 器種 時代 図番号 摘　　要
1 D．ll．1 16．0 3．0 5．5 大皿 n－1 図1
2 H・12－1 5．4 3．8 2．4 杯 H－2 図2
3 H－12－2 6．3 4．5 2．3 杯 n－2 図3
4 H－12－3 7．4 4．5 3．5 杯 H－1 図4
5 H－12－4 不明 不明 不明 皿 H－1 図5
6 H－13－1 6．0 4．0 2．5 杯 1－2 図6
7 H－13－2 不明 不明 6．0 皿 n－1 図7 蛇ノ目
8 H－14－1 不明 不明 不明 碗 H－1 図8
9 H・12－5 15．0 3．8 6．0 皿 H－1 図9
10 E－10－1 12．0 不明 不明 碗 H－1 図10
11 G－12－1 不明 不明 不明 碗 n－1 図11
12 G－14－1 11．0 6．8 4．7 碗 n－1 図12
13 H－13－3 9．5 7．0 4．3 碗 n－2 図13
14 H・12－6 不明 不明 4．3 碗 H－2 図14
15 H－12－7 10．0 不明 不明 碗 n－2 図15
16 H・12－8 9．7 5．8 4．0 碗 n－2 図16
17 H－12－9 9．0 7．2 4．3 碗 n－2 図17
18 H－12－10 10．0 7．0 4．7 碗 H－2 図18
19 H－12－11 7．0 4．5 3．0 碗 H－1 図19
20 H－12－12 8．5 5．8 3．7 碗 n－1 図20
21 H－12－13 7．0 4．5 3．0 碗 H－1 図21
22 H－12－14 10．0 6．0 4．0 碗 1－1 図22
23 H－12－15 10．3 7．4 5．0 碗 n－1 図23
24 H・12－16 9．2 6．7 4．4 碗 H－1 図24
25 H－12－17 9．0 6．3 5．0 碗 n－1 図25
26 H－12－18 7．7 6．7 5．0 碗 n－1 図26
27 H－12－19 10．0 6．5 4．8 碗 n－1 図27
28 H・1220 11．5 7．3 5．6 碗 n－1 図28
29 H－12－21 8．5 7．5 4．5 碗 H－1 図29
30 H－12－22 10．5 6．0 5．5 碗 H－1 図30
31 H－12－23 12．4 3．0 5．4 皿 n－1 図31
32 H－12－24 13．4 3．0 4．8 皿 n－1 図32
33 H－12－25 9．0 6．5 4．7 碗 H－1 図33
34 H－12－26 11．5 6．8 4．5 碗 H－1 図34
35 H－12－27 不明 不明 不明 皿 H－2 図35
36 H－12－28 10．6 4．0 5．2 碗 n－1 図36
37 H・12－29 12．5 3．6 5．2 皿 H－1 図37
38 H－12－30 20．0 5．0 6．0 皿 n－2 図38
39 H－12－31 13．0 2．8 5．0 皿 n－1 図39
40 H－12－32 14．0 3．4 6．0 皿 n－1 図40
41 H－12－33 13．0 3．2 5．0 皿 H－1 図41
42 H－12－34 14．0 3．4 6．0 皿 H－1 図42
43 H－12－35 不明 不明 9．0 大皿 H－2 図43
44 H－12－36 13．8 3．0 6．0 皿 H－2 図44
45 H－12－37 14．0 4．4 5．0 皿 H－2 図45
46 H－12－38 8．7 1．8 3．5 皿 n－2 図46
47 H－12－39 14．0 3．0 6．0 皿 H－2 図47
48 H－13－4 10．3 6．7 5．0 碗 n－2 図48
49 H－13－5 10．8 7．4 4．8 碗 H－2 図49
50 H－13－6 不明 不明 4．0 碗 H－2 図50
51 H－13－7 9．0 7．1 4．5 碗 H－2 図51
52 H－13－8 13．5 3．0 4．0 皿 n－2 図52
53 H－13－9 不明 不明 4．6 皿 n－2 図53
54 H－13－10 不明 不明 5．2 皿 H－2 図54
55 H－13－11 135 3．2 5．0 皿 H－2 図55
56 H－13－12 不明 不明 4．5 皿 n－2 図56
57 H－13－13 13．2 3．2 5．0 皿 H－2 図57
58 H・13－14 1L5 2．7 4．6 皿 H－2 図58
59 H－13－15 不明 不明 3．2 皿 n－2 図59
60 H－13－16 不明 不明 8．0 大皿 H－2 図60
61 H－13－17 21．8 3．0 5．0 皿 1－2 図61
62 H－13－19 不明 不明 8．0 線香立 n－2 図62
63 H－13－20 不明 不明 10．0 皿 n－2 図63
64 H－13－21 7．0 6．5 3．7 線香立 H－2 図64
65 H－13－22 14．0 3．5 6．0 皿 n－2 図65
66 H－13－23 8．0 1．8 8．5 皿 H－2 図66 ●
67 H－13－24 7．0 不明 不明 壷 n－1 図67
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No 出　土　地 径cm 高cm 高台径 器種 時代 図番号 摘　　要
68 H－13－25 27．3 7．2 8．0 大皿 H－2 図68
69 H－12－39 7．2 8．8 4．8 壷 n－2 図69
70 H－12－40 19．2 3．0 蓋 H－2 図70
71 H－12－41 9．0 3．0 蓋 H－2 図71
72 H－12－42 8．0 6．0 4．0 馬上杯 H－2 図72
73 H－12－30 不明 5．0 不明 大皿 ∬－2 図73
74 H－12－43 10．3 1．9 7．0 瓶 H－2 図74
75 C－8－1 不明 不明 4．2 不明 H－2 図75
76 D．9．1 不明 不明 5．0 碗 n－2 図76
77 G－134 不明 不明 不明 仏花器 n－2 図77
78 1－13－1 10．5 不明 不明 碗 n－2 図78
79 1－13－2 不明 不明 5．3 不明 H－2 図79
80 1－13－3 13．4 3．6 5．2 皿 n－2 図80
81 1－13－4 不明 不明 5．0 皿 n－2 図81
82 1－14－1 13．5 4．0 6．0 皿 n－2 図82
83 1－14－2 不明 不明 9．2 大鉢 n－2 図83
84 J－9－1 5．3 3．0 2．6 杯 n－2 図84
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第144図　その他の磁器（1）
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第145図　その他の磁器（2）
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第146図　その他の磁器（3）
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第147図　その他の磁器（4）
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　　　第149図　その他の磁器（6＞
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　　　　第150図　その他の磁器（7）
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第151図　その他の磁器（8）
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　　　第152図　その他の磁器（9）
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第153図　その他の磁器（10）
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第155図　その他の磁器（12）
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第33表その他の磁器観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 高台径 年代 器種 図番号 摘　　要
1 H－12－1 11．0 7．5 6．5 皿 線香立 図1
2 H－12－2 6．0 6．0 4．0 IV 仏飯器 図2
3 H－12－3 9．0 5．8 4．0 皿 碗 図3
4 H－12－4 9．5 7．0 4．0 皿 碗 図4
5 H－12－5 9．5 6．8 4．7 皿 碗 図5
6 H－12－6 10．0 6．8 4．5 皿 碗 図6
7 H－12－7 10．0 7．5 4．0 皿 碗 図7
8 H－12－8 9．0 6．5 4．5 皿 碗 図8
9 H－12－9 8．3 6．3 3．8 皿 碗 図9
10 H－12－10 9．0 6．3 4．0 皿 碗 図10
11 H－12－11 9．0 6．5 4．5 皿 碗 図11
12 H－12－12 9．3 不明 不明 皿 碗 図12
13 H－12－13 10．5 不明 不明 皿 碗 図13
14 H－12－14 10．5 7．4 4．5 m 碗 図14
15 H－1245 10．0 5．5 4．0 皿 碗 図15
16 H－12－16 9．5 6．3 6．0 皿 碗 図16
17 H－12－17 12．6 5．8 4．0 皿 碗 図17
18 H－12－18 12．0 6．1 3．0 m 碗 図18
19 H－12－19 4．5 36 25 皿 杯 図19
20 H－12－20 1．8 不明 不明 V 徳利 図20
21 H－12－21 不明 不明 不明 IV 徳利 図21
22 H－12－22 不明 不明 4．0 m 碗 図22
23 H－12－23 10．0 6．6 4．7 nI 碗 図23
24 H－12－24 9．0 5．5 3．4 IV 碗 図24
25 H－12－25 9．0 4．2 40 m 碗 図25
26 H－12－26 9．4 6．3 5．2 m 碗 図26
27 H－12－27 9．0 6．4 4．2 皿 碗 図27
28 H－1228 8．0 4．5 4．2 V 碗 図28
29 H－12－29 8．9 6．0 3．4 m 碗 図29
30 H－12－30 10．2 5．0 4．1 IV 碗 図30
31 H－12－31 9．0 6．5 4」 皿 碗 図31
32 H－12－32 10．0 5．2 4．0 IV 碗 図32
33 H－12－33 9．0 6．4 4．5 皿 碗 図33
34 H－12－34 9．0 6．5 5．0 皿 碗 図34
35 H－12－35 12．4 6．5 4．5 皿 碗 図35
36 H－12－36 不明 不明 不明 w 水滴 図36
37 H－12－37 9．7 6．5 4．5 皿 碗 図37
38 H－12－38 10．0 不明 不明 皿 碗 図38
39 H－12－39 5．7 1．2 不明 V 蓋 図39
40 H－12－40 9．0 3．0 4．5 IV 皿 図40
41 H－1241 9．5 1．8 6．5 V 皿 図41
42 H－12－42 10．0 不明 不明 V 皿 図42
43 H－12－43 10．0 不明 不明 V 碗 図43
44 H－12．44 8．2 6．7 5．0 皿 碗 図44
45 H－1245 9．0 5．4 4．7 皿 碗 図45
46 H－12－46 24．0 不明 不明 皿 大皿 図46
47 H－12－47 8．5 不明 不明 IV 碗 図47
48 H－12・48 10．0 7．0 4．5 皿 碗 図48
49 H－12－49 8．2 4．5 3．3 V 碗 図49
50 H－12－50 8．8 不明 3．2 V 碗 図50
51 H－12－51 10．0 不明 3．2 V 皿 図51
52 H－12－52 10．0 5．0 4．8 皿 碗 図52
53 H－12－53 10．0 4．8 4．5 V 碗 図53
54 H－12－54 10．2 4．7 4．7 V 碗 図54
55 H－12－55 12．0 不明 不明 V 碗 図55
56 H－12－56 9．2 4．6 4．2 V 碗 図56
57 H－12－57 6．5 1．2 5．5 V 水滴 図57
58 H－12－58 6．6 1．0 6．4 V 蓋 図58
59 H－12－59 不明 不明 4．0 V 瓶 図59
60 H－12－60 16．5 6．4 7．5 V 大皿 図60
61 H－12－61 8．8 6．5 5．0 IV 馬上杯 図61
62 H－12－62 9．0 6．0 4．0 皿 馬上杯 図62
63 H－12－63 11．0 6．2 5．0 皿 碗 図63
64 H－12－64 13．0 8．7 8．3 V 線香立 図64
65 H－12－65 不明 不明 不明 皿 鉢 図65
66 H－12－66 不明 不明 9．0 V 鉢 図66
67 H－12－67 不明 不明 5．0 皿 瓶 図67
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No 出　土　地 径cm 高cm 高台径 年代 器種 図番号 摘　　要
68 H－12－68 4．5 不明 不明 皿 瓶 図68
69 H－12－69 7．0 8．0 皿 置物 図69
70 H－12－70 不明 不明 4．0 皿 瓶 図70
71 H－12－71 不明 不明 不明 皿 瓶 図71
72 H－12－72 5．5 3．5 皿 置物 図72
73 H－12－73 不明 不明 不明 不明 置物 図73
74 E－11－1 不明 不明 不明 皿 鉢 図74
75 E－11－2 8．0 4．6 3．0 V 碗 図75
76 E－11－3 不明 不明 4．8 IV 碗 図76
77 E－11－4 16．8 2．8 10．0 皿 輪花鉢 図77
78 E－10－1 9．0 5．4 3．0 IV 碗 図78
79 E－10－2 不明 不明 皿 置物 図79
80 C－8－1 8．4 5．6 3．6 V 碗 図80
81 C－8．2 9．7 4．5 3．8 V 碗 図81
82 C－8－3 13．0 3．8 7．2 V 皿 図82
83 C－8－4 10．0 不明 不明 V 線香立 図83
84 C－8－5 7．0 7．2 IV 火入れ 図84
85 C．8－6 10．0 4．5 6．5 w 火入れ 図85
86 C－8－7 4．2 不明 不明 V 碗 図86
87 C－8－8 15．3 2．9 10．0 IV 大皿 図87
88 C．8－9 14．7 3．0 8．0 w 大皿 図88
89 C－10－1 14．0 3．8 V 蓋 図89
go C－10－2 不明 不明 8．3 V 皿 図90
91 C－10．3 8．2 5．8 4．2 IV 馬上杯 図91
92 C－10－4 4．1 不明 不明 V 瓶 図92
93 C－10．5 5．0 0．9 V 薬合蓋 図93
94 H－13－1 6．6 4．0 2．6 皿 碗 図94
95 H－13－2 8．8 6．6 4．2 皿 馬上杯 図95
96 H－13－3 9．0 7．1 4．2 皿 馬上杯 図96
97 H－13－4 4．0 不明 不明 皿 瓶 図97
98 H－13－5 10．0 6．2 4．0 皿 碗 図98
99 H－13－6 10．8 6．9 5．3 皿 碗 図99
100H－13－7 9．4 6．8 4．5 m 碗 図100
101 H－13－8 10．0 6．8 4．5 m 碗 図101
102H－13－9 不明 不明 4．8 皿 碗 図102
103H－13－10 不明 不明 4．5 m 碗 図103
104H－13－11 9．0 5．6 4．0 V 碗 図104
105H－13－12 8．2 不明 不明 皿 碗 図105
106H－13－13 8．6 不明 不明 V 灰落 図106
107H－13－14 9．9 5．2 3．8 皿 碗 図107
108H－13－15 10．1 6．2 4．0 m 碗 図108
109H－13・16 13．0 2．7 7．8 m 皿 図109
110H－13－17 8．0 4．2 2．6 IV 碗 図110
111 H－13－18 不明 不明 5．0 V 鉢 図111
112H－13－19 8．0 5．2 3．0 V 碗 図112
113H－13－20 8．0 5．0 3．2 皿 碗 図113
114H－13－21 9．5 2．4 5．5 IV 皿 図114
115H－13－22 7．0 4．7 3．0 V 碗 図115 関西系か
116H－13－23 不明 不明 不明 不明 水滴 図116
117H－13－24 5．5 不明 不明 皿 瓶 図117
118H－13－25 5．0 不明 不明 皿 壷 図118
119H－13－26 7．0 L2 4．6 lV 皿 図119
120H－13－27 不明 不明 不明 lV 瓶 図120
121 H－13－28 8．0 7．0 4．0 V 碗 図121
122 H－13－29 7．6 不明 不明 V 碗 図122
123H－13－30 不明 不明 9．0 IV 皿 図123
124H－13－31 不明 不明 5．0 IV 線香立 図124
125H－13－32 8．0 不明 不明 IV 碗 図125
126H－13－33 6．0 3．8 3．5 IV 碗 図126
127H－13－34 6．0 4．2 4．0 IV 碗 図127
128H－13－35 12．6 3．5 4．6 V 碗 図128
129H－13－36 2．5 不明 不明 V 瓶 図129
130H－13－37 7．0 不明 不明 V 碗 図130
131 H－13－38 8．0 不明 不明 V 碗 図131
132 H－13－39 8．5 4．2 3．0 V 碗 図132
133 H－13－40 9．0 4．5 3．7 V 碗 図133
134H－13－41 9．0 4．4 3．7 V 碗 図134
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No 出　土　地 径cm 高cm 高台径 年代 器種 図番号 摘　　要
135 H－13－42 5．0 1．0 5．0 V 蓋 図135
136 H－13－43 不明 不明 4．3 V 蓋 図136
137 H－13－44 11．0 2．0 10．0 V 重箱 図137
138 H－13－45 10．0 5．2 4．0 V 碗 図138
139H－13－46 9．5 5．0 4．0 V 碗 図139
140 且一13－47 不明 不明 4．0 V 碗 図140
141 H－13－48 不明 不明 4．5 】V 碗 図141
142 H－13－49 12．8 3．2 3．3 w 角皿 図142
143 H－13－50 9．6 不明 不明 V 碗 図143
144 H・13－51 9．3 5．0 3．4 V 碗 図144
145 H－12－74 不明 不明 4．0 V 碗 図145
146 且一12－75 4．2 不明 不明 V 碗 図146
147 H－12－76 不明 不明 7．5 皿 瓶 図147
148H－12－77 10．5 6．0 4．5 V 碗 図148
149 H－12－78 11．0 8．5 7．8 V 碗 図149
150H－9－1 9．0 5．3 4．0 IV 碗 図150
151 H．9－2 9．4 4．7 5．0 w 碗 図151
152H－9－3 9．8 4．8 4．0 V 碗 図152
153H．9．4 10．0 5．0 4．5 IV 碗 図153
154H－9－5 10．0 5．0 4．2 IV 碗 図154
155H－9－6 10．0 5．5 4．2 IV 碗 図155
156H－9－7 9．2 5．0 4．0 IV 碗 図156
157H－9．8 9．0 4．8 4．0 IV 碗 図157
158H－9－9 14．0 3．8 8．0 IV 碗 図158
159H－9－10 8．3 5．6 3．4 IV 碗 図159
160 H．9．11 11．0 不明 不明 V 蓋 図160
161 H－9－12 11．7 不明 不明 V 碗 図161
162H－9－13 5．5 2．0 2．5 V 不明 図162
163H－9－14 10．0 5．4 4．5 V 碗 図163
164H－9－15 10．0 5．1 5．0 V 碗 図164
165H－9－16 不明 不明 3．8 V 碗 図165
166H－9－17 8．5 4．0 3．2 V 碗 図166
167 H－10－1 10．0 10．2 4．0 w 碗 図167
168H－10－2 9．8 7．0 4．0 m 碗 図168
169H－10－3 11．0 6．4 4．0 V 碗 図169
170H－10－4 14．2 3．0 8．2 IV 大皿 図170
171 H－10－5 14．0 4．0 8．0 IV 大皿 図171
172 H－10－6 7．0 1．0 6．0 不明 蓋 図172
173 H－10－7 10．2 2．6 5．0 V 蓋 図173
174 H－10－8 12．8 10．4 6．3 w 碗 図174
175H．10－9 12．5 10．4 4．1 w 碗 図175
176H－10－10 13．4 6．4 4．0 皿 碗 図176
177H－10－11 9．8 4．1 3．8 IV 碗 図177
178H－10－12 11．6 不明 不明 V 蓋 図178
179 H－10－13 12．9 5．3 3．0 IV 碗 図179
180H－10－14 10．0 3．4 IV 水滴 図180
181 H－11－1 13．0 3．0 IV 水滴 図181
182H－1L2 不明 不明 不明 V 蓋 図182
183H－11－3 10．5 6．4 6．2 V 碗 図183
184H－11－4 不明 不明 6．0 V 碗 図184
185H－11－5 9．0 不明 不明 IV 碗 図185
186H－1L6 8．0 9．3 3．4 V 碗 図186 赤く塗る
187H－10－15 14．5 6．3 9．6 V 重箱 図187
188H－10－16 8．9 不明 不明 V 碗 図188
189H－10」7 13．0 4．5 12．0 V 重箱 図189
190H－14－1 9．7 5．0 4．2 lV 碗 図190
191 H－14－2 11．1 5．0 4．2 IV 碗 図191
192H－14－3 9．9 5．4 3．6 w 碗 図192
193H－14－4 不明 不明 3．6 IV 碗 図193
194H－14－5 不明 不明 5．5 IV 筒 図194
195H－14－6 10．0 5．4 4．0 IV 碗 図195
196H－14－7 不明 不明 3．4 V 碗 図196
197H－14－8 不明 不明 6．2 V 皿 図197
198H－14－9 不明 不明 8．4 IV 皿 図198
199 H－14－10 9．8 6．0 4．5 IV 碗 図199
200H－14－11 不明 4．8 不明 IV 水滴 図200
201 H－14－12 11．0 5．4 3．8 IV 碗 図201 蛇ノ目　　　’
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No 出　土　地 径cm 高cm 高台径 年代 器種 図番号 摘　　要
202H－14－13 不明 不明 6．2 IV 不明 図202 朝妻焼かき
203H－14－14 9．4 不明 不明 IV 碗 図203 蓋付の碗
204H－14－15 8．5 4．0 3．5 V 碗 図204
205H－14－16 8．6 4．1 3．5 V 碗 図205
206H－14－17 9．0 3．0 3．5 IV 碗 図206
207D－9－1 13．9 5．1 8．0 IV 碗 図207
208D－9．2 8．2 5．7 4．6 w 碗 図208
209D－9－3 不明 不明 8．8 V 鉢 図209
210D－9－4 10．0 1．6 9．5 皿 蓋 図210 貝の形、赤絵
211 D－9－5 16．5 2．7 10．0 皿 蓋 図211
212D－9．6 8．0 4．5 3．4 V 碗 図212
213D－9－7 10．0 5．3 4．0 V 碗 図213
214D－10－1 不明 不明 11．8 皿 皿 図214 赤絵
215D－10－2 9．0 不明 不明 V 碗 図215
216D－10－3 不明 不明 6．3 IV 碗 図216
217D－11－1 19．9 3．5 12．7 IV 鉢 図217
218D－11－2 9．0 不明 不明 IV 碗 図218
219D－11－3 不明 不明 3．4 V 碗 図219
220D－11－4 不明 不明 10．0 V 碗 図220
221 F－9－1 6．5 1．4 6．2 V 薬合蓋 図221
222F－10－1 13．3 不明 不明 V 蓋 図222
223F－11－1 10．5 1．5 4．2 IV 碗 図223
224F－11－2 13．0 3．5 8．0 IV 皿 図224
225F－11－3 10．0 5．5 3．2 IV 碗 図225
226F－11－4 9．0 不明 不明 V 碗 図226
227F－12－1 10．0 5．2 4．0 w 碗 図227
228F－12－2 不明 不明 8．0 V 碗 図228
229F－12－3 13．1 4．0 8．0 IV 鉢 図229
230F－12－4 7．8 2．5 】V 水滴 図230
231 F－12－5 8．2 不明 不明 IV 碗 図231
232F－12－6 18．0 不明 不明 V 輪花鉢 図232
233F－12－7 8．0 2．8 5．5 IV 水滴 図233 赤絵
234F－12－8 8．0 不明 不明 V 筒碗 図234
235F－13－1 不明 不明 4．5 IV 碗 図235
236F－13－2 9．5 4．8 4．0 V 碗 図236
237F－13－3 11．8 不明 不明 V 鉢 図237
238F－13－4 16．0 6．8 5．4 V 鉢 図238
239F－13－5 不明 不明 不明 V 瓶 図239
240F－13－6 8．8 6．7 4．4 m 馬上杯 図240
241 F－14－1 8．5 5．7 3．0 IV 碗 図241
242F－14－2 8．8 不明 不明 V 碗 図242
243G－10－1 不明 不明 不明 V 輪花鉢 図243
244G－n1 56．0 4．6 16．1 V 輪花皿 図244
245G－12－1 6．4 1．2 5．8 V 薬合蓋 図245
246G－122 8．0 5．0 4．0 V 碗 図246
247G－12－3 不明 不明 4．0 V 碗 図247
248G－12－4 不明 不明 4．0 V 碗 図248
249G－12－5 10．0 6．3 4．0 V 碗 図249
250G－12・6 10．0 5．0 4．0 V 碗 図250
251 G－12－7 9．4 3．0 4．0 V 蓋 図251
252G－128 9．6 2．6 3．9 V 蓋 図252 瀬戸・美濃か
253G．129 14．0 2．9 12．4 V 蓋 図253
254G－12－10 13．0 3．5 11．2 V 蓋 図254
255G－12－11 12．4 2．0 8．0 皿 角大皿 図255
256G－12－12 12．5 2．3 10．5 V 蓋 図256
257G－12－13 不明 不明 7．5 V 皿 図257
258G－12－14 不明 不明 8．2 V 皿 図258
259G－12－15 9．8 4．8 3．6 IV 碗 図259
260G－12・16 12．0 13．0 10．0 皿 線香立 図260
261 G－12－17 不明 不明 9．8 IV 皿 図261
262G－12－18 8．4 不明 不明 IV 碗 図262
263G－12－19 不明 不明 7．0 V 蓋 図263
264G－12－20 10．0 不明 不明 V 碗 図264
265G－12－21 24．5 5．3 15．0 IV 輪花鉢 図265
266G－12－22 7．7 6．2 4．5 V 碗 図266
267G－12－23 8．5 不明 不明 V 碗 図267
268G－12－24 不明 不明 8．0 V 鉢 図268
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No 出　土　地 径cm 高cm 高台径 年代 器種 図番号 摘　　要
269G－12－25 不明 不明 6．0 V 碗 図269
270G－12－26 8．8 5．2 3．5 V 碗 図270
271 G－12－27 不明 不明 6．0 V 線香立 図271
272 G－12－28 11．0 8．2 7．7 V 重箱 図272
273 G－12－29 不明 不明 5．5 V 筒 図273
274 G－12－30 14．5 不明 不明 V 重箱 図274
275 G－11－1 12．0 3．0 4．5 V 皿 図275
276G－11－2 19．0 不明 不明 IV 鉢 図276
277G－11－3 14．0 5．5 9．0 V 碗 図277
278 G－13・14 8．0 5．9 4．4 IV 猪口 図278
279 G・13－1 9．5 6．0 4．5 皿 碗 図279
280G・13－2 10．0 5．0 3．8 V 碗 図280
281 G－13－3 10．0 3．2 3．0 V 蓋 図281 瀬戸・美濃か
282G－13－4 9．0 3．1 4．0 V 蓋 図282
283G－13－5 10．0 4．2 4．0 V 碗 図283
284G－1＆6 不明 3．4 不明 1V 水滴 図284
285G－137 不明 不明 不明 IV 水滴 図285 鶏型、赤絵
286G．13．8 10．0 2．7 6．8 w 鉢 図286
287G－139 不明 不明 3．2 w 碗 図287
288G－13－10 9．0 不明 不明 V 碗 図288
289G－13－11 7．2 不明 不明 V 碗 図289
290G－13－12 8．2 3．5 2．7 V 碗 図290
291 G・1313 9．3 4．6 3．7 V 碗 図291
292G－13－14 不明 不明 不明 V 筒 図292
293G－13－15 9．0 5．0 3．7 V 碗 図293
294G－141 9．5 5．0 4．2 IV 碗 図294
295G－14－2 13．0 3．4 4．5 V 蓋 図295
296G－14－3 10．0 2．5 6．5 IV 蓋 図296
297G－14－4 13．0 5．3 8．0 IV 鉢 図297
298G－14－5 不明 不明 3．8 V 碗 図298
299G－14－6 7．5 4．0 3．0 V 碗 図299
300G－14－7 不明 不明 不明 V 皿 図300
301 G－14－8 10．8 不明 不明 V 碗 図301
302G－14－9 不明 不明 4．1 V 碗 図302
303G－14－10 7．5 1．5 5．8 皿 蓋 図303
304G－14－11 9．0 2．2 6．0 V 鉢 図304
305G・14－12 12．0 不明 不明 lV 碗 図305 赤絵
306G－14－13 不明 不明 13．7 V 蓋 図306
307G－15－1 9．7 4．7 4．2 V 碗 図307
308G－15－2 7．2 5．4 3．6 IV 碗 図308
309G・14・14 6．8 4．3 3．0 V 碗 図309
310E－9－1 不明 不明 8．0 V 皿 図310
311 1－9－1 12．0 3．6 7．4 V 鉢 図311
312 1．9．2 19．0 不明 不明 w 鉢 図312
313 1－8・1 9．4 2．9 V 蓋 図313
314 1．8．2 不明 不明 不明 IV 蓋 図314
315L104 10．0 5．2 8．8 IV 碗 図315
316 1－10－2 25．0 5．4 15．0 】V 輪花鉢 図316
317 1－10－3 10．0 5．0 2．8 V 碗 図317
318 1－13－1 14．0 6．2 12．0 V 角皿 図318
319 1．11．1 不明 不明 不明 V 不明 図319
320 1－12－1 10．0 不明 不明 V 碗 図320
321 1－12－2 8．8 不明 不明 】V 碗 図321
322 1－13－2 9．0 2．8 IV 蓋 図322
323 1・13－3 6．8 4．6 3．4 皿 杯 図323
324 1－13－4 6．5 5．5 3．4 皿 杯 図324
325 1－13－5 6．2 4．6 2．6 皿 杯 図325
326 1．13．6 10．5 6．0 4．0 IV 碗 図326 蛇ノ目湯剥
327 1・13－7 10．5 6．0 4．0 皿 碗 図327
328 1．13．8 14．0 3．3 8．5 IV 皿 図328
329 1－13－9 7．5 6．0 5．0 IV 碗 図329
330 1－13－10 15．0 5．5 4．3 IV 碗 図330
331 1－13－11 10．0 7．5 4．5 皿 碗 図331
332 1－13－12 10．4 3．2 IV 蓋 図332
333 1－13－13 7．4 1．5 6．0 皿 蓋 図333
334 1－13－14 10．0 6．0 4．5 皿 碗 図334
335 1－1345 8．5 5．5 5．0 IV 碗 図335
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No 出　土　地 径c皿 高cm 高台径 年代 器種 図番号 摘　　要
336 1－13－16 10．0 5．5 4．0 IV 碗 図336
337 1－13－17 10．6 6．0 5．0 皿 碗 図337
338 1－13－18 7．0 6．0 5．0 IV 碗 図338
339 1・14－1 不明 不明 5．0 IV 碗 図339
340 L14－2 14．2 3．6 8．2 V 皿 図340
341 1－143 10．0 1．9 9．0 IV 蓋 図341
342 1，144 12．7 6．2 6．8 V 皿 図342
343L145 不明 不明 2．3 IV 水滴 図343
344 1－14－6 不明 不明 3．8 IV 碗 図344
345 1－147 5．5 不明 不明 V 急須 図345
346 1－1↓8 7．0 4．8 4．0 V 杯 図346
347 1－149 10．0 不明 不明 V 鉢 図347 赤絵
348 1－14－10 12．0 不明 不明 IV 角皿 図348
349 1－14－11 不明 不明 3．0 IV 碗 図349
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　明治の磁器（第157図）
　明治になると御金蔵跡に警察が入るが、警察は県警の磁器を使う。これは産地が不明なものの被疑者の
食事に使用したものであろうか。
　　　　　　　　　　　　　第157図　県警の使用した磁器　S＝1：4
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第34表　県警の使用した磁器観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 高台径 産地 器形 図番号 摘　　要
1 G・］4・］ 15．0 4．8 3．7 不明 碗 図1 警察と三月の年弓’あり
2 G－13－1 10．2 不明 不明 不明 碗 図2 新用の字あり
3 G・14・2 ユ0．9 不明 不明 不明 碗 図3 潟県の字あり
4 G・14－3 不明 不明 3．7 不明 碗 図4 明治廿七年＝月の年号あり
5 G－14－4 1L6 不明 不明 不明 線香立 図5 警察の警字あり
6 F・13・1 不明 不明 不明 不明 急須 図6 警察の警字と年．ヒあり
明治以後の磁器〔第158図）
明治以降の皿や湯呑はいたる所から出土するが、銅版刷と型紙刷の代表的なものだけを列挙した。中で
も型紙刷が圧倒的に多い。銅版刷と明らかなのは1・2・9の3点しかなく、後は型紙刷である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第158図　明治以後の磁器
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第35表　明治以後の磁器観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 高台径 産地 器形 図番号 摘　　要
1 D－11－1 11．0 2．2 6．2 肥前 皿 図1 銅版刷
2 D－11－2 22．7 2．5 7．2 肥前 皿 図2 銅版刷
3 E－9－1 12．0 不明 不明 肥前 皿 図3 型紙刷
4 F－12－1 28．2 4．8 16．0 肥前 大皿 図4 型紙刷
5 F－12－2 12．3 2．8 7．1 肥前 皿 図5 型紙刷
6 G－8－1 9．9 4．5 4．0 肥前 碗 図6 型紙刷
7 G－11－1 11．0 不明 9．9 肥前 皿 図7 型紙刷
8 G－11－2 10．8 2．2 9．8 肥前 皿 図8 型紙刷
9 H－13・1 11．3 2．2 6．2 肥前 皿 図9 銅版刷
⑧木製品（第159図～第171図）
　主として御金蔵の水溜2号と井戸4号から出土している。木簡には年号の入ったものと奉行名を書いた
ものがある。奉行の任期や佐渡へ渡った年号を見れば歴然であり、江戸前期に埋められたようである。上
層に新しい遺物が乗るからである。
　木簡（第159図）
　1から5までが水溜4号、6から13までが井戸2号から出土した木簡である。白木の鞘と祭祀用具・
年貢米の俵に入れた中札がある。中札には夷村名主平兵衛とあり、平兵衛は寛永中期から享保期まで中
使・名主を勤める村の有力者であった。寛文四年に中使を名主に改めており17世紀後半のものと見たい。
6・7は上部に釘穴があるので荷物に打った送付札と考えられる。
　こちらは年号や奉行の名前が読み取れ、年代の判明したものもある。12は寛永二拾年とあり、武州に
住む正利の作と名前が入っている。刻刀状で周囲に墨跡がある。寛永二拾年と云えば1643年のことで伊
丹奉行の時代であり、鉱山景気に沸いていた。此の頃武州の住人が佐渡で刻刀状の祭祀用具をつくったの
であろう。10は若林六郎左衛門の名前がある。その下の山崎市大夫は若林の家来で佐渡へ赴任している。
若林は寛文2年から寛文10年まで佐渡奉行を任命されており、幾度か佐渡へ渡っている。佐渡では金山
が不景気で寛永に埋めた鉛を掘出した時である。落書と思われる。
　その後から来た曾根五郎兵衛（11）は若林が掘り出した鉛をそのまま埋め戻したことで知られる。曾根
奉行は寛文10年から延宝8年まで在住しており、延宝3年に鉛を埋め戻した。丁度金山が好景気に見舞
われた年に当り、全国から易くて最上鉛を見付けて買っている。板の後に壱斗口升と書かれてあるので年
貢米に添えられた送付札であろう。後の8・9・13は釘穴があるので送付札と考えられる。
　下駄（第160図～第162図）
　下駄は造りかけや歯ばかりの出土が多く、正保4年の火災層から見られ、17世紀後半の作と思われる。
水溜や井戸は17世紀後半には埋め立てられていたのであろう。その層の上から新しい碗などの出土を見
るためである。
　下駄は露卯の差歯下駄で台に膀がある。5は陰卯下駄で黒漆を塗固めた高下駄と云われるものである。
25は歯だけ出土で黒漆を塗っている。歯の幅は大きい。穴を斜めに切ってあるので接続を強固にするた
めと商売人の作であろう。しかし、4は奉行所で作っており、中途のため差歯か否か不明である。江戸期
にはいると無歯下駄と云われる一木作りの下駄が出てくる。これは服飾品として変化したものと云われる
が、奉行所構内には見られなかった。
　2・5・8・10・14・21は陰卯の連歯下駄である。中には足指の癖で右か左に偏ったものがあり、当
時の習慣や、舗装ではなく砂利道の歩きにくさがわかる。
　材質は杉が一般的で、たまに木蓮や檸類が見られる。
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　漆椀（第163図）
　水溜4号から出土し、井戸2号には1点もなかった。家紋が入ったものと一般的な文様と文様のない三
つに分かれる。完全なものはなく、歪になっているか高台がない。
　材質はブナが圧倒的であり、次いで栃や桂も多い。櫻も1点見られた。赤漆が多くて、黒もある。黒は
禿げて黒になったのでなく最初から黒漆をかけている。
　箸（第164図）
　折れた状態で出土したので分類が困難である。しかし、よく見ると魚を焼いてひっくりかえした跡が残
る。片口箸と寸胴箸に多い。第　図上段は両口箸と考えられ、中央部が太く両端を細く削り、比較的丁寧
に調整される。長さは22cm以上と考えている。中段は片口箸で、片方を削って細くしてあり現在の箸と
同じ形である。下段は寸胴箸で基本的に全体が同じ太さであるが、両端が細目で丁寧なつくりと雑なつく
りと両方ある。
　儀式や祭礼などの非日常的なハレの席では中太の箸を使い、日常的な食事等は片太の箸が使うのが多い
という。
　門柱（第165図）
　大御門の柱穴は1の地下から出土し間隔は4mあった。正面入口の石畳東箸から1．80m離れている。棒
の一木で角に切り、上に根を通す穴が掘られている。木の下にネカラミが散乱していた。門内の通路は4
mあることになる。礎石は扁平で2枚重ねであり、その上に35cm深さ80　cm、南の穴は風化しているもの
の34cm×22cmあり一寸小さい。ケンポナシの堅木と云っていたが調査の結果は櫻であることが分った。
　横の穴は今回見つかった穴に切られており新旧が不明なものの、岡松奉行が随行の絵師に書かせた絵に
よると大御門は整形された石の上に安置してあり、横の穴は脇柱なのか時代差があるのか不明である。
　その他の木製品（第166図～第171図）
　鍬（9）・祖板（1）・釣瓶（11・12）などの他、曲物（37・38・72～82）・樽（39・41）・桶・鍋
（36）・提灯（25）・栓（18～23・67）・櫛（14・15）・箱膳（25～33・68）など代表的なものだけ図
化し、他は省略した。どの器種のものかはっきりしないが部材としては蓋底（2～8・10・57～66）・
クレ（42～55・68～71）・不明（13・24・35・40＞等を提示しておく。なお大きなものについてはす
べて省略した。
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第159図　木簡
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第160図　下駄（1）
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第161図　下駄（2）
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第162図　下駄（3）
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第163図漆椀
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第166図　その他の木製品（1）
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第167図　その他の木製品（2＞
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第168図　その他の木製品（3）
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第169図その他の木製品（4）
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第170図　その他の木製品（5）
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第171図
　　　その他の木製品（6）
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⑨ガラス（第172図）
　ガラス瓶（第172図）
　底が上げ底になっているガラス瓶が出ている。上底の高いものから低いものへと異なりを見せるが、こ
れは酒の新旧かあるいは酒の種類によって異なるのか不明である。江戸では瓶の底に横書きでニュウヨー
クと書いてあると云う。こんなことから輸入品だと云うが、佐渡出土のものはローマ字が見えない。明治
かそれ以前かは分からぬが、見つけたのは水路の底であり、出土地点の上層部から判断すると明治以降の
ような気がしないではない。
　江戸でも上底と中間の上底に近いものまであり、10：3の割合で武家地が多く、武家地の可能性が高
いと云う。佐渡では上底のガラス製品は初見であり、輸入品か和製かで話題を呼ぶことになろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第172図　ガラス瓶
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第2節　鉛土坑
（1）遺構
　G12－11・16・H12－15・20グリッドに位置し、径341×2．81m、深さ2刀1mの楕円形土坑を検出した。
現地表面の1層は15cmで礫混入の黒褐色粘質土、　H層は52cmの礫混じり明黄褐色土で、中に瓦の破片が
多数捨てられている。その下から黒色の土坑面が現われた。地表面から67cm下になる。ここが埋めた当
時の地表面であろう。
　土坑は掘り肩から下69cmまでが礫混入の褐色土層で、その下から鉛板が172枚出土した。鉛は水平状態
できれいに積まれており、1枚が平均65×26cmの楕円形で鍋底状を呈し中心で厚さ5cmを測る。一面が
平均7～8枚で、24面となり層は1．23mあった。最下部から焼けて黒い炭が付着した溶解状の小さな破片
が出土した。
　鉛には目方の刻印と検査印が押捺されており、刻印は平均6．500貫で、その他生産者と思われるマーク
の押印が認められる。目方は刻印より平均135kg重い。宮城県・細倉鉱業㈱の分析によれば純度が9＆2％
の上質鉛と判明した。
　『佐渡国略記』に「古代ヨリ埋鉛高九千百弐拾五貫八百七拾五匁之内、若林六郎左衛門様御支配之節穿
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出させ御払被成、其後延宝三卯四月八日曽根五郎兵衛様御支配之節取高之通埋置被成候由、此高ト此度穿
出候高ト千八百弐拾三匁不足之由、古代ヨリ有来候目録井此度穿出候鉛鉛トー所二有之、木札之写左二記」
とある。寛永18年（1641）年埋鉛9125貫875匁の記録があり、若林六郎左衛門は18代佐渡奉行で寛文2
年（1662）～寛文10年（1670）の在位であるから、寛文年間に掘り出したことになる。その後19代佐渡
奉行曽根五郎兵衛が延宝3年（1675）τ249貫52匁（679枚〉埋め入れ、享保3年（1718）22代佐渡奉行河
野勘右衛門支配の時に掘ったが、1β76貫823匁の行方がわからないとあることから、これは延宝3年に埋
められたものと考えられる。また、先の『佐渡国略記』には「前代ヨリ埋鉛之内最上鉛七千弐百四拾九貫
五拾弐匁、此数六百七拾九枚ト小切レ壱ツ」延宝三年卯四月八日とある。単純に割算すると1枚当たり
10貫676匁の計算になる。出土した172枚には1枚ずつ重量の刻印がされ、その総重量は1241貫780匁で
1枚平均は7貫219匁となる。しかし、実際に測定してみると、1，874貫232匁あり、1枚平均は10貫897
匁となり延宝三年の平均値に近くなる。実際の重量と刻印の重量との大きな違いの理由は不明である。
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（2）遺物
　①金属製品（第174図）
　　鉛（第174図）
　　　鉛土坑から172枚の鉛と、それに付随する木簡16点を検出した。土坑は径341×2．81mの楕円形
　　で深さ2．01mを測る。上方の1層は15cmの礫混入の褐色埋立土で、2層は52　cmの礫混り明褐色土
　　で中に瓦片が大量に投げ込まれていた。黒色土層は2層下部にあり、2cm下の69　cmに鉛が横にな
　　って積まれていた。鉛は縦69cm、横26　cmの楕円形で中央の厚み5cmを測り、精錬したばかりの小
　　判型の形状を呈する。鉛表の中央には目方と検査印が押捺され、上に生産者と思われるマークがあ
　　る。科学分析によると鉛の含有率は999％以上で優秀な精錬技術を誇っているが、技術が上か鉛山
　　が優秀かは特定できない。鉛に刻印された目方と測定目方には差があり、測定の方が平均3．7貫重
　　い。測定の総重量は172枚で1876貫余になる。
　　　第174図1は長径61．O　cm、短径2＆Oc皿、厚さ5cmを測る。生産者マークは△で、目方の検印は康
　　の文字がある押印で目方の周辺に5ケ押印してある。右に3ケ、左に2ケとなる。2は長径700cm、
　　短径27．O　cm、厚5cmあり、鉛の中では大きい部類に属する。検印は1と同じで5ケ押印してある。
　　生産者マークは　で下に彫ってある。3は生産者マークが上にあり通常の形をなす。長径は64Ccm、
　　短径26．O　cm、厚5cmを測る。検印　は5ケが周辺に穿られる。4は7貫7百匁とはっきり読め、刻
　　印は共通で右に3ケ、左に2ケ押印する。長径660cm、短径275　cm、厚さ45cmで、2＆875　kgを測る。
　　　鉛は金銀精錬の灰吹法に必要な上、佐渡一国通用の貨幣「印銀」にも使われ（註16）、大量に消
　　費する金銀山になくてはならぬ重要なものであった。
　　　鉛は最も目方のあるもので長径63cm、短径30　cm、厚6cmを測り、穿られた重量9貫500匁で、㎏
　　に換算すると35625kgとなるが、実測重量は51500㎏あり、貫匁では13貫733匁を測る。刻印の最
　　も軽いものでは長径660cm、短径23D5　cm、厚4cmで、重量は5貫300匁1軌875　kg、実測重量29．000
　　kgを測り、7貫733匁となる。平均は7貫匁を測り、製錬の形そのままに購入したようである。上
　　部に穿られたマークは生産者の記号と思われ、生産者ごとに集計すると次のとおりとなる。
マーク ケ数
　14
　12
　12
　11
　4
　5
　7
　7
　6
　6
　3
　6
　4
刻印重量
97貫700匁
88貫550匁
89貫800匁
73貫480匁
29貫150匁
36貫400匁
51貫450匁
48貫500匁
40貫950匁
45貫100匁
21貫750匁
49貫600匁
31貫500匁
測定重量
99貫250匁
87貫200匁
89貫800匁
73貫480匁
29貫150匁
36貫250匁
51貫450匁
48貫500匁
40貫950匁
45貫100匁
21貫750匁
49貫600匁
31貫500匁
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不　明
　計
1枚平均
3
3
4
5
2
2
4
　1
　1
　1
　1
2
　1
　1
　2
　1
　1
　1
　1
　1
　1
　1
　1
　1
　1
　1
　1
　3
　4
　1
　1
　1
18
172
22貫500匁
22貫950匁
30貫650匁
35貫450匁
　14貫000匁’
13貫900匁
27貫250匁
　7貫150匁
　6貫900匁
　6貫650匁
　6貫950匁
　13貫700匁
　6貫450匁
　8貫100匁
　15貫300匁
　8貫450匁
　6貫600匁
　8貫400匁
　8貫150匁
　8貫100匁
　6貫700匁
　7貫700匁
　6貫250匁
　7貫200匁
　6貫200匁
　6貫250匁
　5貫600匁
　20貫900匁
　29貫750匁
　6貫650匁
　6貫700匁
　8貫150匁
128貫050匁
1241貫880匁
　7貫220匁
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34貫133匁
34貫933匁
46貫400匁
53貫333匁
11貫800匁
21貫600匁
40貫800匁
10貫667匁
10貫027匁
10貫000匁
10貫533匁
20貫800匁
　9貫733匁
12貫533匁
22貫667匁
　12貫800匁
　10貫133匁
　12貫933匁
　12貫133匁
　12貫267匁
　10貫133匁
　11貫333匁
　9貫467匁
　10貫667匁
　9貫600匁
　9貫333匁
　8貫533匁
32貫000匁
44貫667匁
　10貫133匁
　10貫053匁
　12貫533匁
191貫755匁
1876貫899匁
　10貫912匁
　『佐渡風土記』の明暦3年（1657）に「埋鉛九千百弐拾五貫八百七拾五匁、是ハ御運上屋覚埋有之候を
前代より受渡之時貫目不改伝り申候由帳面二改書有」とあって非常に備えて余分を地中に格納していた。
『佐渡国略記』の享保3年（1718）10月には「埋鉛穿出事」の記事中に「鉛藏二鉛弐千三百貫目有之、壱
ケ月之御払鉛弐百五六拾貫目程宛二而無心元被思召、在府之御奉行勘右衛門様江被仰遣候処、前々　御金
藏之下二有之埋鉛穿出させ可然由被仰遣候二付、同十月廿八御目付役松永吉左衛門以御穿被成候得共知レ
不申候処、鉛ハ御金藏ト印銀所御藏之小間寄之下二有之由御使役万歳重右衛門被申候二付、同閏十月十八
日、十九日其処穿候得共無之故」とあって、当時、新穂村にいた辻六郎右衛門の祖父に聞いた処、埋めた
場所が分り、そこを穿ったら埋鉛があった。寛文年間に若林奉行の在任中に穿出し、次の曽根奉行が延宝
3年（1675）4月8日に若林奉行が穿出したと同量の鉛を埋め戻している。これは木札や寛永18年
（1641）の目録などから分かったものである。しかし、古来の鉛九千百弐拾五貫八百七五匁は御運上屋南
北に埋めた言い伝えから近くを探したものの、埋鉛1876貫823匁は行方が知れなかったと記録され、今回
の発見は不明だった古代鉛の公算が大きい。
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第36表　鉛計測一覧
寸　　　法No 縦cm 横cm 厚cm マーク 刻印重量 換算重量 測定重量 貫換算重量 備　　　考
01 61．0 280 5．0 不明 7貫000匁 26250kg3＆500kg 10貫267匁
02 70．0 270 50 △ 7貫700匁 2＆875㎏ 42500kg11貫333匁
03 64．0 260 5．0 口 6貫250匁 23438kg35000㎏ 9貫333匁
04 64．0 265 5．0 △ 7貫050匁 26438㎏ 40000kg10貫667匁
05 61．0 245 4．5 ◎ 6貫700匁 25125kg 37500kg1 貫000匁
06 64．0 290 4．5 θ 6貫600匁 24750㎏ 37000kg9貫867匁
07 63．0 28．5 5£｝ 団 7貫550匁 2＆313kg 42DOO　kg 11貫200匁
08 630 28．5 4．5 ◎ 6貫700匁 25．125kg 3＆500kg 10貫267匁
09 630 31．0 4．5 団 7貫000匁 26250kg41000kg10貫933匁
10 620 2＆0 5．0 ．：． 7貫050匁 26438kg39000kg10貫400匁
11 63．0 270 4．0 τ 6貫600匁 24750匁 3＆000kg 10貫133匁
12 70．5 27．0 4．5 ◎ 7貫200匁 27000kg42000kg11貫200匁
13 62．0 26．0 50 ◎ 6貫100匁 22875kg3＆500㎏ 10貫267匁
14 62．0 30．0 5．5 ◇ 7貫700匁 2＆875kg 44500㎏ 11貫867匁
15 640 27．5 50 ㊦ 7貫600匁 2＆500kg 43500kg11貫600匁
16 59．0 260 40 ● 6貫500匁 24375kg 35500kg9貫467匁
17 6（輪0 28．0 4．0 団 6貫800匁 25500kg3＆000kg 10貫133匁
18 69．0 29．0 5．5 湊 7貫850匁 29．438kg 45000kg12貫000匁
19 73．0 25C 4．0 θ 6貫600匁 24750匁 3＆000kg 10貫133匁
20 650 320 5．0 ㊦ 7貫450匁 27938㎏ 43500kg11貫600匁
21 670 26．5 4．5 ◎ 7貫800匁 29250kg44000kg11貫733匁
22 61．5 310 5．0 ※ 8貫400匁 31500匁 48000kg12貫800匁
23 690 25．5 50 不明 7貫450匁 27938kg42COO　kg 11貫200匁
24 620 300 50 ◇ 8貫100匁 30375kg47．000㎏ 12貫533匁
25 620 28．0 4C 〈 6貫950匁 26063kg39000kg10貫400匁
26 66D 27．0 5．0 ◎ 6貫880匁 25．800kg 39500kg10貫533匁
27 630 27．5 4．0 ◇ 6貫500匁 24375kg36000kg9貫600匁
28 63．5 25．0 50 ’： 7貫500匁 28．125kg 42500kg11貫333匁
29 63．5 26．5 4．0 ス 6貫100匁 22875㎏ 35000kg9貫333匁
30 59．0 28．0 5．0 団 6貫700匁 25125㎏ 37000kg9貫867匁
31 71．0 26．5 5．0 ス 7貫600匁 28500kg 43000kg11貫467匁
32 670 270 5．0 GD 7貫300匁 27375kg4aoOO　kg 11貫467匁
33 64．5 28．0 5．0 〈 7貫200匁 27000㎏ 40500㎏10貫800匁
34 63．0 30．0 6£ 田 9貫500匁 35625㎏ 51500kg13貫733匁
35 64．0 27．5 4．5 ⑬ 6貫250匁 23438kg35000kg9貫333匁
36 74．0 27．0 5．0 ◎ 8貫350匁 31313kg47．500kg 12貫667匁
37 67．0 2＆0 5．0 ◎ 8貫350匁 31312kg47500kg12貫667匁
38 67．0 29．5 5C ．：． 8貫200匁 3α750kg 46000kg12貫267匁
39 65．0 27．5 50 団 7貫600匁 28．500kg 44500kg11貫867匁
40 630 28．0 50 薗 7貫450匁 27938kg42．500kg 11貫333匁
41 650 28．0 5．5 ㊦ 8貫100匁 3α375kg 47000kg12貫533匁
42 68．0 27．0 5．0 △ 8貫200匁 30．750kg 47000kg12貫533匁
43 62．5 330 40 薗 6貫600匁 24．750kg 37500㎏ 10貫000匁
44 65．0 26．5 50 ◎ 7貫500匁 2＆125kg 43000kg11貫467匁
45 65．5 27n 4．0 ⑬ 7貫150匁 2a813kg40500㎏ 10貫800匁
46 62．5 24．5 5．0 「 6貫200匁 23250㎏ 36000kg9貫600匁
47 645 28．0 4．5 ．：． 6貫800匁 25500kg39500㎏ 10貫533匁
48 66．5 280 50 台1一 8貫400匁 31．500㎏ 48．500kg 12貫933匁
49 63．0 27D 60 湊 8貫900匁 33375㎏ 50000㎏ 13貫333匁
50 68£｝ 25ρ 50 GD 6貫950匁 26．063kg 39000kg10貫400匁
51 71．0 27．0 5．0 不明 8貫450匁 31088kg4＆000kg 12貫800匁
52 63．0 29．0 50 ㊨ 7貫100匁 2“25kg 4α000㎏ 10貫667匁
53 600 27．0 4．0 ∴ 5貫500匁 2α625kg 30500kg8貫133匁
54 65．5 270 50 ㊦ 8貫000匁 3α000kg 46．000kg 12貫267匁
55 655 27．0 40 ∴∵’ 6貫650匁 24．938kg 3＆000kg 10貫133匁
56 65．0 27．0 5．0 7貫200匁 2ア000kg 41．000kg 10貫933匁
57 62．0 26．0 5．0 不明 6貫550匁 24．563kg 37000kg9貫867匁
58 6＆0 270 40 ㊨ 6貫400匁 24000kg37500kg10貫000匁
59 59．5 270 45 ・：・ 7貫100匁 2a625　kg 41COO　kg 10貫933匁
60 5＆5 27．5 65 ：： 7貫300匁 27375kg4ZOOO　kg 11貫200匁
61 71．5 290 4．0 不明 8貫300匁 31ユ25kg 47000kg12貫533匁
62 72．0 25D 40 ㊦ 7貫200匁 27000kg40．500kg 10貫800匁
63 62．0 265 4．0 寮 5貫500匁 20625㎏ 31COO　kg 8貫267匁
64 63．0 270 4．0 ：： 6貫700匁 25125kg3＆500㎏ 10貫267匁
65 63．5 26．0 5．0 ・：・ 7貫150匁 26813㎏ 41000kg10貫933匁
66 62．0 30．0 4．0 国 7貫100匁 26625kg40000㎏ 10貫667匁
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寸　　　法No 縦cm 横cm 厚cm マーク 刻印重量 換算重量 測定重量 貫換算重量 備　　　考
67 62．5 265 50 ⇔ 6貫250匁 23．437kg 35500kg9貫467匁68 67．0 2＆0 50 ⑤ 8貫400匁 3L500　kg 47500kg12貫667匁
69 61．5 28．0 4．5 ⑦ 7貫800匁 29．250kg 44000kg11貫733匁
70 67．5 265 4．0 ．：． 6貫600匁 24．750kg 3＆000kg 10貫133匁
71 69．0 2＆0 50 口 7貫050匁 26．438kg 40000kg10貫667匁72 66．0 275 4．5 △ 7貫700匁 2＆875kg 44DOO　kg 11貫733匁
73 62．5 28．0 40 A 6貫650匁 24937kg 37500kg1 貫000匁74 60．5 2＆5 5．0 不明 6貫750匁 25312kg37500kg10貫000匁
75 665 2＆0 4．0 ◎ 8貫100匁 30．375kg 46．000kg12貫267匁
76 625 2＆0 5．0 9 7貫000匁 2a250　kg 41DOO　kg 10貫933匁
77 65．0 2＆5 40 ㊦ 6貫850匁 25688kg 39000kg1 貫400匁
78 60．0 30．0 5．5 旦 6貫900匁 25．875kg 40000kg10貫667匁
79 64．0 28．0 5．0 不明 8貫000匁 30000kg 45000kg12貫000匁
80 65．0 2ao 5．0 GD 8貫150匁 30562kg 47000kg12貫533匁
81 66．0 260 5．0 GD 7貫300匁 27．375kg 42．500kg 11貫333匁
82 660 24．5 5．0 ㊦ 6貫750匁 25312kg3＆500kg 10貫267匁
83 67．0 2｛輪0 4．5 GD 7貫500匁 28．125kg 42500kg11貫333匁
84 63．0 294 4．5 七 8貫450匁 31688kg 48000kg12貫800匁
85 67．5 270 4．5 GD 7貫650匁 28．687kg 43500kg11貫600匁
86 64．0 27．0 5．0 ⑬ 8貫500匁 31．875kg 4＆000kg 12貫800匁
87 60．0 260 5．0 × 5貫600匁 21．000kg 32．000kg8貫533匁
88 60．0 28．5 5．0 ㊨ 6貫750匁 25312kg3＆500kg 10貫267匁
89 64．0 2＆0 4．5 θ 7貫100匁 26625kg 41000kg1 貫933匁
90 63．5 275 4．5 ：： 6貫900匁 25875kg39、500㎏ 10貫533匁
91 64．5 30．5 60 田 8貫700匁 32625kg 50500kg13貫467匁
92 67．0 260 4．5 六 6貫450匁 24187kg 36500kg9貫733匁
93 67．0 27．0 40 ．；． 6貫800匁 25．500kg 38．000kg10貫133匁
94 67．5 28．0 5．0 ○○ 8貫150匁 30562kg47．000kg 12貫533匁
95 60刀 330 4．0 ㊦ 7貫050匁 26、438kg 40．000kg10貫667匁
96 66．5 255 5．0 ◇ 7貫200匁 27000kg40000kg10貫667匁
97 60．0 24．5 5．0 ◎ 5貫800匁 21．750kg 33000kg8貫800匁
98 690 25．5 4．5 GD 7貫200匁 27000kg40．500kg 10貫800匁
99 63．0 27．5 5．0 ⑦ 6貫850匁 25687kg 37500kg1 貫000匁
100 60．0 26．0 4．5 不明 6貫250匁 23437kg 34500kg9貫200匁
101 63．5 30．0 4．0 田 8貫250匁 30937kg 47000kg12貫533匁
102 74．0 275 4ρ ㊦ 7貫600匁 2＆500kg 43．500kg 11貫600匁
103 68．0 27．0 50 六 8貫100匁 30375kg 47000kg12貫533匁
104 59．5 260 4．5 口 6貫600匁 24二750kg 36．500kg9貫733匁
105 64．0 27．0 50 ．：． 7貫550匁 28．312kg 44000kg11貫733匁
106 61．5 28．0 45 GD 7貫000匁 26250kg37500kg10貫000匁
107 69．0 26．0 40 久 7貫900匁 29625kg 43000kg11貫467匁
108 70．0 28．0 40 ㊦ 7貫200匁 27000kg4ω00kg 10貫933匁
109 64．0 29．5 4．5 〈 6貫950匁 2ao62　kg 3＆000kg 10貫133匁
110 60．5 31．0 45 団 6貫700匁 25125kg39000kg10貫400匁
111 70．0 28．5 4．5 θ 7貫400匁 27750kg4a500　kg 11貫333匁
112660 29．0 50 GD 7貫800匁 29250kg44COO　kg ll貫733匁
1137m 28．5 4D ●　　　● 7貫750匁 29063kg 44500kg11貫867匁
114 62．5 300 5．0 ㊨ 7貫000匁 2a250　kg 40．500kg10貫800匁
115 66．5 25．5 4．5 田 6貫250匁 23437kg35．000㎏ 9貫333匁
116 65．5 29D 4．5 ◎ 7貫750匁 29063kg4鋭500kg 11貫600匁
117660 27．5 4．0 不明 6貫850匁 25、687kg 3＆000kg 10貫133匁
118 62．0 2＆5 4．5 囹 6貫800匁 25500kg 39000kg1 貫400匁
119 66．0 260 4．0 田 8貫100匁 30375㎏ 45．000kg 12貫000匁
120 64．0 27．5 50 ㊨ 6貫650匁 24937kg 38000kg1 貫133匁
121 70．0 2＆5 5．0 不明 8貫000匁 30℃00kg 45500㎏ 12貫133匁
122 61．0 3α0 5．5 ◇ 7貫850匁 29438kg45．000kg 12貫000匁
123 67．5 265 4．5 口 7貫500匁 2＆125kg 42．500kg 11貫333匁124 65．0 27．0 40 ◎ 7貫000匁 26250kg 39500kg1 貫533匁
125 62．5 2ω 40 θ 5貫700匁 21．375kg 32．000kg 8貫533匁
126 65．0 27．0 6．5 ’・F 8貫000匁 30000kg45．000kg 12貫000匁
127 6＆0 27．0 4．5 GD 7貫500匁 28．125kg 44000kg11貫733匁
128 66．0 265 5．0 ◇ 7貫500匁 2＆125kg 4aoOO　kg 11貫200匁
129 66．0 23．0 4．0 不明 5貫300匁 19875kg 29000kg7貫733匁
130 65．0 2＆0 45 ◎ 7貫550匁 2＆312kg 42500kg11貫333匁
131 63．0 32．0 40 ㊦ 6貫800匁 25．500kg 39000kg10貫400匁
132 65．0 270 4．0 ◎ 6貫300匁 23625kg 36000kg9貫600匁
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寸　　　法No 縦cm 横c皿 厚cm マーク 刻印重量 換算重量 測定重量 貫換算重量 備　　　考
133 67．0 260 5．5 GD 7貫800匁 29250㎏ 44200kg11貫787匁
134 65．5 2＆0 5．0 ㊦ 8貫100匁 30375kg46．500kg 12貫400匁
13567D 265 50 不明 8貫400匁 31500㎏ 48．500㎏ 12貫933匁
13666D 2605．0 △ 7貫200匁 27000㎏ 40．000kg 10貫667匁
137 60．0 28ρ 45 〈 6貫700匁 25125kg3＆000kg 10貫133匁
138 64．0 29D 5．0 不明 6貫900匁 25875kg 39100kg1 貫427匁
139680 26D 5ρ 〈 6貫950匁 26062㎏ 40．000kg 10貫667匁
140 56．5 28D 60 6貫700匁 25125kg 37700kg1 貫053匁
141 630 245 5C 六 6貫900匁 25875㎏ 37600㎏10貫027匁
142 62．5 28．5 50 団 7貫400匁 27750kg4a500　kg 11貫333匁
143 66．5 25．5 50 ‡ 8貫100匁 30375kg46000㎏ 12貫267匁
144 69．5 265 5．0 〈 7貫900匁 29625kg 45000kg12貫000匁
145 62．0 270 5．0 《 7貫150匁 26．813kg 4α000㎏ 10貫667匁
146 60．5 3α5 4．5 6 7貫000匁 26250㎏ 4α500kg 10貫800匁
147 6（10 2ao 50 久 7貫400匁 27750kg 42000kg11貫200匁
1486a5 275 4．5 ⑬ 7貫800匁 29250kg44．500kg 11貫867匁
149 71．5 270 40 △ 6貫700匁 25125㎏ 3＆000㎏ 10貫133匁
150 62．5 2＆5 40 ◎ 6貫450匁 24188kg3＆000kg 10貫133匁
151 72．0 260 50 7貫650匁 2＆688kg 42500kg11貫333匁
152 64．0 2＆0 5D θ 6貫900匁 25．875kg 39000㎏ 10貫400匁
153 64．5 2＆0 4．0 不明 7貫550匁 28．312kg 43000kg11貫467匁
154 74．0 270 4．0 ㊦ 7貫600匁 2＆500kg 43000㎏ 11貫467匁
155 64．5 265 4C 不明 5貫900匁 22．125kg 33000kg8貫800匁
156 61．0 320 4．0 6 6貫100匁 2a875　kg 3aoOO　kg8貫800匁
157630 2ω 50 口 6貫100匁 22875kg 34000kg9貫067匁158630 25．5 50 ◇ 6貫600匁 24750kg37500㎏ 10貫㎜匁
159 63．5 2＆5 50 六 6貫950匁 26062kg 39500kg1 貫533匁
160 59．0 255 50 不明 6貫400匁 2生000kg 36000kg9貫600匁
161 590 31D 4．5 自 6貫900匁 25875kg3駐000kg 10貫400匁
162680 2＆0 4D ㊦ 7貫650匁 2＆687kg 42000kg11貫200匁
1637LO 275 50 田 8貫800匁 33000kg48．000kg 12貫800匁
164 65．0 275 4．0 ㊦ 7貫050匁 26438kg3＆700kg 10貫320匁
165 64．0 245 4D 不明 6貫000匁 2a500　kg 33500kg8貫933匁
166 72．5 2＆0 5．0 ◎ 8貫650匁 32437kg47500㎏ 12貫667匁
167 63．0 275 4．5 ∧ 6貫800匁 25．500kg 37500kg10貫000匁
168 63．0 31．5 4．3 ㊦ 6貫700匁 25125㎏ 3a500　kg 9貫733匁
169 67．0 28．0 4．5 ㊨ 7貫050匁 26437kg 39600kg1 貫560匁
170 63．0 265 5．0 不明 8貫000匁 30㎜㎏ 44000㎏ ll貫733匁
171 70．0 2＆0 4．5 ± 8貫150匁 3（1562kg 45500kg12貫133匁
172 65．0 260 45 ⑬ 7貫300匁 27375kg40500kg10貫800匁
計
172 1241貫
V80匁
4，657．
O．72㎏
7，028，
S00㎏
1β76貫
W99匁
1枚平均 7貫219匁 27076㎏ 40920kg10貫912匁
註1
　2
　3
　4
長径・短径・厚さは中央部分で測った。
貫目の数量は3、75で換算した。
匁以下は四捨五入して匁を繰り上げた。
不明は刻印が擦れて分らないもの等である。
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②木製品（第175図）
　木簡（第175図）
　　ヒノキ属でつくられ縦筋が綺麗に入る。上端に挟りがあるので、鉛には1枚ごとの送付札が縛っ
　てあったと思われるが、荷札木簡が出土したのは16枚であった。ほぼ完形品のほか、破損したも
　のばかりで、縦13cm余、幅2．5cm余を測る。縛るのに便利につくられ、表側に鉛・目方・番号があ
　って、裏側に世話人（送付人〉と思われる名が入ることから、1枚ごとに送付札があったと想定し
　たい。しかし、木簡は鉛に縛ってなく、はずれた状態で検出されたため、どの鉛に該当するのか確
　認できない。この外には木製品の出土はなく、近世の木簡としては佐渡最初の発見となる。
　　第　図1は現存長1610㎜、幅240㎜、厚7㎜で、裏に差出人と思われる山宮徳衛門の名があり、
　全形に近く下はだんだん細く削られているものの下幅は一定しない。上に鉛を縛る挟りが入ってい
　ることから、1枚ごとに鉛に縛ってあったものであろう。2は表に鉛、目方、番号と上に双方から
　挟りが入り、裏に差出人の山宮徳衛門名がある。1～3までがほぼ全形を留めているようである。
　11は下方が残り、現在長96㎜、幅23㎜、厚7㎜を測るが、下方は15㎜と細く削った跡が明瞭で、
　他とは作り方がちがう。文字は表は不明で裏は消えている。他は上か下が残り、完形ではない。8
　までと16は上に挟りがあるので鉛に縛ったことが明瞭に分り、9からと15は下方が残り、14は途
　中しか残っていない。
　　「佐渡国略記」には寛永17年（1640）に佐渡奉行伊丹播磨守から留守居に差し出した書状に
　「村上鉛之儀堀式部江致談合候へ共やすくは売間敷由に候間、其心得可有候、其元鉛事欠其人を遣
　し鉛買可被申候事」とあり、一国通用の印銀や金銀製錬に必要な鉛は、寛永9年（1632）に村上鉛
　を3万5百貫余購入しており、村上鉛の買受は「佐渡年代記」や「佐渡国略記」では慶安4年に4
　万貫を購入しているものの、其の後は不明である。天和3年（1683）には越中鉛を購入するなど、
　全国の鉛山で値段の交渉をし、安い山から買い上げている。
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第175図木簡
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第37表木簡一覧
No 現在ｷ㎜
現在
插o
現在
ｷ㎜
上部
ｲり
下部
ﾘ込 釈　　　　　　　文 備　　　考
1 158 24 7 有 不明 表・「〈鉛　拾壱〆目入■八■」
?E「＜山宮徳衛門
2 156 19 3 有 不明 表・「＜鉛　拾壱〆目■■七■」
?E「＜山宮徳衛門」
3 159 23 7 有 不明 表・「＜鉛　拾壱〆目■■十一・」
?E「＜山宮徳衛門」
8 94 16 6 有 不明 表・「〈鉛　拾壱〆目■
?E「＜一
4 97 19 6 有 不明 表・「〈鉛　拾壱〆目×
?E「＜山■
5 76 20 4 有 不明 表・「〈鉛　拾壱〆め×
?E「＜山■
7 60 22 4 有 不明 表・「＜鉛　拾■
?E「＜一
16 94 16 6 有 不明 表・「＜鉛　拾壱〆目×
?E「＜一
9 127 20 4 不明 有 表・■壱〆■■六〉」
?E山宮■衛門〉」
15 115 17 5 不明 有 表・×〆目■数■■〉」
?E山宮徳衛門〉」
11 94 22 6 不明 有 表・一〉」
?E一〉」
13 69 21 6 不明 有 表・■■七■〉」
?Ex宮徳衛門〉」
12 81 25 5 不明 有 表・■■入■九〉」
?E山宮徳衛門〉」
14 70 19 8 不明 不明 表・拾■〆■
?E山■
10 101 21 3 不明 有 表・■■入■八■〉」
?E山宮徳衛門〉」
6 113 23 4 有 不明 表・「＜鉛　十一〆め入■
?E「＜山■■■■
註・木簡の表裏の区別を示す。
「」
〈　　〉
　■
　X
木簡の上端、下端が原形を留めていることを示す。
木簡の上下端に挟りまたは切込のあるもの。
欠損文字のうち字数が確認できるもの。
前後に文字の続くことが推定されるが、折損などにより文字が失われているもの。
文字のないもの。
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第3節　精練遺構
（1）遺構
　D11・E11グリッドに位置し幕末に異国船からの防御で築いた土塁の真下にあたり、現地表面から1．6
m程下になる。標高は東側で43．182m、西側で4305mを測り、わずかに海岸側に向かって低くなってい
る。調査期間中はこれらの精錬遺構群を「カマ」と呼称していた便宜上、分類名や通称に「カマ」という
言い回しが使われている。
　精錬遺構は形態の違いから3つに分類してそれぞれ「中仕切竈」、「丸竈」、「長竈」と名付け、切り合い
関係や崩壊のため分類不可能になっていたものは「形態不明竈」と呼ぶことにする。
　検出した精錬遺構群の形態別の内訳は中仕切竈14、丸竈6、長竈1、形態不明竈8、総計29である。
　中仕切竈は張粘土の中に長方形の土坑を掘り、中を壁で仕切って二つの炉を形成する。手つくねのため
大きさは個々に異なる。外周の壁には強化用に小さく砕いた土器片を混ぜている。中の仕切壁は外壁より
一段低く、土器片を下から上まで数段にきれいに並べて補強している。補強用土器片は周囲の壁に使用さ
れているものと比し、大きさも数も上回る。遺構の底面に土器片が見られるものもあるが、これは中仕切
壁から崩落したものと考えられる。炉部分の大きさは、平均長径80cm・短径53　cm、深さ25cmを測り、外
壁の厚さは平均13cm内外である。
　丸竈は径に差があり完全な円形ではないが、平均径は65cm、深さ24cmを測る。注意しないと気が付か
ないほど、盤状土製品を細かく砕いて補強しているものや炭火を塗った壁も見られる。19・20号竈は南
西部に被熱を受けない張出部がある。反対側は堅く焼け締まっており輔の羽口置場と考えられる。19号
竈は壁肉が薄く、被熱も弱い。底に黒い炭粉が付着していた。19号竈の周辺には石英の細かい割片が散
乱しており、他の丸竈とは用途の異なる特殊な精錬遺構と考えられる。
　長竈は南に1基だけ検出し、東は古い中仕切竈を切っている。長さ4m、幅66　cm、深さ18cmで、壁の厚
さは8cmの隅丸長方形を呈する。赤色の底は炭の粉末や灰白色の付着物があり、全体に堅く焼き締まって
いる。内壁は黒く発色して、他の精錬遺構とは明らかに違った様相を呈する。底に炭の粉末があることか
ら、木炭を使用したものと考えられる。中央にトレンチを入れてみたが、礫のない明黄褐色粘土を張53
cm下が地山であることが確認できた。
　形態不明竈は新精錬遺構に切られたり、崩れて形の不明なものを一括したが、この中には中仕切竈の可
能性が強いものも含んでいる。また、壁がないものの赤く焼けた形跡から中仕切と判断できるものは中仕
切竈に分類した。11号・12号竈の下部に底面があり、地表面に現れない形態不明な精錬遺構群とは違っ
た最も古い精錬遺構群が存在すると思われるが、形態・規模等が不明なため除外した。新精錬遺構の下に
も古い精錬遺構の存在が確認できたり、北の沢には三層の灰原の検出が確認されたりで、これらの遺構は
三期に分かれていたことも考えられる。
　蛍光X線元素分析装置（MESA500）による測定を許に遺構の用途を想定すると、中仕切竈の壁土は珪
素・鉄・アルミニウム・カリウムなど土の成分が主体を占め、炉壁に金属分が染み込み難いことがわかっ
た。しかし、硬質な壁から若干の銅が検出されているので、金・銀・銅の汰物に古夙に打ち掛け、煙が出
なくなるまで蒸焼きにする焼竈であったと考えられる。しかし、22号竈の西側に散乱する炭からは銀・
鉛が検出されたので、金銀の鉛吹きに関係する竈の存在も示唆される。
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　丸竈の軟質壁土は中仕切竈と同様に土の成分が主体であり、他の金属分は検出されなかった。吹立用の
竈と見たいが特定できない。ただし、他の丸竈と異なり炭化した炭粉が一面に付着している壁の薄い19
号竈は鉛を含有しており、鉛吹工程に関係する大吹床の須灰竈の可能性もある。
　長竈の壁は土の成分が主体となる。蓋状・鉢状土器には銀・塩素が含まれるので、塩化銀生成に使用さ
れた長竈に付随する道具と考えられる。「佐渡金山絵巻」に見るように長竈は金・銀の分離工程で、上粉
に塩を混ぜて円柱状に固め、土皿に乗せ土蓋をして焼き上げる。銀が塩と反応して塩化銀となり、これを
水洗いして金と塩化銀を分け、塩化銀を銀に精錬する。蓋状・鉢状土器は長竈で使用して割れたものを他
の精錬遺構壁の補強に再使用したものと考えられる。
　精錬遺構及び池周辺の土層から時代を考察すると、表土より20cm程の所に昭和17年の火災層があり、
その下に安政の火災層がある。安政の火災のすぐ下から池の掘り込みが確認でき、天保14年に土塁を築
くため池を埋め、その後安政5年（1858）の火災にあっていることがわかる。池の存在は寛政11年（1799）
の絵図面にはじめて登場し、それ以前の寛延2年（1749）の絵図には出てこないので、寛延2年から寛政
11年の間に造られ天保14年（1843）まで機能したものと考えられる。精錬遺構より排出された灰の層は、
池脇の杭の最下部より下で、池の底と考えられる層の下に40～50cmの厚さで堆積している。精練遺構よ
り排出された層と池の最下部の間に火災層が確認されることから、それ以前の火災の記録をたどると、寛
延元年（1748）と正保4年（1647）の2度が確認される。しかし、寛延元年火災以後の寛延2年絵図面に
は、この精練遺構群の位置に土蔵が位置し、しかも、元年の火災では焼けずとあることから、この火災層
は正保の火災と考えられる。以上のことからこの精練遺構群は正保4年以前のものと考えられる。
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（2臆物
　①石製品（第177図）
　　1は滑石（蝋石）製で幅16．3m皿、縦長86㎜、厚み5mmで重量16　gを測る。斜面底の水溜のヘドロ
　中から検出したもので、縦・横に刃物で削った傷が無数についている。とくに片面は縦の傷ばかりで
　あり、母岩から切った時についた傷か判断が容易ではない。平面と稜を磨いており、磨いた際に傷を
　つけたとも考えられる。用途は不明なものの検出場所を考えると金銀の粉成に必要な石製品かも知れ
　ない。
　　　　　　　　　　　　第177図　石製品・金属製品・古銭　S＝1．2
　　　　　　　の
0
　　　1
5
2
10cm
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②金属製品（第177図）
　2は銅器の破片で、長37mmを測り先端部が曲っている。現在高は17．5㎜で、一方は天端になるが、
もとはもっと高かったと思われる。厚さは4㎜余あり、粉成に関係する器具であろうが小片のため具
体例は把握できない。
③古銭（第177図）
　3は鉱津と一緒に検出した半欠の渡来銭である。永樂寳しかなく通が欠落している。永樂を「上下」、
通寳を「左右」に配する。外径245㎜、内径210㎜、厚さ1㎜を測り、半欠のため重量は測定しなか
った。
銅鋳銭であるが銅の品質はよい。永樂銭は14世紀初めの明時代につくられ、明国内では流通しない
ため中世の渡来銭には中国の私鋳銭はないという。日本での永樂通寳の模鋳銭は15世紀の出土銭か
ら見れるというが、寳の貝の字がスにも見え、ハにも読めるので模鋳銭か正規銭か判断が困難である。
しかし、16世紀後半や17世紀前半の模鋳銭でないことは頷ける。1枚しか出ないのと半欠品で風化
が甚だしいため判断が容易でない（註17）。
④鉱津（からみ）（第178図）
　竃の周辺から出土した板状鉱津と、東の落込から出土した塊状の鉱淫の二通りがある。板状に比し
塊状は出土量が少ない。蛍光X線元素装置（MESA500）では東の落込から出土した塊状は鉄を多く
含み小鍛冶の可能性が強いという。精錬作業では工具の製作や修理に鍛冶工が必要となる。また板状
では鉛が多いのに対し銅が少ないのは金銀鉱の鉛吹を考えている。カルシウムや燐が多く見られるの
は溶剤として添加されたものであろう。
　塊状
　主として東の落込中に多く見られる。1から5までが塊状の鋤宰である。鉄や石が溶けて固まり重
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いものと鉄分が少なく軽いものと、重さに差が生じる。鉱石の産出や製錬、粉成には鉄鍛冶が必要で
あり、各地の鉱山跡には鍛冶屋の検出が多い。炉跡の東側に多く出た塊状のものは製錬に必要な鍛冶
跡の鉱津（からみ）であろう。落ち込みも鍛冶に関係すると見たい。
　板状
　6～8が板状の鉱津で、竃の周辺から出土する。いろんな色に発色するが黒っぼく見えるものが多
い。厚さは1．2～0．6cmの薄い板状になり、全体に黒っぼく見えるのは鉱物が溶融した鉱津（からみ）
である。明治になり鉱津がいろんな物質を含んでいるので無名異焼の粕薬に多く使われた。金太郎焼
の作品には銅が還元して均窯や酸化で織部風の緑に発色しているものがある。気泡が破れた穴や流れ
て塊まり級になったものもあって複雑な鉱澤状を呈し、後世の相川各地で見る緑が多い塊状とは趣を
異にする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　第178図　鉱澤（カラミ）
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⑤土器（第179図～第185図）
　羽ロ（第179図～第180図）
　大きな丸形と小さな角形に分類される。用途によって使い分けたのであろう。1は東側の落込中か
ら検出した大形羽口である。円筒で残存長＆8cm、外径95　cm、火に近い細い部分で外径＆79　cm、風穴
287cmを測る。細い部分にはガラス質の溶融物がへばりつくように付着している。胎土は細砂質粘土
である。2は谷に流れた灰原中から検出したもので、現存長11．51cm、外径11．53　cm、風穴は2．64　cmで
ある。胎土は細砂質で火元の近くには黄色に変色した炭や溶融物が付着し、風穴が溶融物で半分ふさ
がる状態を呈す。3は27号竃の底から検出した隅丸方形の小形角羽口で風穴は丸い。風穴を中心に
半分に割れ、現存長9．25c皿、外径569　cm、先端部径405　cm、風穴径2．83　cm、末口径2．00　cmを測る。被
熱により溶融し、先端に乳白色の付着物が見られる。金属では鉛と銅が検出された。
　図示しないものには風穴の一部が残る小破片で現存長4．4c皿を測り径は不明。先端部は被熱で変質し
金属の溶融物が付着する。火に近い部分と想定され、胎土には亀裂防止のためか粘土にスサを混ぜている。
しかし、胎土は双方似ており大きな変化はない。また、斜面の左側の第一灰原から検出した小形角羽
口は風穴から二つに割れているものの、径の外に調整痕が残るので火に遠い部分と思われる。隅丸で
はなく角の稜線がはっきりし、穴は丸い。現存長55cm、外径不明。風穴径は310cm、末口不明となる。
薄手造りで火に遠いためか被熱はあまり見られず、火に近ずくほど被熱が強くなって白く変色する。
　羽口は角形と丸形に分かれ、大きさも一定しない。角には稜がはっきりしたものと隅丸で稜のはっ
きりしないものがある。竃によって使用が異なるのか、時代によるものか、丸形と角形の使用法に差
があるのか不明な点が多い。竃全体に被熱痕があるのと、3は27号竃の底から検出されており特定
の竃で使用したのか明らかにはできない。
　羽口屋はいつ頃相川金山へ移ってきたのか分らぬが、羽口は金銀製錬に必要不可欠であり、胎土や
成形手法からみて地元で焼成したと思われる。この羽口業者はいつまで相川にいたのか分らないもの
の、後世に茶碗製造に携わる者が現れ、無名異焼や瓦製造に繋がる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第179図　羽口
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第38表　羽口観察表
No 出　土　地 現　在　長cm 幅cm 穴　径cm 形　　態 残　　存 備　　　考
1
D－11－2 11、51細
　11、53
P0、15細
2．64
s明 丸形 残不明 斜面の灰原の中　　図1
2
D－11－1 8、80細
　9、16
W、杓細
2．87
Q．84 丸形 残不明 炉跡　　　　　　　図2
3
D－11－3 9．25
　　4、65
膜福R、53
　　2、83
膜福Q、00 角丸角 4／3 炉跡　27号竃の底　図3
　灯明皿（第181図）
　胎土は水簸した粒子の細かい粘土を使用し調整痕が残る。2点は油の固まった痕と火を受けて黒ず
んでいるので灯明皿と分かる。土師器に似た土器であるが焼きが堅い。
第181図　灯明皿
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第39表灯明皿観察表
No 出　土　地 口径cm 器高c皿 厚cm 高台径cm 残存 備　　　考
1 D－10－1 8．2 1．8 0．35 不明 12／1 口縁部、内外に油染み火を受けて黒い　　　　　　図1
2 D－10－2 11．6 4．4 0．48 不明 11／1 胴部、内外に油の染みあり　　　　　　　　　　図2
3 D－11－1 不明 3．6 0．53 6．0 13／1 底部、内外に油が垂れている　　　　　　　　　図3
4 D－11－4 8．0 3．2 0．50 不明 12／1 口縁部、調整痕が明瞭　　　　　　　　　　　　　図4
5 D－11－3 8．0 3．0 0．35 不明 11／1 口縁部、口縁の下がくびれる　　　　　　　　　図5
6 D－11－5 3．31 2．53 0．38不明 13／1 口縁部、口縁が内傾　　　　　　　　　　　　　　図6
　不明土器
　残片が小さくて確認不明である。ロクロを挽いて器の一部である。12点を数える。また、蓋形土
器か羽口か棒状土器か不明な小片が19点ある。中には被熱して斑点のあるものも見られる。
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　盤状土器（第182図）
　蓋形と鉢形がある。身と蓋の関係と考えたが鉢形の数が少なく一致しない。鉢形は蓋形に比べ底が
薄くできている。そのぶん、縁が直角に下がる傾向を持ち底が浅くなる。形が明らかに違うため、蓋
形・鉢形に区分したが、あるいは職人のくせによる違いかも知れない。
　成形は簾i状の敷物の上で調整したらしく裏面に圧痕が顕著なものもあるし、指頭痕がそのまま残る
ものも見られる。手ずくね成形の可能性が強く、縁の深いものから浅いものまで大きさや形態が一致
せず、思いのままに造ってある。楕円形を呈し、蓋のような感じを受ける。被熱を受けてひび割れが
ひどく長持ちしなかったと思われ、竃の壁の補強用に使われている。
　ひび割れと壁の補強用で完形品はなく、ピット内に保存したのは完形に近いが完全ではない。中を
仕切った炉の壁は小さく壊され上から下まで均等に用いられている。胎土は第二酸化鉄を含む良質な
水簸粘土で、わずかに白い石粒が混じる。灰原や炉の壁から多数を検出した。内面と裏、側面は被熱
がおびただしく金属分の付着も見られる。ひび割れがひどく使用に耐える頻度が少なかったと考えて
いる。また、中仕切炉の仕切壁には密に入るが、丸竈や中仕切竈の周辺の壁は小さく壊され、量も仕
切壁のような密な入りでなく、注意しないと見逃すような混じりである。
　いずれも銀、塩素を含み、長竃の塩化銀生成に使用した道具と考えていたが検出数が多く、使用頻
度の差があると考えられるが長竃の検出数とは合わない。後生に描かれた『佐渡金山絵巻』には「長
竃は金銀の分離工程で上粉に塩を混ぜて円柱状に固め、上皿に乗せ土蓋をして焼上る。銀が塩と反応
して塩化銀となり、これを水洗いして金と塩化銀を分け、塩化銀を銀に精練する」とある。
　盤状土器は長竃で使用し、亀裂して割れたものを他竃の壁の骨材に再利用されたものと見たいが、
具体的にどの竃で使用されたものかはっきりしない。周辺が焼けて白く変質することから炉に関係す
るものと考えたい。盤状土器は炉の周辺ばかりでなく、役所のある台地の深い場所からも検出される。
しかし、炉跡はない。当時は台地全面に捨てたのであろう。骨材に使用したものは別にして、炉の周
辺から1500個以上を検出した。別記一覧表のとおりである。
　蓋形（第182図）
　1は長径が約15cm、短径は不明、高さ5cm、凹み16cmの浅い皿状を呈する。2は長径の長さ不明で、
短径が136cm、凹みは09　cmを測。3は長径が不明、短径14cm、凹み14cmを測り、指頭痕が明瞭に残る。
また簾状の敷物の上で手ずくね成形したらしく簾の圧痕がつく。4は現存長1＆2cm、短径不明、凹14cm
を測る。5は現存長11cm、凹みはα8　cmと薄い。断面で観察すると被熱は全面に及び、内部へ深く浸透
している。とくに縁辺部は灰白色に変質するなど強い熱を受けている。いずれも亀裂で割れている。
　鉢形（第182図）
　蓋形に比べ極端に数が少ない。造りは同じで蓋に比べ底が薄く縁が高くなる。被熱は内面3～4㎜
に及ぶ。しかし、強熱を受け変色するものが多い。当初は身と蓋の関係と思ったが、数が極端に少な
く蓋と一致しない。単なる職人のくせによるものか。蓋と同じく手ずくね成形で裏面に簾状圧痕のつ
くものや指頭痕が多く見られる。
　6は長径不明、単径98㎜、底厚は1．2cm、凹み3．3　cmを測り、凹みが深い分だけ器肉が薄くなる。7
は現存長9．9cm、短径123cm、凹み3．2cm、器肉1．8　cmを測る。8は長径不明、短径15．8cm、凹み3．2　cm
で底面に簾状厚痕がつき、敷物の上で成形したと思われる。手ずくねのために大きさ、深さ、縁の内
湾、外湾などに差が見られる。蓋形に比し鉢形は小さく割れたものを多く見受ける。
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第182図盤状土器
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第40表盤状土器観察表
No 出　土　地 現在縦 現在横 高cm 底厚cm 形　態 残　存 備　　　考
1 D－11－97 13．17 10．95．30 3．78蓋形 6／1 図1
2 D－11－671 8．38 11．00 4．23 2．88 蓋形 9／1 図2
3 D－ll－676 11．41 8．12 2．721．92 蓋形 8／1 指頭痕と裏に敷物跡あり　　図3
4 D－11－88 19．10 10．54 3．65 2．41 蓋形 4／1 図4
5 D－11」05 11．33 9．563．08 2．44蓋形 6／1 図5
6 D－11－86 9．99 8．10 4．041．37 鉢形 11／1 図6
7 D－11－81 12．51 9．go 5．141．94 鉢形 10／1 図7
8 D－11－145 10．84 4．445．02 1．80 鉢形 10／1 図8
　棒状土器（第183図～第184図）
　長竃に使用したのではないかと考えたが、他の竃の底面からも出土するので、検出面を考慮して長竃
の可能性ばかりとは云えなくなった。形態は角柱形と丸柱形に分かれる。手ずくね成形らしく指頭痕の
残るものが見られる。被熱でひび割れしたものや寸前のものが多く、焼けて変質しており、長い使用に
耐えなかったのではないだろうか。何竃に使用したのか、角柱状や丸柱状の差については確認できない。
　『佐渡金山絵巻』では似たものがなく不明である。
　角柱状（第184図）
　亀裂でつなぎ合わせたが完形品はできなかった。根元と末口に径の差があり、根本は大きくなる。
全般に丸柱状よりは細いできである。
　1は現存長114cm、径は末口で1．60　cmを測る。二つに割れていたのを貼り合わせたもので、被熱を
受け白く変質している。胎土は盤状土器と同じで、鉄を含んだ赤色粘土で酸化焼成しているが被熱で
桃色を呈する。2は現存長102cmで、末口1．10cmで残存率は87％と考えている。ひびはあるが割れて
いない。被熱で変質し胎土は1と同じである。8は太い方が残る。径は2．30cm×1．50　cmで正方形では
なく、現存長9．70cmである。被熱で片面は変質するが、片面は白い斑点があり赤粘土が残る。
　丸柱状（第183図）
　全体に角柱状よ一りは径が太く長い。胎土は角柱状同様で水簸した赤粘土である。被熱で白く変質し
たものが多く、ひび割れ寸前で、長く使用できなかったものと考えられる。
　1は両面が残るので全体の長さが分かる。ひび割れた三つを繋いで完形品にしたもので、長さ1274cm
径は太い方が284cm、末口は210cmを測る。胎土は角柱状同様で、被熱で白く変質するが、片面は赤い。
2は割れて長さ不明であるが、太い平面が残り径は2．68cmを測る。現存長は971cmある。3も根元の
平面が残り径は3．41cmあって径が最大である。手ずくね成形により太い平面を叩いて調整したようで、
根元が曲っている。亀裂が甚だしく崩壊寸前の様相を呈する。4も根元の平面が残り、径は2．4×2．6
でイビツな感を受ける。現存長は8．13cmある。5は末口の平面が残り径1．96　cmを測る。現存長は9．64
cmあり、成形の円が均等ではなく、潰れた格好を呈する。
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第41表　棒状土器観察表
No 出　土　地 残存長cm太径cm 細径cm 重量9 形　態 残　存 備　　　考
1 D－11－15412．74 2．85 2．1071．99 丸形 完形 図1
2 D－11－1419．71 2．68 2．6779．82 丸形 4／3 図2
3 D－11－1205．86 3．41 3．27 53．97 丸形 2／1 図3
4 D－11－90 8．13 2．70 2．695．00 丸形 3／2 図4
5 D－11－1229．64 2．69 1．96 65．06 丸形 4／3 斜面第三灰原より出土　　　図5
6 D－11－1475．74 2．07 1．60 21．59 丸形 3／1 図6
7 D－11－1085．40 2．25 1．97 25．60 丸形 3／1 図7
8 D－11－88 6．87 2．95 2．8642．90 丸形 2／1 図8
9 D－11－1486．29 2．68 2．4037．22 丸形 2／1 図9
10 D－11－1154．98 2．78 2．6937．90 丸形 3／1 斜面第一灰原出土　　　　　図10
11 D－11－1611．60 2．40 1．92 76．17 角形 完形 図1
12 D－11－1810．60 2．03 1．46 52．71 角形 4／3 斜面第三灰原より出土　　　図2
13 D－11－6410．05 2．08 2．0351．90 角形 4／3 図3
14 D－11－6 6．81 1．90 1．42 26．61 角形 2／1 図4
15 D－11－1710．28 2．21 1．69 59．18 角形 4／3 斜面第三灰原より出土　　　図5
16 D－11－73 8．65 1．97 1．8339．10 角形 3／2 斜面第三灰原より出土　　　図6
17 D－11－19 7．21 1．71 1．18 21．73 角形 3／2 斜面第二灰原出土　　　　　図7
18 D－11－57 9．82 2．45 2．1955．39 角形 3／2 図8
19 D－10－25 7．85 2．61 2．5156．91 角形 3／2 斜面の第二灰原出土　　　　図9
20 D－11－40 7．42 2．18 2．1244．73 角形 3／2 図10
　板状土器（第185図～第186図）
　底の薄いのをA形とし厚いのをB形に分類した。A形は底が1cmから1．3　cmあるのに対し、　B形は
1．4cmから1．75　cmあって4㎜程度厚くなる。4㎜といっても手にとると相当の差を感ずる。そして双
方共に直線の角形と半円の丸形に分かれる。胎土は水簸の赤粘土を用いるが、被熱で白く変質してい
る。寛政末年に定着したと伝わる酸化焔焼成で本焼の無名異焼を思わせる。大きさや厚さは一定せず、
手ずくね成形で敷物の上で調整したらしく指頭痕や縁がいびつになるものが多い。検出場所や被熱状
態から推して炉に用いた金銀製錬用具と考えたいが、後世の『佐渡金山絵巻』には見られない用具で
ある。使用竈や使用法について明らかにできない。
　A形板状土器（第185図）
　1．4．5．7は角形と見なしたい。角形は隅丸を呈したものと直線で処理する角ばった二通りが
見られる。1は長さが不明なものの現存長は454cm、現存幅6．81cm、厚さは1．21cmを測る。5は隅丸
を呈し、4．46cm、現存幅は5．72　cm、厚みは太い方で1．23　cm、細い方で1．07cm測る。2は緩い丸形で、
現存長565cm、現存幅＆21cm、厚みは1．24　cmを測る。丸形は緩い円形を呈するものと半円になるもの、
円となる三通りが見られる。8・9は円形を呈し、3は半円となり、半径5．07cmを測る。9は半径
a86　cmで、厚さは細い方で0．9cm、太い方で1cmを測る。いずれも焼けて白い斑点ができ、変質して
いる。A形は丸が多くて角が少ない。
　B形板状土器（第186図）
　隅丸と角ばった直線だけの角形と、丸形は緩い円形を呈するものと、円形になる二通りが見られる。
A形のように半径で終るものは見られない。検出した中では角形が多い。
　1～10は角形で、11～13が丸形となる。1は現存長7．70cm、現存幅4．58　cm、厚みが1．86　cmで、反
面が焼けて白い斑点が生じている。手つくねで成形したようで直線が曲って見える。2は現存長9．29
cm、現存幅4．28cm、厚みが1．78　cmとなり、反面は斑点で変質している。5は現存長7．85　cm、現存幅
411cm、厚み1．74　cmで、両面が白く焼ける。10は現存長8．23　cm、現存幅3．63　cm、厚み1．48　cmで両面に
焼けが生じる。
　11は手つくね成形で円の縁が指頭痕で歪んでおり、内面に指頭痕や継目に固まりがある。現存長
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15．27cm、幅12．45　cm、厚み1．58cmで全体に火が通り白く焼けている。12は現存長8．38　cm、現存幅7．56
cm、厚みは142　cmとなり、敷物の上で成形したようで敷物痕が明瞭につく。胎土は雲母が混じってい
るようで粒が銀色の光りを放つ。
第185図　A形板状土器
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第42表　A形板状土器観察表
No 出　土　地 残存長cm 残存幅cm厚cm 形　態 備　　　考
1 D－10－1 4．54 6．81 1．21 角形 斜面の第二灰原から出土　　図1
2 D－11－17 8．43 5．18 1．23 角形 斜面第二灰原から出土　　　図2
3 D－10－7 6．47 5．07 1．32 丸形 斜面第二灰原から出土　　　図3
4 D－10－3 10．00 4．58 1．41 角形 斜面第一灰原から出土　　　図4
5 D－10－2 4．46 5．72 1．23 角形 斜面第一灰原から出土　　　図5
6 D－10－4 4．55 5．97 1．22 角形 斜面第一灰原から出土　　　図6
7 D－11－58 6．31 4．23 1．12 角形 図7
8 D－10－8 6．32 5．58 L39 丸形 斜面第一灰原から出土　　　図8
9 D－10－9 6．11 6．86 1．16 丸形 斜面第一灰原から出土　　　図9
第43表　B形板状土器観察表
No 出　土　地 残存長cm残存幅cm 厚cm 形　態 備　　　考
1 D－11－20 7．70 4．58 1．86 角形 図1
2 E－11－3 9．29 4．28 1．78 角形 図2
3 D－11－9 6．72 6．10 1．61 角形 図3
4 D－11－41 7．36 4．69 1．45 角形 図4
5 D－11－12 7．85 4．11 1．74 角形 図5
6 D－11－3 5．72 5．36 1．52 角形 図6
7 D－ll－40 6．93 4．42 1．83 角形 図7
8 E－11－5 7．67 6．03 L63 角形 図8
9 E－11－6 10．98 6．77 1．90 角形 図9
10 D－11－19 8．23 3．63 1．48 角形 斜面第二灰原から出土　　　　　　　　　図10
11 D－11－3915．27 12．451．58 丸形 斜面第二灰原出土、敷物痕、指頭痕あり　　図11
12 D－11－15 8．38 7．56 1．42 丸形 図12
13 D－11－5 6．04 3．94 1．41 丸形 斜面第三灰原から出土　　　　　　　　　図13
⑥瓦（第187図）
　平瓦から軒平瓦、丸瓦から軒丸瓦等が出土する。炉跡には屋根があって瓦が葺かれていたと考えら
れるが、礎石はなく建築物の遺構も出なかった。埋立ての際に取り払ったのであろう。瓦はすべて斜
面の地中から出土する。黒煉と須恵器のような古い手法を使ったもの、鉄分が混じり赤く焼けたもの
などがある。胎土は砂を含む粘土で雲母が混り光りを放つ。
　寛永17年（1640）には奢修の禁令が徳川幕府から出され、明暦3年（1657）の江戸大火によって
国持大名でも土蔵以外の瓦葺が禁止されている。防火のための瓦葺が奢修と見られたのが原因と思わ
れる。町家に対する瓦葺の再開は享保5年（1720）のことである。
　『佐渡四民風俗』は「瓦師などの業、当時は一向これなく候、以前繁華の節も当国は風雪烈しき所
故瓦を用い候ては早速凍破し用立申さず候に付き取り持ひ難しなどと申し候へども、左様にては御座
なく候、慶長年中鶴子より相川に御役所御引き移しの御作事は万端手潤く、当時の大御門先き後藤屋
敷の上溝道これある所まで御陣屋にて、大御門は右の並み拉びに御建て成され、櫓御門並びに塀を始
め惣屋根等都て瓦仕立てに候由、其の外大山祇、愛宕山等の造作も皆々瓦仕立てに候段承り伝へ候、
その証拠は当時も御役所廻り、又は右社頭辺には古瓦これあり候、（後略）」とあって、」安永年間に
柘植奉行の世話で南沢町の羽口屋伊兵衛が今戸焼を習いその序ついでに瓦焼を覚えて帰り、広恵倉、
須灰谷の米藏の屋根を葺いたのが近世の瓦焼の始まり」としている。しかし、『佐渡四民風俗』でい
う通り慶長年間の奉行所の門や塀には瓦が乗っており、瓦葺は古くからあったと考えられる（註18）。
　1は平瓦の全体図で、長272cm、幅248と232　cm、厚み1．7　cmを測り、箆を使って調整した痕が明瞭
に残る。68度に曲っており、胎土は砂を含む粘土で黒燥をかけている。第一と第二灰原の中間から
出土したもので、あるいは後世のものかも知れない。2は平瓦の先端部分で、現存長肪cm、幅76　cm、
厚1．9cmを測る。胎土は砂礫混り粘土で、裏面に横筋が細く入り調整痕は横で須恵器のような形態を
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示す。3は平瓦で黒燥を掛けるが、胎土に砂礫と雲母が混る粘土で、小さな石はぜが入る。現存長
9．5cm、幅12．5　cm、厚1．18c皿で、よく焼けて仕上がりはよい。5は丸瓦で現存長144　cm、幅11．2　cm、厚
1．7cmを測り、箆で切った調整痕が残る。裏面には縦横や回転の調整痕が明瞭で、胎土は小石を含ん
だ砂混り粘土で、一部が黒く他は赤や須恵器の色をしている。酸化焔や還元焔など、焔にむらがあっ
たためと思われる。6は軒丸瓦の残欠で、円筒を半分に割った格好である。現存長75cm、幅7．5　cm、
厚1．8cmとなる。表は横、裏は斜縦の調整痕が入る。軒に紋があるのか無紋なのかは現状では判断で
きない。
　土塁跡や陣家跡、池跡から須恵器に似た古い手法の片瓦を検出するのは奉行所建設時に葺いた瓦の
可能性が高い。
第44表　瓦観察表
No 出　土　地 残存長c皿残存幅cm 厚cm 種　類 色 備　　　考
1 C．10．1 27．22 24．81 1．73 平瓦 黒煉 第一灰原と第二灰原の中間　　図1
2 D－11－5 9．52 7．63 1．91 平瓦 須恵色 横目に調整痕あり　　　　　　図2
3 D－11－6 9．51 11．22 1．71 平瓦 黒燥 図3
4 D－11－7 6．38 13．36 1．82 平瓦 白色 一部は黒燥　　　　　　　　　図4
5 D－11－1 14．42 11．21 1．72 丸瓦 須恵色 図5
6 D－11－2 7．52 7．53 1．81 丸瓦 黒樵 図6
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⑦陶器（第188図～第190図）
　瀬戸・美濃陶器の他は北九州の肥前陶器が占める。瀬戸・美濃陶器は太平洋に面した府県に浸透し
ていると聞くが、相川に多いとは想像しなかった。これだけ佐渡金山が繁栄したためであろう。そう
いえば羽田町の山側に瀬戸物町ができ、瀬戸・美濃陶器の問屋街と聞く。寛永12年（1635）の火災
で焼失し再建されなかったと云う。新興の肥前陶器が入り込む余地がなかったと考えられる。
　しかし、肥前の唐津焼ができると肥前1期から関西をはじめ日本海を通って北海道の道南までくま
なく広がり、逆に太平洋側は関東から岩手の間にわずかに出土例があるほど渡来が少なくなる。近世
は相川羽田浜に唐津船が何艘も入り焼物を陸揚げしたため、羽田奥の瀬戸物町が唐津町と名を替えた
と『佐渡年代記』は云う（註19）。
　瀬戸・美濃陶器（第188図）
　1は志野に文様を描いた絵志野である。口径13．8cm、高さ不明を測り、外面に幅4㎜の線を鉄絵具
で二重にロクロに沿って描く。その間に細い線が入る。内面は5㎜の線を1本ロクロにつけて引き、
口縁は鉄絵具で塗潰す。2～7は白い志野紬をかけた小皿で、粕の薄い部分から緋色が滲み出ている。
2は口径がll．8　cm、高25cmで、高台径7．4　cmを測り、3は口径11cm、高29　cm、高台径5．9cmを測る。
4・5は口径、高さ不明であるが、高台は6．8cmと7．3　cmある。7は口径69　cmを測る。16は鼠色をし
外面に火ぶくれを生じている。いずれも志野粕をかけた小皿で、気泡と膨らみを持ち、失敗作の一歩
手前で窯から揚げた様相を呈する。口縁が内湾し緋色が随所に見られ、皿の丈が高いことから16世
紀末の大窯IV期からV期に属すると見たい。
　肥前陶器（第189図～第190図）
　1は口径2＆6cm、高6cmの鉢である。鉄絵は描いてなく、高台はあると思われるが見えない。外面
に石はぜが2個あり、外面は灰粕が腰までかかっている。2は口径26cm、高さ29　cm、高台径69　cmを
測る。鉄で見込みに草花文様を画き、見込みに胎土目の跡があるように見えるが定かでなく、鉄絵は
黒く発色している。灰紬は外面腰までかけ、灰は濁った色を呈する。高台内に兎巾をもつ。3は口径
23cmを測る。藁灰紬をかけた絵唐津の鉢で、鉄で口縁内に×を描き、見込みに意味不明の線で丸を
薄く描く。灰は濁って2と同じ色を示す。5は高台径53cmの絵唐津小鉢である。藁灰粕をかけ外面
に鉄で意味不明の点を描くが現存だけでは意匠が分からない。片薄高台で内部に兎巾がある。7も絵
唐津皿で高台径58cmを測る。
現存片では意味不明である。鉄分が多い故か胎土は黒い。片薄高台で柚は畳敷まで流れている。4と
6は碗であろう。5は片薄高台であり、6は高台に胎土目の重ね焼跡がつく。どちらも鉄分が多く赤
い肌をもっている。16世紀末の肥前1期で草創期の岸岳系も混じっている（註20）。
　8は高台径4．3cmを持つ碗である。見込みに灰紬が溜まっている。外面の粕は無造作にかけられ、
高台までかかったり、腰までとさまざまである。9は鉄分の多い紬で白と茶色を混ぜ合わせた色を呈
する。高台に空洞があり殆土が流れ、紬にも気泡が入る。10・11は砂目の重ね焼跡を持つ小皿であ
る。10は重ね焼跡が太く、11は細い。ともに高台にも重ね焼跡がつく。片薄で兎巾があり、灰粕は
腰までしかかからない。
10は口径12cm、高33　cm、高台径3．6cmをはかる。11は高台径3．8　cmを測る。
　重ね焼の砂目跡や透明度の高い石灰粕に変わるのは肥前n－1期とみたいが、溝縁皿は検出されない。
一235一
第188図　瀬戸・美濃陶器　Sニ1：2
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第189図　肥前陶器（1）
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第190図　肥前陶器（2）
㌢、
8
9
12
　　　　　　　　≠　　　　　　　’　吋
鼈鼈黶Q＿一一
1
」〆
　　．黶f一
一
1
一一▼一＿一
　　　　　ノ
14
0 5 10cm
238
第45表　陶器観察表
No 出　土　地 焼　物　名 器種 口径cm 器高cm高台径cm 備　　　考
1 D－10－1 瀬戸・美濃 鉢 13．8 不明 不明 斜面第二灰原出土、肥前1期　　　　　　　　図1
2 D－10－2 瀬戸・美濃 皿 11．8 25．0 7．4 斜面一灰原出土、大窯IVV期　　　　　　　　図2
3 D－10－3 瀬戸・美濃 皿 11．0 29．0 5．9 大窯IVV期　　　　　　　　　　　　　　　図3
4 D－10－4 瀬戸・美濃 皿 不明 不明 6．8 大窯IVV期　　　　　　　　　　　　　　図4
5 D・11－9 瀬戸・美濃 皿 不明 不明 7．6 大窯IVV期　　　　　　　　　　　　　　図5
6 D－11－10 瀬戸・美濃 皿 16．2 不明 不明 第二灰原出土、大窯IVV期　　　　　　　　図6
7 D－11－2 肥前 鉢 28．6 6．0 不明 肥前1期　　　　　　　　　　　　　　　　図1
8 D－11－1 肥前 鉢 28．0 29．0 6．9 斜面第二灰原出土、絵唐津、肥前1期　　　　図2
9 D’11－3 肥前 鉢 23．0 不明 不明 肥前1期　　　　　　　　　　　　　　　図3
10 D－11－23 肥前 椀 不明 不明 4．6 肥前1－1期　　　　　　　　　　　　　　　　図4
11 C－10－3 肥前 皿 不明 不明 3．8 第一灰原出土、絵唐津、肥前1期　　　　　　図5
12 D－11－24 肥前 椀 不明 不明 4．3 肥前n－1期　　　　　　　　　　　　　　　　図6
13 D－10－8 肥前 皿 不明 不明 5．8 一灰原出土、絵唐津、肥前1期　　　　　　図7
14 C．10．2 肥前 碗 不明 不明 4．1 斜面第一灰原出土、肥前1期　　　　　　　　図8
15 D－11－21 肥前 皿 不明 不明 4．5 肥前1期　　　　　　　　　　　　　　　　図9
16 C－10－1 肥前 皿 12．0 3．3 3．6 一灰原二灰原の中間出土、絵唐津、肥前n－1期図10
17 D－11－15 肥前 皿 不明 不明 3．6 肥前H－1期　　　　　　　　　　　　　　　　図11
18 D－11－27 肥前 椀 不明 不明 3．2 肥前n－1期　　　　　　　　　　　　　　　図12
19 D－11－4 肥前 鉢 25．0 不明 不明 肥前1期　　　　　　　　　　　　　　　　図13
20 D－11－12 肥前 皿 23．0 不明 不明 肥前H－1期　　　　　　　　　　　　　　　　図14
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第4節　寄勝場
（1）遺構
　石組10（第191図）
　勝場地区の東端、15－11グリッドに位置する石組を検出した。水路10の流れを遮るように北東から
南西に大小7個の石が使われ、長さは2．5mを測る。石組11と平行し、レベルもおよそ4α3mと同じくら
いで、間隔もちょうど3間あることから、何か関連のあった石組みと考えられる。水路10を断ち切るよ
うな形で設けられているので、水路よりは新しい石組と考えられる。大きな石は70×55cmを測り、小さ
なものは25x20　cm程度の物が使われている。
　石組11（第191図）
　H5－4・8・9グリッドに位置し、石組10と平行する石組を検出した。レベルは石組10と同様およそ4α3
m、長さは約4．7mをそれぞれ測る。大きな石は約80×50　cmを測り、小さな物でも35×45　cmと大きめで
ある。石質も安山岩・球状流紋岩など様々なものが使われている。上部に積まれていたかはわからなく、
検出したものは一段である。
第191図　石組10・11平面図
◇
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　井戸8（第192図）
　E4－12・13グリッドに位置し、長径1．35mを測る井戸を検出した。上の周囲を切石四段積みで巻いて
いる。石の大きさの平均は30×22×20cmで安山岩が多い。上が平らになっているので、検出面が天端と
思われる。石は変形の三角錐状で、表面にノミ筋のあるものとないものがある。裏に隙間が多いが裏込め
石は意外に少ない。周囲は灰褐色粘土で堅く締まり、埋め立てに石を使っている。
　井戸は上部が明褐色砂質土層、炭混り暗褐色土層で、その下から石が検出され堆積土は炭混じりの暗黒
褐色砂質土層が天端石より1．55m続き、中へ石磨や石塊を投げ込んで埋め立てに利用している。その下は
暗黄褐色土となり、石下の粘土が崩落の危険性が強く中断したため以下は不明。上部の炭混り層は安政の
火災層で、火災以後は使用しなかったと思われる。文献には「井戸水を頭船へ汲込む」とあり近くに「ね
こ流し」があったと思われるが、近代の基礎工事で先は崩壊しているものの、安政以後にはなかったと想
定される。
　井戸9（第193図）
　F5－1・2グリッドに位置し、長径1．87m、短径1．64mを測る楕円形の井戸を検出した。表土は標高
41．20mを測るが、基礎工事跡が大きく、40．41mで井戸と判明した。現状では石組が見られず、当初から
無かったのか或いは工事で取り除いたのかは明確にできないが、周辺の土中に礫が多く入っているので石
組は無かったと考えられる。
　深さ3．54mまで堀ったが崩壊が激しく危険なため中断した。底面で南北115cm、東西125　cmの楕円形を
呈する。土層は5層に大別できる。1層は27cmの黒色粘土と灰褐色粘土が混合する埋立土で、　H層が礫
を多く含む燈色粘土となり93cmを測る。礫は安山岩の角の無い石を使い、白石英の鉱石も混じる。皿層
が礫混じりの灰黄褐色の混合粘土となり55cmの厚さを持つ。　IV層が79　cmで木屑、浜砂利、焼炭、礫を含
むオリーブ灰とオリーブ黒の混合土となる。寛政11年の火災層と思われる。V層は1mあり、礫を含まな
い黒色粘土で湿気が多く、ドブ土の匂いが強い。
　井戸10（第194図）
　G5－8・9グリッドに位置し、長径1．27mを測る井戸を検出した。安山岩系の石が多く一部流紋岩が混
じっているが、5～6段に組み、石は南で高く北は低くなっている。平均34×33x17cmの変形三角錐状
の切石で表土の上石が高く平らを呈するので、ここが天端と考えられる。石組の奥の隙間を小礫で埋めて
ある。8号井戸と造りは同じであるが、上を安山岩の丸石で塞ぎ、さらに表土で包む。堆積土は灰白・焼
炭・焼材・礫を含む灰色と褐色の混合層で、石の下は崩落の恐れがあって危険なため掘りすすめることを
中断した。
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第194図　井戸10平面図・断面図
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　桶（第195図～第199図）
　E5－9、　F　5－12、　G　3－22、　G　4－18、　G　5－13グリッドにそれぞれ位置する。桶は総計6個検
出した。桶1は底が完全に残っており竹のタガがかけられている。底は杉を用い底径62cmを測る。底は
四枚の板を組合せタガで押さえる。中にセリカスが堆積していた。上がないため全体の器形が不明である。
地中に半分埋まっていることから『本途勝場床屋粉成吹手続大概』による前垂桶と考えたが、寸法が壱尺
五六寸と現物より小さいため、違うことがわかった。桶1・桶2の位置関係が近いことや、近くに船
12・13があり、その脇にはねこ流しの傾斜の為に使われたと思われる杭の出土から、さなご桶か水桶と
考えられる。
　桶2は桶1より約60cm離れたところに位置し、保存処理の段階で松材であることが判明した。底径55
cmを測り、2枚の板が竹釘で接合してあった。クレも上部が破損しているものの、長い物で50　cm、短い
もので30cmを測り、20枚を数える。
　桶6は勝場の最も北側でG3－22グリッドに位置し、底部のみ出土し腐食寸前で樹種は特定困難であ
る斜面際から検出したもので、底には三枚の板が残るのみである。堆積土は4層に大別され、底には石が
4個入っていた。底径75cmの大きな桶である。「板取」が使う桶類であろうか。
　桶8は底径約60cm、残存の深さは18cmをそれぞれ測る。2層に木材片、3・4層に石を検出した。何
に使用されたかは不明である。
　旅（第200図～第201図）
　E5－18グリッドに旅1、　F　4－3グリッドに旅2をそれぞれ検出した。いずれも竹で編んで底面が
平らになっている。旅2は竹で細かく編んだ旅であり、縁はどう処理しているか不明である。横を二本使
い縦で二本を交互に編み返す。「さく粉成」に用いる「さく旅」と思われる。
　この「さく旅」は、石拍の者が打ち砕いた鉱石をふるうためのもので、目が荒いものから細かいものま
でいくとおりもあり鉱石によって使い分けた。『本途勝場床屋粉成吹手続大概』「さく旅粉成之事」による
と「さく旅」でふるうことを「さく粉成」といい、ふるった鍵粉を立桶へ入れ、杓でかき廻し砂をなじま
せて濁水を上船へ汲む。また桶底に溜まった砂は磨挽きに廻し、一番から三番まで細かに挽き、濁水を上
船へ汲み込んで「ねこ流し」にかけるとあり、旅は「さく旅」しかない。
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　水路9（第203図～第204図）
　H4－6グリッドより西に向かい土塁前E4－2で直角に曲がって南に走りE6－1グリッドまでの水
路を検出した。絵図によると南には馬場と稲荷堂があって、その下を潜り斜面下へ流す仕組みである。明
治になって奉行所の腰を廻るようにして自動車道路を新設し脇の下水溝へ落とす。土塁は近代の校舎建設
により季節風を防ぐために構築しており、土塁と一・緒に下水路を設置したのであろう。下水路の下方に安
政の黒い火災層が広がり、石の切り方もTの字状を呈するものが見られ、補修の跡が歴然と残る。奥の隙
間には裏込めが多い。
　東端では35cm、西端では30　cmを測る緩斜面を流れ下り、平均30　cmの深さで底石を敷く。凝灰岩の切石
で南北列と東西列は石の大きさが異なる。石は二段に積み、南北が48x30×20　cm、東西は30×26　x　23
cmを測る。南北列は底が土であるが、東西は前途の通り底に石を置く。底石には下磨・上磨があり、寄勝
場から出土した石磨を利用したのであろう。
　層位を見ると南北では4層に分かれ1層が瓦・ガラスを含む暗褐色で瓦・ガラスから察して昭和の火災
層と考えられる。n層は瓦片を含む黄褐色粘土層、皿層は焼炭を含む黒色粘土、　IV層が黒色の砂で底とな
る。水路下は黄褐色粘土層が広がり皿層を含め安政の火災層と考えられる。石は西が高く40数cm、東は
平均30cmを測る。東西の底に扁平石を敷く層位は1層が暗褐色粘土で、　n層が焼炭を多量に含む砂質土
となり、底に石が敷れる。
　水路10（第203図・第205図～第206図）
　H5－10・15グリッドに位置し、西北方向に走る長さ約4mの水路を検出した。水路11号と同じ方向に
走るが高さが46．6cm低く11号より前の時代のものと考えられる。11号と同方向で下層に水路10は続くも
のと想定されたが、10号の延長にも、水路11号の下層にも痕跡が見られず先が不明である。また、H
5－15の先は南に曲がって大御門脇の水路と合致すると思い、F5－20の壁と1の壁を探したが見つか
らなかった。
　現長423m、幅29　cm、深さ20．9　cmを測り、側縁石は平均48　x　39×20　cmの安山岩を面切りして南は二段、
北は一段に積む。底に樋はなく、裸のまま水を流したと思われる。
　層位の1層は焼炭・礫を含む黄褐色と浅黄色の混合層、H層が灰色砂質土しなり、下は埋め立てに礫を
不規則に投げ込んでいる。
　水路11（第203図・第207図～第208図）
　H5－9からH4－16グリッドまで位置し、西北方向に走る水路を検出した。水路10号とと同じ方向
に走るが10号と比較して466cm高くなるので、水路10号所在の年代より新しいと考えられる。溝に三つ
の舩が乗っているが、水路と舩の切り合いやレベルを見ても、舩と水路は一体となって稼働していたもの
と考えられる。G4－3グリッドに位置する礎石が並ぶところまで続き、舩23も関連遺構と考えられる
が、水路9号や近代の基礎工事等で断ち切られていて確認ができなかった。
　水路の現在長は12．3m、幅30．5cm、深さ24．8cmで、石は角のない平均24×14×23　cmの丸石の面を切っ
て一段に並べる。安山岩の川原様の石が多い。石組は途中で切れてない部分もある。底には樋がなく土の
底だったようである。下に水路10号が続くと思って掘ったが石ばかりで水路は出なかった。
　A・Bでは1層が黄褐色粘質土、n層が炭混じり暗灰色黄褐色土、皿層は炭混じり灰色砂質土となり、
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C・Dでは10号と同じ焼炭・礫を含む黄褐色・浅黄色混合土と、灰色砂質土のH層となる。
　水路12（第202図～第203図）
　15－6グリッドに位置し、西北方向に走る木樋水路である。現長1．91m、幅10．5　cm、深さ9．50　cmを測
る。先端に木の桝を設け水の流れを調節するが、桝は28×29cmのほぼ正方形を呈する。松板を用い、板
の厚さ20～2．4cmを測る。これも西北方向に流れ、水路10号と並んで標高が最も低い地点にあり、下は湿
地で石が多くなる。標高39．9mで水路10号とほとんど同じ高さである。桝の下に樋がつくが、樋は桝と直
角ではなく、桝の周囲に樋がつく跡は見られない。
　水路13（第203図・第209図）
　F4－24からD4－15グリッドに位置し、西北西に走る水路を検出した。　D　4－20では水路を石で組
み上に木板が乗っているので、暗渠部分があったと推定される。所々を石で組むが、近代の基礎工事で荒
らされた部分が多い。勝場絵図には大御門脇から工場への排水路が描かれ、工場で止まっている。しかし、
斜面際まで水路が延びることにより、斜面を潜って下の揚柄山勝場へ通じているかと予想されるが、斜面
崩落の危険度が強いため調査を除外した。奉行所絵図では水路を境に双方に勝場が建ち桝から勝場へ水を
送っている。その痕跡は不明であり、斜面の水路跡有無によっては、絵図面に無いものの発見もあり得る
　断面のA・Bでは6層、C・Dでは5層の凹み、　E・F6層の石に囲まれた部分、　G・Hでは2層の凹
み部分、1・Jでは3層が水路と想定される。
第202図　水路12平面図・側面図
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舩（第210図～第214図）
　『本途勝場床屋粉成吹手続大概』『飛渡里安留記』の勝場で使用する絵図には舩の説明があり、『勝場鍵
粉成方之図』による絵巻では「かな場」の石釦の傍らで上舩とか下舩、水舩とあって、舩の名称が使われ、
水をふんだんに使って「石磨」や「ねこ流し」で粉成する図が描かれている。説明は上舩（是は鍵粉を磨
で挽くたびに立流した濁水を汲み入れる）・下舩（是は上舩から余った水を受け取る舩）・中突舩（是は
磨で挽いた砂を立流し桶底に溜った砂をこの舩で汰り、金銀の汰物を取り上げる水舩）・荒物舩（是は上
鍵の粉を磨で挽かず、先は此舩で汰り粉を取る）・頭舩（是は頭井戸の水を汲み入れる〉・引き込み舩
（是は上鍵のみじん流の際に濁水をこの舩へ流し込んで置き、溜まれば何回も同じ事を繰り返す）・尻舩
（是は上中下の鍵に限らず流物の上水を流し込む舩）・細物舩（是は上鍵の塵・埃をねこで流し、みじん
の汰物はこの舩で汰る）・板先舩（是は流物を汰る舩）のようにある。
　木製の枠、底板など26箇所を検出し、これを舩と名付けて番号を付した。舩の大きさは一様ではなく、
三尺四方、三尺に一尺五寸、一間に半間の矩形など定形ではない。完全なものはないが、矩形が多く、そ
れぞれ高さが違う。底板があるものには砂状のセリカスと言われる堆積物が溜まっており、また、舩12
は中に堆積物と石磨が集中し、車木がはまったものもあった。安政以後のものは学校建設で壊され、残存
するのは寛政から天保の遺構が主体と思われる。
　舩13は面積が広いので、石磨を置いて三人がかりで挽いた磨場と考えたが、舩は新旧を見せ、絵図に
描かれる磨場ではないと判断した。むしろ磨挽きとねこ流しの間にある板取舩の可能性が強い。立杭は
「ねこ木綿」を干すのに利用し、下の矩形船は水舩で、ねこ流しを行なったものと考えられる。
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第212図　舩　平面図・側面図（舩8～舩12）
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第213図　舩　平面図・側面図（舩13～舩19）
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第214図　舩　平面図・側面図（舩18・舩22～舩26）
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（2）遺物
　①石製品（第215図～第219図）
　　奉行所の古いことはほとんど分かっていない。火災は正保4年（1647）に新五郎町から出火して上
　町台地を殆ど類焼し、奉行所も全焼した。第1回目の火災で、構内にどんな施設があったのかはっき
　りしない。101年後の寛延元年（1748）には四十物町から出た火が上町台地の施設を全焼して鎮火し
　た。この時の再建絵図が残っている。
　　拍石（第215図～第216図）
　　（拍石）たたきいし、（拓石）はたきいしの双方があり、どちらが正しいか不明である。町名は石
　拓町であり、文政12年（1829）の『鍵粉成方之内石拓之事』には石拍と呼んでいる（註21）。古くに
　は石拓であり、後期には石拍の字に変わったのであろう。ハンマーでたたいて粉にすることには変化
　はないと考えられる。
　　鉱石を鎚で叩いて細かくし、石磨で挽いた粉をねこ流しで汰物を取揚げて精錬に廻すが、比重選鉱
　の粉成に拍石が必要となる。寄勝場の粉成所から多量に検出されるが、原石は古くは安山岩で、江戸
　後期になると下相川村・千畳敷産の玄武岩質安山岩に変化し、黒味を帯びて重い。油石と呼び、一面
　に径、深さ6．5cmの丸い穴を眼鏡状に二つ穿る。地元では眼鏡石と云えば拍石を指す。輸送代がかか
　らないために地元の石を選定したものと考えられる。
　　「飛渡里安留記」の中の『鍵粉成方之内石拍之事』によると「金場と云って三尺四方程を石で築い
　て高くし、土を塗り、手前に至極堅い黒石を置き、前の方を定場と云い少し中窪に穿り、くつ縄で組
　み輪を掛けて、その向側に鍵を置き、金場鎚と云う鉄鎚（重さ三四貫目程ある）で打ち砕く。細かく
　なったものは馬ノ尾飾に通す。荒いものは石拍がさらに細かく打ち砕く」とある（註22）。しかし、
　粘土によって固められた高い場所はなく、H群に変ったので必要がなくなったのであろうか。
　　古くからある丸い眼鏡石を1群とし、矩形状を呈する四角い穴をH群とする。1群は江戸後期末に
　形態が変ったと思われ、明治時代に施設が洋式化されるまで使っていたのであろう。1群とH群の混
　在を見ると、H群には1群の丸底が残ったものもあることから、1群の再利用の可能性が高い。　H群
　は矩形状を呈することから眼鏡石とは呼ばない。
　　1群（第215図1～6）
　　角のない四角い安山岩質で、穴は鉱石を細かく打ち砕くので滑らかであり、使用痕が見られる。寄
　勝場の下層からの検出が多い。
　　1は上に眼鏡状の穴を二つ穿る。穴径12cmと14cm。2は扁平な石の上に眼鏡状に二つ穿り穴径は
　12cmと13cmある。側面は高さから見て穿ってない。3は下が欠落して不明となるが高さから見て下
　にないと思われる。穴径は12cmと14cmである。4は上面に二つ対に穿る。穴径は15cmで深さは15cm
　を測る。側面は欠落して一つが半端になり、径が13cmで深さは3．5cmしかない。青色の安山岩である。
　5は安山岩系統の黒味を帯びた岩が印象に残る。上に二つ穿っており、高さから見て側面はないと思
　われる。穴径11cmを測る。6は上に穴が一つ穿ってあり、穴径11cm、深さ3cmを測る。あと一つ穿
　られているようであるがはっきりとは分らない。白い石英の鉱石津で造られたのが珍しい。坑内から
　出る石で細工したのであろう。川原で角がとれているが、側面と下は割れた状態で眼鏡状の一部が見
　えるものの完全ではない。
　　奉行所の役所礎石・石垣・水溜等から検出する拍石は1群の丸い眼鏡状の穴である。幕末に構築し
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たと云われる土塁の石垣から検出される拍石も丸い穴であり、四角のH群は出てこない。これを見て
もH群は新しい穴のことが分かる。
　1群・∬群混合（第216図7～9）
　1群とH群の混在をいう。下相川産の玄武岩質安山岩が多く使われる。7は長径47c皿、短径35cm、
高さ29cmある。上面と側面に丸穴が見える。角の穴は丸の穴の傍に穿っている。丸穴は径12cmに対
し、角穴は幅cmで深さは3cmある。8は長径40、5cm、短径36cm、高さ29　cmを測り、角穴は長16cm、
長幅15cm、短幅13cmある。丸穴は径11cmで深さ4cmある。9は長径39　cm、短径38　cmでほぼ正四角形
を呈する。角穴は長さ19cmで長巾11cm、短巾9cm、深さ10cmとなり、底に鉱石を粉砕した跡が明瞭
に残る。丸穴は径15cm、深さ3cmを測る。また角穴には丸穴の底痕があり、角穴が新しいことを照
明する。
　豆群（第216図10～12）
　矩形状の四角い穴を穿ち、上層部から検出される。拍石の90％以上がH群であり、1群のように
角のない川原石ではなく、玄武岩質安山岩を多面体に調整し、隙間があればH群を所狭しと穿りつけ
る。穴径は上9cm、下11cm、深さ2cmから5cmを矩形状に穿り、階段状を呈するが、底には切面の
丸穴の残るものが見られる。明治以後に切り替えたのであろうか。
　10は角穴の長巾が11cm、短巾が9cm、長さが17cm、深さ3cmを測る。全体の大きさは35cmと30　cm
あり高さは29cmを測る。上に三つの痕があるが真ん中が一番使用痕が多い。あるいは左右の穴を使
ってから真ん中を穿ったのかも知れない。下に一つ、両側面にも穿った跡が見られるがはっきりしな
い。高さから推して穿ってあると思われる。11は上に一つ、下に二つ並んで穿っている。側面にも
あると考えられるが、浅くてはっきりしない。12は上に一つ、下に並んで二つと上に一つの三個を
穿る。両側面にも穿っている。角穴は場所の好き嫌いを云わず穿れる斜面に穿る。石屋の手間代を省
くためであろうか。角穴は長さ＆5cm、長巾6．3cmと5cmを測る。下は横に続き向かい合うような形を
呈する。
　分かったことの一つは
①当初は安山岩系の堅い石を用いたが、江戸後期になると下相川産の玄武岩質安山岩を使う。山取り
をそのまま使うため川原の丸くなった石とちがい角があり、四角の穴に変わる。斜面が幾重にもでき、
その間にところせましと穿りつける。丸い穴から四角な穴にいつ頃変わったのか不明である。
②天保に赴任した佐渡奉行の日記によれば金場でハンマーで叩き粉にする作業を行なっており、天保
以後と考えられるがはっきりしない。いずれ変わった時期を特定せねばなるまい。
③日本の鉱山では相石と摺石の併用が多いが、佐渡には摺石を使う習性はない。鉱石の堅さが原因で
あろうか。
④岩手県の金沢金山や福島県の半田銀山では女一人で唐臼をついている絵図があり、佐渡もそうかと
考えたが、「佐渡年代記」によると寄勝場は水不足のため水道を付替え、廃坑の水を引き困難を凌い
でいるが水には、難儀しており唐臼は鉱石の堅さからいって無理と思われる（註23）。
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第215図　拍石1群
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第216図　拍石1、H群混合（7～12）
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第46表　抽石観察表
No 出　土　地 長径cm短径cm 高cm 石　　質 相穴個 上面 下面 側面 形態 備　　考
1 H－5－58165．0 35．0 33．0玄武岩質安山岩 6 2 無 4 1 1図　丸穴
2 H－5－58253．0 35．0 25．0玄武岩質安山岩 2 2 無 無 1 2図　丸穴
3 E－4－45345．0 40．0 33．0玄武岩質安山岩 4 2 2 無 1 3図　丸穴
4 E－4－5 48．0 36．0 20．0玄武岩質安山岩 4 2 2 無 1 4図　丸穴
5 土坑45－51 34．0 11．5 9．0 玄武岩質安山岩 2 2 無 無 1 5図　丸穴
6 E－4－34724．0 19．8 13．5 白石英 4 2 2 無 1 6図　丸穴
7 F4－23 47．0 35．0 29．0玄武岩質安山岩 8 2 2 4 In混合 7図　丸角混在
8 F4－11340．5 36．029．0 玄武岩質安山岩 6 2 2 2 In混合 8図　丸角混在
9 F－4－88 39．0 38．0 25．4玄武岩質安山岩 4 2 1 1 IH混合 9図　丸角混在
10 E5－01 35．0 30．0 29．0玄武岩質安山岩 6 2 2 2 n 10図　角穴
11 E－5－12840．0 30．0 25．0 玄武岩質安山岩 4 1 2 1 n ll図　角穴
12 E－4－45235．5 35．0 30．0 玄武岩質安山岩 6 1 2 3 n 12図　角穴
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＼　石磨類（第217図～第218図）
　上磨と下磨を対で挽くことから石磨類とした。宝暦9年（1759）までは、勝場は買石宅にあって銘々
が粉成を行なったものの、享保8年に北沢町・次助町・大床屋町に寄床屋が建ち、ここで山吹銀にし、
上京町の分床屋で金銀に吹分けていたが、これでは抜金の防備が容易ではないため宝暦9年（1759）に
工事を始め奉行所構内に寄勝場をつくり、粉成から吹立までを行なって監視の眼を光らせた（註24）。
　鍵荷分は、毎月三、四の日を荷分といい、一十日分の鍵を買石が銀山へ登り、建場でかなごが出し
た鍵を入札にかける。落札者は臥に入れて間ノ山口番所から辰巳口番所へ廻った書類により確認の上、
四ノ日以降、現物を山から下げ、辰巳口番所で保管し粉成にかかる。寄勝場には粉成用の勝場と精錬
を主体にした寄床屋、小判を鋳造した小判所に別れ、これを総称して寄勝場と呼んだ。寄勝場は宝暦
9年に奉行所の囲いを広げ、一曲輪をつくり勝場・床屋の工場群を集め作業の一元化と密売の防止を
はかった。この制度は幕末まで残った。元和4年（1618）に鎮目奉行が敷地の縮小以来、初めて敷地を
拡張したことになる。昔、坑外へ積んだ捨鉱を再精錬した結果、金を検出し黒字になったので、工場
の一括集中で外吹買石の勝場は一段低い拝領地に決め坂本口番所を置いて取り締まりを強化した。こ
れを揚柄山勝場と呼んだ。しかし、寛政7年（1795）に採算が合わない理由で江戸の許可を得て廃止に
なった。今回発掘した場所は寄勝場で、小判所等は県道・民有地となっており発掘から除外された。
粉成は勝場で行い、拍石（たたきいし）で拓き、石磨（いしうす）の上下で挽き粉にする。細かくな
った粉を床屋に廻して精錬する。粉成は大きく分けて、石拍で鉱石を割り細かくして、馬ノ尾飾にか
けて板取に回すほか、さく粉成あるいは板取、ねこ流等で汰って細かい粉にして、床屋へ廻し吹きに
かける。この寄勝場跡からは汰りに用いる木の舩類や石磨類が1500点以上検出され、これらによって
石磨物配や拍石の穴の変化など新知見を得ることができ勝場の実態がある程度明らかにされた。
　発掘調査は粉成場と云われる勝場を中心に行ない、床屋と呼ばれる精練工場は下の台地にあって奉
行所を巡る道路工事によって近代に破壊され、小判所や後藤役所などはスカイライン道路の設置や民
間の作業場等によって戦後にいたり消滅している。
　鉱石を採掘し、金銀にする課程は概略次の通りである。勝場は鉱石を粉砕して石粉にし、金銀分を
選鉱する。これには金場で真ん中に凹みをつけクツワ縄で固定した堅石の上に鉱石を置き、槌で粉砕
する。粉砕した鉱石を馬ノ尾飾でふるい、適当な砂粒を板取に廻し最初の汰物にする。また残った鉱
石粒を石磨で水掛けし細かい泥粉状にし、汰板にかけて汰する。金銀を含んだ重い砂は板に残り雑粒
は洗い流される。さらに残った鉱石粒はネコ旅を通して斜め敷いた木綿布に残り、打込桶で水洗し、
板取に廻して汰物を回収する。床屋は集められた汰物や水筋は床家へ回し精錬する。大床は大吹床、
須灰床等に分けられ汰物・水筋や後の工程でできたカラミ等から金銀分を分離させて鉛に溶込せ合金
にする炉である。灰吹床は鉄鍋に灰を整形した炉で、大床でできた金銀鉛の合金に空気を当てて熱す
ると融点の低い鉛だけが灰に沈み込み分離する。汰物から金を含む山吹銀が、水筋からは銀分を含む
面筋金ができる。金銀吹分所では先の工程でできた山吹銀より金と銀を分離する。役人・床屋番・買
石ら立合で、付着のカラミを打落し、計量して床屋番に引渡す。山吹銀を金分と銀分に吹分ける。吹
分床で山吹銀と鉛、硫黄を加えながら溶解し、水を打って金分を含まない薄い銀皮をとり続けると炉
の底に金が残る。取った銀皮に再度鉛を混ぜて溶解し銀皮を取れば炉の底に筋が残る。これを何度も
繰り返し、最後に残った銀皮は薬抜床で焼き溶かし硫黄分を取り除く。分けられた銀皮と筋は灰吹床
で銅を加えて溶解し、銅カラミと鉛を灰に分離させて灰吹銀と分筋金にする。分離した分筋金は塩焼
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して色をつける。ここでできた灰吹銀はほぼ純銀に近い。筋金にはまだ銀分が含まれる。小判所では
筋金を純金にする。砕金床で筋金を溶かし湯状になったら火を除いて、金杓子で少しずつ鉄盤にすく
い上げ、摺石で摺り砕く。砕金床の上にある千両棚は溶解の際の煙に含まれる金分を回収するための
棚である。床には臼でついた細かく砕いた炭灰（須灰）を捲いてある。羽口の穴が四角なのは佐渡・
石見の特徴とある（註25）。
　寄勝場は宝暦8年（1758）の末に奉行石谷備後守の建案により江戸の許可を得て製錬工場を奉行所構
内に建てたもので、勝場には辰巳口番所を置き、金銀改出張所・鍵置場・寄勝場・床屋・金銀吹分
所・小判所・後藤役所などが建ち、出入人を見張り勝場で汰り分けた自然金や鉱石を護衛して吹いた
（註26）。
　粉成用上磨（第217図）
　下相川産の球状流紋岩の使用が大半を占める。上磨は磨滅が多い。寄勝場ができてからは物配りは
一・閧ｵ、明治の西洋方式に切り替えるまで続く。
　当初は物配りも定まらず、1本から8本まで様々であり、また外縁に達するもの、途中で切れるも
のなど定めがなく試行錯誤の状態であったが宝暦以後は一定して改良型に統一された。物配りが上磨
から下磨へ移動するのもこの頃で、物配りの本数に関わりなく能率のよい方向に進んでいく。
　1は下相川産の球状流紋岩で、下相川には海岸から山まで至る所に産出する。径360cm、高さ12cmを
測る。内容は物配りが3本放射状に延び、長さ4cmで外縁まで届かずに途中で消える。軸受を中心に膨
らみ回転痕が明瞭である。穴径4．5cm、軸受は5．2　cmで、柄溝は上に切られて幅4cm、長3．50　cm、深さ
352cmを測る。2・3も下相川産の球状流紋岩ででき、径41　cm、高さ13cmを測る。物配りは2は径41
cm、高さ18cmを数え、3は径37cm、高さ17cmを測り、物配りは双方とも3本見え、外縁まで届かず途
中で消える。1よりできが悪い感を受けるが、時代が古くなるのかも知れない。4は径44cm、高さ23
cmを測り、物配りは3本あると思われるが破砕で1本が見えない。細い物配りが曲って放射状に伸び、
外縁に達する。上は凹んで鉱石を落とすに都合よく出来ている。柄穴は真ん中についており、上は磨耗
してない。5は物配りが8本あったと考られるが現在は3本しか見えない。巾は1cm、深さは5㎜しか
ない。定規を使ってなく目分量で彫っている。細かく割れているが径36cm、高さ17cmを測る。
　6・7は物配りがない上磨で、6は径36cm、高さは磨耗して6cmしかない。7も径36cm、高さは
22cmを測り、下相川産の球状流紋岩で造られ、回転痕は磨面一面に明瞭に残る。物配りは下磨に移
行した後か見えない。
　上磨は上部に凹みがあり鉱石を物配りに落とすに都合よく造ってあったが、磨耗や割れてないもの
が多い。
　1から5までは寄勝場において定型化が完成するまで粉成用に使っていたのを勝場へ持ってきたも
のであり、物配りの本数が多いのは造るのに手間を要し、それに比較して効率がよくないために改良
を加えて1本になったと見る。効率と手間から本数が少なくなったのであろう。
　上磨に物配りがあるのは古い型ばかりで宝暦以後は下磨に移るのが大半を占める。寄勝場ができる
と改良が完成したと考えられ、殆ど改良型に代る。それも下磨に移行しており上磨には物配りがない。
摩滅して薄いため割れがひどく、不明が大半であるが上磨にはないと見たい。改良と同時に下磨へ移
行したのであろうか。一覧表に示すように上磨に物配りが見られるのは宝暦以前の古い型ばかりで、
上磨は柔らかいため摩滅がひどく何回も物配りを穿り直す必要に迫られ、その手間を減りの少ない堅
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い下磨に託したのであろう。
　「飛渡里安留記」の『馬ノ尾粉成之事』によれば、「最初の一番磨は砂が荒いため軽い磨で挽き、二
番磨からは重い磨で挽く」とあり、使用頻度の高い磨滅した磨を一番に再利用したと考えられる。さ
らに「鍵の粉を挽く上磨は径一尺三～四寸、高さ一尺七～八寸で、周囲を丸く仕上げ、真ん中に径三
寸程の穴を穿抜き、ここから鍵粉を通す。上磨の四方に車木という丸い穴を穿った木を仕込み、その
穴へやり木をはめ替える。やり木の長さは一間程に仕立て、上磨の輪鉄と下磨の芯と組み合わせて挽
く。上磨は下相川村内でつくる」とある。
知りえたことを列挙すると
　①上磨の材質は下相川産の流紋岩が多く、径1尺3～4寸位ある。
　②周囲を丸く仕上げ下磨と組んで挽くが上磨はきれいに成形してある。
　③上磨には周囲に車木を通す柄穴があり、やり木を廻して挽く。
　④一つの石磨を男3人がかりで挽く。
　⑤巾が広く奥行の長いものを柄穴とし、それ以外は柄溝としたが、摩滅により柄溝を穿り直し、柄
　穴が上に柄溝が下にある場合が多い。即ち一つの上磨に柄穴と柄溝のつくものがある。
　⑥宝暦以後は改良がすすみ物配りの形態が変化する。
　⑦物配りは本数が多く、1本から8本まであり、外縁に達したり途中で消えてなくなるほどであっ
　たが、軸受けの周辺を浅く削り、1本が外縁に達するよう変化する。
　⑧物配りは上磨から下磨へ移動するのが佐渡金山の特徴と云える。寄勝場が設置された頃は上磨に
　も物配りがあったが、勝場ではあまり見かけない。しかし、上磨は高さがなく割れがひどくて不明
　が多いため或いはあったのかも知れない。町場では物配りのある上磨をよく見かけるが、これは宝
　暦以前の石磨であろう。
　粉成用下磨（第218図）
　下磨は下専用のため、周囲をほぼ丸く仕上げるが、上磨の回転痕が残るように一定に丸く穿らず、
上磨のように柄穴・柄溝がつかない。宝暦以前は物配りを上磨に多く配したが、宝暦以後は逆に下磨
に物配りが移行する。一覧表で見る限り下磨の有が9172％となり、下磨が急に増加する。改良がすす
んで効果の同じことが分かり、石工の手間を惜しんで堅い下磨に移ったものと考えられる。下磨の軸
周辺を浅く削るのは、溝を穿ることによって軸山ができる結果を防いだのであろうか。
　「飛渡里安留記」『馬ノ尾粉成之事』の項は「下磨の径一尺四～五寸、高さ二尺ばかりの石で周囲を
少し丸く仕立て、真ん中に径三寸ばかりの穴を穿り、鉄を五～六寸に打ち延ばしたかねを真鉄といい、
立上げ、上磨の輪鉄と組み合わせて挽く。下磨は堅く、外海府片辺村字鹿ノ浦から出る石を使う」と
ある。
　また「飛渡里安留記」の『勝場に而遣候諸道具』絵図には手挽銀磨があり、「是は上鍵馬ノ尾ふるい
で通したもので元汰した分を元銀といい、溜りに応じてこの磨で挽き、水筋取上ケる」とあり、一人
用の小さい磨もあった。
　しかし、検出した磨には鉄ばかりではなく、木の芯が詰まっているのを見る。文献とは合わない。
磨で挽き、ねこで何度も汰って粉成（比重選鉱）は終り、床屋（精錬場）へ廻す。
　また『佐渡国略記』の天和2年（1682）の項には「戌八月一六日、石屋作兵衛、五右衛門下石丁場出
入二付、左之通銘々持分之丁場（中略）。銀山立始買石入用根本下石慶長年中石切四兵衛、源右衛門、
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　播州見影又越後国山ノ下墨岩寄村と申所より取寄、其後鎮目市左衛門様御支配之節両人之者願二付当
　国戸中村より片辺村之間江石切丁場見立、石舟五艘二付壱双宛上前ヲ取来リ候所、過分之由致難儀候
　段、慶安四卯年願二付相止」とあるように、慶長から元和まで播州見影石と越後の墨岩寄村から下磨
　の材料を取寄せていたことが分る（註27）。
　1は径34．7cm、高さ22　cmを測り、物配りが2本ある。軸山の防止をはかり軸の周辺を削って放射線状
に2本を配するが、中を深く周辺を浅く穿る。回転痕は明瞭である。これは改良初期の段階で改良がすす
むと1本になる。効果は2本も1本も同じで石屋の手間の節約をはかった結果であろう。2も物配りが2
本で軸山の防止をはかり軸の周囲を浅く削っている。径44cm、高さ133　cmを測る。3は径408　cm、高さ
165cmあり、軸山の周辺を浅く削るが、物配りの周辺は削らない。最も改良がすすんだ結果であろう。4
は径36cm、高さ168　cmを測り、軸山と物削り周辺を浅く削る。宝暦の改良により定型化した形態である。
5は物配りがない。物配りはどちらかにあれば良いのであって、双方につくことは考えられない。軸穴は
下まで通るのが普通である。径40cm、高さ292　cmを測る。6は径3α4cm、高さ292　cmで、物配りはなく、
軸穴も摺面に35c皿ほど穿ってある。片面だけを使う気であったのだろうか。
　下磨について知り得たことを列挙すると次のようになる。
1．原材料　　花尚岩質礫岩　北片辺村産
（慶長から元和ころまでは播州見影、越後山ノ下墨寄岩村から取寄せる）
　　天和2年（1682）に石工の訴状には、播州の見影石や山ノ下墨岩寄村から石を取寄せていたが、鎮目
　奉行の代に戸中から片辺村の間に丁場を見付けて取出すようになった。見影石の石磨があれば江戸初
　期と見たい。
2．寸　法　　径一尺四～五寸　高二尺
　　メートル法に直すと径が454cmで高さが60．6cmとなるが、径は摩滅の故か平均で40cmしかない。50cm
　を超えるのは、上磨の摺面と合わず余分を生じており大き目にとった故であろう。そのために上磨の
　摺り目に余分がある。現に上磨は下磨より小さく造られ、下磨が摺面からはみ出し、大きく造られて
　いるのを多く見かける。高さは25cmを超えないため、長い間の使用により磨耗したと考えらる。
3．物配り
　　寄勝場設置以来、改良がすすみ上磨から下磨に移行する。改良当初は物配りが2本あったが、効果
　の同じことが分かり、後は1本となる。また軸山の防止をはかり周辺を浅く穿るが、後は軸山のみで
　物配りの周辺は穿らない。下磨には物配りのないのが普通であるが、もしも物配りの変わったものが
　あれば古い時代で、宝暦の寄勝場設置以前の下磨を持込んだと考えられる。
4．その他
　　周囲は上磨とちがい丸く綺麗に仕上げない。したがって上磨との合う面にちがいを生じ摺った跡が
　明瞭に残る。
　　下磨には車木を通す柄穴や柄溝がない。
　　軸穴には（鉄芯）かねを通すが、木も検出され絵図とは合わない。しかも、宝暦の改良後の上下磨
　に見られる。
　　上磨から下磨へ物配りが移行すると上磨は回転痕だけが残るものが多くなる。これが相川金銀山の
特色と云える。
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第217図　粉成用上磨（1～7）
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第218図　粉成用下磨（1～6）
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第47表　粉成用上磨観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 石　　質 柄穴個 物配本 回転痕 供給孔cm 備　　　考
1 E－4－28536．0 12．0 流紋岩 穴現3 3 有 5．5 図1　2／1
2 E－5－15940．0 18．0 球状流紋岩 溝現4 1 有 5．0 図2　完形
3 E－5－23338．0 15．0 球状流紋岩 穴4 3 有 3．0 図3　完形
4 H5－200 43．7 25．0 球状流紋岩 穴現3
a現2
現2 有 10．0 図4　2／1
5 土坑20－2 38．0 13．5 球状流紋岩 穴現3 8 有 8．0 図5　小片
6 D－4－4 38．0 6．0 流紋岩 溝現1 無 有 4．5 図6　小片
7 土坑8－1 36．0 22．5 球状流紋岩 溝現2 無 有 8．0 図7　2／1
第48表　粉成用下磨観察表
No 出　土　地 径cm 高cm 石　　質 柄穴個 物配本 回転痕 供給孔cm 備　　　考
1 H5－103 40．4 21．7花固岩質礫岩 無 2 有 3．5 図1
R／2面と軸不直角
2 E4－1 45．0 15．0 花商岩 無 2 有 4．5 図2　完形
3 F4－201 45．0 17．0 花尚岩質礫岩 無 1 有 4．0 図3　3／2
4 G－4－1 37．0 16．8 花尚岩質礫岩 無 1 有 2．5 図4　5／4
5 E－5－28245．0 30．0花尚岩質礫岩 無 無 有 3．0 図5　完形
6 井戸2－13 40．0 30．0花樹岩質礫岩 無 無 不明 3．5 図6　完形
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　石硯（第219図）
　勝場から3点が検出された。いずれもE－4安政火災層からの出土と近代の女学校建設基礎からの
出土である。
　1は鼠黒の色をしており、巾6．7cmで、表面に無数の落書を横に穿り、一部は海に及ぶ。海と陸の
一部に墨の跡を残すが練物かも知れない。2は海が深く綺麗に穿ってある。深く穿ってあるのは練物
と思われる。硯に落書はなく黒墨を使っていたようで海にその跡が残る。赤褐色を呈するが、裏には
円形の挟りが見え、学校の生徒が使用したと考えている。女学校のためか落書がない。
　3は小形で、多く硯石に利用され、赤褐色を呈する。裏に縦筋が直線に入るが或いは落書ではなく、
埋まったときにできた傷とも考えられる。海の一部が見えるものの何色の墨をつかったかは不明であ
る。すべて一部しか残っておらず全容が明らかにできないが、役人や番の買石人が粉成や鍵のための
記帳に使ったと考えられる。石の産地は特定できない。
第219図石硯S＝13
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第49表石硯観察表
No 出　土　地 石　　質 全長cm 現存寸法cm 備　　　考縦 巾 高
1 E－4－1 不明 9．0 6．8 2．4表に落書、練物か？
2 E－4－2 不明 10．0 3．1 1．7 練物か？
3 E－4－3 不明 7．3 4．2 1．2 裏に落書
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②金属製品（第220図）
　銅板（第220図）
　1は製錬用と考えられる製錬倖である。縦長6cm、横7．5cmを測り、被熱で焼け色は中が鉛色、紫
や金色に変化している。薄く板状を呈し、蛍光X線による元素分析によると銅でできた薄い板に局部
的に鉛が付着する。鉛色に変化しているので色別できるし、X線分析でもはっきり分る。赤や紫に色
が変るのは二次的に火を受けた結果とみており、けい素、アルミ、鉄などが多いのは長く土に埋まっ
ていた汚れと考えている。製錬に使用したのであろう。
　煙管（第220図）
　2は煙管の雁首と直角に折れた吸い口である。雁首は管が4．2cmに詰口（火皿）は径1．35cmあり、
吸口は管が6cmに径0．8㎜を測る。ラウは腐ってなかったが、さして長いとは考えられない。。喫煙の
習慣が一般化した江戸時代後期の作品と見られ、寄勝場で働く職人が持っていたのであろう。雁首は
浮世絵に見る江戸時代特有な形を呈し、詰口（火皿）が比較的大きい。銅でできており錆びて緑青を
吹いている。二つ重ねで筋が割れており、重ねが分かる。穴は油を取るために火箸で突いた跡がはっ
きりする。詰口（火皿）は大きいものの油返しの湾曲が小さくなり江戸後期に属するであろう。煙管
は製作地によって特徴を呈し、その土地の名前がつくことが多いが、これは佐渡の作品と考えたい。
第220図　銅板・煙管
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③古銭（第221図）
　古銭は寄勝場の広い範囲にわたって検出されたが、中に雁首銭が1枚混じっていた。雁首銭は煙管
の首を叩いて平たくした似銭の模造である。近世墓の六道銭に検出されるものもあるが、近世遺跡の
繕銭に紛れ込まして使うのが大半を占める。買石か工場労働者が使ったものと見たい。その他の大半
は寛永通寳であるが佐渡鋳銭の「佐の字銭」は1枚も見当らなかった。
　中国銭は2枚が混るが、1つは開元通寳の唐銭であり、割合しっかりして錆びがなく、もう1つは
北宋の聖宋元寳で、彫りも崩れていない。双方共江戸初期に日本で造った模鋳銭と思われるが真偽の
ほどは不明である。
　第221図1は寛永通寳で背文字は千を消したと思われ、径22．1、穴径65、銭厚0．7㎜、重量2．31gで、
銭厚は火災に逢い薄くなっているが、鉄分が混り231gを測る。鉄銭で千の字があるのは陸奥石巻で鋳
造したものと思われる。
　鉄貨は鉄一文銭と呼ばれ、元文4年（1739）から延享4年（1740）、明和2年（1765）から安永8年
1779）、天保6年（1835）から慶応3年（1867）の三期にわたって鋳造している。元文4年には江戸深
川十万坪、江戸亀戸、摂津加島の銭座で始まるのが最初である。翌年から寛保元年までは紀伊中之島
銭座でも鉄銭を鋳造し、寛保元年には佐渡相川でも造った。この他に江戸本所小梅、江戸本所柳島、
江戸深川小名木などがある。明和2年は江戸亀戸、甲斐飯田で始まり、伏見西浜、陸奥石巻、常陸太
田と範囲を広げる。天保期には西日本での鋳造は姿を消し、東日本に限定される。即ち江戸深川、陸
奥石巻、武蔵小菅などである。相川で鋳造した鉄銭は裏に「佐」の字があり、民家の神棚に絹銭とし
てまとまっており、錆びてひっつくものが多い。
　2は背文字がなく径22．0、穴径55、銭厚1㎜と薄い。重量は259gで1よりは重いものの、銭厚が薄
いことは長く地中に埋もれていたことと銭貨改悪の影響を示す。3は径23．9、穴径6、銭厚が12㎜で
今までより大きく造られる。
　2、3は銅銭で、元禄10年（1697）から延享4年（1747＞、明和4年（1767）から天明元年（1781）
の二度にわたり鋳造している。元禄に荻原重秀による銭貨改悪の影響で寛永通寳も品位が悪くなる。
これを荻原銭と呼んでいる。江戸亀戸、京都七条の銭座で鋳造し、正徳期になると江戸亀戸、佐渡相
川、享保期には佐渡相川、江戸深川十万坪、京都七条、陸奥石巻、摂津難波で鋳造されている。元文
から延享には21ケ所の銭座で鋳銭されている。この頃には「佐」「仙」「小」「元」「足」「長」などの背
文字がついたものが多いが、鋳造地や鋳造時期を表していると考えられるが、背文字のないものもあ
り、鋳銭所は今後の調査に待つことが多い（註28＞。
　4は小型で径20、4、穴径7㎜と大きいのは資源を節約したと考えている。
　6は文銭と呼ばれる銅銭で、径245、穴径45、銭厚1．1㎜と一回り大きい。寛文8年（1668から天和
3年（1683）までの鋳造に関るもので、背に「文」の字が入る。江戸亀戸の鋳銭所だけで量産された。
これを新寛永H期と呼ぶ。輪郭は裏と表で相違がある。
　12、16、19は古寛永と呼ぶ第1期に属する銅貨で、はじめは、江戸浅草と芝、近江国坂本に鋳銭所が
設けられたが、これだけでは全国に流通するだけの量の確保ができず、新たに8ケ所の鋳銭所を増設し
た。翌年に水戸、仙台、吉田、松本、高田、長門、備前、豊後に置くことが決まり、寛永16年には駿河
国井之宮にも銭i座が設けられた。明暦期には15ケ所に増えた。古寛永の1期は寛永13年から17年までと、
明暦2年（1656）から万治2年（1659）の2回にわけて鋳造した。品質も良く大き目のつくりである。
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一275一
第50表　古銭観察表
No 出　土　地 銭　　名 裏文字 外径㎜ 内径㎜ 穴径㎜ 銭厚㎜ 重量9 備　　　考
1 D－4－1 寛永通寳 無 22．1 20．0 6．5 0．7 2．31 鉄一文銭　　　図1
2 E－4－1 寛永通寳 不明 22．0 19．1 5．5 1．0 2．59 新寛永　m期　図2
3 E－4－2 口永通寳 不明 23．9 19．9 6．0 1．2 3．68 新寛永　皿期　図3
4 E－4－3 口永通寳 無 20．4 12．4 7．0 0．8 1．78 新寛永　皿期　図4
5 E－4－4 寛永通寳 文 24．5 22．9 4．5 1．1 3．07 新寛永　H期　図5
6 E－4－6 寛永通寳 些 21．8 20．2 6．0 1．1 1．59 新寛永　皿期　図6
7 E－4－7 寛永通寳 兀 21．8 20．2 6．0 0．9 2．41 新寛永　皿期　図7
8 H－4－1 開元通寳 無 24．0 19．5 6．7 1．3 2．91 唐銭　　　　　図8
9 D－5－1 寛永通寳 無 22．0 18．0 6．2 1」 2．42 新寛永　田期　図9
10 D－5－2 聖宋元寳 無 22．7 19．8 6．9 1．1 2．94 北宋銭　　　　図10
11 D－5－3 雁首銭 無 21．5 18．5 5．0 1．5 2．60 雁首銭　　　　図11
12 E－5－1 寛永通寳 無 23．3 22．9 5．3 1．3 3．55 古寛永　1期　図12
13 E－5－2 寛永通寳 無 21．8 21．5 6．8 0．9 一 新寛永　1皿期　図13
14 F－5－1 寛永通寳 無 22．9 18．9 5．5 0．8 2．19 鉄一文銭　　　図14
15 F－5－2 寛永通寳 無 21．6 17．6 6．1 0．8 一 新寛永　皿期　図15
16 G－5－1 寛永通寳 不明 24．9 20．3 5．7 1．4 2．89 古寛永　1期　図16
17 G－5－2 寛永通寳 無 24．6 19．7 5．9 1．3 2．61 新寛永　m期　図17
18 H－5－1 口永口寳 11波 27．0 23．2 6．2 1．0 一 真鍮四文銭　　図18
19 H－5－2 寛永通寳 無 24．9 19．3 6．1 1．3 3．04 古寛永　1期　図19
20 H－5－3 寛永口寳 無 23．5 18．4 6．3 0．9 一 新寛永　皿期　図20
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④土器（第222図～第240図）
　羽ロ（第222図）
　10組が検出された。E－4から纏って5ケとE－5から3ケ、井戸8号中（E－4）から1ケ、
F－5から1ケである。寄勝場は粉成所ゆえ羽口は検出されないと考えていたが、『山吹銀吹分筋金
灰吹銀吹立方仕法大概』によれば、「粉成所では下鍵が悪臭を放つので、それを消すために焼汰物釜
（土釜）を使い、汰物を握り締めて火で焼く」とあり、羽口を使用する可能性が高く、出土するのは
焼窯があれば当然と思われる。
　しかし、蛍光X線元素分析によると羽口には、銀・銅・鉛の残留からみて鉛吹による銀・銅吹分け
の諸工程との関わりが想定されると云う。銀が検出されなかった羽口についても同様のことが想定さ
れ、羽口は金製錬より銀銅製錬との関わりが深いと云われる。そうなると床屋の存在を考えねばなる
まい。寛政以後の絵図を見ると、床屋は下の平地にあり、勝場には見られないので、買石が床屋から
持ってきたか、それとも勝場に床屋があった可能性も否定できない。
　検出された羽口は隅丸四角形で、中の穴は丸く、火元へ行くにしたがって短径も穴も小さくなる。
火に近いところは焼けて溶融し殆土と鉱物が混ざり合っている。
　1～5はE－4出土で、6はE－4の井戸8号検出で、小形の矩形を呈する。1は長112cm、短径
は4cmと3．2cm、穴径2．6cmと1．6cmを測り、隅丸四角形でほぼ全形が分る。細い部分が火元に近い。
ひび割れており、繋ぎ合せて全長が分ったもので、三方が黒く焼け、一面が白い殆土のままなのは底
になっていたためと思われる。2は現存長6cm、短径4cmと3．6　cm、穴径は双方共に1．9　cmを測り、火
に遠い故か焼けが激しくない。3は現存長5．9cmで、短径3．7　cmと3．5cm、穴径2．4cmと18cmで、火に
遠い方が残る。三面は黒く焼けるが一面は白い。4は現存長6．5cm、短径3．7cmと3．5cmでNo　3と同じ
である。穴径は2cmX1．8c血で、焼けが激しくないのは火に遠かったためと思われる。細い方が残る。
5は現存長6cm、短径は3．5　cm×3．3cm、穴径は2cm　x　1．6cmで、全体に焼けが少ない。6は井戸8号
から検出したもので、全形が分る。現存長11cm、短径3．7　cm×3．5　cm、23cm×1．6　cmで細い部分が黒く
焼けている。細い方が火に近かったのであろう。
　7から9はE－5の出土で、7は全長1α2cm、短は34　cm　x　2．5　cm、穴径2．4　cm　x　1．5　cmを測り、あま
り焼けてない。一面は素地のままのため火に遠いところに置かれていたのであろう。8は現存長6cm、
短径は3£cm×29　cm、穴径1．7　cm　x　1．1cmで、穴と二面に赤い鉱物の溶融が見られ、二面は黒く光って
いる。9は現存長58cm、短径3．7cm　x　3．4　cm、穴径22　cm×18cmで、焼けが激しい。
　10はF－5出土であり、現存長75cm、短径40　cm×35cm、穴径22　cm×18cmで溶融物が付着するが、
一面は黒と榿で焼方が激しくない。
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第222図　羽口
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第51表羽口観察表
No 出　土　地 長cm 短径cm 穴径cm 残存 備　　　考
1 E－4－1 11．2 4．0 3．2 2．6 1．6 100 全形が分る
2 E－4－2 6．0 4．0 3．6 1．9 1．9 2／1
3 E－4－3 5．9 3．7 3．5 2．4 1．8 2／1
4 E－4－4 6．5 3．7 3．5 2．0 1．8 2／1
5 E－4－5 6．0 3．5 3．3 2．0 1．6 2／1
6 E－4－6 11．0 3．7 3．5 2．8 1．6 100井戸8号から検出　全形が分る
7 E－5－1 10．2 3．5 2．5 2．4 1．5 100全形が分る
8 E－5－2 6．0 3．3 3．0 1．7 1．1 2／1
9 E－5－3 5．8 3．7 3．4 2．2 1．8 2／1
10 F－5－1 7．5 4．0 3．5 2．2 1．8 3／2
　羽ロ状土器（第223図）
　羽口と思われるが一部分しか残らず判断しにくいものを取り上げてみた。殆どがE－4からの出土
で、大形直方体が多く見られる。中に小形もあるが、大部分は大形か小形か判断できない。いずれも
直線の角形であり、穴は丸くなる。黒く焼けて変質したものは火に近い部分と思われ、胎土が見える
赤い粘土の二種類に分けられる。
　大形の羽口を使う炉は『金山絵巻』にも『勝場にて遣候諸道具』にも例がなく具体的にどこで使っ
たか不明である。ただE－4から纏って出土するので、E－4に炉があったと想定したいが、粉成所
に炉があったのか、床屋かはっきりしない。
　総数72点が出土したが、そのうちE－4が52点を占め、全体の72％を占める。ここに炉があった
可能性が強いが、粉成所に大きな羽口を使う炉があったかどうかは疑問である。しかし、この他にも
製錬用具が検出されるので炉の存在は否定しがたい。
　1は現存長6cm、短径は3．72　cmあり、残存の穴径では大きさが判断できない。胎土は鉄分を含み無
名異焼を想起させるが、火を受けて変色している。2は長12．5cmで穴径は3．14cmを測る。胎土は赤く
発色しところどころに火を受けている。径から見て大形に属すると思われる。3は現存長9．78cmで短
径は5cmを測り、末口の端が残り3．04　cmで、大形の羽口と想定される。胎土は鉄分を含み酸化焔のた
め赤く発色するものの被熱を受けた場所は黒い。4は長6．06cm、短径3．63　cmを測る。現存の穴径は
2．52cmあり、この径だけでは大きさの有無は不明である。5は長1α56　cm、短径3D7　cmで現存の穴径は
2．74cmあるが、この径だけでは大形の判断はできない。胎土は酸化焔焼成で赤いが、表面は撫でで仕
上げる。末口が残り、被熱で黒く一部は白い。6は長456cmで、短径は3．71cmを測る。末口が残って
おり穴径は2．35cmを測るが、これだけでは大形か小形か分らない。胎土は鉄分を含むが被熱で白く変
質し、火を強く受けたことを窺わせる。7は胎土が赤いが被熱で白いところもあり末口に近いことを
想定させる。長5．55cm、短径3．19cm、穴径のみでは大きさは決められない。8は長4．43　cm、短径3．65
cmで、胎土は鉄分を含むが末口が残り被熱で変質している。中の穴まで黒くなっている。9は末口が
残り黒く変質する。表面は撫で調整を行なう。穴径は1．94cmあり、これのみでは大形か判断ができな
い。長5．26cm、短径は3．42　cmを測る。10は長6．30　cm、短径2．34　cmを測り、末口が残って被熱で黒く変
質する。穴径は不明で、これだけでは大形の判断はできない。11は長5．83cm、短径2．35　cmで、末口部
分が残る。胎土は赤いが黒く変質し、穴まで薄黒い。穴径は不明で大形か判断できない。12は長620
cm、短径2．45　cmある。胎土は赤く無名異焼を思わせる。末口が残り、ところどころ黒いが全体では赤
い。穴径は不明で大形か判断できない。
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　　　第223図　羽口状土器
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第52表　羽口状土器観察表
No 出　土　地 現在長cm 短径現在幅cm 穴径cm 残存 備　　　考
1 D－4－1 9．04 3．72 3．72不明 不明 一 図1
2 E－4－2 12．51 4．73 4．73 3．14 2．45一 大形直方体　図2
3 E－4－3 9．78 5．00 4．88 3．13 3．04一 末口残　　　図3
4 E－4－7 6．06 3．63 3．63 2．52 2．52一 図4
5 E－4－10 10．56 3．07 3．07 2．74 2．74 一 末口残　　　図5
6 E－4－20 4．56 3．71 3．71 2．35 2．35 一 末口残　　　図6
7 E－4－22 5．55 3．19 3．192．71 2．71 一 図7
8 E－4－23 4．43 3．65 3．49 2．51 2．51 一 末口残　　　図8
9 E－4－24 5．26 3．42 3．42 1．94 1．94 一 末口残　　　図9
10 E－4－32 6．30 2．34 2．34不明 不明 4／1 末口残　　　図10
11 E－4－38 5．83 2．35 2．35不明 不明 4／1 末口残　　　図11
12 E－4－45 6．20 2．45 2．45不明 不明 一 末口残　　　図12
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　碗形土器（第224図）
　型作りにより真中底部が盛り上がった繋ぎ目のある土器で、平底の楕円形を有し長径は不明で、短
径は4．9cm、高さ2．8cm、器厚0．5～0．6cmを呈する。金銀製錬に必要な土器と思われ、内面と外面上部
が被熱を受けている。底面は粘土のままの状態であ
り、蓋状になって中を焼いたのか、炭で直接中を焼
いたのか、また、寄勝場か床屋で使ったのかも判断
できない。蛍光X線元素分析では、けい素・鉄・カ
リウム・マンガンなどは土の要素で、アルミナが比
較的多い粘土を使うのが特色である。口頚部から内
面にかけて還元性の被熱があり、とくに口縁部は半
溶融状態で、底部に被熱の跡がない。被熱の状態か
ら推察すると、蓋状に被せる形で使用したのではあ
るまいか。金銀製錬に使用されたと思われるが、ど
の段階で使用したか具体例は不明のままで明らかに
できない。鉛・鉄・銅が付着するが、これは使用後
の汚染であろうとしている。 0
第224図　碗形土器
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　鍋状土器（第225図）
　完形品がないので細部は不明なものの堆渦と思われる。堆塙には大小の形態や深さの違いがあるが、
金銀の製錬法によって差が出てくるのであろう。堆塙であれば床屋製品となり、勝場では使わず、床屋
から持ってきたと思われる。しかし、床屋と勝場は隣同志の関係か、床屋で使うものが多く出土する。
　1は半径や高さが分らない。内面に鉱石の溶解物が溜っている。胎土は鉄分を含み、還元焔焼成の
ためか白くなり火に当った部分は黒い。底が厚くあまり高くないと考えられる。あるいは碗形土器と
同じ格好を呈するかも知れない。撫調整を行なっている。
　2も半径や高さが分らない。縦長で底が厚く、火に当った部分が少なく、全体に白っぽい。鉄分を
含んで赤く無名異焼に似るが小礫も含み撫調整を行なっているようである。形は前者と違い丈が高く、
製錬の物によっては形が異なったであろう。いずれにしても製錬に使う世掴状土器と考えたい。
　3はG－5の出土で、半径や高さが分からぬ程の小片である。1と同じように、あるいは碗形土器
に属するかも知れない。被熱で底は黒いが、中も被熱を帯び薄黒い。胎土は細かい粘土で白い小礫を
含む。
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第225図　鍋状土器
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第53表　鍋状土器観察表
No 出　土　地 口径cm 全cm胴厚cm 底厚cm
1 E－4－1 不明 9．0 6．8 2．4表に落書、練物か？
2 E－4－2 不明 10．0 3．1 1．7練物か？
3 E－4－3 不明 7．3 4．2 1．2 裏に落書
　灯火具（第226図）
　現在の電球にあたる器具である。単純な素焼皿（カワラケ）を二枚重ね、上の皿に油を満たして芯
を入れ火を灯し、下の皿で芯を伝って流れる油を受ける。中世から製造されたが、飲食に用いたのか
灯明皿で明かりとりに用いたのかは判断が困難である。灯明としての皿は口の部分に灯芯の燃えた痕
跡を残すので判断できる。16世紀から存在を確認できるが、灯油が普及する17世紀から広く用いら
れるようになった。17世紀には瀬戸・美濃産の灰紬皿が主体であるが、18世紀には志戸呂焼が入る
が、19世紀には志戸呂産は激減し京都・信楽産が増える（註29）。
　油脂の浸出を防ぐために、口縁内側に突起のある皿形が加わる受付皿は関西では内面が白色の透明
粕をかけた陶器が主流を占めるが、関東では素焼土器が多い。17世紀後半から脚のついた皿が現わ
れるが、寄勝場では1個もなかった。
　寄勝場では灯明皿が大半を占め、底面を見ると静止糸切りや回転箆切りなどのほか、口径に膨らみ
を持つもの、器肉にも厚薄があり、胎土も白土や鉄分の多寡があって、出土層によって差がある。陶
器は関西系の白粕掛けや肥前焼、また地元産の無名異焼の器もみられ、時代が遅れるが、18世紀後
半の作であろうと考えられる。胎土は鉄分を含んだ赤い粘土で、地元産と思われる。壊れ易い土器類
は遠くから運ぶ必要がないと云われており、『佐渡相川志』は羽口屋について「羽口のほか砂鍋土器
を焼く」とあり、また、『佐渡四民風俗』には「寛政の末願いの上相始め、皿、鉢、瓶の類、其の外
日用の品々出来、国用を弁じ調法の儀に御座候間」とあって灯明皿を焼いたことを示唆している。
　焼場が分らないままに皿群に分類した。1群は底面が厚めに造られ、粗い感じがする。胎土は鉄分
を多少含み、回転箆切りが多い。恐らく島内で焼いた作品と思われる。深い層から出土し、宝暦9年
以前の作でなかろうか。H群は比較的薄い造りで丁寧な感を受け、口径に比して底面が大きくなる。
殆土は鉄分が多く、酸化して赤褐に発色し、浅い層から多く出土する。18世紀後半から19世紀にか
けての作で、地元産であると考えられる。皿群は陶器で無名異焼や肥前焼、関西系があり、薄く造ら
れている。肥前や関西系の陶磁器は移入品で、それぞれの産地から他の道具とともに入ってきたので
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あろう。18世紀末に造られた無名異焼土器は地元産であろう。
　第1群土器（第226図1～2、15～16、19）
1・2の灯明皿と15・16・19の受付皿は1群である。1は口縁8cmを測り、底面を回転糸切りで処
理する。底部の厚さは6㎜強で、胴部に膨らみを持つ。2は口縁65cmで、底面は回転箆切りである。
底面の厚みは7㎜強を測り、造りが粗い。15・16・19は受付皿で内皿を浅く削るので、底面が厚く
なる。15は口縁11cm、内皿口縁6cmを測り、とくに油の浸透が激しく黒くなっている。19は口縁8
cmを測るが内皿は欠けており不明である。底面厚7cmを測る。
　第五群土器（第226図3～10、17～18）
　H群は3～10の灯明皿と17世紀後半から18世紀にかけての17～18の受付皿である。口縁は9、5～
6、3cmとまで、胎土は鉄分が多く、赤く焼けたものが多い。受付皿は内皿を深く削るので、底面が極
端に薄くなり弱い感を免れない。他の灯明皿は底が薄く柔らかいできである。
　第皿群土器（第226図11～14、20～23）
　皿群は陶器の11～14の灯明皿と20～23の受付皿である。11・12は白紬が内面に掛かっており、
外面は無粕となる。11は口径9．9cmで、胎土は鉄分が少ない。12は口径5．7cm、深さ1．1cmを測る。い
ずれも薄造りである。13・14は線彫りの絵画があり、上に透明粕が掛かる。関西系であるが産地は
特定できない。20～23は陶器製の受付皿である。とくに23は肥前焼で内面に鉄粕が掛かり高台を持
つ。高台径6．8cm、高さ5㎜を測る。この外に図示しなかったものに佐渡産の受付皿が2点ある。無
名異焼は土器、陶器、妬器、磁器の中の妬器に属し伊藤赤水家文書には19世紀に制作が記録されて
おり、18世紀末には造っていたものと推察できる（註30）。
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第226図　灯火具
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第54表　灯火具観察表
No 出　土　地 焼物別 形　態 口径 高cm 図番号 群　別 備　　　考
1 H－5－2 土器 油皿 8．12 1．67 図1 1群 全面に油、煤痕有
2 F－4－1 土器 油皿 6．41 1．33 図2 1群 口縁に油煤、底面は回転痕有
3 E－5－3 土器 油皿 10．00 1．70 図3 n群 口縁に油、煤痕有
4 G－4－1 土器 油皿 7．17 不明 図4 H群 内面に煤、底面に糸切痕有
5 E－4－1 土器 油皿 6．24 1．36 図5 H群 口縁に油、煤、内面に煤痕有
6 G－5－7 土器 油皿 9．66 1．08 図6 n群 内外面に煤痕有
7 E－4－2 土器 油皿 7．48 1．12 図7 H群 口縁に油、底面に糸切痕有
8 E－5－1 土器 油皿 7．82 2．24 図8 H群 口縁に油、底面に糸切痕有
9 D－5－1 土器 油皿 6．80 1．58 図9 n群 内面に煤、底面は回転痕有
10 H－5－3 土器 油皿 7．16 1．94 図10 1群 全面に煤痕有
11 E－5－8 陶器 油皿 9．80 不明 図11 m群 外面に油、煤痕有、関西系か
12 G－5－6 陶器 油皿 5．72 不明 図12 1肛群 外面白紬、関西系か
13 E－5－7 陶器 油皿 8．90 2．04 図13 皿群 内面に模様有、関西系か
14 E－5－6 陶器 油皿 不明 不明 図14 皿群 口縁部に油、煤痕、紬に模様有
15 E－4－9 土器 受付皿 11．30 不明 図15 1群 全面に油、煤痕有、黒に発色
16 G－3－3 土器 受付皿 不明 不明 図16 1群 全面に油、煤痕有、黒く発色
17 E－4－14 土器 受付皿 不明 不明 図17 H群
18 E－4－10 土器 受付皿 不明 不明 図18 H群 内面に煤痕有
19 E－4－15 土器 受付皿 8．80 不明 図19 1群 内面は煤、底面は回転痕有
20 E－4－16 陶器 受付皿 10．80 2．01 図20 m群 内面は白で間紬有、関西系か
21 E－4－17 陶器 受付皿 10．00 2．12 図21 皿群 底面に墨書？か　関西系か
22 E－4－18 陶器 受付皿 9．00 2．04 図22 皿群 内面に白紬
23 F－4－10 陶器 受付皿 不明 不明 図23 皿群 内面鉄粕有
　灯火具状土器（第227図）
　灯火具と思われるが完全ではなく、残欠のみで油や芯の跡が残らず判断が容易でないものを灯火具
状土器として分類した。あるいは外面に油津跡のあるのは灯火具土器に加えるべきかも知れない。
　第1群土器
　1～3、11、12、14、16の油皿が第1群に属する。器厚は5㎜から7㎜と厚く、高縁は1が4．5cm、
2が12．4cm、3が12．2　cmを測り小さ目につくる。11・12は高台が8cm、14は6cm、16は不明である
が、高台1～3に比較して高台が大きいのは口縁も大きくなると思われる。胎土は鉄分が多く赤味を
帯びているものの、油の垂れ下がった跡は見えない。特に底が厚くつくられる。
　第皿群土器
　4～10、15～18がH群に属するが、とくに6、9は底が厚い。4と9は口縁が7cmあり、5は5．8
cmと小振りである。薄い故もあるのか柔らかく感じ、4、5、9を見ると口縁に比して底が長く
57．1％と53．4％となり、高さに比しては底が21．4％と20．7％になる。
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第227図　灯火具状土器
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第55表　灯火具状土器観察表
No 出　土　地 焼物別 形　態 口径 高c皿 図番号 群　別 備　　　考
1 E－4－4 土器 油皿 9．8 2．56 図1 1群
2 E－4－3 土器 油皿 14．4 不明 図2 1群 内面に付着物あり
3 E－4－2 土器 油皿 17．2 不明 図3 1群
4 D－4－4 土器 油皿 3．52 1．78 図4 群
5 D－4－3 土器 油皿 7．00 1．23 図5 群 底面糸切り
6 F－3－2 土器 油皿 不明 不明 図6 群
7 E－4－10 土器 油皿 21．8 1．60 図7 群
8 E－4－8 土器 油皿 11．2 不明 図8 群 内面油津付着
9 E－4－7 土器 油皿 8．0 1．45 図9 群 底面糸切り
10 E－4－6 土器 油皿 18．0 不明 図10 群
11 E－4－5 土器 油皿 不明 不明 図11 1群
12 G－4－1 土器 油皿 不明 不明 図12 1群
13 E－4－22 土器 油皿 不明 不明 図13 不明
14 E－4－20 土器 油皿 不明 不明 図14 1群
15 E－5－7 土器 油皿 16．0 1．52 図15 群
16 E－5－6 土器 油皿 24．4 不明 図16 1群 内面に付着物あり
17 E－5－5 土器 油皿 13．2 不明 図17 群
18 E－5－3 土器 油皿 17．0 不明 図18 群 外面に油津付着
　焙烙（第228図～第229図）
　羽口屋は羽口を作る傍らで鍋や焙烙を作っていた。焙烙は壊れ易いので遠くまで運搬しないと云う。
まして舟に積めば壊れる率が高くなるので無駄が多く、相川で焼いた可能性が高い。
　焙烙は口縁部分しか残っていない。被熱で黒く焼けて変質したものも見られ、粉成に必要な器具だ
ったのかも知れない。寛政末に相川の土を使って焼いた陶工・金太郎は焙烙を造っており、その残欠
が窯跡から出土するが、口縁や胎土が似ているため地元産と判断した。寄勝場から多量に検出される
のは製錬に使用した可能性を考えなくてはなるまい（註31）。
　焙烙は口縁部の形態により1皿群に分けられる。1群は口縁部が高くて縁帯がやや内傾する。n群は
口縁が立つか外傾しているものをいい、皿群は口縁が内傾する。穴はいずれも内から外にかけて穿孔
するが、途中で穿孔を止めているものも見られる。内は穴が大きくなり外は周辺に膨らみを持つ。吊
すのに用いるが、後年は吊さない方が多かったと思われる。そのために穴を貫通させないのであろう。
口縁の高いのが古く、あとは職人の違いと考えられる。
　大正末期から昭和にかけて焙烙を作成した職人の話によると、「型の上に勝津（セリカス）を敷く。
勝津は粉成の段階で生成される鉱石の残澤で、砂より粒子が細かい。相川では至る所に埋積されて入
手が容易であり、これを粘着防止に利用する。粘土を勝津の上に薄く延ばして乗せ、ロクロを回転さ
せながら体部を造り、その周囲に紐状の粘土を乗せて体部と接触しながら口縁部を造ってゆく。内面
はナデ調整するが、外面は箆整形のみでザラザラし、外底面は勝澤が付着したままである。穴は両側
に2個宛内部から外面に向かって穿孔するので、外側は穴の径が小さく穿った先端に筋状の突起を持
つものが多い」と云う。焙熔の製作法は今も昔も、あまり変化がないと思われる（註32）。
　1は1群である。口径31cmを測り、口縁が43cmと長く、やや直立気味である。宝暦以前と思われ、
上の台地と比較し少ない出土量である。粗々しく太くつくられる。
　2～10と18はH群に属し、口縁から縁帯が直立か外傾する1群である。2・3・5～9は口径3、1
cmを測り、7は縁帯に3状の沈線を施す。4・10は2軌6　cmを測り、7・9の穴は内から外に向って穿
るが途中で止まっており、3・4・6・8は外まで貫通している。
　11～17は皿群に属する。11～13は口径3α8、14～16は312cm、17は306cmを測り、縁帯が内傾する。
12・16・17は外縁がくびれ胴部とのつながりが膨れている。胎土は粒子が細かく縁滞と胴部の繋がり
に鉱津が帯状に廻るのが特徴である。
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第228図　焙烙（1）
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　　　　第229図　焙烙（2）
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第56表　焙烙観察表
No 出　土　地 口縁cm 高cm 口縁厚肉cm現在長cm胴厚cm 図番号 群別 備　　　考
1 E－4－1 38．00 不明 1．27 5．66 0．45 図1 1群
2 F－4－7 38．20 不明 1．53 6．29 0．35 図2 n群
3 E－5－2 35．74 不明 1．36 8．44 0．37 図3 1群 穴現1　内側から外側
4 E－4－5 34．98 不明 1．24 6．97 0．49 図4 H群
5 E－4－7 38．00 不明 1．51 6．58 不明 図5 n群
6 E－4－10 35．22 不明 1．74 6．72 不明 図6 H群 現穴1、内側から外側
7 D－5－3 32．00 不明 1．70 5．83 不明 図7 n群 穴現1、内側から外側
8 E－4－12 35．54 不明 1．49 4．86 0．28 図8 H群 穴現1、内側から外側
9 E－4－17 36．22 不明 1．58 6．87 0．52 図9 n群 穴現1、内面から外面
10 F－3－1 38．00 不明 1．49 6．56 0．50 図10 H群
11 D－4－4 34．20 不明 1．53 9．39 0．58 図11 皿群
12 E－4－6 35．02 不明 1．43 4．12 0．41 図12 皿群
13 E－5－1 36．04 不明 1．74 9．21 0．45 図13 皿群
14 D－5－8 35．00 不明 1．24 5．25 0．38 図14 OI群
15 D－5－1 36．04 不明 1．53 10．54 0．47 図15 皿群
16 F－4－1 38．00 不明 1．57 9．58 0．36 図16 皿群
17 F－5－6 38．04 不明 1．48 4．65 0．42 図17 皿群
18 E－5－10 34．68 不明 1．49 6．57 0．41 図18 n群
焙烙状土器（第230図）
　焙烙と思われるが判然としないものを一括したが計15片あった。
　第1群（第230図1）
　1はE－4からの出土である。口縁の長いものを1群とした。3＆2cmで最も大きい。胎土は鉄分が
多く外面が被熱で黒く変質している。勝澤は帯状に頚に巻かれる。1番古いタイプである。
　第皿群（第230図2）
　2はE－4の出土で、径342cm、口縁が外傾する。ナデ調整を施し、胎土は鉄分があり、赤褐色を
呈する。勝津ははっきりしないがナデ調整部分から外れ、ガサガサしているので分かる。胎土は粘土
に白や黒の小石を含む。
　第皿群（第230図3～8）
　3～8は皿1群に数えられ最も新しいと見なされる。薄手つくりで、径34～36cmを測り、高さは不
明なものの5cmくらいはあると推測される。勝澤が帯状にはっきり巻きつく。
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第230図　焙烙状土器
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第57表焙烙状土器観察表
No 出　土　地 口縁cm 高cm 口縁厚肉cm現在長cm 胴厚cm図番号 群別 備　　　考
1 E－4－3 38．20 不明 1．22 7．48 0．56 図1 1群
2 E－4－1 34．22 不明 1．13 3．75 不明 図2 n群
3 F・3・1 30．00 不明 1．22 6．89 1．44 図3 皿群
4 E－4－2 32．18 不明 1．16 4．41 不明 図4 皿群
5 E－4・5 34．42 不明 1．03 3．08 不明 図5 皿群
6 F－4－1 34．62 不明 1．14 4．83 0．58 図6 皿群
7 F－4－2 36．22 不明 1．56 5．35 不明 図7 皿群
8 F－5－1 35．82 不明 1．31 6．57 0．68 図8 皿群
　A形板状土器（第231図）
　炉跡から出土した板状土器は手つくね成形であったが、寄勝場は時代が遅れてロクロ成形しており、
薄い造りである。いずれにしても金銀の製錬に伴う板状土器と考えられる。一部しかないが、円形と
思われる。胎土から地元産であろうと考える。
　1は径が1＆4cm、底面の高さ5㎜で、口縁の高さ1．25cmを測る。胎土は粒子の細かい粘土で、黒く
変質している。内外に溶解した付着物がつく。
　2は口縁が直立し高さ139cmを測る。底面の高さは5㎜で1と同じ。撫で調整を行なっており、焼
けて黒鷺ししたように光沢がある。大部分は黒く変質するが口縁の一部が白赤になっている。鉄分の
多い粘土で成形したようである。
　3は破片の中で最も大きく、口縁が18．7cm、底面の高さ4．5　cmで3片の中では最も薄く、外側に切
り込みを入れる。口縁からの高1．48cmで、底面厚45㎜を測る。3片の中では焼けが少なく、黒から
鉄分の赤が多く赤に変わっている。
第231図　A形板状土器
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第58表　A形板状土器観察表
No 出　土　地 口縁cm 高cm 現在長cm底厚cm 口縁部厚c血 備　　　考
1 D－4－1 16．65 1．48 5．25 0．50 1．37 被熱があり内外に付着物
2 D－4－2 17．60 1．39 2．85 0．50 1．07 燥黒で光沢あり
3 E－4－1 18．74 1．48 8．87 0．45 1．21 口縁部のみ燥黒
　五徳状土器（第232図）
　穴の径が数センチに及び径が広く底が厚いのは焼窯に使ったと考えたい。そう云えば『飛渡里安留記』
に、鉱石を焼いて脆くするのに、焼窯で焼くと書いてある。焼窯は鳥越や中尾間歩から出た薄鍵を焼く。
「焼方は土でつくった釜に炭を入れ、薄鍵を握り固めて古臥を掛けて釜の下口より風を吹き込み蒸焼きに
するが、焼き終ったら貫目を改め帳面に記して汰物置場に置き、戸前に封印をする」とある（註33）。
　火鉢や規炉の中に立てた目皿に、鉄瓶やヤカン等を置くのに用いたと考えられるのはわずか2点し
かない。また穴はない五徳と考えられるものも含めた。五徳は島外から持って来ずに島内産であろう。
　1～3・6～8は径20£［cmで同一であり、穴径は1、97　cmから2、17cmと一様ではない。穴は手つく
ねで穿けており、規炉や火鉢にしては径が大きく、目皿の穴も太い。表面は焼けて黒くなり、胎土も
ザラザラして粘着力を失ったように見える。
　4は径が260cmとさらに大きくなり、穴は226　cmあり一段と大きい。
　5は径240cmで穴は2．55　cm、底厚は1．94　cmと厚い。片面は黒く粘着力がないように見える。殆土は
雲母と小石を多量に含み白く光っている。
　9は径110cm、穴は1．52　cm、底厚1．15cmで薄く、手つくねで穿ける。10は11．6cm、穴は1．58　cm、底
厚は1．14cmと薄い。手つくねというよりロクロで穿けた公算が強い。
　　　　　　　　　　　　　　　　第232図　五徳状土器
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第59表　五徳状土器観察表
No 出　土　地 径cm 現穴ケ 穴径cm底厚c皿 図番号 適　　　　要
1 D－4－1 11．0 2 1．52 1．15 図1 焼炉の五徳か？
2 E－5－2 11．6 4 1．58 1．14 図2 幌炉の五徳か？
3 E－4－3 20．0 2 2．91 1．52 図3 表面が黒くて、穴が大きい。製錬用か？
4 E－4－5 20．0 1 2．78 1．53 図4 井戸8号の中。表面は剥がれて不明。
5 E・4－11 20．0 1 2．93 1．72 図5 穴が太い。製錬用か？
6 E－4－12 26．0 1 2．96 1．70 図6 井戸8号の中。穴が太く、方面が黒い。
7 E－5－6 24．0 2 3．00 1．74 図7 片面は黒で穴が大きい。製錬用か？
8 E－5－7 20．0 2 2．30 1．80 図8 片面は黒で穴が大きし㌔製錬用か？
9 G－4－1 20．0 1 3．15 1．80 図9 片面が黒で穴が太い。製錬用か？
10 G－5－1 20．0 1 2．56 2．20図10 片面が黒で穴が太い。製錬用か？
　火消状土器（第233図）
　足がある火消壷と思われるものを一括した。あるいは窯の火を消すのに用いたため大きいのがあるかも
知れない。また、足のないものや小さな破片がほかに混じっていると思われるが、知らないため除外した。
胎土は鉄分を含んだ粘土で被熱により赤や白に変質しているが、内外ナデ調整を施している。足は地につ
く関係からか平べったく削っている。胎土から見て地元産であろう。
　1は現在長13．64cm、短長8．58　cm、底厚は1．25cmを測る。足がつき地面と離れることによって火の用心
を計算しているのであろう。破片の中では最も大きい。胎土に白い大石や粒子の細かい黒石を含み、足は
つけ足でつけ跡がはっきり分かる。2は現在長1102cm、短長7．18cm、底厚は1．25　cmで、足が現在1本つ
くが、つけ足でつけた跡が膨らみを持ちはっきりする。
　3は741cm、短長3．51cm、底厚α78　cmを測る。胎土は内面が黒くなり外面は白赤い。足の削りがはっき
りし、削った分もナデ調整を行なっている。4は残りが長9．63cm、短が715cm、底厚は1．28　cmを測り、足
の先端はザラザラし、外面にある足の付根がひび割れしている。5は現長7．17cm、短長425　cm、底厚097
cmを測る。足の付根を箆状器具で跡をつける。
一295一
．第233図　火消状土器
一ノ
／
ノ
ノ
ノ
〆
！　　．一一’＼、、
！
1、A
、
、
、
＼
＼
、
＼
＼．
”コ』　一一一一一一　　　　　エ
．♪．＿＿～　　　　ロ　　　　ヘ　　 ザ　　　　　 　　　　　　　　　 　　 　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　　　　へ　　”　　　　　　　　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ
一・@　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　　　　、　　　　㊦　　　ノ’】，、一 u」一
一～．＿ノ
～一A1、
　　　ミ
　　　　　　　ロ　　　エ　　　　　ヤ　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　’　　　　　　　＼
、
／㌧’
＼．＿
／
’
’
、
＼
＼
、
、
3
＿斗ジ／；（
／一 ＼⊥三ゴ1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
0　　　　　5　　　　10cm
一296一
第60表　火消状土器観察表
No 出　土　地 長径cm 短径cm 現長cm 現短cm 底厚cm 足高c皿 図番号 適　　　用
1 D－5－1 不明 不明 13．64 8．58 1．20 2．00 図1 足1
2 E－4－1 不明 不明 1LO2 7．18 1．30 1．50 図2 足1
3 E・4－3 不明 不明 7．41 3．51 1．30 1．50図3 足1
4 E－4－6 不明 不明 9．63 7．15 0．80 LOO図4 足1
5 G－5－1 不明 不明 7．17 4．25 1．20 1．50 図5 足1
手持十能（第234図）
　手持十能は珍しい出土で、火を入れた部分は黒い。柄に筋が入るので、手ひねりの作方であり、胎
土は鉄分を含むが、柄についた筋をナデ調整で消しているが、その跡が顕著に残る。これも窯の火を
消すために使用したのかも知れない。火を入れる径が不明のためである。
　1は柄の長さ8、35cmあり、幅は付根で331cm、先端で196　cmを測り、手元へくるに従って径が小さ
くなり上向きに造っている。持運びに楽になるよう工夫している。火を入れる部分の厚さは0、58cm
と薄く、高さは手元で3、35cmある。江戸期には伊藤赤水も手持十能を造っているが、柄が長い。
第234図　手持十能
りvじじ
］
1
0　　　　　　　5　　　　　　　10c皿
第61表手持十能観察表
No
1
出　土　地
E－4－1
長cm
不明
短長cm
不明
柄cm
8、35
底厚cm
0、58
摘 要
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　火鉢・風炉（第235図）
　黒燥しの風炉と思われるもの、火鉢と考えられるものを一括して取り上げた。はっきりそれと分か
るものを取り上げたのであって、不明の中にも風炉や火鉢が混じって存在する可能性が強いと思われ
る。風炉はお茶に必要なものであり、留守番役人の使用が考えられ、火鉢は勝場労働者や役人が手焙
に使ったのかも知れない。
　胎土は鉄分を含んだ粘土で白い粉末を多量に含み、地元に同様な作品が見られ、羽口屋は羽口の傍
ら日常雑器を焼いており、風炉は文久元年・羽口屋の銘が入った黒燥しの作品が見られる。地元の作
品と考えたい（註34）。
　黒燃しの風炉を集めて1群とする。黒煉しは風炉ばかりではなく、行火などにもあり、焼方によっ
ては黒く発色する場合もあるが、表の黒で光沢のあるものを風炉に統一した。手焙りその他を火鉢と
してH群に集めた。
　宝暦9年（1759）以後の作品で、幕末にもこれに似通ったものが羽口屋にあり、土塁の下に見られ
るので、天保から安政にかけての作品であろうと思われる。
　1と2が1群である。1は内外面ともに黒燥で光沢があるが、長く地中にあったためか赤い付着物
が多くつく。現長＆94cm、現高は4．61cmで、底厚は0．71cmある。足は外面が側壁と同じく平行してお
り内側は膨れる。底厚は1cmあり、底が畳付から1．70　cmあがる。
　2は外面が黒燥しで灰がかかるところは素焼きとなるが、この焼成法が一般的である。現長7、98
cm、現高4．72　cm、底厚は不明であるが、恐らく足があったのであろう。口縁は32　cmあり縁帯が下傾す
る。縁帯に膨らみがあるのは動かすための把手と思われる。
　3以下はn群である。3は口縁部を中心に残り、口縁は24．5cmになるが、現長は＆26cmしかない。
胎土は赤い粘土で、被熱しており、外面を押込印で装飾しているが、高さは不明である。これと似通
った作品が相川にあるため、地元のできと思われる。
　4は底面を中心にしてり、底面が27．4cmに広がる。内面に厚さ1．6　cmの仕切りがあり、その下に風
を送る径8cmの穴が開いている。外面に馬の絵画の押込みがあるものの、きれいに押してなく、浅深
があって一様ではない。土塁下にこれと同じ物が検出されている。第二酸化鉄を多分に含み赤く、無
名異焼を思わせる。しかし、被熱で黒いケ所もあるが、地元の作品と見たい。
　5は現在長12．O　cmであるが、口縁は平縁を横ナデ調整し350　cmを測る。内面はロクロ跡が顕著に残
るものの、左下は被熱で黒く変質するが、他は第二酸化鉄のため無名異焼のように赤く発色している。
肉厚で197cm、口縁は2．15cmを測り、地元の作であろう。
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第235図　火鉢・風炉
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第62表火鉢・風炉観察表
No 出　土　地 現長cm 現短cm 現高cm底厚c皿 図番号 群　別 摘　　　要
1 D－4－3 8．94 3．36 4．61 0．71 図1 1群 風炉、足あり、内外黒煉し
2 E－4－5 7．98 1．37 4．72 不明 図2 1群 風炉、上に突起あり
3 D－4－4 8．26 不明 8．71 不明 図3 皿群 火鉢、外面押込模様あり
4 E－5－2 10．76 3．32 10．62 不明 図4 H群 火鉢、外面に押込装飾あり
5 E－5－9 12．00 不明 9．77 不明 図5 1群 火鉢、殆土鉄分多し
　焼窯状土器（第236図）
　『飛渡里安留記』の「勝場にて遣候諸道具」の中に焼釜がある。説明には「下鍵悪気ある鍵の汰物
にぎり固め炭を入れて焼く」とあり、絵図が描いてある。絵図を見ると足があって、下に空気を調節
する四角な穴があり、空気を扉の開け締めで調整しており、形は円形を呈する。しかし、出土遺物に
は角もあり、五徳状の足やワッカも出ている。これらは規炉の五徳にしては大き過ぎるが、炮炉の五
徳も混じるかも知れない。しかし、これらを一括して焼釜と見倣した。大きさは不明である。寄勝場
から纏って出土しており宝暦9年（1759）以後につくられた幕末の作品と見たい。
　1は角形で扉を差込む穴が上下にあり、遣い方とどっちが上か不明である。あるいは焼窯ではない
かも知れない。中は焼けて真っ黒になっており被熱で色が変わっている。ナデ調整を施しており、火
を入れた器であり、勝場で使うと焼窯しかない。
　2は絵図でみる扉である。規炉ではもっと小さい。大き過ぎるものの焼窯に付随すると見たい。上
を斜めに削り、縦に二つ凹みがあるが戸の積もりであろうか。横ナデ調整を行なう。現長は12、15c皿、
高9、45cm、肉厚は3、19cmある。
　3は下に足があり、胎土は粗いが外面はナデ調整を行なっている。第二酸化鉄を含むので地元産で
あろう。いたる所に穴が開き何に使ったのか不明である。
　4・5は窯に乗せるワッカである。規炉では大きいし足も長い。胎土は被熱を帯び色が変わってい
る。潰れており、一目で下に足がつくワッカと判断できる。手つくね成形であるが、3は3／1が残っ
ているものの足がついた跡がない。
　6・7は下に置く足である。地につくところ（畳付）は足がはみ出し膨れている。丸くなっている
が手つくね成形で、被熱で黒い。
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第236図　焼窯状土器
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第63表　焼窯状土器観察表
No 出　土　地 現径cm 現高ケ 肉厚cm 底厚cm 図番号 摘　　　要
1 D－4－1 11．02 5．71 2．29 一 図1 角形、ナデ調整あり
2 E－4－3 12．15 9．45 3．19 一 図2 扉、
3 E・4・6 7．26 3．393」5 一 図3 足、丸形で扉の口あり、
4 E－4－4 11．86 5．20 1．80 一 図4 ワッカ、潰れている
5 G－3・1 6．51 1．65 一 一 図5 ワッカ、潰れている
6 E－4－5 5．03 2．55 2．13一 図6 足、地につく所に膨らみがある
7 F－4－1 4．69 3．09 2．55一 図7 足、地につく所に膨らみがある
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　土鍋（第237図）
　土器の鍋で、径24cm、木製の蓋を乗せる台幅は1．15cmある。普通は陶器で鉄粕がかかっているがこれは
土器のままである。幕末のできと考えている。陶器鍋は幕末から沢山あって目の悪い人の目洗いに利用し
た。天保に赴任した川路三左衛門奉行は「佐州は殊の外、眼病、扱又片目なるもの多し。昨日巳来数拾人
を見る。いつも一むれには片目壱、弐人、眼病のもの弐、三人はあり。組頭に聞きしに、誰でも初在勤の
ものは、みな不審いたし候由」と驚き、日記『島根のすさみ』に書いている（註35）。川路奉行も『佐渡
の日次』で似たようなことを書いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第237図　土鍋　素焼の状態で上紬をかける前の物であろ
う。そう云えば金太郎焼の釜道具（チンガラ）
も寄勝場から出土しており、粉成職人がアルバイト気取りで持つてきたものであろうパ言＝一一「一≡≡P
あるいは近世に内職で収入の足しにしたかも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
知れない。
　施紬前のためかロクロ跡がひどく残り素焼
きのままでは売れないし、買う人もないと思
われる。江戸後期に属するであろう。　　　　　　　　　　　　　　　一L享＝』『m
　窯道具（第238図）
　寛政末年の金太郎を始祖とする施粕陶器に使う釜道具（チンガラ）が出土している。足が5本あるので
古いとは思えない。施紬陶器に使用するもので、足の先に打ち欠いた跡が残り、台の表面には施粕が見ら
れるので使用した後の道具と見たい。真の中に穴が
開き、足と足の堺いは箆できられている。ロクロ造
りで表裏に回転痕が明瞭に見える。
　径11cm、高さ2．3　cm、足の箆切間隔3．4cm、中央の
穴径1．9cmを測る陶器の釜道具（チンガラ）であり、
素焼にはこの道具は使わない。胎土や足の切り方な
ど近世に似ている。
　回転痕は表は痕が分かる程度であるが、裏は穴の
周辺と足の内側にロクロ痕が三条明瞭に残る。足の
内面は一列に打ち欠き使った痕が明瞭である。
　先刻の土鍋に紬薬をかけて焼いたのだろうか。い
ずれにしても使用の跡が明瞭であり、本焼きに使用
している。
　寛政以後の釜道具であり、江戸後期に属すると思
われる。
（第238図）　チンガラ
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　不明土器（第239図～第240図）
　分類できないものを一括したが、どうも粉成に必要な鉢類が多いようである。口緑が平らになる平緑で
内面が水に長く浸かっていたような鉢類は粉成の道具と見られる。『飛渡里安留記』にある元切鉢か水筋
鉢に思えてならない（註36）が、被熱とは違い水に長く浸かったので白い斑点が出ているのであろう。
　仮に製錬用の鉢および製錬に必要な道具を第1群に分類し、何を意味するか不明のものをH群とし、明
らかに番人か役人の使用する日常雑記として高台のあるものや無名異焼に準ずるものは皿群に分類した。
なお羽口や灯明皿と思われるものは一覧表の摘要欄にその旨を明記した。
　寄勝場の粉成器具が主体になると思われ、n群やIH群の中にあるいは粉成に関係する器具があるかも知
れない。
　図1～12と18～29までは1群に属し、粉成に必要な器具と思われる。あるいは床屋に使う器具も混じ
っているかも知れない。1群は土器が多く高緑は扁平気味で肉も厚くなる。
　1と2は他と違い湾曲の度が過ぎ、別な用途に使ったものであろう。1は口緑が9．75cm、2は12cmでと
もに小形である。3から11は口緑が扁平気味で大形が多い。1・2とは別な用途であろう。3・4は口
緑が18cmで一番小さく、10・11が26cmで最大であるが、その間口緑は20・22・24cmと2cmつつ大きく
なってゆく。18から29までは底であり、手つくねや深いものから浅いものまである。この中には床屋で
使用する製錬道具が混じるであろう。寄勝場ができる18世紀後半から19世紀前半に属すると思われる。
　H群は第240図の30～32である。30はナイフで表面を削った跡があり、扁平になっているが、内面は
円で丸い。上にひっつけたと思われる痕があり、ちぎれており昔、何かにひっついていたようである。何
であったかは不明であるが取れた格好を呈する。31は表面は隅を角で切り、中は円形で丸い。風化で原
形を留めないものの、あるいは床屋で使った道具かも知れない。被熟しているようであり、胎土は荒く黒
石を含み粗い。円形も後でついたかと思わせるように亀裂が縦横に走る。底の一部が見えることから座り
がよい。32は手つくねで表面に押した浅い凹みが縦に入り、裏面には指頭痕が残る。器肉は厚く、隅に
ひっついた跡があり、元は何かにひっついていたのであろう。被熟で色が変わっているが、何に使用した
のか不明でH群に分類した。H群は使途不明であるが粉成か製錬に使用したと思われる。1群と同じよう
に18世紀後半から19世紀いたる器具であろう。
　1皿群は13から17までと33・34の底部で高台のある器物を一括して分類した。口緑は杯・無名異焼と思
われる弁当箱に似た細長い器物等を含む。13から16は杯と思われる口緑部である。薄いつくりで口緑が
尖っている。17は植木鉢であろうか。33・34は高台のある器物で、33は削り高台で素人細工である。34
は器肉が厚く、あるいは粉成に使う道具かも知れない。18世紀後半から幕末に至るもので、とくに無名
異焼の弁当箱に近い形態は幕末か近代のものと思われる。
一303一
第239図　不明土器（1）
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第240図　不明土器（2）
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第64表　不明土器観察表
No 出　土　地 現径cm 現高cm高台 成形 図番号 群別 適　　　　要
1 E－4－3 6．71 4．02 不明 ロクロ 図1 1群 口縁部
2 E－4－20 5．00 2．78不明 ロクロ 図2 1群 口縁部
3 E－4－22 3．74 4．09不明 ロクロ 図3 1群 口縁部
4 E－4－45 4．47 3．62不明 ロクロ 図4 1群 口縁部
5 E－4－14 5．44 5．48不明 ロクロ 図5 1群 不明、口縁部
6 E－4－1 6．32 4．83不明 ロクロ 図6 1群 口縁部
7 E－4－5 5．41 3．81 不明 ロクロ 図7 1群 口縁部
8 E－4－24 4．79 3．21 なし 不明 図8 1群 口縁部
9 E－5－66 6．37 4．89不明 ロクロ 図9 1群 口縁部
10 E－4－4 5．14 4．03不明 ロクロ 図10 1群 口縁部
11 E－4－19 5．34 3．77不明 ロクロ 図11 1群 口縁部
12 F－5－6 4．08 5．93不明 ロクロ 図12 1群 口縁部
13 E－4－10 3．39 3．15 不明 ロクロ 図13 皿群 口縁部、1不か
14 E－4－29 7．16 3．64不明 ロクロ 図14 1群 口縁部
15 E－4－18 4．47 2．52 不明 ロクロ 図15 皿群 口縁部、圷か
16 E－4－81 3．50 3．14不明 ロクロ 図16 皿群 口縁部、j不か
17 F－5－5 4．91 3．81 不明 ロクロ 図17 皿群 口縁部、植木鉢か
18 E－5－5 8231．80 なし ロクロ 図18 1群 底部、糸切痕あり
19 E－5－6 9．61 2．85 なし 不明 図19 1群 輪積か、底部
20 F－5－8 5．26 4．61 なし 不明 図20 1群 底部、輪積か、静止糸切痕
21 E－5－15 6．38 4．63なし ロクロ 図21 1群 底部
22 F－4－2 5．80 2．50なし ロクロ 図22 1群 底部、糸切痕あり
23 E－5－38 4．25 3．41 なし 不明 図23 1群 底部、輪積成形ナデ調整
24 F－3－2 8．12 4．48なし ロクロ 図24 1群 底部
25 E－5－3 13．01 6．00 なし 不明 図25 1群 底部
26 E－4－49 11．81 5．24 なし ロクロ 図26 1群 胴、底部
27 E－5－16 4．32 2」8 なし ロクロ 図27 1群 底部
28 D－4－3 6．18 2．89なし ロクロ 図28 1群 底部
29 E－4－50 8．79 4．79なし ロクロ 図29 1群 胴部、底部
30 F－3－5 7．36 7．99なし 不明 図30 H群 底部か、手ヅクネ成形か
31 H－4－1 4．40 6．46 不明 不明 図31 H群 底部か
32 E－5－32 4．32 4．63不明 不明 図32 n群 不明、手ヅクネか
33 H－5－3 7」6 2．85 有 ロクロ 図33 m群 底部、胴部
34 H－5．9 5．12 2．80有 不明 図34 m群 底部
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⑤瓦（第241図～第242図）
　古い瓦がいくつか出土している。古い施設の配置が不明であるが、これを見ると瓦葺きの施設が建って
いたのであろうか。古いものは穴窯か平窯で焼かれ須恵器と同じ灰黒色を呈する。産地は不明なものの、
水路と思われる中に多いが、出土量は少ない。あるいは明治に入って向陣屋を削った際に紛れ込んだもの
であろうか。
　青味を帯びた黒の煉し瓦は、織田信長の時代に技術が伝わったと云われ、H－3、　F－4、　G－4の140　cm
～150cm下の水路中に多く出土する。これは元和4年に建てられた施設が瓦葺きだったためであろうか。
これは施設を取り壊して水路をつくった故と考えられるが、予想以上に数が少ないのは、壊した際に別場
所に捨てたためか、向陣屋の取り壊しの際に紛れたのであろうか。
　宝暦9年（1759）に下平地が粉成場になって工場群ができたが、その頃には「佐州金銀採製全図」を見
ても屋根は小羽葺きか石屋根が多く瓦葺きではなかったと考えられる。これも以外に数が少ない。
　能登の鉄褐色瓦は明治にはいり、女学校建設に際して葺いたものと思われる。胎土は悪く石を含み漂積
の二次粘土であるが、アルミナが多いのは耐火度が高い故であろう。これも検出量は少ない。
　戦後の学校再建による瓦は建設会社やその下請けに持ち出されて無かった。能登瓦は船で沢根港へ着い
たし、地元産の瓦は相川が主であった。
　瓦は低級粘土で全国どこでも焼くことができた。しかし、産業として成り立つのは船の出入に便のよい
港の傍が選ばれた。群馬県や京都府などのようなところはその近辺しか売り歩くことができなかった。古
い寺院などはその寺院で使う瓦を付近で焼いたが、終れば自然消滅になった窯が多い。
　奈良から平安初期にかけては佐渡でも瓦を焼いたが、国分寺（国分寺の近辺と小泊窯跡）が造営される
と須恵器は勿論瓦の焼成も終りを告げる。国分寺瓦は焼かれない。また平安初期には還元と酸化が入り混
り同じ陶器で赤と灰色が混るようになる。職人はどこへ行ったのか謎で、中世は珠洲焼がはいり、瓦は安
永年間に羽口屋の伊藤伊兵衛が佐渡奉行の命により江戸の今戸で習い覚えて帰る。これが佐渡における瓦
窯の元祖と云われ、近世まで中断したままで通る。即ち、『佐渡国略記』の安永4年（1775）6月23日に
「羽口屋伊兵衛江戸へ罷越。瓦を習に差越、伝受致し8月28日帰、窯持致瓦焼立申候」とあり（註37）、
各寺院では防火の意味もあって瓦葺きに吹き替えるものが続出した。
　F－4、G－5、　H－4・5に多い。軒丸瓦の巴文や定文は城や大名屋敷の全盛期にはいる。定文は諸
大名の威厳を保ち、美観を誇っていた。徳川一門は葵文であったが、江戸末期は巴文の流行に押されてい
る。瓦の質は低下の傾向を見せ粗悪化されたが、これは多分に装飾性の多様化と諸大名の財政貧困が影響
した。江戸は明暦の大火までは前時代の建築様式が残っていたが、以後は実用性と堅実性の江戸様式に変
っていった。
　燥黒は銀色瓦とも云われ、酸化焔で長く焼き還元焔焼成で灰黒色となる。しかし、燥黒は粘土の鉄分の
多寡や燃焼時間により灰白色や赤味か強く、黒一色でなく斑になったものを多く見る。須恵器のような色
をしたものもあるいは燥黒かも知れない。
　1～3は燥黒の平瓦で、1は現長13．5c皿、厚1．5　cmを測り、2は現長21．2　cm、厚さ2．1cmで、3は現長15
cm、厚1．7cmを測る。4は丸瓦で全体像が分る完全なもので現長28．5cm、円形で切り径15cmを測り、中は
手ヅクネで横傷が無数に入る。須恵の丸瓦を思わせる造りである。5は軒丸瓦で現径145cm、厚2．2　cmで
巴文を穿つ。しかし、周囲のボチは江戸や駿府・高田のように多くはなく十一個を数えるのみである。
産地がどこか不明であるが、佐渡でつくられたものではなく、巴が入るので江戸時代と思われる。
一307一
12
第241図　瓦（1）
　〃
〃
ヨ／
　≡当～＿量
4
一308一
0 10
5
20cm
7」 （
1
、ご一～
1
　一　、
一、
＼
8
第242図　瓦（2）
z／　一こ
　　　　　　　←　　西　・’　　　　“苧ご　、．
“・一@　＾”1㍉．
　　　　　一∵ド“・…：〆’x㌧
13
12
9
10
一309一
1
0
1
5
15
14
10cm
　6から13までは能登瓦である。能登瓦は船で沢根港に入り全島に配られた。6、7、8は江戸末の火
災で焼けた紬がない瓦で、胎土は粗悪で白い石粒を多量に含む。火災に遭遇したと考えられ内側が赤色を
呈する。還元焔で黒になるが瓦は火事にあうとすぐに水を掛けない限り酸化して赤に戻りやすい。火事場
や空襲にあった焼け跡では赤い瓦を拾うことができる。
　温度が低いと黄色味や白味を帯びている。瓦は重くて割れやすく遠くへは運べないとされる。施設の近
くで焼くのが普通であり、佐渡でも国分寺造営には瓦職人や窯が近くにあったが、中世にはいない。どう
していなくなったかは不明なものの、佐渡奉行が江戸から運ばせたこともあるだろう。
　明治になると能登瓦が盛んに移入される。佐渡新聞には能登瓦の購入に関する投書が「佐渡にも瓦屋が
あるのに何故能登瓦を購入するのか。珍しい物好きな佐渡人の気性が知れる」とある。明治中頃のことで
ある。
　6、7は赤味を帯びた無粕の平瓦である。火災に逢ったと思われ赤桃色に発色している。8は丸瓦で、
内側に縦と横傷がはいる。古い須恵器の手法を呈する。完形品はなく、屋根屋が能登に似ているというの
で能登に位置づけを行なった。
　6、7は現在長57cmと61cmであり、8は丸瓦で径14cmと推測する。無粕の平瓦で、胎土は粗い粘土で
白い石粒を含む。黄色や赤桃色を呈しており、火の温度によって色が異なるのは二次災害を受けたと思わ
れる。
　9以下13までは茶黒の粕薬がかかった瓦である。胎土は粗い粘土で粕薬は茶黒色から黒までいろいろ
あるが製造元によって差があると思われる。明治の中頃の女学校建設時に入ったものであり、昭和17年
の火災で全焼した。丸瓦はなく平瓦ばかりである。
　9～13は現長153cm、74cm、92　cm、70　cm、4βcmで、粕薬の掛かった平瓦である。厚さは2cm、23　cm、
19cm、1．8　cm、1．75　cmである。能登に似ているので遠くから運んだとは思われないため能登瓦に分類した。
胎土は粗く鉄分が多い。
　14・15は戦後の新制中学校建て増し時に購入したものと思われ、特殊な瓦で機械化され、Dの斜面や
H5の上層部に固まって多く出土する。戦後の建て増しの際に買ったものであろう。産地は不明である。
鉄分が多く赤い紬薬がかかったように見える。機械で模様を描いたような画一的様相を示す。
　14は現長6．2cmを測り、厚さは2．6cmある。15は現長6．6cmで厚3cmを測る。ともに胎土は素地が細かく
第二酸化鉄を多分に含む。一見無名異焼を思わせるようであるが、赤には鉄ばかりでなく紅殻を混ぜてい
るようで色が美しく均一化している。模様にローマ字や押込印があり、戦後の作と思われ、瓦も西洋化の
傾向を示す。
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第65表瓦観察表
No 出　土　地 形態 産地 色彩 原料 現長 図番号 適　　　　要
1 H－5－23 平瓦 不明 燥黒 陶器 12．6 図1 無粕、黒
2 H－5－20 平瓦 不明 燥黒 陶器 21．2 図2 無紬、黒
3 H－5－24 平瓦 不明 煉黒 陶器 12．5 図3 無紬、黒
4 H－5－27 丸瓦 不明 燥黒 陶器 28．5 図4 無紬、黒
5 G－5－1 軒丸瓦 不明 燥黒 陶器 14．5 図5 無粕、円周のボチ少ない
6 E．．4．9 平瓦 能登 焦茶 陶器 5．4 図6 無粕、二次災害を受けたか
7 E－4－4 平瓦 能登 焦茶 陶器 7．1 図7 無粕、二次災害を受けたか
8 F－4－20 丸瓦 能登 焦茶 陶器 5．1 図8 紬有、赤と黒のまだら
9 D－44 平瓦 能登 焦茶 陶器 15．3 図9 粕有、茶黒
10 E－4－10 平瓦 能登 焦茶 陶器 7．4 図10 押込印、紬有、光沢なし
11 F－4－23 平瓦 能登 黒 陶器 9．2 図11 粕有、二次災害を受けたか
12 H－5－28 平瓦 能登 黒 陶器 7．0 図12 粕有、光沢あり
13 E－6－4 平瓦 能登 黒 陶器 4．8 図13 粕有、光沢あり
14 E－4－12 特殊瓦 不明 赤茶 陶器 6．2 図14 素地細かい
15 E－5－1 特殊瓦 不明 赤茶 陶器 6．6 図15 押込印、素地細かい
陶磁器の出土状況及び寄勝場地区の土層の形成について（第243図～第256図）
　陶磁器は数多く検出される。後の頁で呈示する資料を理解するための予備知識として一読していただき
たい。寄勝場地区では古い施設の有無は不明であるが肥前陶器の第1期や第H期に属する陶器は主として
150cm下の層から出土するが上層からの出土も多い。これは上からの流れ込みか古い施設が存在したのか
不明である。
　75cm～120　cm下が宝暦9年（1759）にできた寄勝場の文化層である。下へ行くに従って緩い傾斜で水が
流れ易い地形に作っている。寛政11年（1799）の火災による焼失まで40年間機能している。
　天保5年（1834）には鍵役所、辰巳口番所が類焼したものの粉成場は無事だった。この間粉成場は増築
しているが安政5年（1858）に相川始まって以来の大火に見舞われ奉行所の施設が残らず焼失した。明治
になり奉行所は廃止されて相川県庁が置かれ役所は県庁舎に変ったが女学校建設時に向陣屋を削って下の
敷地を拡げ校舎を建てた。佐和田町へ移転すると同時に旧制町立相川中学校となったが昭和17年の火災
で焼失してしまった。戦後旧制相川中学校が県立に移管するとともに山ノ神町へ移転し、後は新制相川中
学校舎となり、寄勝場は幾度となく地形変更されている。明治に入ると佐渡金山は洋式化が取り入れられ
たが失敗に終り、旧法に戻ることとなって施設が再建された。洋式化が終るのは明治10年以降であろう。
　　宝暦9年の文化層　　　75～120cm下
　　寛政11年の文化層　　　70cm下
　　安政5年の文化層　　　60cm下
　　明治3～4年の文化層　40cm～60　cm下
⑥墨書陶磁器（第243図～第244図）
　土器も一括して墨書陶磁器とした。普通は高台に墨で名前を書き、誰の所有かはっきりさせるのが目的
であり、土器には粉成用が含まれると思われるので、これも所有者の有無を確かめたのであろう。地下
70cm～85　cmが最も多い。70　cm下というと安政の火災層と思われる。土器は胴部に墨書があり、口縁から
書き出しているが、一部しか残っておらず読めない。
　1・2は70cm下から出土したもので、厚手で径が大きく粉成用か不明である。現長5cmと6．2　cmで口縁
から書いており一部が残っているが読めない。3は薄手の鉢で粉成用かどうか不明であり、現長48cmを
測る。これも一部しか残らず読めない。4は小片のため43cmしか残ず読むことができない。
　5以下は陶磁器であるが、肥前陶器が圧倒的で磁器は中国を含め4点を数えるのみである。しかも陶器
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か磁器か迷うものもあり一応磁器に分類した。
　5は薄手の磁器に分類したがあるいは陶器かも知れない。底厚は1㎜に満たない。高台はなく内面と底
は粕がかからず細かい貫入がはいる。文字は底に書かれ、ひらがなの「し」「う」に読めるが後がないた
め不明である。6は唐津焼の鉄粕鉢で高台が高く1．4cmある。墨書は紬のない高台の下に書くが、一部し
か残らないので読めない。胎土は鉄を多く含み見込みに胎土目跡が残るが、底は薄く削っている。18世
紀後半の作であろう。7は中国景徳鎮窯作の磁器鉢である。「山」は判るが下は「本」「井」に続くのか不
明である。もし山本であれば寛政11年に赴任した山本伊予守の所有ではあるまいか。この頃には中国の
焼物を持てるのは奉行しかいないと思われる。8は唐津の鉄粕鉢と思われ高台は1．1cm、底厚1cmあって
30～70cmから検出された。内面に殆土目が三つつく。文字は紬のない高台の中に書かれ「可」「匂」「四」
など見る方角によって異なる。文字の巧拙から役人が書いたと思われる。9は唐津の鉄紬鉢で内外に粕が
掛かる。高台1．1cm、底厚は9㎜を測り、内面に大きな殆土目が一個つく。高台の中に絵か文字が書かれ
るがはっきりせず不明である。60から70cm下から検出され、18世紀後半の作であろう。
　10は鉄粕大鉢で内面の見込みに胎土目が一つつく。高台はIBcm、底厚は1．2cmを測る。文字は高台の中
に書かれるものの、薄くて読みにくい。ひらがなの「い」に見えるがはっきりしない。11は内面が鉄粕
で、高台がなく底は7㎜を測る。文字は高台の中に書かれ、数字の「二」か「三」に読めるが、「三」だ
と距離が合わず「二」が正しいと思われる。高台がないと分るのは円形の筋が入るからである。12は唐
津の鉄粕鉢で内面に小さな胎土目跡が三つつく。高台は8㎜、底厚は5㎜しかない。高台際まで施粕し高
台の中は紬がない。60cm下から検出した。文字は紬のない高台内に書くが一部しか残らず読めない。13
は胎土に鉄が少なく白い。白の化粧掛けを行い、高台1．2cm、底厚は7㎜を測る。文字は二行に書かれ、
一行目は石工と読め、二行目は五郎と書かれるが後が続かず全体が不明となる。
　14は鉄粕の大鉢で、内面に胎土目跡が一つある。高台9㎜、底厚7㎜で文字は高台の中に書き、下は
「九」と書くが上が不明なため全体の文字が不明となる。15は肥前焼であるが器形は不明。内面は施紬す
るが外面は土器のままである。外面に「昌」と書くが上の文字が判らず不明。50cm下から検出した。16
は磁器まものの陶器か判らずに磁器に分類した。底厚は2㎜しかない薄手造りで白粕をかけ、文字は紬の
ない底面に書くが、ほんの一部が残るのみで不明。17は白化粧紬をかける大鉢で高台は13cm、底厚は4
㎜を測る。文字は高台内部に書かれるが一部が残るのみで不明。18は鉄粕をかけ高台1cm、底厚5㎜で
見込みに三つの胎土目跡を持ち、文字は高台内に書くが上は「百」と読めるが下の続きが分らない。地下
40cmから検出され、19世紀末のつくりである。19は鉄粕がかかり、内面に胎土目が残る。高台1．7　cm、底
厚4㎜で文字は高台内に書かれるが、一部が残るのみで意味不明。20は磁器に判断したが陶器かも知れ
ない。元形不明で高台6㎜、底厚は4㎜で、文字は粕のない高台内に書かれている。井戸の「井」字が一
つだけ墨書され井のつく姓と思われるが、「井藤」「井原」「井口」「井里」「井上」か不明である。
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第243図　墨書陶磁器（1）
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第244図　墨書陶磁器（2）
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第66表墨書陶磁器観察表
No 出　土　地 種類 器形 現長cm 地下cm図番号 適　　　　要
1 E－5－5 土器 不明 5．0 不明 図1 土器、字読めず
2 G－4－2 土器 不明 6．1 40 図2 胴に書く、黒く煤けて読みにくい
3 E－4－1 土器 不明 1．6 60マ0図3 胴から文字が始まる、意味不明
4 F－5－2 土器 不明 0．9 70 図4 胴に書く、小片のため不明
5 G－5－1 磁器 不明 3．7 7『80図5 高台なし、底に墨書、読めない
6 E－4－3 陶器 鉢 4．3 50～80図6 高台の中に墨書、読めない
7 D－4－3 磁器 皿 1．6 不明 図7 中国景徳鎮窯、山本奉行のち物か
8 F－4－1 陶器 鉢 8．2 不明 図8 高台の中、右の字か匂か不明
9 E－5－2 陶器 鉢 7．3 60“70図9 高台の中、字は読めない
10 G－4－1 陶器 鉢 4．7 40 図10 高台の中、字が薄いので不明
11 H－4－1 陶器 不明 2．4 40～60図11 高台なし、一部のため字は読めない
12 E－5－1 陶器 鉢 8．1 70 図12 高台の中、字が読めない
13 F－4－3 陶器 鉢 7．6 40～70図13 高台の中、石工、二行目五郎と読む
14 F－5－1 陶器 鉢 16．0 不明 図14 高台の中、九と読めるが上が不明
15 E－5－4 陶器 不明 0．5 40 図15 胴に書く、字は読めず
16 D－4－2 磁器 皿 5．5 40160図16 高台なし、底に墨書、意味不明
17 F－4－2 陶器 鉢 12．3 70 図17 高台の中、字読めず
18 E－4－2 陶器 鉢 4．6 70 図18 高台の文字、「百」後は不明
19 E－5－3 陶器 鉢 8．2 不明 図19 高台の中、字は読めず
20 D－4－1 陶器 不明 不明 40～60図20 高台の中に書く、井戸の井で井藤か井口か井上か井里か不明
⑦播鉢（第245図～第246図）
　播鉢を見ると新から旧まで数多い。とくに肥前の新しいものが多く存在する。Eから～Hまで隈なく出
ているがEの出土が多いようである。新しいものは明治に入って投げ捨てたようである。佐渡で造ったも
のも含まれるかも知れない。
　1は備前系の播鉢である。高台がなく一条に何本の線が入るかは現状では不明である。胎土は鉄が多く
粕は使用しない。属に云う弛出焼である。底径128cmは備前の平均で、古いタイプの16世紀末葉に似てい
るたるため、16世紀末としたい。2も備前系で高台の有無は分らない。備前では高台のないのが普通で、
縁帯が広いのは室町後期の特例となる。口縁部に二条の沈線があって紫色に変化しており、窯の白い灰紬
が付着する。弛出焼であり、ロ径22．4cmを測る。播目は左に曲り、現状では一条に4線見え、口縁部から
3，5cm空くいて下に着いている。口縁のくびれがひどく薄い。慶長期末と思われる。
　3は越前系播鉢で、播目が8本あり、放射状に四方へ飛ぶ。越前焼は甕、壷、播鉢等の生活雑器を中心
に発展したのであり、粕を使わずに拗出で焼いている。高台の有無は不明なものの、胎土は鉄が多く赤く
焼けている。底は回転糸切でロクロを使っている。上辺から出土しているが。古いタイプであろう。4も
越前系である。胎土は鉄が多く無名異焼を思せるように赤い。一条に現在では6本の線を持ち四方へ延び
る。ロクロ成形と思われるが、高台はなく底に回転糸切痕が残る。
　5から9は肥前系で高台を持つ。5は高台が切れてないがかすかにあった形跡を残している。播目が細
いが江戸時代の古い名残りを示すように一条に何本かの線が四方へ延びる。ロクロ成形であり、紬も唐津
特有の灰粕となる。上辺から出土する様子から天保、安政等の幕末の産と思われる。下町からも沢山拾う
ことができる。
　10から14までは近代の播鉢と思われ、高台の脇や高台の下に胎土目の土跡が残るものが多い。播目の
線は何本かに切れてなく全体に平均して四方へ延びている。また12は粕が唐津特有の灰粕であるし、他
にも唐津の特徴を示す灰粕が多い。また黒粕が高台の中にまで及ぶ。明治の旧に復した後に使ったものと
考えられる。
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第246図　播鉢（2）
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第67表揺鉢観察表
No 出　土　地 1組本数 方向 部位 産地 図番号 適　　　　要
1 G・4・1 現　5 直 底部 備前 図1 高台なし
2 D，4－1 不明 左 口縁カラ胴 備前 図2 口縁部に白い粉付着
3 E’4－1 9 左 底部 越前 図3 高台なし
4 F－5－1 3 直 底部 越前 図4 高台なし、粕なし
5 D－5－11 15 直 底部 肥前 図5 高台なし、円形の線あり
6 E－4・4 11 左 底部 肥前 図6 高台17cm、柚あり
7 E－4－8 19 直 底部 肥前 図7 高台1、lcm、粕あり
8 D－4－4 18 直 底から胴 肥前 図8 高台13cm、
9 D・5－17 18 直 口縁部 肥前 図9
10 E・5・12 17 直 口縁部 肥前 図10 柚焦茶色
ll D・4・15 18 直 底から胴 肥前 図ll 口縁内に砂の重目あり
12 E．4－19 現　6 左 口縁部 肥前 図12 粕焦茶色
13 E－4－10 13 直 底部 肥前 図13 高台2、2c皿、紬黒色
14 E－4－13 現　7 直 底部 肥前 図14 高台1、2c皿、紬あり
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⑧陶器（第247図～第250図）
　陶器は古く肥前1・1期のものがある。慶長以前から寛永期に属し、1・H期は層が浅いところからの
出土に驚く。150cmが寛延の火災層であり、そこからは1期が少なく、50～70　cmが殆どである。施設があ
ったのか、山師が使ったのか鮮明にできない。寛延の火災で焼けた施設は文献によると使役長屋、土蔵、
稲荷社が残っており、これが寄勝場の敷地にあったかどうかは判然としないものの、施設があったことは
想定できる。唐津に陶業が興ると北九州から陶器が入り、瀬戸・美濃陶器は姿を消す。明治になって勝場
に学校を建て、基礎工事の跡が無数に出る。また北に土塁を築き防風に備えた。出土したものは肥前陶器
が主で、瀬戸・美濃陶器は非常に少なくなる。これで北九州の陶器が船で佐渡へ渡り、瀬戸・美濃陶器を
駆追し佐渡で稼いだことが明らかである。
　1～7は1期の胎土目小皿である。50～70cm下の層から出土しており、想定より浅い。濁った灰粕を
かけている。1、2、6はいわゆる絵唐津である。先端部に意味の分からぬ絵を描くのがこの期の特徴を
示す。26はくつ茶椀である。これも濁った灰粕をかけた茶椀で、抹茶を嗜んだのは奉行しかいないので
はないか。3は鉄紬の大皿であり、見込みに金属の腐食片がこびりつく。これは金銀の粉成か精練用具と
見たい。7は猪口である。酒の飲み食いに使用したのであろう。高台はなく削りだしで、内面に紬をかけ
ているが、外面はかけてない。
　8～16はH期の砂目皿であり、H期に多い溝縁皿が目につく。砂目は高台や見込みに多く、15のよう
に高台のみにつくのは、一番上に置いたのでのであろうか。9、10も高台はなく回転糸切りである。10
は小皿より幾分大きく造られる。口縁部がある9～12は溝縁皿であるが、13～16は丸皿となる。
　27、48は瀬戸・美濃陶器の江戸時代初期の椀、鉢である。
　27は志野粕のぐいのみの小鉢である。志野紬は大窯V期にできたといわれ、白い長石単味の粕で、鉄
絵具で筆描きの下絵が特色で装飾文様を一新したという。しかし、長窯時代は白が純白であり、紅志野、
鼠志野、赤志野という鉄と長石を巧みに応用した。出土の28の小鉢はそれより黄色が強く、志野織部と
いわれる作品が多く造られているが、登窯1期の久尻元屋敷窯の製品と思われる。
　48は50cm下の層から出土した青織部で外面に草花文様の押印がある。織部も大窯V期には造られてい
たといわれ、元和の終末になると絵の線が細くなり、黒から赤、白と色がまちまちに分類されているが、
終末を迎える。中は粕がかからず線香立であろうか。そう云えば稲荷社は下の馬場の一角に鎮座していた。
出土位置が合わないのは学校建設で動いた故かも知れない。製品は高台があって粕は高台際まで掛かる。
慶長期に入ったとされる連房式登窯の導入で知られる1期の久尻元屋敷窯の作品であろうか。
　17は大甕の一部で手つくね成形であり、内面は格子目状敲紋を持ち、底は厚くできている。鉄粕を全
面に掛け腰部も厚い。口縁部の仕上がりが不明であるが、格子目は潰れており、1期に属すると思れるも
のの皿期の初めに分類した。
　22～25は小型の甕に属する。22は焼締で底、腰に白い灰の斑点がつく。24は内外に施粕しており、あ
るいは鉢かも知れない。25は内外に紬なく焼締の製法である。いずれも肥前の作品でIV期に分類した。
23は瀬戸・美濃陶器の作で、黒の粕が高台まで掛かり、底面に空気の穴があり、ひびが入っている。18
世紀前半のIV期に分類した。31、32、34は甕であるが、それぞれ時代がちがう。31は手つくね技法で成
形し、外面に二本の沈線が入り一本の浮いた線に見える。内面は斜めの敲目が一面に入る。肥前のn期に
分類すべきかも知れないが、皿期に分類した。32は焼締で胴の一部しか残らない。ロクロを使っている
が雑で乱暴な造りとなる。内外にロクロの跡がつく。口縁が残らず時代判定が困難であるが、一応肥前の
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皿期に分類した。34は小甕であり内面は口から紬が掛からない。比較的厚手のつくりで茶黒の灰粕がか
かる。口縁に似たものがなく、あるいは17世紀後半の壷であろうか。
　18～20は大鉢でIV期に特有とされる白化粧の刷毛目装飾である。口縁部がないため口縁の変化が不明
であるが、IV期特有の刷毛目がはいる。
　30は化粧掛けの大鉢で、高台内部の底部は薄くIV期の特徴が出ている。33は瀬戸・美濃陶器の大鉢で、
黄色の瀬戸粕で化粧掛けしており長石が足りない故か胴部に流れている。流れた部分は粕が厚く細い貫入
がはいり、その分粕が薄いことを示している。胎土は鉄分の少ない白い粘土で比較的薄いつくりとなる。
　47は瀬戸・美濃陶器の鉢で、60cm下の層から出土した。黄色い紬が高台の下まで掛かり、18世紀前半
のIX期に見た。高台の中に彫字があるが読めない。胎土は鉄分の少ない白色を呈する。
　41～43は片口である。これも白化粧の刷毛目装飾が施されるが、口縁の分かるものが多い。口縁は外
反しており、口縁下に貼りつけた断面三角形の口に続いている。片口の口縁と化粧はIV期の特徴をよく捉
えている。
　21は腰が薄く大皿に分類したが、あるいは甕かも知れない。底が厚く腰部は極端に薄くなるので皿に
分類したものである。28、29は皿で、28は内面に鉄紬が掛かる大皿である。鉄粕で窓に曲線の紋様をつ
けるVI期独特の化粧掛け手法である。高台はあまり高くなく、底に兎巾を持たない。29は瀬戸・美濃系
で越中瀬戸焼と思われる。白と茶色の掛け分けで見込み部分に重ね焼きの跡が残る。
　36～40は鍋で、36、37、38は60cm下の層、39、40は50　cm下から出土している。相川は歴史的に目の悪
い人が多く、二人の奉行が驚いて日記に書いているように、鉱山の坑内で働く関係であろうか。昭和初年
まで女性が目を洗うのに盛んに使っていた。戦前は国仲の人が神社の縁日に買って帰ったと町の製造者は
よくいう。粕は茶黒で光っている。
　45は土瓶の口で70cm下から出土した。上と下がないために造りが不明なものの口の長さ、吊り手の向
きや出土層からIV期に分類した。
　勝場は役人の拝領地に該当したのであろうか。文献では役宅を没収して勝場にしたとあるが、材木置場
か外吹勝場跡が役宅であったと思われる。しかし、あまりに多くの唐津1・H期が出土するのでそんな推
量をしたくなる。出土層を推し量ってみると75cm～120　cm下が宝暦9年の勝場層であり、70　cm下が寛政の
火災層となり、安政の火災層は60cm下である。真っ黒な焼土が重なって見える。40～60　cm下が明治には
いり旧法に戻った勝場層となる。この層から木製の船が出土するが、一段高い。あるいは水を使う木綿で
作った汰り流しの船であろうか。あとは学校建築で削られて見えない。
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第247図　陶器（1）
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第248図　陶器（2）
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第249図　陶器（3）
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　　第250図　陶器（4）
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第68表陶器観察表
No 出　土　地 器形 生産地 時代 高台 図番号 群別 適　　　　要
1 D－4－2 皿 肥前系 15C末有 図1 肥前1 絵唐津、殆土目
2 E－4－2 皿 肥前系 17C初有 図2 肥前1 絵唐津、殆土目
3 E－4－134 皿 肥前系 17C初有 図3 肥前1 殆土目、見込に金属の腐食
4 H－5－2 皿 肥前系 17C初有 図4 肥前1 殆土目
5 G－4－3 椀 肥前系 17C初有 図5 肥前1 殆土目
6 E－4－4 鉢 肥前系 17C初有 図6 肥前1 絵唐津
7 H－5－27 鉢 肥前系 17C初無 図7 肥前1 猪口
8 D－5－36 椀 肥前系 17C前有 図8 肥前n 砂目
9 E－5－1 皿 肥前系 17C前有 図9 肥前H 砂目、溝縁皿
10 G－3－1 皿 肥前系 17C前紬 図10 肥前H 砂圏、溝縁皿、
11 G－5－1 皿 肥前系 17C前不明 図11 肥前n 溝縁皿
12 G－3－2 皿 肥前系 17C前有 図12 肥前1 砂目、溝縁皿
13 H－5－6 皿 肥前系 17C前有 図13 肥前n 砂目
14 H－5－7 皿 肥前系 17C前有 図14 肥前n 砂目
15 G－4－6 皿 肥前系 17C中有 図15 肥前皿1 波佐見焼か
16 H－5－9 皿 肥前系 17C前有 図16肥前n 砂目
17 E－4－126 甕 肥前系 17C中無 図17 肥前皿
18 E－5－26 鉢 肥前系 18C前有 図18 肥前IV
19 E－4－50 鉢 肥前系 18C前不明 図19 肥前IV
20 D－4－26 鉢 肥前系 18C前不明 図20 肥前IV
21 D－4－10 甕 肥前系 18C前不明 図21 肥前Iv 底は粕なし
22 G－5－33 甕 肥前系 18C前不明 図22 肥前IV
23 E－5－67 甕 肥前系 18C前不明 図23 肥前IV
24 E－4－135 甕 肥前系 18C前無 図24 肥前w
25 G－4－29 甕 肥前系 18C前無 図25 肥前w 焼締、内外に灰の斑点あり
26 G－4－31 椀 肥前系 17C前有 図26 肥前1 殆土目
27 G，3．9 椀 瀬戸・
?Z系
17C前有 図27 登窯1
28 H－5－24 皿 肥前系 18C前有 図28 肥前IV
29 H－5－26 皿 瀬戸・
?Z系
18C中有 図29 登窯皿 越中瀬戸焼
30 F－4－28 皿 肥前系 18C前有 図30 肥前IV
31 H－5－47 尭 肥前系 17C中不明 図31 肥前皿 内面敲成形、粕なし
32 H－5－50 甕 肥前系 17C中不明 図32 肥前皿 内外面紬なし、焼締
33 F－5－20 鉢 瀬戸・
?Z系
18C前不明 図33 登窯珊
34 H－5－49 甕 肥前系 17C中不明 図34 肥前m 内面粕なし
35 H－5－58 瓶 肥前系 18C前不明 図35 肥前IV
36 D－4－14 鍋 肥前系 18C後不明 図36 肥前IV 土鍋
37 E－4－136 鉢 肥前系 18C前不明 図37 肥前IV
38 E－4－106 鍋 肥前系 18C前不明 図38 肥前IV
39 D－4－16 鍋 肥前系 19C前不明 図39 肥前V 土鍋
40 D－4－15 鍋 肥前系 19C前不明 図40 肥前V 土鍋
41 F－3－17 鍋 肥前系 18C前不明 図41 肥前IV
42 G－4－30 鉢 肥前系 18C前不明 図42 肥前w
43 D－5－20 鉢 肥前系 18C前不明 図43 肥前IV
44 H－5－60 鉢 肥前系 18C前不明 図44 肥前lv
45 F－4－49 急須 肥前系 18C前不明 図45 肥前IV
46 H－5－59 鉢 肥前系 17C前不明 図46 肥前1皿
47 E－5－62 鉢 瀬戸・
?Z系
18C前有 図47 登窯V 底に彫字あり
48 E－4－101 鉢 瀬戸・
?Z系
17C前有 図48 登窯1
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⑨磁器（第251図～第256図）
　中国磁器（第251図）
　　中国の舶載磁器がll点出土している。時代差があり古いものは16世紀末に遡り17～18世紀に及ぶ。
　範囲も景徳鎮から・州窯・汕頭と広い範囲にまたがる。
　　1はD－4の40cm下の層から出たもので18　C末から19　C前半にかけて焼かれたもので、赤絵の湯呑み
　か盃である。底に青呉須で作者名がはいり、井背と読める。赤で胴部に角の中に文字があり、左には赤
　で丸に文字が四字はいる。焼成場所は不明である。
　　2と3は16世紀末から17世紀初に景徳鎮で焼成した青花で皿と思われる。3は底の半分に「化年口」
　とはいり年号が不明である。4は湯呑か盃で吾須で蔦文を描き内面は純白である。5は蓋で表に草花文
　様を描き、内の仕切り際に砂目がつく。6は17C初頭の皿で高台が見える。内面に草花文様、外面の
　高台中に二本の横棒がはいる。胎土は密で属にいう磁土である。
　　8は潭州窯というより石砺窯の方が通りが良いかも知れない。明末から清初に焼造したらしく広東で
　赤絵を絵付して輸出したと云われる。18世紀初の青花である。5は18C初頭からの青花で皿となり、
　内面に草花文様を描く。6は17世紀初頭で内面に草花文様、外面の口縁近くに厚い横棒を一本いれる。
　胎土は鉄分を含み荒い。
　　8、9は17C初頭のスワトウ器と云われる吾須赤絵の大皿と大鉢である。中国南部の地方窯で生産
　され、16世紀末に福建省沿岸から輸出された粗器と云う。8、9は高台や高台際に砂が一面に付着し、
　見るからに粗器の感を与える。9は50cm下から出土したもので、外面に草花文様、見込みに丸い線が
　はいり、その中に紋様を書いているようであるがはっきりしない。
第251図　中国磁器
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第69表　中国磁器観察表
No 出　土　地 窯名 粕薬 高台 年代 図番号 器種 摘　　要
1 D－4－1 不明 赤絵 有 18C末図1 杯
2 E－4－1 景徳鎮 青花 有 17C初図2 皿
3 E－4－2 景徳鎮 青花 有 17C初図3 皿
4 F－4－1 景徳鎮 青花 有 19C中図4 杯
5 F－5－1 景徳鎮 青花 仕切 17C初図5 蓋
6 G－4－1 津州 青花 不明 18C初図6 皿
7 G－4－2 潭州 青花 不明 17C初図7 不明
8 D－5－1 汕頭 赤絵 有 17C初図8 大皿
9 E－3－1 汕頭 赤絵 有 17C初図9 鉢
肥前磁器（初期伊万里）（第252図）
　磁器は出土数が多いので初期伊万里と17世紀中頃以降に分ける。古いものは地下深くから検出され
るが上の層からも検出される。明治に入り旧制女学校が建設され、向陣屋を壊して校舎にあてたため上
の高い役所台地と下の低い寄勝場から検出した破片が同一固体でひっついている。これは上の台地から
低い台地の斜面に向かって投げ捨てた可能性が高い。また深さが一定しないのは、女学校建設時の基礎
工事による穴が並んで空いており、その穴から古いものや新しいものが出てくる。穴に埋まった可能性
も否定できない。肥前磁器の編年はn－1期を初期伊万里としているが、年代が長いためにH期全体を
初期伊万里として扱う。第皿一1期は1610～1630年代、第H－2期は1630～1650年代であり、大橋康
二氏の編年基準を用いた（註38）。
　1～5は初期伊万里と云われる磁器が始まった当時の作品である。1～4は皿の染付で1と2は蛇目
剥ぎをしており、江戸では出土していない。3は染付の皿で高台に二本の横線をひく。見込みにはダミ
があるものの、これだけでは絵の種類は判断できない。胎土は鉄が少ないが陶器の色をしており酸化気
味である。4も皿で見込に草花文様があるが散って見づらい。5は染付けの碗で外側はブルー色の横線
を一面にひく。胎土は還元して白い。130～140cm下の層から出土した。
　6と7は鉢である。線香立てで青磁色をし、内面は灰をいれるためか施粕しない。7は50cm下から
出土した染付である。
　8から11は瓶で内面は粕がかからない。ロクロ挽きで液体を入れたのであろうが、酒か水かは分か
らない。8は110cm、11は160　cmの層から出土している。
　12は椀で120～130cmの層から出土した。外は柿色の紬がかかっているが、内面は見込に蝶の絵が描
かれる。胎土は酸化気味で黄色に発色する。
　13と14は皿で13は120～130cmの層で見込みに横線を配置し中の文様は不明、14は青磁で内面に凌ぎ
を持ち100cmの層から出土した。
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第252図　肥前磁器（初期伊万里）
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第70表　肥前磁器（初期伊万里）観察表
No 出　土　地 器種 高台 施粕 時期 年代 図番号 摘　　要
1 E－4－1 皿 有 青磁 H－117C初図1 砂目はぎ
2 E－4－2 皿 有 染付 H－117C初図2 砂目はぎ
3 E－5－2 皿 有 染付 H－117C初図3
4 F－5－1 皿 有 染付 皿一1 17C初図4
5 H－5－3 椀 不明 染付 H－117C初図5 130～140c皿下
6 D－4・1 鉢 不明 青磁 皿一2 17C前図6 線香立
7 E－4－3 鉢 無 青磁 H－217C前図7 線香立
8 G－5－2 瓶 有 染付 H－217C前図8 内面粕なし、110cm下
9 H－4－2 瓶 不明 染付 H－217C前図9 内面軸なし
10 H．5．1 瓶 不明 染付 n－217C前図10 内面粕なし、120wl30cm下
11 H－5－2 瓶 有 染付 H－217C前図11 内面粕なし、160c皿下
12 H－5－4 椀 有 染付 H－217C前図12 120“130cm下
13 H－5－6 皿 有 染付 n－217C前図13 120～130cm下
14 H－5－7 皿 不明 青磁 1－217C前図14 100cm下
その他の磁器（第253図～第255図）
　第皿期（17世紀中期）以降の磁器を一括して載せた。磁器は1610年以降の第H期からとされており、
第皿期は1650末～1690年、第IV期は1690～1780年代と時代が長いので1～2期に区分した。第V期は
1780～1860年代の安永から幕末までとしたが、編年は大橋基準に従った（註39＞。
　近代の校舎建設により深い基礎工事跡があり、磁器は基礎工事跡にも火災跡にも散らばっている。火
災と文化層は黒い土のため見当がつきにくい。
　大部分が肥前磁器で、関西系や瀬戸系はV期に2点つつ見られる程度で、肥前磁器が圧倒的多数を占
める。古いものでは初期伊万里から存在するが、はたして施設があったかどうか、また上の台地から投
げられたものかは不明であるが、勝場と役所が建っていた台地の遺物に交わりが見られるので、そうい
う可能性もあったと考えられる。当初は畑、水田で耕作されてきたが江戸時代になって金山が発見され、
労働者が全国から集まると市中は賑わいを見せ佐渡の中心として栄えるに至った。その時代の遺物が豊
富に存在し都市計画の存在を裏付けており、古い遺物と対象的である。
　1から10までは第皿期に属する碗、鉢、皿、仏飯器、線香立である。11から17はIV－1であり、18
～37と39・40はIV－2期、38以降（39・40を除く）はV期にあたり、それぞれの特徴を持つが18世
紀、19世紀の遺物については層位を基準にしたが、基礎工事で掘り返された跡が多く意のままにはゆ
かず、止むなく新しい時代を基準にしたものもある。
　1皿期は1650年から1690年までの間を云う。染付が中心で白磁、青磁がある。箆彫装飾は見られず、
陽刻み文は型で表すのが盛んで、陰刻文は釘彫りが多くなる。色絵が盛んになる。
　IV期は1690年代から1780年代となる。この時期にはコンニャク印判や型紙摺が盛行する。文様では
見込みに五弁花のあるのが大流行する。また裏文様として花唐草の花の部分をハート状に描いたハート
唐草文が盛行する。皿、鉢、蕎猪口などの底部蛇ノ目凹形高台につくり、高台内にチャツやハマをあて
て窯詰する方法が始まる。
　V期は1780年～1860年代となる。印刷手法はなくなり、手描による染付と型打ち陽刻文だけになる。
蓋付きの広東形碗や端反形碗を重積焼成する際に足付きハマを置く方法が行なわれる。これだと窯道具
をとり払った後に三～四個の足の装着痕が残る。蓋の付いた飯碗が流行するのはこの時期である。底裏
銘では清朝年号の「乾」の「乾」を築書した染付や「玩」「成化年造」等が多くなる。また幕末期には
窯焼名を彫込んだ銘が現れ、樋口窯では「樋口造」「ヒ造」「蔵春亭三保造」等がある（註40）。
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第253図　その他の磁器（1）
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第71表その他の磁器（肥前）観察表
No 出　土　地 器種 高台 施紬 期 年代 図番号 摘　　要
1 D－4－2 瓶 不明 染付 皿 17C後図1 内面無粕
2 D－4－3 鉢 有 青磁 皿 17C後図2 線香立か、内面無粕
3 D－4－4 碗 不明 染付 皿 17C後図3 50～70cm下
4 G－3－1 皿 有 青磁 皿 17C中図4 線香立、内面無粕
5 H－5－1 碗 不明 染付 皿 17C中図5 120←130cm下
6 H－5－2 皿 有 染付 皿 17C中図6 120～130cm下
7 H－5－3 碗 有 白磁 皿 17C後図7 130⇔140cm下
8 H－5・4 皿 有 染付 皿 17C後図8 100cm下
9 G．5．1 碗 不明 染付 皿 17C後図9 仏飯器、50←70cm下
10 E－4－3 碗 有 青磁 皿 17C後図10 線香立、高台砂目軸ハギ
11 D－5－4 皿 有 染付 lV－118C前図11 70□10cm下
12 D－5－5 碗 有 染付 1V－118C前図12
13 D－5－6 碗 有 染付 】V－118C前図13
14 E－4－4 碗 有 染付 IV－118C前図14 線香立、高台粕ハギ
15 E－4－10 碗 有 染付 IV－118C前図15
16 E－4－12 碗 不明 染付 IV－118C前図16
17 E－5－2 碗 有 染付 IV－118C前図17
18 D．4－9 碗 有 染付 1V－218C後図18
19 D－4－16 碗 有 染付 IV－218C後図19
20 D－4－21 鉢 不明 染付 IV－218C後図20
21 D－4－22 碗 有 染付 IV－218C後図21
22 E－4－5 皿 不明 染付 IV－218C後図22
23 E－4－19 鉢 不明 染付 IV－218C後図23
24 E－4－24 碗 不明 染付 IV－218C後図24
25 E－4－25 皿 不明 染付 IV－218C後図25 仏飯器、60cm下
26 E－4－26 皿 不明 染付 IV－218C後図26 40～50cm下
27 E－4－28 碗 不明 染付 IV－218C後図27
28 E－4－32 碗 有 染付 IV－218C後図28
29 E－4－36 碗 有 染付 lV－218C後図29
30 E－4－43 碗 有 染付 IV－218C後図30
31 E－4－45 碗 有 染付 IV－218C後図31
32 E－54 碗 有 染付 IV－218C後図32
33 E－5－7 皿 有 染付 IV－218C後図33
34 D－5－9 碗 有 染付 IV－218C後図34
35 F－4－14 碗 有 染付 IV－218C後図35
36 F－5－3 皿 有 染付 IV－218C後図36 120cm下
37 E－5－9 碗 有 染付 IV－218C後図37
38 G－5－10 瓶 不明 染付 V 19C後図38
39 H－5－11 碗 有 染付 IV－218C後図39 130～140cm下
40 H－5－13 碗 不明 染付 】V－218C後図40 100cm下
41 D－4－31 鉢 有 染付 V 19C後図41
42 D－4－40 皿 有 染付 V 19C後図42 40－90cm下
43 D－4－43 瓶 有 色絵 V 19C後図43 線香立、内面無粕、50cm下
44 D－5－26 碗 有 染付 V 19C後図44 関西系か
45 D・5－27 瓶 不明 染付 V 19C後図45
46 D－5－28 碗 有 染付 V 19C後図46 瀬戸か
47 E－4－70 碗 有 染付 V 19C前図47 瀬戸か、80＾100cm下
48 E－4－77 蓋 不明 染付 V 19C後図48 口無粕
49 E－4－78 蓋 不明 染付 V 19C後図49
50 E－4－86 碗 不明 染付 V 19C後図50 50cm下
51 E－6－1 鉢 不明 染付 V 19C前図51
52 F－4－18 碗 有 染付 V 18C末図52 瀬戸か、100←120cm下
53 G－3－8 鉢 有 青磁 V 19C前図53 線香立、内面無軸、50cm下
54 F－4－13 碗 有 染付 V 18C末図54
明治以後の陶磁器（第256図）
　明治に入り金山が洋式化され、また女学校が新築されて土地が狭いため向陣屋を削って校舎に当てた。
その遺物が表土から出土している。女学校が建設されたのは大正も終りの頃で、数年後に河原田へ移っ
たため、その後に相川中学校が入った。
　遺物は大半が上の層に集中するが、中には基礎工事の穴中から出るものも見られる。一つの遺物が壊
れて飛び散り復原可能に感ずるものや、瀬戸でも確認出来ないもの、瀬戸以外についても不明で扱った。
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　北九州は日本海の港に入ったので日本海側に多く見られ、佐渡もその例に漏れない。井上喜久男の
「尾張陶磁」によると登窯W期の寛政年間に磁器が見られると書き、安永五年の箱書に麦藁手六角蓋付
小杯があるという。登窯珊期になって磁器は瀬戸全体に広がったといわれる（註41）。明治以後は瀬戸
の磁器が大量に佐渡へはいり、肥前磁器が少なくなる。出土品が同じ傾向を示す。輸送の便利さが原因
の一つと考えられる。
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　第256図　明治以後の磁器
の
第72表明治以後の磁器観察表
No 出　土　地 原産地 器種 年代 高台 施粕 図番号 摘　　要
1 D－4－1 瀬戸 碗 20C前有 染付 図1 湯飲
2 D－4－2 不明 碗 19C後有 染付 図2 湯飲、40cm下
3 D－4－3 瀬戸 蓋 20C前無 染付 図3 犬の絵
4 D－4－5 瀬戸 蓋 20C前無 染付 図4 湯飲か急須の蓋、60cm下
5 D－4－8 不明 皿 20C前有 染付 図5
6 D．4．9 不明 重箱 20C前有 色絵 図6
7 D－4－10 不明 碗 20C前不明 染付 図7
8 D－5－2 瀬戸 重箱 20C前不明 染付 図8 50cm下
9 E－4－1 瀬戸 急須 20C前有 染付 図9 50c皿下
10 D－4－11 不明 碗 20C前有 染付 図10
11 E－5－3 瀬戸 重 20C前不明 染付 図11
12 E－5－7 瀬戸 鉢 20C前無 染付 図12
13 E－7－1 瀬戸 碗 20C前不明 染付 図13
14 F－4－1 不明 瓶 20C前不明 色絵 図14 120cm下
15 F－4－7 瀬戸 皿 20C前有 染付 図15
16 G－4－1 瀬戸 碗 20C前不明 染付 図16
17 G－5－1 不明 碗 20C前有 色絵 図17
18 H－5－2 瀬戸 皿 20C前有 染付 図18 120cm下
19 H－5－3 不明 瓶 20C前有 色絵 図19
20 D－4－7 不明 碗 20C前不明 染付 図20 6と対か
21 E－4－6 不明 碗 20C前有 染付 図21
22 F－4－6 不明 瓶 20C前不明 染付 図22 120cm下、2と対か
23 F－5－7 不明 瓶 20C前有 染付 図23
24 H－5－1 瀬戸 瓶 20C前有 染付 図24
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⑩木製品（第257図～第273図）
　　木製品類の検出は多い。粉成用の舩、桶、旅は勿論、提灯、のほか絵図で見る金銀精錬の窯前で履く
　足駄などが検出される。しかも桶樽には墨絵が書かれているが、落書か真面目に書いたのか不明である。
　天保から安政期のものと考えられるが、旧制女学校の建築により基礎工事で大きな穴の中に遺物が詰ま
　っているため、遺物から時代を想定できない。
　舩（第257図～第261図）
　大きさは一定せず寸法に差があり、形もちがう。材は松が多く、汰るものによって差を生じたのであ
ろうか。拓石の「金場」という粘土で高くした場所、石を安定させるための「くつわ縄」や「鉄鎚」
「馬ノ尾粉成」の飾も見つからずに終った。むしろ丸い穴より四角い穴が多く開いており、水車を用い
た感が強いが、文政6年（1823）に水車を「金場」に導入したとあるので、銅鉱の粉砕に使用したと思
われる（註42＞。つまり舩は検出されるが、桶、樽、旅の類は断片的にしか見えない。腐食でなくなっ
た公算が強い。どれが磨場かネコ流しか特定できない状態である。
　舩1～4号までは近代の中学校の便所建設により壊されている。1の底板は南北方向で3枚組で後は
壊れてない。材は松である。縁は84cmで西側は縁がとれてなく、釘穴が見える。釘穴は70　cmと90　cm間
隔に打たれ規則正しい。幅は86cmで長さは　1　m　64　cmの矩形と思われるが便所の基礎工事で壊されてい
る。傍に舩の残骸があるがなんとも云われない。2号と3・4号は基礎で壊され寸法が不明である。材
は松となり、1号は舩の中、2～4号は周囲にセリカスが山になっている。5号は水路に近いが明治に
なって壊された感が深い。周辺はセリカスの山である。
　6号～8号は水路に近く、80cmの矩形を呈すると思われる。表土下44、9cmにあって天保から安政期
のものと考えられる。8は水路の近くにあり材は松板になる。底は8枚で組まれ縁はないものの、傍に
縁の切込があるので矩形と判断できる。セリカスが堆積する。9は井戸に近く水の便が良かったのであ
ろう。水路の近くにも見られる。水路の近くは上舩で、9号が木綿を敷くネコ流し用であろうか。ある
いは後で捨てたものかも知れない。
　舩10号は松板つくりで、3枚張り合せで82、5cmの正方形を呈し、高さ16．5　cm、板の厚みは5cmを測
る。和釘で止めており和釘の穴が残る。中にセリカスが堆積している。『本途勝場粉成吹手続大概』に
は「板取」が使う舩は一尺四五寸四方に仕立て三分の縁を付け、磨で挽いた砂やネコで流したすりもの
を水の中で汰返すとあり、絵巻の「寄勝場」には舩の大小が描かれ、粉が外へ落ちないよう底板がしっ
かり組んである。「板取」がいた舩と思われるが、磨の置場がなく、別の用途であろうか。しかしセリ
カスの堆積が気にかかる（註43）。
　舩11号は10号の傍にあって幅82cmで長さ170cmを越し矩形を呈し、セリカスを伴う。三方に縁が見え
るので矩形と分るが長さは不明である。底板が5枚続くが、まだ縁があるので8枚まで行くのであろう。
　舩12号は1．80m×90　cmの矩形な舩が一列に三つ並ぶ。南側の舩はセリカスが堆積し、縁をとる板が
三ケ所見える。北側の舩には縁が四ケ所見えるのでほぼ完全な形で残っていると判断した。中に上磨と
下磨が放置され、上磨には「車木」がはまったままで最近まで磨を廻していた格好である。火災で避難
したのであろうか。ここにもセリカスが堆積する。真ん中の舩は板が七枚組まれ、縁は一ケ所しか見ら
れない。下に古い舩が現れて造り直していることが判明した。下の舩は痛みが激しく残りが少ない。依
存度が悪い。当初は磨場と考えたが磨を廻す広い場所がなく、絵図に見る舩の配置が異なることから磨
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場ではないと判断したが、セリカスの堆積から見て磨場であったかも知れないと考える（註44）。
　13号舩は矩形で広い場所に並ぶ。北側に七枚があり、真ん中に北と対照的に横に並び、南側は五枚
が真ん中と同じ方向で並ぶ。ずったのか別の舩か判断できない。地面の深くなったところがなく平面的
にのびる。いずれにしても舩が浅すぎて、磨を置く一段低い場所がない。当初は磨場と考えたが、根取
りの者がいる水桶がなく、磨の置き場には水のある低い舩や、磨を廻す広い場所がないことから磨場で
はないと判断したものの、セリカスが堆積していることから磨場であったかも知れない。
　実測の13号は全形が分かるものだけにした。13号の材は松で6枚を貼合せ176cmあり、幅は88　cmで
幅が長さの半分しかない矩形となる。高さは32cm、肉厚3㎜を測る。水が漏れないように周囲を板で
囲み上方は開く。周囲の板は和釘を打ち、周辺に下の板か通るように膀を穿っている。
　14号舩は矩形で幅は長さの半分しかない。底板は六枚の張り合せで縁がつく。縁は四つあり縁の高
さは不明なもののほぼ全形が分る。セリカスの堆積がなく用途不明であるが、セリカスが堆積しないの
で磨場ではない可能性が強いが、舩を使うのは磨場、根取、板取、ネコ場に限られ、皆セリカスを伴っ
ておりセリカスがないのは考えられない。掃除をしたあと使わなかったのであろうか。
　15、16号は北の土塁前の水路に近い。とく15号は底板が4枚続くが土塁の外に出るのであろう。16号
は基礎工事の傍にあるものの少し離れているために底板が四枚見える。縁はない。恐らく矩形を呈する
のであろう。材は松である。17、19号は北側にあり、水路の傍で16号と一直線に並ぶが底板の向きが
違う。即ち17、19号は底板が東西に組み合される。底は五枚と七枚であり、19号は三方に縁がつくの
で長さがはっきりする。17号は現存長143cmあるがこれで終りかどうか分らない。18、20と21、22号
は壊れている。
　23号は縁が四方についており長181cm、幅82　cmを数える。松材で底板は六枚が組まれる。24～26号
は古い水路の上にあって、矩形は分るが壊れている。
　舩27号は旅2号が中に入っていた。水路9号の北に位置する。縁が2辺しかなく高さは45cmが残る
のみで、底板は腐食してない。土は焼けており近くに炉があったのか不明である。底から下は白土とな
り舩は正方形の形がはっきり分かるほど土の色が違うので埋めてあったと思われる。
　周辺にセリカスが山になり舩の中にもセリカスが堆積しているが、セリカスばかりではなく炉を使っ
た跡と思われる輔の羽口なども出土する。土も火災で焼けたものと違って細かく赤い土が交じる。しか
し不思議にも木炭は出ない。
　セリカスは妙見山麓遺跡調査会から蛍光X線元素分析を依頼して結果を得た。それによると鉛・亜
鉛・銅・銀などの金属元素が一定量含まれるが金の鉱石に由来する雑質とみてよいであろう。したがっ
てセリカスは金の比重選鉱にともなう廃棄物とみて誤りはないと思われる。選鉱区では数％程度の鉛・
亜鉛・銅を硫化物の形で含む金銀銅鉱石が比重選鉱に用いられたと考えている。そして銀のうち金と共
生するものは金とともに精製されたのち金銀分離工程にかけられ、それ以外の銀が銅・鉛などとともに
雑質としてセリカス中に残存した（註45）と見たい。
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第257図　舩10号
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第73表　舩観察表
No 出　土　地 名称 形態 縦m 横m 図番号 樹種 摘　　要
1 E－4－13 10号 正方形 0．82 0．82第257図 松
2 E－5－19 12号 矩形 0．92 0．42第258図 松 3ケが連なる
3 E－4－24 13号 矩形 不明 0．42 第260図 松 6ケが連なり、四角な形状を呈す
4 F－4－7 17号 不明 不明 0．88 第261図 松
　桶（第262図～第263図）
　E－5－9から桶が二つ検出されている。1号、2号と命名した。1号の底板は杉材で四枚からなり、
径60、05cmを測る。竹のタガがかかって安定している。中にセリカスが23　cm堆積していた。上が不明で
あり全器形は分らない。25cm掘られて埋まっており、縁の周囲が8cm余分に掘られていた。板の厚さ
は3cm、土は黒褐色粘土で意識的に掘られたことが明瞭である。
　桶2号は1号から約60cm離れた東側に検出され、底径50　cmであった。二枚の板に竹釘を打ち、しか
も底に竹タガをかけて接合している。クレは上部が破損しているものの50～30cmを測り20枚を数える
ことができた。材は松である。中にセリカスが堆積しており、底から25cmに浜石を置いて安定を図っ
ている。石は12×12x7～18cmと一定しない。近くにもセリカスが一面に堆積している。舩12号や13
号、14号があってしかも傍に木綿を干したと思はれる高さ46cmの杭が立っていることからネコ場と考
えている。上舩、下舩から流れ出る汰物をすくう板取が使った桶と見たい。
　桶5号は壊れる寸前で底径は不明。クレは一括して縄で縛ってあった。高さ25cmを測り、杉である。
　桶6号は北側の斜面を埋め立て平地にしたG－3－22から検出された。現地表面下170cmから黒土が切
れて砂地となり、砂の厚さは30cm程度である。奉行所建設前の水田であろうか。底部のみ出土し、腐
食寸前のため樹種の特定が困難である。三枚の底板が残るだけで、底径75cmを測る大きな桶である。
中には15×20×18cm大の石英が四個入っていた。土は黒褐色を呈し、埋めた跡が明瞭に残る。何に使
った桶か特定できない。
　桶7号は南の端れから検出されたもので北に井戸10号が、南に舩22号が存在する。馬場に近い場所
である。付近には近代の中学校建設時の基礎工事の穴が散在する。舩22号は腐食で指で触れると壊れ
てしまうほど脆い。桶もあったことが分かる程度で崩壊寸前の状態を呈す。径は不明。舩と井戸に近い
ことから根取が用いた水桶と見たい。
　桶8号は底径60cmで、近くには近代の中学校建設時の基礎工事跡があり、水路11号の西側、水路9
号の南側に位置する。高さ18cmが残り、現場のほぼ中央である。黒土から木材片が出、その下から石
片が検出されるが舩もなく何に使ったかは特定できない。
　桶9号は底板が2枚で貼り合され、「クレ」は傍に置いてあった。底径34、8cm、クレは現高44、3cmを
測り、17枚を数えるがこれで1周りになるのか不明である。
　桶10号は松、桶11と12号は杉でつくられるが中しか残らず径不明。桶13と14号はFの検出で杉材で
あるが、中の1枚しか検出されず径不明。
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第262図　桶
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第263図桶9号
ll
1
1
｜
1
1
、
1
1
｝
ll1
1
1
！
り
ll
11
／ll
　　Ill
｝
く
獅
／i
l1「
　
｜
ill，
当酬
・，・．／i
　／
　　　111｝
1・
川；
纒
　（1．T：．：．’層「「「
l！
lll
1川1
　　　1，l^／
1鵬
h　川
1白1ﾏ
‖1　占
1　‘
ト，（：1．～1
　．　1・・Ψ
1・1’ m1
購
川
Illll
川1
幽
1
1　5　10　15cm
344
第74表桶観察表
No 出　土　地 名称 樹種 底径cm 現高cm図番号 摘　　要
1 E－5－4 1号 杉 60．0 不明 第262図1
2 E－5－4 2号 松 50．0 0．50第262図2
3 D－5－20 9号 杉 34．8 44．3第263図
　旅（第264図）
　1号はE－5－17と18の境にあり、板に乗って崩れる寸前であった。元材は竹を用い見た目では2号よ
り荒く感ずる。近くに舩と立杭があり、しかも竹で編むのは金場で使う「さく旅」しか考えられない。
中以下の鍵をふるうのに金場で使用した「さく旅」と考えたいが、縁が不明のため、あるいは水舩から
管で流す「ネコ旅」の可能性も考えてみたい。
　2号は図に示すようにF－4－4から検出された。舩の中にある。縦が11本で2本組に見える。縦
を安定させるために横竹2本を表・裏に一本置きにぎっしりと編む。横は74本が入ることを数えられ、
隙間のないように編んでいる。竹の皮と身を使い1より細かい感じを受ける。表土には下磨と上磨が転
がっており、近くには小さな切石が沢山混じっていた。コンクリートの下に黒い焼土が見えるので、安
政の火災層と思われる。
　舩の中にあり、銅床屋の図によると舩は正方形を呈することから中突舩の可能性が強く、近くに「か
な場」があったと考えたい。また「ネコ旅」の可能性も否定できない。縁が不明のため判断が容易では
ないが、いずれ勝場で使用する、「ネコ旅」か「サク旅」と思われる。
一345一
第264図　旅　S＝1　3
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第75表旅観察表
No
1
出土地
F－4－4
名称
2号
樹種
竹
底径cm現高cm図番号
12、0 14、0 図1
摘　要
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　下駄（第265図）
　下駄と云うべきものが片方つつ3足出土している。絵図によれば小判所掛り役人が見張っているため
不正できずに立ち働き、長窯では人夫が下駄履のまま窯詰している図があるため、当初は長窯があった
場所と考えたが、窯らしい跡や羽口もなく小判所の位置もちがうため、現場の人足が履いて通った下駄
と理解したが、3の下駄は歯の跡がなく釘が多く打ってあり、花緒や横尾の穴がなく、しかも石英の粒
があり実用に供したことは判断できるが、何のために穴がないのか判断できない。
　文献では宝暦9年後から寄勝場が開設されたため、宝暦以後の下駄を見ると、下駄の樹種は桂と杉で
あり、陰卯の連歯下駄が多い。とくに鼻緒の頭から遠いものほど古いと云われる。露卯の差歯は足駄に
多く見られる。
　1は陰卯差歯下駄で高さ1．00cm、長23．2　cmを測る。歯の幅は2．3　cmで断面は三角形となる。2は歯ば
かりで、井戸10号中にあった。陰卯差歯下駄で高さは5cmある。上が綺麗に切ってあるので陰卯下駄
とすぐ分る。
　2は陰卯下駄の連歯である。長さが22．5cm、高1cmを測り、歯の幅3．3　cm、現高3．3cmを測る。全体の
形は隅丸方形を呈し、桂でつくってある。奉行所で履くのは桂が多い。緒の穴が斜めに開いているので
職人の技と考えられる。商売人は穴の開け方にも気を配り、履く人にしっかり感を与える。前緒（鼻緒
をとりつける穴）は頭から2．7cm奥にあって、横緒は15．3　cmはなれており、うしろの歯の奥になる。後
歯の奥は削られて一段低く、断面を見ると三角形となる。歯の穴が後歯の後にあり、そこで縛ると足が
抜けにくいと云われる。子供用の下駄に多く見られる。歯の左側が極端に減っていることから右側の下
駄と思われ、足の癖がよくわかり砂利道ではなおさら左側が減ったのであろう。3は所々に黒い漆がつ
いているので漆塗下駄であろう。後歯は差歯であり台は真ん中が薄く削られるポックリ下駄の様相を呈
す。穴は斜めに開き職人の作と考えられるか、後歯が薄い。前緒は2．3cm、横緒は16．3　cm離れ、後歯の
後に穴が通る。後歯の幅1．2cm、削高が1．Ocmとなり断面は後歯が三角形を呈するものの、表面の形は横
長の楕円形となる。横側面に漆の跡がよく残り、癖のない履方で親指の減り方から見ると左側と推察で
きる。桂の木でできている。長20．3cm、幅7．9　cmを測り、横緒が台の後につく。前緒は斜めに索ってあ
り、横緒は直に近くなる。前歯は幅が広く花緒の傍まであり、後歯は足駄の歯と同じように入れ替えが
自由であったのであろうか。
4は杉の木製で右側が残る。底に石英の小さな粉成用の石が挟まっている。表面に株の跡が無数にあり
釘の穴が9ケ所見え、ニケ所は下まで通るが他は途中までしか空かない。何のために釘を打ったのか不
明である。前緒や横緒の穴がなく底に石が詰まっているのをみても実用に供した下駄と判断できる。表
面が腐ってないのかと考えたが穴は下まで通っておらず、これで用が足せるのか不思議である。あるい
は小判所の長窯で履いた下駄かと考えられるが不明である。前が厚く後は鋸で切り目が入ることから後
ろは一段低くなっていたのであろうか。釘の目跡は六ケ所に下まで通っており、歯を打ちつけた釘穴と
は思えない。何のために釘跡があるのか判断に苦しむ。前歯も後歯も見えず穴もない。厚いできで重く、
前歯や後歯がなかったのかも知れず、長窯で履く下駄は構造が違うのであろうか。杉の木である。
　5、6は陰卯連歯下駄で杉つくりである。7は陰卯連歯下駄でポックリの様相を呈し、前の断面は三
角状になる。9は杉でつくる陰卯連歯下駄で鼻緒と横緒の間に釘穴が見える。長さと幅が広い男が履い
た下駄である。11、12、13、14、15は露卯差歯下駄で杉つくりである。前歯と後歯に一つ穴が開いて
おり、断面は三角形を呈する。8、16～25は杉つくりの歯のみである。差歯で中に露卯の四角い突起
一347一
があり、属に云う足駄であろう。
第265図　下　駄
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第76表　下駄観察表
No 出　土　地 号数 高cm 現長cm歯の高 歯の幅 図番号 摘　　要
1 E－4－13 3号 1．00 22．5 3．30 3．30 図1
2 E－4－16 5号 3．30 24．5 不明 1．10 図2
3 E－4－13 4号 1．10 20．3 不明 不明 図3
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　車木（第266図）
　磨石の車木がついていて立木をはめればそのまま使
える状態で出土した。球状流紋岩製の上磨で物配りが
宝暦後に下磨へ移動した後の石磨である。
　車木は長16cm、幅5．2　cm、厚さ1．8　cmを測り、楓の木
でつくってある。車木の上方に立木がはまる丸い穴が
開くが穴は中央でなく端にあるのであるいは幅はもっ
とあったのかも知れない。
　いずれにしても車木のはまったまま出土するのは珍
しく、樹種が分っただけでも成果が大きい。絵図によ
ると本渡勝場の車木は角に切られており、丸い立木が
はまる仕組みになっている。「立木」に「やり木」を
はめ三人掛かりで磨をまわす。磨の傍に「根取」の者
がいて質のよい「セリカス」を水桶にいれる。磨には
水が張ってあり、その上を長い杓で組み取り上舩へ回
す。上舩には竹の管があって水が流れる仕組みであり
最後に「板取」が質のよい砂を取り上げて残りを「ね
第266図　車木
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こ場」に回す。「ねこ場」には水舩があって竹管で水が流れる仕組みであり、角の「ねこ台」の上に
「ねこ旅」が張ってあり、木綿を敷いて砂を流す。「ねこ場」の砂を流し「前垂れ桶」を使ってよい質の
砂を蓄めるのは女の仕事であり、男は木綿の取り上げや木綿を干すのが仕事であった。勝場は鉱石を粉
にする仕事で、製錬は床屋の仕事であった。上の畳部屋には番の役人がいて睨みを効かせ、不正な行い
を見張っていた。勝場と床屋は簡単に仕切ってあるだけで部屋続き同様であった。
　また外吹買石の勝場は下段に位置した。外吹買石は鉱山の最盛期に坑内の出口にボタ山を設けた。選
鉱で品質の悪い鉱石を捨てた山を試験したところ金銀が出て黒字になったので勝場を設けてボタ山を専
門に選鉱した。これを外吹買石といった。番所は坂本口と呼ばれて役人が見張りで常駐した。しかし、
寛政7（1795）年には金銀の出が悪く廃止され、文政12年には同心町に改まり、町同心の町となって
幕末を迎えた。
　小判所、後藤役所は別棟で見張りが厳重であった。後藤役所は小判所に切り極印を打ち、秤にかけて
目方を統一し使用できる寸前の状態であった。小判所には広間役や目付役がいて小判所掛りや秤のかけ
方を見守った。
　桶の栓（第267図）
　桶の栓は寄勝場には直接関係しない。桶を買ってはずしたのか、私用の分かは分らないが、勝場や床
屋では栓のある桶は必要ないと思われる。桶は大小さまざまで、常に水が必要であり杓も長短があって
場所によって使方が異なる。桶は地中に埋めたり、傍に置いて使ったりし、用途によって名称がちがう。
粉成（勝場）の「かな場」では硝子桶・粉入桶・水桶・汰物桶などがあり、「ねこ場」では前垂桶・打
込桶・持桶・立桶等があるが、いずれも栓・蓋は絵図には見えない。
1は長5．8cm、末口径2．2　cm、太い径で3．3　cmを測る。材質は杉で丸い。2は長10．3　cm、末口径2．4　cm、太
い径3．7cmで桧でつくられる。丸い仕上げである。3は長64cm、末口径2．4　cm、太い径3．7cmを測り丸い。
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4は鋸で切った跡と焼けた傷があり、断面は楕円形を呈する。栓を使用する桶は考えられないが、桶に
入れは砂を保管するために栓をしたのであろうか。5は断面が三角形を呈し、底は鋭利な刃物で着られ
るように径がない。
第267図　桶の栓　Sニ1　3
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第77表桶の栓観察表
No 出　土　地 形状 長cm 底径cm 材質 図番号 摘　　要
1 E－4－11 丸 5．8 2．2 杉 図1
2 E－4－12 丸 10．3 2．4 桧 図2
3 E－4－18 丸 6．4 2．4 杉 図3
4 E－5－19 楕円 25．5 1．7 楓 図4
　漆椀（第268図）
　1は接合が可能である。赤漆を塗り樹種は役所と同じようにブナでつくっている。模様はない。2はブ
ナでつくり黒漆を塗る。赤味が幾分混じり紋様はない。3は高台が黒くて中外は赤い。樹種は不明なもの
のブナと思われる。番所役人が昼食した残りであろうか。
第268図　漆椀
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第78表　漆椀観察表
No
1
2
出　土　地
E－4－14
F－5－7
口径cm
不明
不明
厚cm
0、6
0、8
高cm
不明
不明
高台径
4、5
5、6
樹種
ブナ
ブナ
図番号
図1
図2
摘　　要
　木製櫛（第269図）
　井戸9号中から検出したものである。長8．7cmあるが途中で切れており、歯間が粗いことから解櫛と思
われる。峰は山型を呈し端は0．6cmで、真ん中は1．5　cmを残す。歯は現在54本あるが全体で60本は優にあ
ると思われる。縄文時代とはちがい簡潔で棟に文様は見られない。木製櫛は黒色化し光沢がある。これは
髪の油が浸透したためであろうか。ネコ場には女が働いているので、女の解櫛と考えたいが、男の解櫛か
も知れない。
第269図　木製櫛　Sニ1　1
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第79表　木製櫛観察表
No
1
出　土　地
F－5－1
峰cm
1、5
現歯本
54、0
文様
無
男・女
女
現長cm
8、7
高cm
4、7
摘　　要
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　竹の栓（第270図）
　井戸10号から出土している。真竹を使い半分を半載し水の出をよくしている。絵図ではネコ場の水舩
から竹の栓が2本つつ出ており、ネコ台にネコ旅を敷いて2人の女番が座って杓を使い溜った砂を均等に
ならし木綿のネコ流しにかけている。現在長21．1cm、調節に1．5　cm、半載は節から切って132cmある。
第270図　竹の栓　S＝1　3
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第80表竹の栓観察表
No
1
出　土　地
G－5－9
長c皿
21、1
半載c皿
13、2
材質
真竹
調節cm
1、5
節本
1
摘　　要
節から半載している
　樽のクレ（第271図）
　樽か桶か分別がつかないクレが出土しているが、桶に比較して短かい。中に挟れて四角に切ったものも
見られる。絵図では短い桶は「板取」が使う汰物桶か「カナ場」の前たれ桶、打込桶であろうか。
　1から7号までは下方にタガが掛かっており、絞めた跡が見られる。3号は円形が強く四角な穴が掘っ
てある。8から11号も下方にタガの跡が残る。
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第81表　樽のクレ観察表
No 出　土　地 長cm 幅cm 厚cm樹種 図・番号 摘　　要
1 E－4－10 9．9 5．6 0．6 杉 図1
2 E－4－13 11．3 4．1 0．9 杉 図2
3 E－4－10 9．1 4．4 0．7 杉 図3
4 E－4－24 12．6 4．8 L2 杉 図4
5 F－5－18 8．9 3．5 0．5 杉 図5
　墨書のある木製品（第272図）
　木製品に墨書がある。買石が勝場で専属に粉成しをしていたので、道具の所在を明らかにするため自分
で名前や符号を書いたのであろうか、
　墨で文字や符号を書いている。1号は裏に月五日とあり、表は文字があるが読めない。現長さ261cmあ
るが、まだ続くと思われる。現在はまっすぐになっているが曲物であろうか。2号は樽の底で丸の記号が
入小さい。3号は瓢箪か記号が不明である。表も墨字のようであるがはっきりしない。長く埋まって、勝
場の砂が溜ったためか、黒が強く混じって不明である。
第272図　墨書のある木製品　S＝1　3
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第82表　墨書のある木製品観察表
No 出　土　地 長cm 幅c皿 厚cm 断面 樹種 摘　　要
1 E－4－13 26．1 3．3 0．2 無 杉 表　不明
?@月五日
2 E－4－13 9．5 5．4 0．7 無 杉 裏　丸の記号
3 G－5－9 9．1 2．8 1．2 無 杉 表裏　丸か瓢箪の記号
　人工的加工のある木製品（第273図）
　1は舩の一部と思われる。絵図によると勝場の磨挽とネコ場の中間にある板取者が汰板を使って選鉱し
ている様が描かれているが、其の上に上舩が二段になって高くなり、二段目の舩に穴が開いており下舩に
水と砂を流している。絵図では穴は丸いが遺物は角の穴であり、上舩の境についており正方形になるのか
菱形になるかも知れない。いずれにしても上舩の一部と推定される。松の木でつくっているのではなかろ
うか。
　2は杓である。ネコ流しの女性が座って前垂桶に杓で掬っている図があり、その杓と思われる。水舩か
ら流れる水と砂および前垂桶に溜まった砂を木綿に流すためと考えられる。
　3は上舩の隣に四角形な上舩があり、矢張り下舩へ隣の上舩と共同で水と砂を流している。その上舩の
穴と推定され、上舩は二段に組み合わされ高い。遺物は境に三角の穴があり、二つ組み合って菱形になる
可能性もある。その上舩の一部と推定される。
　4～6は樽と思われる底で、4は底径9．O　cm、5は8．5cm、6は90　cmある。提灯の底と思ったが底の真
ん中に蝋燭を立てる釘がないのと樽のクレが検出されるので樽の底と判断した。
第273図　人工的加工のある木製品　S＝1　4
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第83表　人工的加工のある木製品観察表
No 出　土　地 長cm 幅c皿 厚cm 末口cm樹種 人工痕 図番号 摘　　要
1 E－4－13 21．7 9．5 1．8 一 松 鋸痕 図1 舩の一部か
2 F－4－1 23．0 3．9 0．8 一 松 鋸痕 図2 杓か
3 F－5－23 20．3 4．1 1．3 一 松 鋸痕 図3 舩の一部か
4 E－4・18 9．0 一 1．0 8．9 杉 鋸痕 図4 樽の底
5 E・5・18 8．5 一 0．7 一 杉 鋸痕 図5 樽底
6 F－4－17 9．0 一 0．8 8．8 杉 鋸傷 図6 樽の底か
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註1に同じ
註6に同じ
註4に同じ
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註1に同じ
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註3に同じ
註1に同じ
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註31に同じ
「飛渡里歩留記（中）」『勝場に而使候諸道具』　舟崎文庫蔵
昭和38年に筆者が骨董屋から買い入れ、新潟へ打った。
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大橋康二『肥前陶磁』「考古学ライブラリー55」1993　ニューサイエンス社
註38に同じ
註38に同じ
井上喜久男『尾張陶磁』1992　ニューサイエンス社
註1に同じ
「鍵粉成方金銀吹立方取扱大概書」『板取之事』　舟崎文庫蔵
註43に同じ
神崎勝『蛍光X線分析による所感』　妙見山麓調査会
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